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概要 

 

 【背景と目的】 本論文は，建築物の設計者による言説を通して，建築物の言語描写の擬態語

表現における即物の様相と具体の様相の分析及び考察から，建築における感性的な思考について

論じたものである。 

 絶えず変動する外界から身を守り人の安全欲求を満たすものとしての建築は，通常強固で動か

ない。しかし内在する人の意識に触れるとき，壁はぴんっと緊張し，床はのびのびと緩み，そし

て建築の外観はぐるぐると動き出す。そのような建築の部分や全体の振る舞いは, さっと差し込

む光やゆっくり流れる風の振る舞いと融解しながら，単にそれが有するものとしての性質を示す

ことを超え，人の感覚や感情に働きかける作用となって空間に表出し，建築に多様な体験や意味

を生み出す。 

 ものであり，そして意味をもつ建築の認識や解釈は，建築物を設計する設計者やそれを体験す

る利用者の感性によって媒介される。設計者は，建築物の肌触りや見え方，実空間における印象

や心理作用といった人の受ける感覚を考慮しながら建築物を設計する。また，建築の創作の過程

には，設計概念や論理による思考に加え，直観やひらめき，そして設計者の洗練された建築や空

間への感覚による発想や発見が含まれており，それらが錯綜しながら思考されひとつの作品が誕

生する。したがって，建築の創作や設計において感性は，概念的な思考や論理とともに建築的思

考の重要な一部をなしていると考えられる。 

 設計者の建築に対する感性は，設計者が建築作品を説明する際に用いる，感覚印象語である擬

態語による表現などの中にみてとることができる。擬態語の音韻が示す感覚に則って描写される

建築物や空間の表現は曖昧さがあり，客観的で確固たる建築の概念を表明しているとは言い難い

が，読み手に強い印象を与え，設計者がひとつの概念として言い表せなかった建築のある様子に

込めた意図や思いを映し出していると考えられる。 

 本論文は，感性という観点から，擬態語の語感の感覚にのせて語られる建築物や空間を題材と

して，多数の建築家の言説を考察することにより建築の創作や設計における建築的思考を総じて

論じるものである。これまで建築家の言説のある論理や概念に着目し建築的思考を総体的に論じ

た創作論・設計論は多くあるが，感性という主観的で漠然とした人の側面に焦点を当てた建築の

論考は，特定の建築空間の利用者の心理実験による研究などに限られている。したがって，本研

究の成果は，建築の思考の枠組みを捉える新たな知見を示すものとなり有意義であると考える。 

 【研究の構成】 本論文は，「建築物の言語描写の擬態語表現における即物と具体の様相から

みる建築の感性的思考」と題し，以下の 6章により構成される。 

 序章（第 1 章），研究の理論と進め方（第 2 章），建築の言語描写の擬態語表現における建築

の即物の様相（第 3 章），建築の言語描写の擬態語表現における建築の具体の様相（第 4 章），

建築物の言語描写の擬態語表現における即物と具体の様相からみる建築の感性的思考（第 5 章），

結論（第 6章） 

 【各章の概要】 以下に各章の概要を示す。 

 第 1章では，本研究の目的と意義を示した。また，関連する既往の研究を整理した。 
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 第 2 章では，研究の論理として，分析を進めるうえで基盤となる感性，擬態語表現，即物と具

体の考え方を説明した。そして，分析対象とその選定基準を定め，分析方法を決定し，各章の位

置づけを明確にし，研究の流れと構成を示した。 

 第 3 章では，建築のものとしての側面を主眼に，設計者が自身による建築物を解説した記述文

の中から，建築空間を描写する際に用いた擬態語表現に着目し，建築の即物の様相を考察した。

そこで，擬態語によって表現される建築の即物の様相が文章中で表す意味内容を特定するために，

擬態語の語義として基本義，また擬態語を取り巻く周辺用語として主体・規定語を定義し，それ

ぞれの語句の相関をコレスポンデンス分析を用いて模式化することで傾向を把握し，傾向の組合

せを比較考察することで擬態語表現における建築の即物の様相を導出した。 

 第 4 章では，建築の意味としての側面を主眼に，設計者が自身による建築物を解説した記述文

の中から，建築空間を描写する際に用いた擬態語表現に着目し，建築の具体の様相を考察した。

そこで，擬態語によって表現される建築の具体の様相の文章中の意味内容を特定するために，擬

態語の語義として基本義，擬態語を取り巻く周辺用語として主体・表出概念を定義し，それぞれ

の語句の相関をコレスポンデンス分析を用いて模式化することで傾向を把握し，傾向の組合せを

比較考察することで擬態語表現における建築の具体の様相を導出した。 

 第 5 章では，第 3 章と第 4 章で導出した擬態語表現における建築の即物の様相と具体の様相と

を合わせて総合的に考察した上，それらを横断的に比較考察することで，擬態語表現における即

物と具体の様相からみる建築の感性的思考に対する論考をした。 

 第 6 章では，各章の流れと第 3 章から第 5 章で得られた結果を整理し，総括を述べた。また，

今後の課題と展望を述べた。  
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1 序章 
 

------------------------------------------------ 
 

1-1 研究の背景と目的 
 

 建築には響きがある。空間に響く実の音によるものだけでなく，わくわくと心臓の鼓動を高鳴

らせ，しっとりと観る目を魅了し，ほっと心を安らげるような，人間の身体のリズムや感覚と共

鳴し心へ反響を及ぼすような響きだ。  

 絶えず変動する外界から身を守り人の安全欲求を満たすものとしての建築は，通常強固で動か

ない。しかし内在する人の意識に触れるとき，壁はぴんっと緊張し，床はのびのびと緩み，そし

て建築の外観はぐるぐると動き出す。そのような建築の部分や全体の振る舞いは, さっと差し込

む光やゆっくり流れる風の振る舞いと融解しながら，単にそれが有するものとしての性質を示す

ことを超え，人の感覚や感情に働きかける作用となって空間に表出し，建築に多様な体験や意味

を生み出す。 

 ものであり，そして意味をもつ建築の認識や解釈は，建築物を設計する設計者やそれを体験す

る利用者の感性によって媒介される。設計者は，建築物の肌触りや見え方，実空間における印象

や心理作用といった人が受ける感覚を考慮しながら建築物を設計する。また，建築の創作の過程

には，設計概念や論理による思考に加え，直観やひらめき，そして設計者の洗練された建築や空

間への感覚による発想や発見が含まれており，それらが錯綜しながら思考されひとつの作品が誕

生する。したがって，建築の創作や設計において感性は，概念的な思考や論理とともに建築的思

考の重要な一部をなしていると考えられる。 

 そのような設計者の建築に対する感性は，設計者が建築作品を説明する際に用いる，感覚印象

語である擬態語による表現などの中にみてとることができる。擬態語の音韻が示す感覚に則って

描写される建築物や空間の表現は曖昧さがあり，客観的で確固たる建築の概念を表明していると

は言い難いが，読み手に強い印象を与えるため，設計者がひとつの概念として言い表せなかった

建築のある様子に込めた意図や思いを映し出していると考えられる。 

 本論文は，感性という観点から，擬態語の語感の感覚にのせて語られる建築物や空間を題材と

して，多数の建築家の言説を考察することにより建築の創作や設計における建築的思考を総じて

論じるものである。これまで建築家の言説のある論理や概念に着目し建築的思考を総体的に論じ

た創作論・設計論は多くあるが，感性という主観的で漠然とした人の側面に焦点を当てた建築の

論考は，特定の建築空間の利用者の心理実験による研究などに限られている。したがって，本研

究の成果は，建築の思考の枠組みを捉える新たな知見を示すものとなり有意義であると考える。 
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1-2 関連研究  
 

 既往の研究とともに，関連性や相違点を示しながら本研究の位置づけをする。 

 建築設計の概念や論理などを言葉によって表明した設計者の言語活動に関する研究は，これま

で数多く行われている。その一方で，擬態語をテーマにした建築分野での研究は数少ない。ここ

では，本研究の研究対象または分析方法と関連がみられる研究論文を研究テーマ毎に大別し，そ

の傾向を概観する。また，関連研究論文リストを節末に記す。 

 

【建築家の言説における創作論や設計論の研究】 

 これまで，建築家の創作論や設計論に関する研究としては，まず，現代日本の建築家の言説を

分析することで建築家の創作論や設計論について考察した，奥山信一らによる一連の研究 1～5）が

挙げられる。これらの研究では，多くの建築家によって著述された住宅論・都市論を，住宅観・

都市観という観念的水準から分析し，また創作の主題や空間モデルといった具体的な設計の水準

への分析と引き合わせて総体的に考察することで，概念的に構築された建築の創作対象に対する

言説と実体としての建築作品の創出を相応させ，建築の思考の枠組みを明らかにしている。現代

日本の建築家の言説における創作論や設計論に関する研究は，横山天心や塩崎太伸らにより主題

を拡大し継続的に研究されている。設計意図と構築の手法との関係を分析した横山天心らの一連

の研究 6～8）では，内部と外部のインターフェイスとしてデザインが重要なオフィスビルのファサ

ード，空間の構成から仕上げにまで関わり意匠と密接な関係をもつ住宅の構法，内外環境を調整

すると同時に公共性や公開性を表象するアトリウムに着目し，設計の意図と「技術」と「意匠」

に対する建築家の思考を明らかにしている。また，塩崎太伸らによる一連の研究 9～12）は，建築

家が設計論を展開する上で用いた対概念，幾何図形，空間，スケールという概念の分析から，背

景となる建築の「文脈」と論理展開の思考の形式を明らかにしている。 

 その他，内山一晃らの研究 13）では，設計者の考え方や抽象的な概念を示す言葉と建築形態と

して具体化・実体化する言葉に着目し，それらの関係性を分析することで建築設計プロセスにお

ける言葉の役割を構造的に考察している。さらに，北川啓介らの一連の研究 14～21）では，設計者

自身の建築物の作品解説文中に出てくるある特定の表現や言葉が関連語句との関わり合いの中で

変幻する建築の意味の様相を生み出していることを分析している。能動的言語描写により建築物

自身が振る舞うことで，設計者が建築物に内在させた概念的事象の様態を考察した研究 14），消

去の表現により建築物や概念などが実際には存在しないあるいは存在が確認できないことで，付

加価値が生まれる性質を明らかにした研究 15），また，光，透明，間，面，白，線というあるひ

とつの言葉とその言葉と関わりのある語句による描写内容に着目し，意味内容の分析からそれら

の言葉に生成される多義の性質を考察した研究 16～21）を通して，設計者の多様な建築的思考過程

を明らかにしている。 

 このように，建築家の言説における創作論や設計論の研究は多様な展開をみせている。本研究

は，設計者自身による建築物の言語描写にみられる特定の表現に着目し，その意味内容を総体的
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かつ相対的に分析することで建築思考の枠組みの一端を明らかにすることを目的にしていること

から，これらの研究の流れの一部として位置づけられる。 

 

【建築家の言説における修辞の研究】 

 これまで，建築家の言説における修辞に関する研究としては，成瀬徳行による，建築家による

多彩な言説の内容を修辞表現という観点から構造的に分析した一連の研究 22～24）が挙げられる。

これらの研究は，言語学的なアプローチから建築家の言説に出現する受動態，自動詞，補助動詞

に着目し，多彩な内容をもつ言説の構造的な分析から建築家の語り口・文章表現や表現に対する

建築家の認識や読み手の印象を考察している。本研究は，建築家の言語描写に出てくる比喩性の

ある言葉を取り上げ，修辞表現に着目して分析を行う点で既往の研究と類似するが，建築家の表

現技法やレトリックの手法による記述の多様さを生成する構造を分析するのではなく，擬態語を

用いて描写される建築空間の意味内容の分析から建築的思考を明らかにすることを目的としてい

る。 

 

【空間，建築・都市を表現する擬態語に関する研究】 

 これまで，空間や建築・都市を構成する要素を表現する擬態語に関する研究としては，秋田剛

らによる擬態語や擬音語を用いた環境表現に関する研究 25）が挙げられる。この研究は，擬態語

を用いた光，音，風などの環境要素の表現が，人々に強弱などの異なる環境条件を想起させるの

に有効であることを，アンケート形式の調査により明らかにしている。また，若山麻衣らの研究
26）27）では，建築や空間の雰囲気を伝達するオノマトペや，快・不快情動を想起するオノマトペ

を考察し，オノマトペ表現が環境を伝達する手段として有用であることを指摘している。これら

はいずれも建築環境工学分野における研究である。 

 続いて，デワンカー・バートらによる空間を表現する擬態語に関する研究 28）が挙げられる。

この研究は，空間の認識条件となる物体の大きさや形状，状態を表す意味をもつ擬態語から想起

されるイメージを，SD法を用いて設計経験者と非経験者とで比較分析することで，擬態語のもつ

複数のイメージを設計経験者が区別して認識することを明らかにしている。本研究は，建築分野

の中で言語描写における擬態語の感覚的な伝達能力に関わる知見を得ようとする点でこれらの研

究と同調する部分があるが，特定の環境要素や空間一般に関して扱うのではなく，建築空間を構

成する物理的な事象全体を扱う点，また，心理実験やアンケートといった定量的な分析を行うの

ではなく，擬態語の描写内容を擬態語とその周辺の語句の語義に着目し，分析することによって

設計者が建築物に込めた意味を考察する点において異なる立場をとるものである。 

 さらに，今枝良輔らによる建築物の設計説明に使用されている擬態語に着目し，建築設計の思

考過程を明らかにすることを目的とした研究 29）が挙げられる。この研究では音象徴的に分類し

た擬態語の意味と建築設計全般に係わる描写の内容との関係を分析し，擬態語によって指示され

る建築物のみでなく設計過程や文脈を含め，設計の概念的特性としてその思考形式をまとめてい

る。本研究は，建築物の言語描写において擬態語表現に着目し，その描写の内容から建築設計の

思考過程を分析する点で既往の研究と同様だが，建築空間を構成する事物や現象のみを扱い，感
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覚を着眼点として建築物の即物的な意味と観念的な意味の形成のされ方を分析することから建築

家の感性による空間認識と建築の思考の枠組みを探る点で異なる立場をとっている。 

 

【言語学分野における擬態語の研究】 

 これまで，言語学の分野における擬態語の研究としては，Hamano Shokoや田島毓堂らによる擬

態語の意味の発生を考察した研究 30）31）などが挙げられる。これらの研究では，擬態語の語義が

語句を形成する音要素や語形と関係することを構造的に分析することで，擬態語の音と意味の間

の有縁性を明らかにしている。また，竹本江梨による擬音語・擬態語の意味構造における複合感

覚に関する研究 32)がある。この研究は，複合感覚を観点とし，擬音語･擬態語の意味構造，特に

その多義性と意味拡張の性質を分析している。これら言語学における擬態語の研究の成果は，擬

態語という感覚的で曖昧な言葉を要素とする本研究において，擬態語の語彙の意味を定義する上

での論理的な背景となっている。 
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2 研究の論理と進め方 
 

-------------------------------------------------------------------------------------- 

 

2-1 研究の論理 
 

2-1-1 感性についての考え方 

 

 本論は，建築の感性的な側面に着目し，建築的思考を論ずることを目的としている。 

 感性は，「時間と空間に本質的に制約されている物質的対象からの刺激を，感官を媒介として

受入れる精神の認識能力で，これと対置される知的認識能力に素材を提供する。またはこのよう

な作用の総体をいう。」と辞書により定義されている１)。つまり，感性とは，「理性（完全なも

のを構想する能力）」や「悟性（概念を把握する能力）」２)と区別される，身体的な感覚，対象

物の性質などの認知，心の中に起こる感情や情感，美の観賞などの人の感ずるはたらきであると

いえる。 

 建築は，論理的で概念的な理解や解釈とともに直観や感覚的な認識とが入り混じり合いながら

思考される。設計者は，設計のコンセプトなどを通して自身の設計論や建築論を展開する一方で，

実空間における物の見え方，建築物が人に及ぼす心理作用，空間に現れる情緒などを想定しなが

ら建築空間を具現化している。また，無から有を生み出す設計作業では，直観やひらめきにより

明確な概念を示す言葉を必ずしも持たないまま設計のアイデアが生まれることが多々あり，感性

は建築創作の源泉を成しているといえる。 

 概念として対象化され言葉によって言い当てられる物事は，人が実際に感覚を通して認識する

物事のごく一部でしかない。色彩をとってみると，赤や青といった色の概念で示される色の間に

は，赤と青の中間的な色が連続的に存在しており，人はそれを具体的な色の名称によって指示す

ることができなくても実際にはそれらの色を知覚しており，認識の範囲は人それぞれ異なるであ

ろうが，感覚的にそれらを識別している。このように考えると，建築物の設計者は，建築設計の

経験を積んだ専門家として，あるいは個人の才能をもってして，建築や空間に対する洗練された

感覚を発揮しながら既製の概念では言い表し難い未分化なイメージの中に新規性を見出し，建築

作品として表現しているであろうといえる。 

 カントによれば感性は，人の認識構造において理性や悟性の前段階に位置づけられる。依って，

感性的な思考は，建築のより原初的な部分に関係してくると考えられ，建築の創造において根源

的な役割を担っているといえる。以上のことから，本研究は，建築の創作過程において感性によ

る建築や空間の認識が，論理や抽象的な思考とともに建築的思考の重要な部分を形成していると

考え，設計者が言説中で用いる感覚的な言葉に着目し分析する。 
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2-1-2 擬態語表現についての考え方 

 

 本論文は，擬態語に着目し，その語感から得られる感覚に則って建築のある特徴を解釈したと

考えられる描写を分析することで，感性による建築的思考を論じる。擬態語は，言葉の意味と表

記とが恣意的な関係にある一般的な概念語と異なり，参照する物事の動きや状態を音に擬えた，

人の身体感覚に寄り添った共感しやすい言葉である。また，言葉自体に多義を含み，イメージ喚

起性が強く，物事の複合的な意味のニュアンスを伝達しやすいため，漫画から医者の問診まで日

常的に幅広く普及している日本語の一種である。 

 建築物の設計者が自身の作品について専門誌等で説明する際にも広く使用され，図面や写真か

らは伝達されにくい設計者が意図した建築や空間のニュアンスを伝えている。例えば，「しっと

り潤った木肌」や「じっとり湿った空間」などのような建築物を湿度感により触覚的に捉えた描

写は，「しっとり」と「じっとり」とで微妙な湿度感の違いとそれに付帯するイメージや印象を

読み手に与える。「しっとり潤った木肌」という描写は，程よい保水感による木質表面の柔らか

い印象を与え，素材感による優しく居心地の良いさまなどを想起させるが，「じっとりと湿った

空間」という描写は，過剰に含まれた水分による湿りきった室環境のべたついた印象を与え，空

間の不快で居心地の悪いさまなどを想起させる。また，「外観はしっとりと村落にとけ込む」と

いう描写は，あたかも水を弾くことなく程よく保水しているかのように建築外観が周辺の風景と

馴染むように一体となっている様子を表現し，印象深く，落ち着いた風情や安らぎといった情緒

なども喚起させ，さらに，「コンクリートブロックは，ざらざらしているために汚れ易い，時間

の重みを確実に受け止めることができる」という描写は，「ざらざら」と描写された建築材料の

滑らかさを欠いた性状などの物質的特徴を介して，時間の経過を感じさせ，伝統性をも喚起させ

ている。 

 擬態語を用いた建築物の表現は，物性に即した佇まいや動きの様相があたかも事物や現象の内

面的な性格が空間の様相となって現れてくるような強い印象を与え，さらに，イメージ喚起性が

強い複合的な様相として美観，社会性，歴史性などのより拡張された概念までを表出させる。し

たがって，擬態語は，設計者の感覚的なフィルターを通して解釈された建築物の性質や現象の様

相，概念的に漠然とした未分化なイメージ，さらにそれらから得られる印象や価値などをより直

接的に表現し，建築家が建築空間に込めた思いや意図を映し出していると考えられる。 

 以上のことを前提とし，言葉自体に多義を有する擬態語による描写の意味内容は構文中の擬態

語とその周辺の語句とによる一連の表現として把握されることを考慮した上で，本論における擬

態語表現とは，第 3 章の建築物の言語描写における建築物の即物の様相においては，空間を構成

する事物や物質的現象が擬態語と動作や状態を表す動詞によって描写されている表現とし，第 4

章の建築物の言語描写における建築物の具体の様相においては，空間を構成する事物や物理的現

象が，擬態語と，擬態語によって修飾されることにより付帯した概念によって描写される表現と

して定義する。  
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2-1-3 即物と具体についての考え方 

 

 建築物は，それ自体が材料の集積したものである。ものとしての材料は，選別されその物理特

性が活かされ加工・組み上げられることにより，おかれる気象や地理的条件の下で外力に耐えう

るだけの強固さを発揮するようになる。また，材料の組合せや並べ方が工夫されることで機能性

が生まれ人の活動を支える有用な空間になり，材料のもつ色や質感が精巧に調整され，さらに開

口が設けられ外部の光を導入することで空間の演出性が高まり，建築物に人の情感に共鳴する美

や親しみの感覚を与える。さらに，集積された材料がある形状を示す全体に仕立て上げられるこ

とで，建築物は社会や歴史を表象するシンボリックな建築としての意味を担う。 

 建築の価値は，建築物それ自体とそれを取り巻く周辺の即物的なものの形状や性状の操作を通

して，要求される建築物の機能や構造の安定性を担保し，ものの集積としての構築物に社会や歴

史的な意味を織りなす設計行為を通して複合的に生み出されるといえる。そして，建築物に吹き

込まれる安全性や機能性，社会性や歴史性といった意味は，目に留まる建築物の形質の様子や知

覚される光や風などの動き，視覚化される風景，人への心理的な作用の様子などを通して建築空

間に具現化される。 

 本論は，擬態語を用いた言語描写により感覚を介して表現される，建築空間に関わる事物の物

性に即した佇まいや動きの様子とそれらから喚起されるイメージや想起されるより抽象的な概念

を含め，建築のものとしての側面と意味としての側面の双方を合わせて建築の感性的な思考を論

じる。そこで，擬態語表現による建築物の言語描写において，建築空間を構成する建築物自体，

建築構成部位，物質的現象などの知覚可能な実体的要素を即物，建築空間を構成するそれらの事

物や現象が擬態語によって描写されることで表出する概念が建築物自体の形状や物理的性質に付

帯することを具体と定義し，建築の即物と具体の様相を分析する。 

 

 

2-1-4 分析対象についての考え方 

 

 本論は，感性に着目し，建築のものと意味の側面に焦点を当てながら建築的思考の枠組み形成

の把握に寄与する建築のいち知見を得ようとするものである。したがって，実空間を経験する利

用者の感想を分析したり，ひとりあるいは少数の設計者の建築における感じ方を論じるのではな

く，複数の設計者を対象とした総体的な論考とする。また，対象とする各々の設計者が感じる内

容そのものではなく，感性的な建築の捉え方をしていると考えられる，複数の設計者による言説

を対象にしそれらを相対的に分析することで，その思考の在り方を明らかにする試みである。以

上のことを考慮し，感性を表していると考えられる言葉として，感覚印象語である擬態語に着目

し，擬態語によって描写される設計者自身の作品解説文を分析することで，インタビューや心理

実験などの方法をとらなくても上記の目的に必要な考察が十分可能であると考える。また，擬態

語という感覚的で曖昧な言葉を論考の要素とするうえで，客観性に対する懸念もあるが，以降分
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析の章で詳細を説明する擬態語の言葉の特徴の理解の上，擬態語の語義を確定し整理することで

一定の客観性を担保できると考える。 

 具体的な分析対象としては，実際の建築空間について描写されている言説として，時代に対し

て文献の量に偏りがなく，設計者の言説として十分な資料を得ることができる点を考慮して，現

代まで継続的に建築作品及びその解説文を掲載している建築専門誌である『新建築』を研究資料

とする。その上で，第 3 章では擬態語表現における建築の即物の様相，第 4 章では擬態語表現に

おける建築の具体の様相について記述された箇所を抽出し，分析・考察する。また，対象期間は，

より一般性をもった言語描写の研究になるように 1950 年から 2010 年とし，より多くの分析対象

を抽出する。 

 

 

2-1-5 分析方法についての考え方 

 

 本論は，記述文の意味内容から建築家の建築および空間に対する認識や解釈を分析する。文は

要素（語句）の集合から成り立っており，構文中の語句自体の意味と語句間の修辞関係によりそ

の意味内容が把握されると考えられる。また，同様の意味を示す語句であっても記述者により言

葉の選択に違いが出たり，構文化のされ方により語形に変化が生していると考えられる。そこで

本論では，まず，着目する擬態語表現を含む記述の中から，分析目的に応じた語句を客観的な基

準と方法を設定した上で分解された要素として抽出し，意味の類似性から分類することにより分

析可能なデータとして整理する。そして，分類した要素の修辞関係に基づく組合せの相関を把握

することで集合構造の傾向を整理し，特定の意味形成の枠組みを導く。 

 本研究では，分類した要素の組み合わせの相関から記述内容の傾向を把握するに際に，コレス

ポンデンス分析を用いる。本研究が，必ずしもその重要さが量的な多さにより決定づけることが

できない記述文の意味内容を分析の対象にしていること，コレスポンデンス分析は多次元の質的

データの相関構造を調べる上で有効であること，また，これまで同様の言説の研究において採用

されておりある程度確立された方法であることを考慮し，この方法を採用する。 

 より詳細な分析方法については，該当各章において説明する。  

 

 

 

 

 

 

参考文献 

 

１）フランク・B・ギブニー編：ブリタニカ国際大百科事典 22 小項目事典 2，TBS ブリタニカ，1973 

２）イマヌエル・カント著, 熊野純彦訳：純粋理性批判，作品社，2012.1 
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2-2 研究の構成 
 

 本論文は，建築物の言語描写の擬態語表現における建築の即物の様相と具体の様相を分析し，

設計者の感性に基づく建築の思考について考察するものであり，以下の全 6 章により構成される。 

 

  1 章 序章 

  2 章 研究の論理と進め方 

  3 章 建築物の言語描写の擬態語表現における建築の即物の様相 

  4 章 建築物の言語描写の擬態語表現における建築の具体の様相 

  5 章 建築物の言語描写の擬態語表現における即物と具体の様相からみる建築の感性的思考 

  6 章 結論 

 

 研究の構成を図 2-1に示す。 

  

図 2-1 研究の構成  
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3 建築物の言語描写の擬態語表現における 

建築の即物の様相 
 

------------------------------------------------ 
 

3-1 分析の背景と目的 
 

3-1-1 分析の背景 

  

 設計者による建築物の言語描写において，「しっとり潤った木肌」や「じっとりと湿った空間」

と建築物が描写される場合，いずれも湿度に関する触覚的な表現であるが，「しっとり」と「じ

っとり」とでは，微妙な湿度感の違いとそれに付帯するイメージや印象を読み手に与える。擬態

語を用いたこれらの表現により，前者は水分が程よく行き渡った木質表面の柔らかい印象を与え，

その素材感による優しく居心地が良い様などを想起させるが，後者は空気中に水分が過剰に含ま

れる湿りきった室環境のべたついた印象を与え，そのような環境にある空間は不快で居心地が悪

い様などを想起させる。また，建築物と外部環境の関係を視覚描写した「外観はしっとりと村落

にとけ込む」という表現では，擬態語を用いることであたかも水を弾くことなく程よく保水して

いるかのように建築物の外観を捉えている。そのような外観は周辺の風景と馴染むように一体と

なり，より身体に訴えかけ，印象深く，また，落ち着いた風情や安らぎといった情緒なども想起

させる情景となっている。このように，設計者は僅かな色合いや素材感の違い，人や自然現象の

移ろいによる空間様相の変化，周辺と建築物の相対的な成立状況など，差異のある事物や複雑に

絡みあった事象を擬態語により描写する。擬態語は，一般的な概念語と異なり，参照するものご

との動きや状態を音象徴的注 1)に再現し，人々の身体感覚に寄り添った，より共感しやすい空間

認識を促す。したがって，イメージ喚起性が強く物事の複合的意味のニュアンスを伝達しやすい

ため，設計者が自身の建築物を解説する際に，意図する建築物の性質，概念的に漠然とした未分

化なイメージ，現象の様相から受ける印象や価値判断などを直接的に表現することができる。以

上のことから，擬態語は，物性に即した佇まいや動きの様相を建築物自らがもちあわせているか

のように客観的に描き出し，感覚的なフィルターを通して，あたかも事物や事象の内面的な性格

が空間の様相となって現れてくるような強い印象を読み手に与えることで，設計者が建築空間に

込めた主観的な意図や思いを暗示しているといえる。 
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3-1-2 分析の目的 

 

 本論は，感性による建築的思考を論じるうえで，感性を表現する言葉として設計者の建築作品

の解説文に出てくる擬態語に着目し，設計者が擬態語の語感の感覚に則って解釈した建築のある

様子について分析する。擬態語は，物性に即した佇まいや動きの様子をあたかも事物がもちあわ

せたかのように描写し，その強い印象づけにより設計者の意図を暗示する。本章では，まず，建

築空間を構成する建築物自体や建築物の部位だけでなく，室内外環境に影響を及ぼす光や空気に

よる物質的現象，家具などの調度品，建築物の周辺に存在し風景として空間内に取り入れられる

緑などの知覚可能な要素を即物と定義する。そして，擬態語と関連語句によって描写された即物

としての事物や物理的現象の建築空間内での状態や動きの様子を分析し，それらに複合的に介在

された設計者の主観的な感覚や未分化なイメージを読み解く。擬態語によって表現される建築の

即物の様相の分析は，建築のものとしての側面における感性に基づく建築的思考を明らかにする

手掛かりとなる。そこで，本章では建築物の言語描写の擬態語表現における建築の即物の様相を

明らかにする。 

 

 

3-1-3 既往の研究 

 

 空間や建築・都市を構成する要素を表現する擬態語に関する研究として，デワンカー・バート

らによる空間を表現する擬態語に関する研究 1），秋田剛らの擬態語や擬音語を用いた環境表現に

関する研究 2）が挙げられる。ひとつ目は，空間の認識条件となる物体の大きさや形状，状態を表

す意味をもつ擬態語を，擬態語を取り扱った辞典から選定し，研究対象とした擬態語から想起さ

れるイメージを，SD法を用いて設計経験者と非経験者とで比較分析することで，設計経験者が，

擬態語のもつ複数のイメージを区別して認識することを明らかにしている。ふたつ目は，擬態語

を用いた光，音，風などの環境要素の表現が，人々に強弱などの異なる環境条件を想起させるの

に有効であることを，アンケート形式の調査により明らかにしている。本章は，建築領域の中で

言語描写における擬態語の感覚的な伝達能力に関わる知見を得ようとする点でこれらふたつの研

究と同調するが，空間一般や特定の環境要素に関して扱うのではなく，建築空間を構成する事象

全般に関して扱う点，また，心理実験やアンケートといった定量的な分析を行うのではなく，擬

態語の描写内容を擬態語とその周辺の語句の語義に着目し，分析することによって設計者が建築

物に込めた意味を考察する点において異なる立場をとるものである。 

 本章では，設計者が自身による建築物を解説した文中で，建築空間を言語描写する際に用いた

擬態語表現に着目している。そして，建築空間を構成する知覚可能な要素を示す語句，建築構成

要素の動きや状態を示す語句，建築構成要素のより子細な様子を特定する擬態語の相関を分析す

ることにより，建築空間に複合された印象を捉え，擬態語により言語描写される際の，建築の即

物の様相を明らかにする。 
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3-1-4 分析の手順 

 

 以下に，本章における分析の手順を段階的に記す。 

3-1） 本章では，建築物の言語描写の擬態語表現における建築の即物の意味の一側面を決定づ

けるための要素として，基本義・主体・規定語を定義する。本章における擬態語表現とは，空間

を構成する事物や物質的現象が擬態語と動作や状態を表す動詞によって描写されている表現とす

る。 

3-2） 建築専門誌『新建築』に掲載された設計者自身の作品に対する解説文の中で，建築空間

を構成する事物及び現象の動きや状態が擬態語によって描写された記述箇所を研究対象として選

出する。擬態語の語義は，擬態語を取り巻く語句や文脈によって特定されるため，研究対象とし

た記述から，本章の分析資料となる擬態語表現が用いられている文章をキーコンテクスト注 2）と

して抽出する。 

3-3） 抽出したキーコンテクストから基本義・主体・規定語に該当する語句を抽出し，意味内

容を考慮し，カテゴリー分けを行う。カテゴリー分けを行うことにより，日本語表記における漢

字表現，平仮名表現，送り仮名の差異を解消することで，表記の違いに関らず建築領域における

擬態語表現を考察できるようにする。カテゴリー分けは，個人による独断や恣意を避けるため，

著者を含む複数人により妥当な分類基準を定め，合議に基づき決定する。 

3-4） 語句毎に分類し統計化することでみえにくくなった様々な語句の相互関係を総体的に把

握するために，基本義と主体，基本義と規定語のそれぞれの組合せのコレスポンデンス分析注 3）

を行い，分類間の相関の傾向を整理する。 

3-5） それぞれのコレスポンデンス分析で得られた傾向の組合せを基に，資料としたすべての

記述内容を考慮しながら比較考察することにより意味のまとまりを捉え，建築物の言語描写の擬

態語表現における建築の即物の様相を考察する。 

 

 

3-1-5 分析対象の選定 

 

 本章では，擬態語表現における建築の即物の様相を考察する上で，設計者自身の思考や思想を

分析できることを考慮して，研究対象を実際の建築空間の言語描写がされている設計者自身によ

る作品解説文とした。そこで，時代に対して文献の量に偏りがなく，設計者の言説として十分な

資料を得ることができる点を考慮して，現代まで継続的に建築作品及びその解説文を掲載してい

る建築専門誌『新建築』3）を研究資料とする。そして，執筆者の文責が明らかである 1950 年か

ら 2010 年までを対象期間とし，掲載された設計者自身の作品に対する解説文の中で，建築空間

を構成する事物及び現象の動きや状態が擬態語によって描写された 538 の建築物における延べ

659事例を研究対象とする。（表 3-1） 
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表 3-1 年別研究対象数 
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3-2 用語の定義と抽出・分類 
 

3-2-1 用語の定義 

 

 建築物の言語描写の擬態語表現における建築の即物の意味の一側面を決定づけるための要素と

して，基本義・主体・規定語を定義する。基本義とは，擬態語のもつ基本的な意味合いのカテゴ

リーと音韻注 4）による程度の大小の組み合わせにより決定される擬態語の語義を表す。主体とは，

擬態語により修飾され，意味づけされる建築物や構成部位，人などの建築空間を構成する物体だ

けでなく水や光，時間などの物質的現象なども含む，建築空間を構成する知覚可能な要素を表す。

規定語とは，擬態語と修飾関係にあり，かつ主体と主述の関係にある主体の動作や状態を表す動

詞句を表す。 

 キーコンテクスト内において，擬態語の基本義が事物や物質的現象としての主体と，動作や状

態を表す規定語と組み合わされることにより，あたかも事物や現象の内面的な性格が空間の様相

となって現れてくるような一連の表現を分析することで建築の即物の意味の一側面を捉えること

ができる（図 3-1）。そこで，キーコンテクスト内において，基本義・主体・規定語に該当する

語句を抽出し，分類する。（図 3-2） 

 

 

 

図 3-1 建築物の言語描写の擬態語表現における建築の即物の様相の流れ 

 

 

 

 

図 3-2 キーコンテクストと基本義・主体・規定語の抽出例 
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3-2-2 基本義の分類 

 

 基本義は，主体と組み合わさることで，事象の性質や性状を特定し，擬態語表現により描写さ

れる建築空間の一側面を決定づけるものである。擬態語は，音象徴を用いて事象の動きや状態を

表現する語句であり，音韻によって語義が大別されるため，音韻を考慮した上で，物体間の関係

を表す状態性，物体の運動の様子を表す運動性，物体の量や大きさを表す量的属性，物体の性質

を表す質的属性，物体の発する刺激の鋭さを表す鋭鈍性に着目することで基本義のカテゴリーを

大別し，さらに，有声・無声といった特徴に着目することで程度の大小も考慮し，47種のカテゴ

リーに分類した（表 3-2）。 

 

表 3-2 基本義の分類 
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 【散在性(大)】・【散在性(小)】・【集密度(大)】・【集密度(小)】・【過剰性(小)】など複

数事象を示す状態性や【固定度(大)】・【固定度(小)】・【整然性(小)】・【臨界性(大)】・

【付着度(小)】・【沈着性（小）】・【臨界性(小)】・などの他を要する状態性を表す基本義の

分類が多く抽出できることから，設計者は空間を構成するある事物をほかの事物あるいは空間全

体と関係づける中で空間に偏差を見い出しているが推測できる。また，語義別にみると【弛緩性

（小）】や【変化量（小）】が多く抽出できることから，設計者が空間の様相を微妙に伸びたり

動いたりするものとして認識していることがうかがえる。 

 

 

3-2-3 主体の分類 

 

 主体は，擬態語と組み合わさることで設計者が着目した建築空間の一側面を表すものである。

抽出した語句の意味内容を判断しながら，建築空間における役割といった観点から，43種のカテ

ゴリーに分類した（表 3-3）。 

 

表 3-3 主体の分類 
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 建築物を構成する部位や材料，それら事物の集合として具現化される空間，光や水などの物理

的現象，風景や周辺環境など，建築物それ自体に関する主体と周辺物を表す主体が抽出できるこ

とから，建築物が有する内的な要因と建築物の周辺物による外的な要因とにより建築空間の様相

が認識されるといえる。また，[建築全体]が最も多く抽出できたことから，部分としてではなく

建築物全体としての働きが周辺環境などの外的事象と関係づけられ建築空間が捉えられることが，

擬態語表現におけるひとつの特徴と推測される。さらに，[人]が多く抽出できることから，人に

経験される空間として建築空間が認識されることがみえてくる。 

 

 

3-2-4 規定語の分類 

 

 規定語は，擬態語と組み合わさることで，擬態語が示す音象徴からくる語義を補完し，擬態語

の意味の属性を決定づけ，建築空間内での主体の動作や状態を特定する語句である。抽出した語

句の記述中での意味内容を判断しながら，59種のカテゴリーに分類した（表 3-4）。 

 

表 3-4 規定語の分類 
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 〈存在〉・〈出現〉・〈静寂〉などによる建築物や空間を構成する事物の佇まい，〈湾曲〉・

〈形成〉・〈配列〉などによる部位形状や空間の構成，〈連続〉・〈進入〉などによる空間の動

きや現象，〈分解〉・〈集合〉・〈結合〉などによる事物間の関係，〈視認〉・〈生活〉・〈安

息〉などによる人の知覚や行動と，様々な建築空間の様相を生み出す主体の様態を特定している

といえる。また，〈包容〉が多く抽出できたことから，取り込んだり取り込まれたりする事物間

の規定関係により生み出される建築空間の様相が多いことがわかる。 

 

  



21 
 

3-3 語句間の相関の整理 
 

3-3-1 基本義と主体のコレスポンデンス分析 

 

 基本義と主体の相関の傾向を把握するため，コレスポンデンス分析を行う。まず，キーコンテ

クスト内の基本義と主体をクロス集計した結果，組合せ総数として延べ 659 の組合せが得られた

（表 3-5）。これを基にコレスポンデンス分析を行い，基本義と主体の関係の強さを散布図上の

距離に転換して模式化することで傾向を整理した（図 3-3）。そして，得られた散布図をゾーニ

ングし，原点からの距離に比例して比重を置いて解釈した結果，潜在性による環境計画事象，空

間を演出する流動体，拡縮により捉えられる肌理，形状による建築の主要部位の振る舞いの 4 つ

の傾向に整理することができた。以下に，それらの傾向を構成する組み合わせとそれぞれの傾向

の特徴について述べる。 

 潜在性による環境計画事象では，［植物］は【膨張性（小）】などと強い相関を示し，「こん

もり繁った庭のケヤキやモミジ」注 5）の描写のように，人の手が加わっていない自然物の様子を

表現している。また，［人］は【巻き方（大）】などと強い相関を示し，「子供たちはぐるぐる

走り回ったり」注 6）の描写のように，束縛されない子供の自由な動きを表現している。以上より，

これらは環境を構成する自然物や人に潜在する性質を顕在化させることで，快適で生き生きとし

た空間の様相を表現しているといえる。 

 空間を演出する流動体では，［光］は【明度（鮮）】などと強い相関を示し，「光は四方から

さんさんと降り注ぎ」注 7）などの描写のように，鮮明な光線の情景を捉えており，光量が多く鮮

やかな光の様態を表現している。また，［熱］は【変化量（小）】などと強く相関を示し，「熱

は外壁のスリットからゆっくり排出される」注 8）の描写のように，不定形な流動体を捉えており，

触覚への影響を考慮した熱の流量が調整されている様子を表現している。以上より，これらは空

間内に存在し体感される流動体の緩急を調整することで，微細な空間の動きを印象的に表現して

いるといえる。 

 拡縮により捉えられる肌理では，［ヴォリューム］は【臨界性（大）】などと強い相関を示し，

「周囲の建物は隣地境界ギリギリに建っており」注 9）の描写のように，計画された建築物が高密

度な都市スケールの一部分に位置づけられることを表現している。また，［ディテール］は【粗

さ（粗）】などと強い相関を示し，「（タイル貼りや石貼りは）手作りの温もりが伝わるように，

ザックリと仕上げる」注 10）の描写のように，建築物の表面に焦点を当てた際，顕在化する素材表

面の粗さを表現している。以上より，これらは巨視的な視点から微視的な視点までの縮尺を越え

た認知により事物の状態を捉えることで，建築物の存在感を表現しているといえる。 

 形状による建築の主要部位の振る舞いでは，［柱］は【太さ（細）】などと強い相関を示し，

「地中からニョッキリと立ち上がった片持のコンクリート列柱」注 11）の描写のように，自身のプ

ロポーションを細く長く整え端正に直立する佇まいを表現している。また，［建築外観］は【硬

度（大）】などと強い相関を示し，「セキュリティの要請でガチガチに角質化してしまった建築
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の皮膚」注 12）の描写のように，壁の極端な硬さによる表情で建築物を内向させる身振りを表現し

ている。以上より，これらは建築を構成する主要部位の形状や質感によって，建築に動的な様相

を付加することで生命をもたない建築に表情をもたせ，性格づけをしているといえる。 

 

表 3-5 基本義と主体のクロス集計表 
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図 3-3 基本義と主体のコレスポンデンス分析散布図 

 

 

3-3-2 基本義と規定語のコレスポンデンス分析 

 

 基本義と規定語の相関の傾向を把握するため，コレスポンデンス分析を行う。まず，基本義と

規定語をクロス集計した結果，組合せ総数として延べ 659 の組合せが得られた（表 3-6）。これ

を基にコレスポンデンス分析を行い，基本義と規定語の関係の強さを散布図上の距離に転換して

模式化することで，傾向を整理した（図 3-4）。そして，得られた散布図をゾーニングし，原点

からの距離に比例して比重を置いて解釈した結果，主体と規定語の組合せは，微調整された動向，

定常状態の逸脱，形成される取合いの差異，鋭鈍により顕在化する相関の 4 つの傾向として捉え

ることができた。以下に，それらの傾向を構成する組合せとそれぞれの傾向の特徴について述べ

る。 

 微調整された動向では，〈回転〉は【巻き方（大）】などと強い相関を示し，「長さ 300m の

壁をぐるぐるに巻き」注 13）の描写のように，大きく何重にも巻かれることで，力強い様子を表現

している。また，〈回転〉は【巻き方（小）】とも強い相関を示し，「風のあるとき風車がクル

クル回り」注 14）の描写のように，小回りに回転する動きから軽快さが付加され主体のもつ趣きを

表現している。以上より，これらは，方向性のある動きに対して微妙な程度の違いを認識するこ

とで主体の存在感を暗示し，情緒を付与しているといえる。 

 定常状態の逸脱では，〈突出〉は【膨張性（小）】などと強い相関を示し，「ぷくっと押し出

されたかたちの階段室を，隣の住戸が日常的に親しめる風景となるように」注 15）の描写のように，
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自身の機能性を保ったまま主体が環境の一部となるべく適応している様子を表現している。また，

〈変容〉は【弛緩性（小）】などと強い相関を示し，「温度によって形状がフニャフニャと変わ

る建築」注 16）の描写のように，主体と主体を取り巻く環境の関係が偏り，主体が受動的に存在し

ている様子を表現している。以上より，これらは，事象同士の関係が安定しておらず不均衡であ

る状況を形成することにより，他律的に変容する建築の様相を表現しているといえる。 

 形成される取合いの差異では，〈接近〉は【臨界性（大）】などと強い相関を示し，「ぎりぎ

りの均衡を保って境界面が確定される」注 17）の描写のように，均衡した事象が共存している様子

を表現している。また，〈存在〉は【衝撃（小）】などと強い相関を示し，「（大自然の中に）

ひっそりとたたずむ建築」注 18）の描写のように，主体の存在感を抑え対象と一体化する様子を表

現している。以上より，これらは事象間の境界で発生する取り合いの微細な差異により，建築を

構成する事象同士の繊細な関係性を表現しているといえる。 

 鋭鈍により顕在化する相関では，〈発信〉は【明度（鋭）】などと強い相関を示し，「樹木の

間からガラスの屋根だけがキラキラ光って見える」注 19）の描写のように，強い明るさを帯びた主

体の存在が周辺から突出している様子を表現している。また，〈進入〉は【不明瞭性（大）】な

どと強い相関を示し，「半透明のスクリーンには，時間や天候によって，空の青や樹々の緑や岩

壁の黒がぼんやりと映り込む」注 20）の描写のように，主体である前景と置かれる背景間で一方が

他方に取り込まれることにより曖昧に融合している様子を表現している。以上より，これらは主

体が鋭鈍性を帯びた挙動を起こすことで，主体と主体を取り巻く事象の間に序列が形成され，ふ

たつの事象の相関を顕在化しているといえる。 
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表 3-6 基本義と規定語のクロス集計表 
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図 3-4 基本義と規定語のコレスポンデンス分析散布図 
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3-4 基本義・主体・規定語からみる建築の即物の様相

の類型  

 

 本章では，擬態語表現における建築の即物の様相を決定づける 3 つの要素として基本義，主体，

規定語を位置づけている。これらの要素間のコレスポンデンス分析散布図から得られたそれぞれ

の傾向を重ね合わせ，語義により類型を導出し，擬態語表現における建築の即物の様相を考察す

る。そのため，キーコンテクストに含まれる基本義，主体，規定語の組合せを，本章 3 節 1 項の

基本義と主体のコレスポンデンス分析により得られた傾向と本章 3 節 2 項の基本義と規定語のコ

レスポンデンス分析により得られた傾向の違いとその強弱を判断の手がかりとして全ての事例を

比較考察し，原文の記述内容も考慮した上でいくつかの意味のまとまりとして位置づけた。その

上で，意味のまとまりの枠組みをもっとも端的に表せるよう，本章 3 節 1 項で得られた傾向を横

軸，本章 3 節 2 項で得られた傾向を縦軸として，二次元上に位置づけた図を作成した注 21)。その

結果，擬態語表現における建築の即物の様相として少なくとも A〜X の 24 種の類型が認められた
注 22)（図 3-5）。以下に，各類型の考察を述べる。   

 

類型 A：重力から解放される建築 

 この類型は，「天に向かってぐるぐる登っていく壁」注 23)などの描写のように，［壁］，【巻

き方(大)】，〈上昇〉などの組合せにより，部位が地面から上方へ向かって強い円弧を繰り返し

描きながら構成されることから，建築物の重さを感じさせず浮上感が生まれる様子を表している。

また，「地上からだんだん空中に上昇していく庭園的建築である」注 24)などの描写のように，

［建築全体］，【加度(大)】，〈上昇〉などの組合せにより，上方に向かって段階的に変化する

上昇感のある建築物の様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，建築物が方向性や勢いのある運動性を示すこ

とにより，万物が逃れられない重力から解放されている様子を表現しているといえる。 

 

類型 B：求心性により序列化される空間 

 この類型は，「その空間は主棟の大きな壁からぐるりと囲む山の傾面までの拡がり…」注 25)な

どの描写のように，［地形］，【巻き方(大)】，〈包容〉などの組合せにより，建築物のある部

分に着目し，包んだり包み込まれたりする建築物のほかの部分や周辺の事物までの広がりにより

規定される，内外を含む空間の様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，包みこんでいる範囲の大きさにより，包囲包

含関係を明確化し，空間を構成する要素の間に序列を見出しているといえる。 

 

類型 C：微細な移ろいによる現象の実感 

 この類型は，「この空間に溜まる熱は端の機械室を介し外壁のスリットからゆっくりと排出さ

れる」注 8)などの描写のように，［熱］，【変化量(小)】，〈排出〉などの組合せにより，温度
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差を利用し室内から室外に自然に放出されるドラフトを感じさせない空気の流れの様子を表して

いる。また，「毎正時には，プリズムのように光が青から赤にゆっくりと変化して時間を知らせ

る」注 26)などの描写のように，［光］，【変化量(小)】，〈変容〉などの組合せにより，光など

が僅かながら変化してゆく現象を認知する様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，微細な挙動や変質により，身の回りに存在す

る事象が変化していることを実感させているといえる。 

 

類型 D：円滑な包囲による安心感 

 この類型は，「あたたかい，患者をすっぽりつつむような高くない天井…」注 27)などの描写の

ように，［天井］，【抵抗(小)】，〈包容〉などの組合せにより，空間を経験する人の周りを規

定する境界面までの程よい距離感による空間の包み具合を表している。 

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，抵抗が少なく全体が包まれることにより，建

築部位や素材が空間を包んでいる様子に違和感がなく，人に安心感を感じさせているといえる。 

 

類型 E：緊密な個の集合による存在感 

 この類型は，「この段状の下にはコンュータの機器がぎっしりと詰っている」注 28)などの描写

のように，［調度品］，【密集度(大)】，〈充填〉などの組合せにより，空間の機能を支える設

備などが一つ一つではあまり気にならない存在であるが，高密度に集合することにより空間にお

いて意識されるようになることを表している。また，「…吉野の 6 寸核のムクのスギ材をびっし

りと並べ，端正ながら温もりのある迎え庇とした」注 29)などの描写のように，［材木］，【密集

度(大)】，〈配列〉などの組合せにより，個々の材料を集積させることで集合体として存在感を

示し，建築物へのアプローチ空間の目印をつくっている様子を表している。さらに，「スケール

の小さな空間が，チマチマと集まってできている家のほうが，住みやすそうな気もしてくる」注

30)などの描写のように，［空間］，【量(少)】，〈集合〉などの組合せにより，それぞれの室空

間の規模が小さく不便そうであるが，それらが緊密に纏まって集合することで利便性のある建築

物になる様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，集合体を構成する要素の間隔が詰まっている

様子や小さくまとまっている様子により，身体単位から空間単位までの集合体が密に集まり，か

つ個々の状態を確実に認識することで，多様な要素の集合体である建築の存在を強く感じさせて

いるといえる。 

 

類型 F：角の創出により律動する壁面 

 この類型は，「歩行者の尺度に対応して日本の風のような，ジグザグ状の連続した壁面が設け

られる」注 31)などの描写のように，［壁］，【折れ方(強)】，〈連続〉などの組合せにより，連

続した長い壁面上に繰り返し角がつけられることで人の動きに呼応した壁面になる様子を表して

いる。また，「室内の側壁は…ジグザグ型とし，…意匠的な構想を練ってみた」注 32)などの描写
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のように，［壁］，【折れ方(強)】，〈形成〉などの組合せにより，壁面を強い折り曲げにより

角が立った状態にすることで空間を印象的にする様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，鋭く折れた角が連続していることにより，壁

が細かく分節され，空間に動きを演出しているといえる。 

 

類型 G：排他的な建築物の表情 

 この類型は，「…メンテンスとセキュリティの要請でガチガチに角質化してしまった建築の皮

膚…」注 12)などの描写のように，［建築外観］，【硬度(大)】，〈変容〉などの組合せにより，

生物の皮膚の隠喩を用いながら，建築外観から親しみやすさが消失してしまった表情の硬さを印

象づけている。また，「…カチンカチンに打上がった壁面は被膜をおけることがしばしためらわ

れる…」注 33)などの描写のように，［壁］，【硬度(小)】，〈加工〉などの組合せにより，壁の

仕上げ面の特異な硬さの状態に，仕上げ処理の対応を躊躇する様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，硬さをもつ状態が形成されることにより，建

築物の表層が硬さを帯びており，他者を寄せつけない印象を与えているといえる。 

 

類型 H：落着きをもたらす安定性 

 この類型は，「居間堂は家でゆっくり楽しめるようハイバックチェア，ディベットなどを置い

ています」注 34)などの描写のように，［人］，【変化量(小)】，〈娯楽〉などの組合せにより，

長い時間腰掛けたり寝そべったりでき，人の動作を遅延させる家具などの設置から引き出される

余剰のある人の行動の様子を表している。  

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，動きの変化が少なく安定していることにより，

静穏な人の活動に余裕が生まれ，落着きのある空間をもたらしているといえる。 

 

類型 I：適度な余剰による空間の豊かさ 

 この類型は，「…漆喰はまた，外装のジョイントにもたっぷりと用いられる．風の威力を考慮

した，伝統的な構法…」注 35)などの描写のように，［ディテール］，【過剰性(小)】，〈使用〉

などの組合せにより，材料などが最低限ではなく十二分に用いられることで，その性能や性質が

増幅される様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，必要量より少し多い量を考慮していることで，

量や規模に若干の余裕をもたせ，機能性の向上した空間を形成しているといえる。 

 

類型 J：内力を想起させる外観 

 この類型は，「コンモリと盛り上がった屋根の 3 つの保育室は直径 3m のドームに，中央の遊

戯室の盛り上がりは 4m のドームに…」注 36)などの描写のように，［屋根］，【膨張性(小)】，

〈突出〉などの組合せにより，内部空間の役割に応じて隆起の仕方に特徴がある形状をした屋根

の様子を表している。 
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 つまり，この類型における建築の即物の様相は，膨らんで盛り上がった形状が内部の人の活動

を示しており，外観が内在する活動や現象を暗示しているといえる。 

 

類型 K：親和をもたらす弛緩性 

 この類型は，「…温度によって形状がフニャフニャと変わる建築はできないだろうか．ボキッ

と変わるのではなく，フニャフニャと変わるのが『負ける建築』らしくて好ましく感じられた」
注 16)などの描写のように，［建築全体］，【弛緩性(小)】，〈変容〉などの組合せにより，温度

という外的要因に対して，建築物がその変化に追従して変容する様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，建築物自身もしくは建築構成要素を弛緩させ

軟化させることで，他者を受け容れやすい状態が形成されているといえる。 

 

類型 L：微気候により促される居住性 

 この類型は，「…水面を流れる風が室の中をゆっくりと通り抜けていく」注 37)などの描写のよ

うに，［空気］，【変化量(小)】，〈流動〉などの組合せにより，水面上を通ることで冷気を含

んだ外気が室内に低速度で進入しそして出て行く，自然な空気の循環の様子を表している。  

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，微細かつ軽く流れている様子を示し，室内気

候が微細に移ろい，快適な環境を形成しているといえる。 

  

類型 M：端正な形態による建築美 

 この類型は，「…すっきりとしたディテールに整理することによって…」注 38)などの描写のよ

うに，［ディテール］，【整然性(小)】，〈整理〉などの組合せにより，細部におけるもの同士

の取り合いの中で余計な部材やむやみな形状が排除されてすべての部分が整合し，ひとつの洗練

された全体になる様子を表している。   

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，整った状態が形成される様子を示し，単純化

された細部により，美しい構築物としての建築が構成されているといえる。 

 

類型 N：均衡した境面の顕在化 

 この類型は，「…フィールドに近く，限界までぎりぎりの勾配で座席がせまっており…」注 39)

などの描写のように，［調度品］，【臨界性(大)】，〈接近〉などの組合せにより，視覚的条件

などによりある範囲内に収められなければならない家具などの配列が，物理的に超えてはならな

い限界線いっぱいで成立しているために際立っている様子を表している。また，「建物の東側の

線…，北側の線はこの種の案として…ぎりぎりのところまで追い込んである」注 40)などの描写の

ように，［輪郭］，【臨界性(大)】，〈接近〉などの組合せにより，建物の輪郭線が境界条件の

限界に挑戦した結果として導き出れたことを表している。さらに，「…ギリギリいっぱい…の建

築面積で建てることになった」注 41)などの描写のように，［ヴォリューム］，【臨界性(大)】，

〈建設〉などの組合せにより，建築物の設計規則の上限の現れとして建築物の外形が決定されて

いることを表している。   
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 つまり，この類型における建築の即物の様相は，限界まで近づいている様子を示し，境界に構

成要素が限りなく近づくことで，境界が視覚的に輪郭づけられているといえる。 

 

類型 O：印象を付加する粗雑な建築表面 

 この類型は，「建物外壁は陶器質の吹付け材で汚れにくいザラザラに仕上げて…」注 42)などの

描写のように，［壁］，【粗さ(粗)】，〈加工〉などの組合せにより，素材のもつ粗さのある質

感をそのまま建築外観の表現としていることを表してる。また，「タイル貼りや石貼りについて

は，…手作りの温もりが伝わるように，ザックリと仕上げる」注 10)などの描写のように，［ディ

テール］，【粗さ(粗)】，〈加工〉などの組合せにより，ばらつきのある素材を端正に加工し均

一に調整することなく，そのまま見せることで，反って建築物に印象深さを与える様子を表して

いる。    

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，表面が粗く仕上げられている様子を示し，細

部を美しく整えるのではなく，粗い状態に仕上げることで触覚的に印象づけているといえる。 

 

類型 P：融和による印象の調整 

 この類型は，「空間の物理的変化はないのだが，住み手と建物とがしっくり溶け合って，最初

の時とは別の迫力をかもしだしている…」注 43)などの描写のように，［建築全体］，【沈着性

(小)】，〈溶込〉などの組合せにより，建築物がもっているものとしての独自の印象が，人に住

み込まれることなどにより，独特の定着感のある雰囲気に代わる様子を表している。     

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，一体化して落ち着いている様子を示し，建築

物が周囲とほどよく融合し，落ち着いた情景を形成しているといえる。 

 

類型 Q：万全な建物機能の発揮 

 この類型は，「同じ坪数の建物の３倍の木材量を使ってがっしりと軸を組み…」注 44)などの描

写のように，［材木］，【固定度(大)】，〈構成〉などの組合せにより，必要以上の物質量を用

いることで強度を確保し，建築物の構造的な安定性を確実なものにしている様子を表している。

また，「…雨仕舞，断熱処置をきっちりとしておく必要がある」注 45)などの描写のように，［デ

ィテール］，【整然性(小)】，〈形成〉などの組合せにより，部材の層や間を抜かりなく形成す

ることで，建築物に防水性能や断熱性能を施す様子を描写している。          

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，確固たる秩序立てのある状態を形成している

様子を示し，細部に不備がないようにすることで，建築の機能を最大限発揮しているといえる。 

 

類型 R：部位の独立による建築体系の顕在化 

 この類型は，「その柱梁と壁と開口はそれぞればらばらに自立しながらお互いに干渉させるよ

うに構成してある」注 46)などの描写のように，［柱］，【散在性(大)】，〈自立〉などの組合せ

により, 建築物の各構成部位を，共通要素を導き出してまとめたり軸線などの構成手法により統
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合したりすることなく，それぞれの部位の自立性を保ったまま関係づけた群として形成する様子

を表している。       

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，個々が分散し，独立している様子を示し，建

築構成部位が独立して並置されることにより，建築を構成する部位の体系を顕在化しているとい

える。 

 

類型 S：地域との安定した結束 

 この類型は，「コンクリートの表面の色も定着し，周辺の風物になじみ…国際見本市の事務館

としてしっかりと根を下ろしてくれる」注 47)などの描写のように，［建築全体］，【固定度

(小)】，〈安定〉などの組合せにより，建築物の色調や素材感の周辺建築物との同調性の高さか

ら，建築が地域と固く結びついている様子を表している。       

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，十分に結びつき安定している様子を示し，建

築物が地域社会に根づいているといえる。 

 

類型 T：環境と一体化する建築物 

 この類型は，「自然と対立するのではなく…，ひっそりとたたずむ建物でありたい」注 18)など

の描写のように，［建築全体］，【衝撃(小)】，〈存在〉などの組合せにより，建築物が周辺の

自然環境などにおいて突出し対峙するのではなく，そこに埋もれたかのようにその存在感を消し

ている様子を表している。         

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，周囲への影響を最小限に抑え，同化している

様子を示し，建築物が自らの存在を希薄化し，主張しないように周囲と一体化しているといえる。 

 

類型 U：躍動する自然のある空間 

 この類型は，「ボコボコと絶え間なく湧き上がる水は，夜暗くなると水中照明で白く光って…」
注 48)などの描写のように，［水］，【量(多)】，〈出現〉などの組合せにより，湧き上がる水の

量感による存在感のある様子を表している。また，「ゴッホの絵のような真紅の太陽がギラギラ

輝く外気温 36℃の熊本の気候も…」注 49)などの描写のように，［光］，【明度(強力)】，〈発

信〉などの組合せにより，その強い光の輝きが顕著である太陽の様子を表している。        

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，力強く存在を示している様子を示し，強い存

在感を示す自然物により空間が規定されているといえる。 

 

類型 V：現象により生じる建築物の存在感 

 この類型は，「この作品は光を受ける曇り空の雲のようにきらきらと輝いて揺らいでいる」注

50)などの描写のように，［建築全体］，【明度(鋭)】，〈発信〉などの組合せにより，建築物表

面に照射された太陽光の反射により，建築物自らが鋭く輝きを放っているかのような状態になり，

置かれた環境の中で建築物の存在が際立つ様子を表している。           



33 
 

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，鋭く光り輝いている様子を示し，建築物が自

然現象を活用して自らの存在を主張しているといえる。 

 

類型 W：異物感のある接触状態 

 この類型は，「太陽熱集熱板も屋根いっぱいにべったり張り付くのでなく，ユニット化され，

東・西・北面はハイサイドライトになっており…」注 51)などの描写のように，［ディテール］，

【粘性(強)】，〈付着〉などの組合せにより，建築物本体とは関係ないものとして建築物の上部

に置かれた設備が，群を成し隣接し，所狭しと屋根一面を占拠している様子を，好ましくない印

象を表す付着の状態として否定している。            

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，過度な付着を回避している様子を示し，細部

と全体が一体化する状態に対して，付着具合により，複合体を構成する事物間の違和感を調整し

ているといえる。 

 

類型 X：不鮮明さによる光景の抽象化 

 この類型は，「…空の青や樹々の緑や岩壁の黒がぼんやりと映り込む」注 20)などの描写のよう

に，［色彩］，【不明瞭性(大)】，〈進入〉などの組合せにより，建築物の外観に映り込んむ周

りの風景を構成する事物の色や形が，壁面の半透明材料の性質や天候による光の状態により，不

明瞭なひとつの情景を形成している様子を表している。             

 つまり，この類型における建築の即物の様相は，他者を介することで明確に認識できなくなる

様子を示し，視覚情報が明瞭に認識されないために抽象化され，色彩のみにより光景が形成され

ているといえる。 
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図 3-5 基本義・主体・規定語からみる擬態語表現における建築の即物の様相  
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3-5 小結  
 

 本章では，設計者が自身の建築物を言語描写する際に擬態語を用いて表現した建築の即物の様

相について，基本義，主体，規定語の組み合わせから考察を行った。まず，基本義と主体のカテ

ゴリーを全体の用法として関連性を考察した結果，潜在性による環境計画事象，空間を演出する

流動体，拡縮により捉えられる肌理，形状による建築の主要部位の振る舞いの４つの傾向に整理

することができた。また，基本義と規定語においても同様に，微調整された動向，定常状態の逸

脱，形成される取合いの差異，鋭鈍により顕在化する相関の４つの傾向に整理することができた。

これらを踏まえて，基本義，主体，規定語の特徴を重ね合わせることによって考察した結果，少

なくとも 24 種の擬態語表現における建築の即物の様相が認められた。これら 24 種の類型は，基

本義，主体，規定語により意味づけられているが，さらにその性質や役割により特徴づけること

ができる。A，C，H，L，U は，動かないことを前提としている建築物に対して，運動性を示す擬

態語を用いることで時間の経過や場の移動，あるいは，光や空気などの環境構成要素の実存上の

動きによる空間の変容の様子を捉えている。これらは，存在と消滅の間を移ろう建築の現象的な

諸相を表現している。また，E，I，Q，R，W は，密集する事物の存在感，材料を余分に用いるこ

とによる空間の付加価値，緊結された部材の機能性，付着した事物の異物感などを捉えている。

これらは，建築物を構成する事物の物量や密集度，結合度など全体を構成する要素を局所的に強

調することで複合的な性質を帯びた空間の様相を表現している。D，F，G，J，K，M，O は，身体

感覚を喚起する子細な建築の表層，人の動作や生活を示すことで空間の利用形態を想起させ強調

された建築空間とその場所性，余裕のある空間が誘発する安堵の感情，装飾性の有無やプロポー

ションによる美観，建築外観が与える視覚印象による嫌悪感などの建築物による人への作用を暗

示している。これらは人の知覚，体験，心理作用を促すものとしての建築を構成する物体やその

性状，及び空間の様相を表現している。B，N，P，S，T，V，X は，建築物の振る舞いによる外部

景観への指向性，位置や方向の指定による内包・外包関係，鋭鈍による前・背景化，形質の具合

による合一化などの関係を示している。これらは，拮抗，並置，一体，融合により，建築物と周

辺環境の物理的な間柄を繊細に取りもっている。 

 以上より，設計者は擬態語を用いて建築物を描写する際，自身の感性にもとづき，建築空間を

構成する事物や現象に対して，その局部や側面を顕在化させることで，建築空間を構成する要素

同士の関係を相対化し，建築空間を複合的かつ概括的に捉えている。また，建築空間内における

人の物理的または心理的な挙動を暗示し，建築空間に対して直接的かつ経験的な視座を導入する

ことで，人の知覚を介した建築物と人の関係を形成している。さらに，建築物の様相を弛緩や緊

張，律動や静止をもって抑揚づけることにより，建築物とそれを取り巻く事象の間に相対関係を

見出している。これは，建築物の部分から全体およびその周辺の事象までの建築構成要素を連続

的な総体として捉えているといえる。つまり，一般概念を示す言葉による分節的な建築の思考と

は異なり，感性により捉えられる即物間の関係の強弱に依拠したシームレスな思考によって，建

築の価値が相対的に形成されていることが明らかになった。 
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注 

 

注1) 言語音によって音や状態を表すことを言語学のうえで，音象徴という。擬声語や擬態語は，一般言語と

比較して，音声と指示対象の恣意性が低く，音そのものがある特定のイメージを喚起させる（参考文献

4）。日本語においては，外界の音を客観的に模した語彙を擬声語（擬音語），必ずしも音を伴わない

事物の動きや状態を音声で象徴的に描写する語彙を擬態語とし区別している（参考文献 5）。本研究で

は，擬態語のみを扱っている。  

注2) 本章では，基本義，主体，規定語をキーコンテクストから抽出し，これらの語句の描写内容が示す意味

と照らし合わせて結論を導出している。そのため，本文中の考察や図中における「 」内の記述では，

抽出元となったキーコンテクストを考察内容に合わせて品詞の活用の変換や文字の省略を行い例示して

いるが，文法上の表現を変えてもこれによる本章の結論に関しての影響はないものと考える。 

注3) コレスポンデンス分析とは，集計済みのクロス集計結果を使って，行の要素と列の要素とを使い，それ

らの相関関係が最大になるように数量化して行の要素と列の要素を多次元空間（散布図）に視覚化して

表現する分析方法を指す。類似度・関係性の強い要素同士は近くに，弱い要素同士は遠くに布置される。

ただし，相対的な位置関係であり，絶対的なものではない。このとき，軸がクロスする原点付近に布置

される要素は比較的特徴が薄いと解釈できる。なお，原点付近に布置する要素の解釈には注意が必要で

ある。原点付近の行は，原点付近の列に対する組合せの頻度が多いとは限らず，原点を離れた様々な方

向に布置されている場合がある。そのため原点付近に布置された行・列 を積極的に解釈することは，解

釈の妥当性を低めることになり得る。 

注4) 本研究では，擬態語という感覚的で曖昧な言葉を論考の要素とするうえで，客観性を高めるために，以

下に説明する擬態語の言葉の特徴の理解のうえ擬態語の語義を確定し，整理している。擬態語は，言葉

の恣意性によって成り立つ概念的意味を持つ一般概念語とは違い，音と意味との間に有縁性が認められ

る言葉であり，語基を構成する子音，その有声・無声，促音・流音・撥音・長音付きや語基の反復など

の語形変化の特徴として，成立しているものの状態や運動の状態などの基本的な意味の傾向が表れる。

例えば，「つるつる」や「さらさら」では，語基「つる」と「さら」に含まれる［ｔ］と［ｓ］という

軽い弾きや摩擦によって起こる音と，［ｒ］という横に滑る軽い摩擦音との組合せにより，軽やかで滑

らかな接触感を表している。また，「ざらざら」では，軽いひっかかりや摩擦を表す［ｓ］という音が

［ｚ］と濁ることで，滑らかでない接触を感じさせる（参考文献 6）。設計者が建物自体や建築空間を

構成する要素の様相を伝達する際に用いた擬態語は，擬態語を構成するこのような音韻の特徴に基づい

た意味の傾向を反映していることになり，それらを考慮して擬態語の意味を判別・分類することで，論

考の客観性を高めるための一助になると考える。そこで，本研究では，擬態語の意味の判別と分類にあ

たり，擬態語の音韻の特徴から擬態語のもつ意味の傾向の概念を構造的に分析した Shouko Hamano や田

島毓堂らの既往の言語学における研究の成果を中心に複数の文献（参考文献 4～10）を参考にし，擬態

語の語基を構成する音韻の意味の傾向を考慮した上で，基本義を整理している。ただし，促音・流音・

撥音・長音付きや語基の反復などの語形の変化の特徴にみられる意味の傾向は，語基の意味に運動の状

態の長さや状態の連続性などのより些細なニュアンスの違いを付け加えるが，これらを分類することは

サンプル数が分類数に比して極端に少なくなる分類が増えること，そして，本研究が設計者の思考を総

体的に読み解く研究として位置づけていることを配慮し，基本義を分類する上で特に考慮していない。

基本義を整理した表 3-2 の表記に使用した用語は，田島毓堂らの研究（参考文献 7）中に出てくる，音

韻の特徴に基づく擬態語の基本的な意味傾向として，物体の状態性や運動の様子，物体の質・量的な属

性，物体の有する刺激や鋭鈍の観点から分類し範疇化する際に用いている用語のうちで，本研究に出て

くる擬態語の意味の範疇に当てはまる弛緩性，固定度，散在性，質量，量，薄さ，凹凸，衝撃，明度，

硬度，軟度，乾燥度，粘性，鋭度，太さ，密集度を参照しており，必要に応じて湿潤度，粗さ，折れ方，
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円滑性，温かさ，空隙度，不明瞭性，明瞭性，臨界性，過剰性は他文献を参考に補足している。また，

表記語尾の括弧内の大小などは，有声か無声かによる音韻の特徴からくる相対的な程度の意味のニュア

ンスを表し，語基に付随し擬態語の意味を大別する意味要素として付記している。擬態語の音韻が有声

音で濁音をもつ語句には，大きい，遅い，強い，重い，深い， 厚い，堅い，粗い，鈍い，濁る，太い，

力強いといった意味が表れるのに対して，無声音で濁音を持たない語句には，小さい，速い，弱い， 軽

い，浅い，薄い，柔らかい，細かい，鋭い，澄む，細い，鮮やかといった意味が表れる。分類に際し，

必要な場合は，辞書に基づく用法も考慮している。 

注5) 河原一郎：長田邸，新建築，p.231，1979.2  

注6) 相田武文：ＰＬ学園幼稚園，新建築，p.229，1974.1  

注7) 横河健：新川電機広島工場，新建築，p.189，1987.4  

注8) 清水建設：パラマウントベッド テクニカルセンター，新建築，p.126，2007.4  

注9) 武井誠＋鍋島千恵／ TNA：カタガラスの家，新建築，p.99，2008.11  

注10) 木村誠之助：K証券葉山研修センター，新建築，p.226，1993.3  

注11) 渡辺豊和：龍神村民体育館，新建築，p.212，1987.6  

注12) 隈研吾：オポジットハウス，新建築，p.126，2009.3  

注13) 三菱地所設計：三菱未来館＠ earth，新建築，p.185，2004.12  

注14) 東孝光：さつき保育園，新建築，p.243，1973.8  

注15) 石黒由紀建築設計：Ｂ棟，新建築，p.147，2006.2  

注16) 隈研吾：KRUG X KUMA = ∞〈無限大〉KXK，新建築，p.148，2005.9  

注17) 槇文彦：横浜市篠原地区センター・横浜市篠原地域ケアプラザ，新建築，p.193，1997.9 

注18) 竹中工務店：松蔭女子大学員大学大山ロッジ，新建築，p.278，1992.3  

注19) 矢吹昭良建築設計＋佐藤商業建築研究所：グラスハウスうしかわ， 新建築，p.263，1987.12  

注20) 渡瀬正記＋永吉歩／設計室：くまもとアートポリス「モクバン R2」球磨のバンガロー，新建築，p.185，

2009.9  

注21) コレスポンデンス分析において，原点付近に布置された事例は，原点から離れた様々な方向の事例と組

み合わさり，その組合せ数が均衡した結果，原点付近に布置されている場合がある。そのため，原点付

近に布置された事例は，他方のコレスポンデンス分析によって得られた傾向の強い影響のもと，類型を

構成する場合がある。この場合，構成される類型は一方のコレスポンデンス分析の傾向の強い影響のも

と，他方のコレスポンデンス分析のいずれの傾向にもまたがる可能性があるといえる。本論では，この

ような類型の中には類型 E，Q のように，隣接する傾向を越えて括られる類型も含まれる。  

注22) 本章では，設計者の思考を総体的かつ相対的に読み解く研究として位置づけられることを考慮し，全体

の中での特徴的な傾向のみられる事例を考察する。そのために，該当するサンプル数が著しく少ない，

極めて特異な類型が生じないように，類型を導出する基準を設定し，24種の類型を導出した。  

注23) 三菱地所設計：2006 年日本国際博覧会 企業パビリオンゾーン A 三菱未来館＠earth，新建築，p.169，

2005.5  

注24) 長谷川逸子：世界デザイン博覧会 インテリア館，新建築，p.232，1989.8  

注25) アトリエＲ＋アカデメイア建築研究所：林間劇場，新建築，p.178，1987.4  

注26) 近田玲子デザイン事務所＋TIS ＆ PARTNERS：光のプリズム( 川口公園エレベータシャフト上屋 )，新建

築，p.260，1994.4  

注27) 倉敷建築事務所：愛染橋病院，新建築，p.153，1965.3  

注28) 鹿島建設：三洋証券本社別館，新建築，p.252，1988.7  

注29) 渡辺明設計：千本松沼津倶楽部，新建築，p.65，2008.10  

注30) 石井和紘：児玉邸，新建築，p.264，1980.8  
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注31) 磯崎新：ラ・コルーニャ人間科学館，新建築，p.120，1995.7  

注32) 谷口吉郎：慶応義塾幼稚舎講堂，新建築，p.147，1964.7  

注33) 山添建築設計：カトリック八戸塩町教会，新建築，p.189，1984.4  

注34) 竹中工務店：勾配屋根とスキップフロアーの住宅，新建築，p.127， 1962.5  

注35) 渡辺明：二期倶楽部，新建築，p.236，1987.1  

注36) 村山建築設計：東江幼稚園，新建築，p.204，1995.4  

注37) 黒川紀章：吉備町役場，新建築，p.125，1995.12  

注38) 前川建築設計：専修寺納骨堂，新建築，p.166，1999.2 

注39) 黒川紀章：豊田スタジアム，新建築，p.203，2001.9  

注40) 早大安藤研究室：第四大島小学校，新建築，p.10，1958.5  

注41) 宮脇檀：グリーンボックスハウス＃ 2，新建築，p.208，1973.2  

注42) 宮脇檀：BOX-A QUARTER CIRCLE，新建築，p.230，1977.2  

注43) 深谷俊則：トラスの家，新建築，p.240，1977.2  

注44) アトリエＲ：静照院，新建築，p.181，1987.4  

注45) 創設計：北新在家の家，新建築，p.298，1984.8  

注46) 長谷川逸子：徳丸小児科，新建築，p.184，1979.10  

注47) 清水建設：東京国際見本市協会，新建築，p.189，1966.12  

注48) 葉祥栄：ＡＣＴ６，新建築，p.167，1985.10  

注49) 野中建築事務所：野中建築事務所，新建築，p.177，1965.9  

注50) 隈研吾：宝積寺駅グリーンシェルター，新建築，p.81，2006.7  

注51) 石井和紘：直島町民体育館・武道館，新建築，p.266，1977.1 
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4 建築物の言語描写の擬態語表現における 

建築の具体の様相 
 

------------------------------------------------ 
 

4-1 分析の背景と目的 
 

4-1-1 分析の背景 

  

 建築物は，おかれた気象や地理的条件下でも壊れない強さ，人の活動を支える有用な空間，美

や親しみなどの人の情感との共鳴などが求められ，また，社会や歴史を表象するシンボリックな

建築としての意味をも担う。このような要求や概念といった建築物の内容は，建築物の形状や建

築空間を流通する光や風などの動き，知覚される建築物による風景，空間によってもたらされる

人への心理的な作用の様子などを通して表出する。したがって，建築の価値とは，即物的なもの

の形状や性状の操作を通して，要求される建築物の機能や構造の安定性を担保しながら，ものの

集積としての構築物に派生する意味を織りなす設計行為を通して複合的に生み出されるといえる。 

 建築物の設計活動では，設計要件をまとめ上げ，建築物として実現し人に伝えるにあたり，図

面や模型や写真による視覚化と合わせて，言葉による表現が欠かせない。設計に伴う思考が言葉

によって伝達されるのは，言葉が視覚的なものを超えて人によって経験される物理的な存在とし

ての建築物をより仔細に説明することに不可欠だからである。 

 擬態語は，一般的な概念語と異なり，参照するものの動きや状態を音象徴的注 1）に再現し，人

の身体感覚に寄り添った，より共感しやすい空間認識を促すことで，ものの意味を拡張させる働

きをもつ。例えば，「コンクリートブロックは，ざらざらしているために汚れやすいが，時間の

重みを確実に受けとめてゆくことができる」という設計者の言説は，「ざらざら」と描写された

建築材料の滑らかさを欠いた性状などの物理的特徴を介して，時間の経過を感じさせ，伝統性を

も喚起させることを意図している。このように，設計者が自身の建築物を解説する際，擬態語を

用いることで意図する建築物の性質，概念的に漠然とした未分化なイメージ，現象の様相から受

ける印象や価値判断などを直接的に表現することができる。以上のことから，建築物の言説にお

いて擬態語は，物性に即した佇まいや動きの様相に加え，美観，社会性，歴史性などのより拡張

された概念を表出させ，イメージ喚起性が強い複合的な様相として，設計者が建築空間に込めた

意図を表現しているといえる。 
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4-1-2 分析の目的 

 

  前章では，感覚を表現する擬態語を用いた建築物の言語描写の分析として，建築空間を構成

する建築物や要素の状態や動きを，それらを描写する擬態語と動詞を用いた表現から総体的に考

察し，擬態語表現による建築の即物の様相を明らかにした。擬態語によって表現される建築の様

相は，即物の様相に限られず，建築物についての事象が擬態語によって捉えられることで具現化

する建築の概念的な意味まで喚起させる。そこで，本章では，前章で行った即物の様相の分析を

補完し擬態語表現による建築の様相をより総合的に考察するために，建築空間を構成する事物や

物質的現象が擬態語によって描写され感覚的に捉えられる際に，表出する概念としての側面が建

築物自体の形状や物理的性質に付帯することを具体と定義し，擬態語表現における建築の具体の

様相を明らかにする。 

 

 

4-1-3 既往の研究 

 

 建築を仔細に表す構成要素や概念を示す言葉を分析した研究として，山内，吉田らによる建築

形態構成における概念語と形態語の関係性に関する研究 1），青木，稲毛らによる形容詞を用いた

表現と建築の形状の操作に関する研究 2）などが挙げられる。ひとつ目は，設計者自身が表現する

言葉を設計者の考え方などを示す概念的な内容を表現する言葉と，建築形態などの実体的な内容

を表現する言葉に分類し，その相関を明らかにしている。ふたつ目は，設計プロセスにおける言

語表現を，建築形状の形成と関係づけ定式化しようと試みている。 

 本章は，設計者が自身による建築物を解説した文中で，建築空間を言語描写する際に用いた擬

態語表現に着目している。そして，建築空間を構成する知覚可能な要素を示す語句，建築空間構

成要素の様子を特定し空間の認識を促す擬態語の語義，擬態語によって描写された建築空間構成

要素に表出する概念の相関を分析することにより，建築空間に複合された意味を捉え，擬態語に

より言語描写される際の建築の具体の様相を明らかにする。 

 

 

4-1-4 分析の手順 

 

 以下に，本章における分析の手順を段階的に記す。 

4-1） 本章では，建築物の言語描写の擬態語表現における建築の具体の意味の一側面を決定づ

けるための要素として，擬態語の主体・基本義・表出概念を定義する。本章における擬態語表現

とは，空間を構成する事物や物理的現象が，擬態語と，擬態語によって修飾されることにより付

帯した概念によって描写される表現とする。 
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4-2） 建築専門誌『新建築』に掲載された設計者自身の作品に対する解説文の中で，建築空間

を構成する事物及びその現象が擬態語によって捉えられることで表出する性質，作用，効果を示

す概念が描写された記述箇所を研究対象として選出する。擬態語の語義は，擬態語を取り巻く語

句や文脈によって特定されるため，研究対象とした記述から，本章の分析資料となる擬態語表現

が用いられている文章をキーコンテクスト注 2）として抽出する。 

4-3） 抽出したキーコンテクストから主体・基本義・表出概念に該当する語句を抽出し，意味

内容を考慮し，カテゴリー分けを行う。カテゴリー分けを行うことにより，日本語表記における

漢字表現，平仮名表現，送り仮名の差異を解消することで，表記の違いに関わらず建築領域にお

ける擬態語表現を考察できるようにする。カテゴリー分けは，個人による独断や恣意を避けるた

め，著者を含む複数人により妥当な分類基準を定め，合議に基づき決定する。 

4-4） 語句毎に分類し統計化することでみえにくくなった様々な語句の相互関係を総体的に把

握するために，主体と基本義，主体と表出概念のそれぞれの組み合わせのコレスポンデンス分析
注 3）を行い，分類間の相関の傾向を整理する。 

4-5） それぞれのコレスポンデンス分析で得られた傾向の組み合わせを基に，資料としたすべ

ての記述内容を考慮しながら比較考察することにより意味のまとまりを捉え，建築物の言語描写

の擬態語表現における建築の具体の様相を考察する。 

 

 

4-1-5 分析対象の選定 

 

 本章では，擬態語表現における建築の具体の様相を考察する上で，設計者自身の思考や思想を

分析できることを考慮して，研究対象を実際の建築空間の言語描写がされている設計者自身によ

る作品解説文とした。そこで，時代に対して文献の量に偏りがなく，設計者の言説として十分な

資料を得ることができる点を考慮して，現代まで継続的に建築作品及びその解説文を掲載してい

る建築専門誌『新建築』3）を研究資料とする。そして，執筆者の文責が明らかである 1950 年か

ら 2010 年までを対象期間とし，掲載された設計者自身の作品に対する解説文の中で，建築空間

を構成する事物及びその現象が擬態語によって捉えられることで表出する性質，作用，効果を示

す概念を描写した 259の建築物における延べ 420事例を研究対象とする。（表 4-1） 

 

表 4-1 年別研究対象数 
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4-2 用語の定義と抽出・分類 
 

4-2-1 用語の定義 

 

 建築物の言語描写の擬態語表現における建築の具体の意味の一側面を決定づけるための要素と

して，主体・基本義・表出概念を定義する。主体とは，擬態語により修飾され，意味づけされる

建築物の構成部位や建築空間を実体化する人や光の現象などを含む，建築空間を構成する知覚可

能な要素を表す。基本義とは，擬態語のもつ基本的な意味合いのカテゴリーと音韻注 4）による程

度の大小の組合せにより決定される擬態語の語義を表す。表出概念とは，擬態語に修飾されるこ

とにより主体に付帯される意味を示す語句を表す。 

 

 キーコンテクスト内において，これらの基本義・主体・表出概念が組み合わされることで，擬

態語によって捉えられる主体が，建築に意味づけをする性質・作用・効果を示す概念を表出する

一連の流れを表現しているため，建築の具体の意味の一側面を捉えることができる（図 4-1）。

そこで，キーコンテクスト内において，主体・基本義・表出概念に該当する語句を抽出し，分類

する。（図 4-2） 

 

 

 

 

図 4-１ 建築物の言語描写の擬態語表現における建築の具体の様相の流れ 

 

 

 

 

図 4-2 キーコンテクストと主体・基本義・表出概念の抽出例 
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4-2-2 主体の分類 

 

 主体は，擬態語と組み合わされることで設計者が着目した建築空間の一側面を示す。抽出した

語句の意味内容を判断しながら，建築空間における役割の観点から，31種のカテゴリーに分類し

た（表 4-2）。 

 

表 4-2主体の分類 

 

 

 

4-2-3 基本義の分類 

 

 基本義は，主体と組み合わされることで主体の形状や性状を特定し，擬態語表現により描写さ

れる建築空間の一側面を決定づけるものである。擬態語は，音象徴を用いて事象の動きや状態を

表現する語句であり，音韻によって語義が大別されるため，音韻を考慮した上で，物体間の関係

を示す状態性，物体の運動の様子を表す運動性，物体の性質を表す質的属性，物体の発する刺激
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の鋭さを表す鋭鈍性に着目することで基本義のカテゴリーを決定する。さらに，有声・無声とい

った特徴に着目することで程度の大小も考慮し，36 種のカテゴリーに分類した（表 4-3）。 

 

表 4-3基本義の分類 

 

 

 

4-2-4 表出概念の分類 

 

 表出概念は，設計者が擬態語によって修飾された主体に付帯すると捉え記述したもので，擬態

語が示す語義によって拡張された概念を指し，建築物の複合的な様相を決定づける語句である。

抽出した語句の意味内容を判断しながら，主体に派生する性質，作用，効果の観点から，45種の

カテゴリーに分類した（表 4-4）。 
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表 4-4表出概念の分類 
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4-3 語句間の相関の整理 
 

4-3-1 主体と基本義のコレスポンデンス分析 

 

 主体と基本義の相関の傾向を把握するため，コレスポンデンス分析を行う。まず，主体と基本

義をクロス集計した結果，組合せ総数として延べ 420 の組合せが得られた（表 4-5）。これを基

にコレスポンデンス分析を行い，主体と基本義の関係の強さを散布図の距離に比例して比重を置

いて解釈した結果，身体によって感知される物性の尺度，形質の増幅による建築物内外境界の規

定，鋭鈍により顕在化される建築空間の体系，空間の余裕の様相の４つの傾向に整理することが

できた（図 4-3）。以下に，傾向を構成する組合せとそれぞれの傾向の特徴について述べる。 

 身体によって感知される物性の尺度では，〔材料〕と【乾燥度（大）】，【湿潤度（小）】な

どに相関がみられ，「大谷石の全体はスポンジのようにボソボソし」注 5）や「（白壁のコンクリ

ートは）土蔵のようにしっとりと」注 6）などの描写により，微妙な乾湿の感触から材料の性質を

特徴づけている。また，〔開口部〕と【質量（重）】，【固定度（大）】 などに相関がみられ，

「どっしりとした木枠の窓」注 7）や「セラミックブロックを選び，…がっしりとした窓」注 8）な

どの描写により，重量感や強靭さから強固な印象を特徴づけている。さらに，〔建築全体〕と

【円滑性（軽）】，【粗さ（粗）】などに相関がみられ，「つるんとした表面を持つモノリシッ

クな塔状の建物」注 9）や「ざらっとした調子の環境」注 10）などの描写により，建築全体の質感の

精粗さを触覚的に印象づけている。以上より，これらの組合せは，感覚的な尺度により建築物の

部分や全体の物性の些細な認識を表現しているといえる。 

 形質の増幅による建築物内外境界の規定では，〔構造〕と【質量（軽）】などに相関がみられ，

「リングユニットを連結して球体を構成する…ふわふわした構造」注 11）などの描写により，内外

空間を浸透させるような，物理的にも視覚的にも存在感が希薄な構造体を表現している。また，

〔天井〕と【臨界性（大）】などに相関がみられ，「スラブぎりぎりまでのヴォールト天井」注

12）などの描写により，ヴォールト天井が内部空間を捻出している様子を表現している。さらに，

〔建築外観〕と【折れ方（強）】などに相関がみられ，「ジグザグな外面」注 13）などの描写によ

り，建築物の外壁が鋭く曲折していることで特徴づけられている様子を表現している。以上より，

これらの組合せは，形状を描写することにより建築内外空間の表面を構成する要素や，間に挟ま

れ内外境面の骨格となる構造の子細な構成を表現しているといえる。 

 鋭鈍により顕在化される建築空間の体系では，〔ヴォリューム〕と【明瞭性（鋭）】などに相

関がみられ，「マッスは，緑の林と背景の金剛山の中にあってクッキリと」注 14）などの描写によ

り，立体としての建築物が自然の風景を背景として際立っている様子を表現している。また，

〔人〕と【不明瞭性（小）】などに相関がみられ，「（人が）静かにほっとする空間」注 15）など

の描写により，人の不活性な状態によりそれを誘発させる空間の機能を表現している。さらに，

〔風景〕と【不明瞭性（大）】などに相関がみられ，「その先の風景から，ぼんやりとした広さ

が感じられる」注 16）などの描写により，明確な境界を示さないまま空間が内部から外部へと連続



47 
 

している様子を表現している。以上より，これらの組合せは，それ自体を三次元的な領域として

顕在化する建築物のヴォリュームや，内部空間を実体化する人，建築物と共に外部空間を構成す

る周辺の風景によって形成される，内部から外部にわたる建築空間の様々な立ち現れ方を表現し

ているといえる。 

  空間の余裕の様相では，〔内部空間〕と【弛緩性（小）】などに相関がみられ，「一般開架

室は２層吹抜けのゆったりとしたスペース」注 17）などの描写により，機能上要求される以上の空

間量を有することで空間が広がり，開放性を感じさせる様子を表現している。また，〔外部空

間〕と【弛緩性（大）】などに相関がみられ，「建物に至る昔ながらの曲がりくねった道路はと

ても特徴的で，そのだらだらとした感じは」注 18）などの描写により，アプローチ空間の連続的な

様相を描写し，その冗長性を表現している。さらに，〔室空間〕と【空隙度（大）】などに相関

がみられ，「この家に大切な部屋としてガランとした広間をとりたい」注 19）などの描写により，

広さ自体が示す存在感を表現している。以上より，これらの組合せは，量感による空間の存在感

や，余剰性のある広がりに価値を内包する空間を表現しているといえる。 

 

表 4-5主体と基本義のクロス集計表 
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図 4-3主体と基本義のコレスポンデンス分析散布図 
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4-3-2 主体と表出概念のコレスポンデンス分析 

 

 主体と表出概念の相関の傾向を把握するため，コレスポンデンス分析を行う。まず，主体と表

出概念をクロス集計した結果，組合せ総数として延べ 420 の組合せが得られた（表 4-6）。これ

を基にコレスポンデンス分析を行い，主体と表出概念の関係の強さを散布図の距離に比例して比

重を置いて解釈した結果，物性の洗練による機能の正当化，初源的構築要素の表象の獲得，周辺

要素の情景化，感情への作用をもつ空間の４つの傾向に整理することができた（図 4-4）。以下

に，傾向を構成する組み合わせとそれぞれの傾向の特徴について述べる。 

 物性の洗練による機能の正当化では，〔構造〕と〈強固〉などに相関がみられ，「しっかりと

した構造にして…安定を保っている」注 20）などの描写により，建築物の構造上の安定性を強調し

ている。また，〔領域〕と〈充足〉などに相関がみられ，「車椅子の通行に支障のない，ゆった

りした書架間隔」注 21）などの描写により，広さを調整することにより交通機能が満たされた空間

を計画している。さらに，〔ディテール〕と〈整合〉などに相関がみられ，「すっきりとしたデ

ィテールに整理することによって，そこに内と外とが融合する『透明な空間の秩序』が浮かび上

がっていくことを期待」注 22）などの描写により，無駄をなくした建築物細部の構成により空間の

序列に明瞭性が増すことを予見している。以上より，これらの組合せは，建築物を構成する部分

が精巧に形成されたり，または，全体が精緻に統合されることでその機能や働きにおける妥当性

を主張しているといえる。 

 初源的構築要素の表象の獲得では，〔屋根〕と〈美しさ〉などに相関がみられ，「琉球松の林

に映える赤瓦の稜線のくっきりとしたコントラストは…香り高い美しさ」注 23）などの描写により，

風土性に依拠した土着的建築の優雅さを象徴している。また，〔床〕と〈美しさ〉などに相関が

みられ，「床のオークフローリングの浮造り加工は，はだしで歩き回りたくなるくらいのごつご

つ加減」注 24）などの描写により，表面の仕上げ具合に，床の触覚的な魅力を見出している。さら

に，〔地形〕と〈質感〉などに相関がみられ，「自然をそのままにして家を建てたいというとこ

ろから出発し…地盤はみかけの地盤より２～３ｍほど下にあり，ごつごつした岩盤で」注 25）など

の描写により，自然を感受するものとして捉えたうえで，超克するものとしてではなく，調停す

る存在としての眼差しを導入している。以上より，これらの組合せは，内部空間を生み出す最低

限の構築要素である屋根，柱，床，さらに，それらの土台となる大地といった建築空間の存立に

係わる根源的な要素へ構築上の役割を超えた意味や価値を付加しているといえる。 

 周辺要素の情景化では，〔周辺環境〕と〈賑わい〉などに相関がみられ，「旺盛に繁ったボウ

ボウの庭もろとも 1 階を中心とした生活」注 26）などの描写により，自然化した庭の風景を生活空

間の中心として計画している。また，〔塀〕と〈豊穣〉などに相関がみられ，「ドッシリと重い

間知石積みの石垣は…表情豊かに私たちに語りかけてきます」注 27）などの描写により，敷地境界

を規定する壁が観賞物となって作りだすひとつの趣きを表現している。さらに，〔開口部〕と

〈単純性〉などに相関がみられ，「造作材の石数を減らすことを意図し…1 本溝引障子のディテ

ールを活用し…スッキリした窓にする」注 28）などの描写により，伝統的な内外境界部の細部の加

工により，単純化された部位による煩いのない開口と外部の関係を暗示している。以上より，こ
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れらの組合せは，建築物以外の要素が，賑わい，豊かさ，奥ゆかしさなどをもつことによってひ

とつの情景とみなされる様子を表現しているといえる。 

 感情への作用をもつ空間では，〔室空間〕と〈印象（快適）〉などに相関がみられ，「住戸は

快適に暮せるように，ゆったりとした広さを持っている」注 29）などの描写により，居住空間の快

適性を提示している。また，〔人〕と〈安心感〉などに相関がみられ，「ほっとする安堵の気持

ちを玄関ホールから各戸の入口に至る経路で感じとってほしい」注 30）などの描写により，空間が

人の精神にもたらす安堵の作用を目論んでいる。さらに，〔内部空間〕と〈スケール感〉などに

相関がみられ，「予想したように人間的スケールを持った…のびのびとした空間」注 31）などの描

写により，空間から身体的な親和性を連想している。以上より，これらの組合せは，人が空間か

ら受ける知覚的印象，快不快感などの生理に基づく印象，空間による心理的な作用を表現してい

るといえる。 

 

表 4-6主体と表出概念のクロス集計表 
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図 4-4主体と表出概念のコレスポンデンス分析散布図  
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4-4 主体・基本義・表出概念からみる建築の具体の様

相の類型  
 

 本章では，擬態語表現における建築の具体の様相を決定づける 3 つの要素として主体，基本義，

表出概念を位置づけている。これらの要素間のコレスポンデンス分析散布図から得られたそれぞ

れの傾向を重ね合わせ，語義により類型を導出し，擬態語表現における建築の具体の様相を考察

する。そのため，本章 3 節 1 項の主体と基本義のコレスポンデンス分析により得られた傾向と本

章 3 節 2 項の主体と表出概念のコレスポンデンス分析により得られた傾向の違いとその強弱を手

がかりとしてすべての事例を比較考察し，原文の記述内容も考慮した上でいくつかの意味のまと

まりとして位置づけた注 32）（図 4-5）。その上で，意味のまとまりの枠組みをもっとも端的に表

せるよう，本章 3 節 1 項で得られた傾向を縦軸，本章 3 節 2 項で得られた傾向を横軸として，二

次元上に位置づけた図を作成した。その結果，擬態語表現における建築の具体の様相として少な

くとも A〜Zの 26の類型が認められた。以下に，各類型の考察を述べる。   

 

類型 A：素材の定着感による伝統性の感知  

 この類型は，「上州の山々の連らなる平地の中に建つ立地条件として，切妻の鈍色の瓦屋根と

白漆喰の壁に，民家の伝統というものを踏まえて，しっとりと落ち着いたものにしたい」注 33）な

どの描写のように，〔材料〕，【湿潤度(小)】，〈伝統性〉などの組合せにより，十分に保水さ

れたかのような外装材の様子から建築物が周辺の街並みと馴染んで，伝統性を体現しようとする

ことを表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，材料が力強さをもつことや湿潤な状態を表す

ことで，風土に対し定着している様子を表現し，そこに質感に時間を宿した深みを見出している

といえる。 

 

類型 B：強固さによる万全な機能の働きの様相 

 この類型は，「腰まで積まれたガッシリとした玉石コンクリートの上に軽い木造の３絞点アー

チをのせたこの家は，構造的に非常に安定しており，風雨に対してもきわめて堅牢である」注 34）

などの描写のように，〔材料〕，【固定度(大)】，〈強固〉などの組合せにより，構造材料の性

質と構成から，建築物が気候条件において壊れないよう頑丈にできている様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，部材や構造が力強さや固さをもつことで，そ

れらの機能が十分に働いている様子を表現しているといえる。 

 

類型 C：精巧な継ぎ目による清楚さの付与 

 この類型は，「空間を構成する要素を最小限に押さえながら，すっきりとしたディテールに整

理することによって，そこに内と外とが融合する『透明な空間の秩序』が浮かび上がっていく」
注 35）などの描写のように，〔ディテール〕，【整然性(小)】，〈整合〉などの組合せにより，必
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要最低限の構成要素により精巧に処理された部分が，建築全体の透き通った印象を生み出してい

る様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，建築物が秩序だって構成されることで，構成

されたものの面が揃い，そこに清潔感や清楚さを見出しているといえる。 

 

類型 D：減算的部位構成による美観の付与 

 この類型は，「小さな枠や戸当たりは見せないようにしたりしています．この方法は枠回りが

すっきりするのは当然ですが，同時に壁の仕舞がきちっとしますので，私はしばしばこの手を使

っています」注 36）などの描写のように，〔ディテール〕，【整然性(小)】，〈印象(良)〉などの

組合せにより，最小限の部分詳細の構成に好印象を持っている様子を表している。また，「小さ

いとはいえちゃんとした建築としてつくりたかったから，紅茶用の茶室とした．小さくとも本格

的建築として認められているビルディングタイプは，世界の建築史上でも日本の茶室しかないの

である」注 37）などの描写のように，〔建築全体〕，【整然性(小)】，〈美しさ〉などの組合せに

より，建築物の規模に関わらず特化された専用性を既存の建築物の型に重ねて構想することで，

日本の情緒などに通じる美意識を思させる建築物にしている様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，仕上げや部材が，無駄なものが省かれ合理的

に構成されることで，構成そのものにシンプルな美しさが宿っている様子を表現しているといえ

る。 

 

類型 E：触覚による空間がもつ肌理の伝達 

 この類型は，「透明だが表面と輪郭は滑らかではなく，微妙にもぞもぞしている．近付くにつ

れ凹凸のあるファサードは表情を持ち始め，見る角度によって形状や方立の密度が柔軟に変化す

る」注 38）などの描写のように，〔ヴォリューム〕，【不明瞭性(小)】，〈質感〉などの組合せに

より，建築外観の不定の視覚形状を質感に例えることで印象的に伝えている。また，「近付くに

つれ，明確で力強い外形線は姿を消し，不均質にデコボコした外壁，ザラザラした手触りの内壁

や天井が現れる」注 39）などの描写のように，〔壁〕，【凹凸(大)】，〈複雑〉などの組合せによ

り，視認する位置により見え方が変化する壁の質感の様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，壁の表面が触覚的に認識しやすい状態である

ことで，質感を人の感覚に近づけ，より仔細に壁がもつ印象を表現しているといえる。 

 

類型 F：強い屈曲形状がもたらす心理的揺動 

 この類型は，「ビル内部には局部的に，円弧や階段形のジグザグ線といった形のモチーフ…の

使用によって，単調になりがちなオフィスビルの空間に刺激を与えている」注 40）などの描写のよ

うに，〔調度品〕，【折れ方(強)】，〈刺激〉などの組合せにより，慣例的で単調な機能空間の

中に，角度のある形状をもち込むことで空間に変化をつけている様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，部位や構造の形状に着目し，その屈曲の強度

により，単調ではない様子を表し，周囲に対し刺激を与えるような性質を付与しているといえる。 
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類型 G：曖昧な表層による希薄な建築空間の創出 

 この類型は，「これはアースワークプロジェクトが試みている『建設の透明化』を記述したも

のであり，同時にぼんやりとした手が届くようで届かない表層を実現しようとしたものでもある」
注 41）などの描写のように，〔建築外観〕，【不明瞭性(大)】，〈曖昧〉などの組合せにより，明

瞭に視認することが困難で捉えどころのない建築外観の様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，建築物の周辺にある環境要素や建築物の外形

が不明瞭で曖昧な状態であることで，それらによって形成された建築空間の存在感が希薄になっ

ている様子を表現しているといえる。 

 

類型 H：コンパクトさによる充足した居住性の獲得 

 この類型は，「広く快適にくつろげるようなキッチンや浴室をつくったり，小さくこぢんまり

とした快適な寝室をつくっている」注 42）などの描写のように，〔室空間〕，【量(小)】，〈印象

(快適)〉などの組合せにより，小さく無駄のない空間の快適な様子を表している。また，「１階

２階とも夫々11.25 坪で１階は居住部分で２階は建築設計になつている．ローコストのこざつぱ

りした清潔な感じは好感がもてる…」注 43）などの描写のように，〔建築全体〕，【量(小)】 ，

〈印象(良)〉などの組合せにより，余計なものがなく建築物が小さくまとまり整頓された印象を

表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，建築物の物量が小さくコンパクトな状態とな

ることで，その中にある空間の住機能の無駄が省かれて洗練され，快適さを獲得しているといえ

る。 

 

類型 I：触覚による建築物表面の魅力の伝達 

 この類型は，「床のオークフローリングの浮造り加工は，はだしで歩き回りたくなるくらいの

ごつごつ加減で…」注 44）などの描写のように，〔床〕，【硬度(大)】，〈美しさ〉などの組合せ

により，魅了されるような硬さの感触がある床の様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，建築部位の表面を，人が触った際に心地のよ

いものとして表現することで，部位そのものに魅力を感じさせているといえる。 

 

類型 J：物性の抑揚による背景との脱着 

 この類型は，「このタイル壁面…地味な，温灰白色であり，遠望だと目だたないが，近づいて

みると，シットリと見応えがある」注 45）などの描写のように，〔壁〕，【湿潤度(小)】，〈重厚

さ〉などの組合せにより，壁の色の効果から周辺環境に溶け込んでいながらそれ自体の存在性も

示している様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，建築物が周辺環境と一体となる描写や，逆に

周囲のものと差異化されるような描写を行うことで，建築物とその背景の関係を操作し，存在感

の強弱をつけているといえる。 
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類型 K：有機的な質感による自然の象徴 

 この類型は，「もうひとつの顔は『孔』である．大谷石の全体はスポンジのようにボソボソし

ていて，ミソはその中でもとりわけ大きな『孔』である」注 46）などの描写のように，〔材料〕，

【乾燥度(大)】，〈質感〉などの組合せにより，乾燥して荒れた材料の表面をそのまま建築外観

として表現している様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，建築物表面の風化による荒々しさを表現する

ことで，素材そのものの質感が強調され，無垢である状態を印象づけているといえる。 

 

類型 L：極端な形状による固有の物性の付与   

 この類型は，「日常に関わりながら皮膚感覚に訴えて部分をさまざまに演出してゆくのがコン

クリートブロックである.コンクリートブロックは刻々移り変わる光や風を受け，透過させて，

建物内部に多様な風景を生み出してゆく.ざらざらした表面をなでてゆく光を，コンクリートブ

ロックのひとつひとつが内部へ吸い込んで結晶させ，ほのかな輝きとして表わし出す」注 47）など

の描写のように，〔材料〕，【粗さ(粗)】，〈刺激〉などの組合せにより，材料に特有な表面の

粗さの性質に着目し，それによって生じる身体感覚に働きかける現象の様子を表している。また，

「屋根勾配はばらばら，屋根・外壁の色（白・紺・オレンジ・シルバー）も違えて，似ていなが

ら同じでない，反復連続に耐えられる戸建ての集合をつくり出している．」注 48）などの描写のよ

うに，〔屋根〕，【散在性(大)】，〈複雑〉などの組合せにより，各々異なった要素を取り入れ

ることで個性を示す，類似したタイプの建築物による群ができている様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，建築部位や構造の複雑な形状に着目し，それ

が周囲とは異なる状態であることを印象づけることで，各々が固有の性質をもっていることを表

現しているといえる。 

 

類型 M：鋭鈍による空間の際立ち 

 この類型は，「琉球松の林に映える赤瓦の稜線のくっきりとしたコントラストは…目をみはら

せるものがあった」注 49）などの描写のように，〔屋根〕，【明瞭性(鋭)】，〈美しさ〉などの組

合せにより，建築物の外郭がその色と形状によって，背景となっている自然との対比により鮮明

に浮き上がったように見える様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，空間自体に強弱がついているように描写され

ることで，その存在が際立っている様子を表現しているといえる。 

 

類型 N：建築空間を内包する自然環境の雄大さの獲得  

 この類型は，「のびのびとしたうねりのある芝生面を自然の『地』とし，これにふたつの『点』

的幾何学的な要素を重層させている」注 50）などの描写のように，〔地形〕，【弛緩性(小)】，

〈重厚さ〉などの組合せにより，自身に比して広大な自然の一部に建築物が位置づけられている

様子を表している。 
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 つまり，この類型における建築の具体の様相は，建築物の周辺にある自然や地形が広がりをも

つように描写されることで，建築物を包み込むことが出来る自然環境の大きさと存在感を示して

いるといえる。 

 

類型 O：緩やかに周辺に溶け込む建築の佇まい 

 この類型は，「建物は華純な直線によって組立てられた四角な面で構成され，小さな凹凸をな

くし，色彩も明るいグレーに統一されている．従って比較的小さな會堂(41．33 坪）にのびのび

とした大きさを感じることが出来る」注 51）などの描写のように，〔建築全体〕，【弛緩性(小)】，

〈曖昧〉などの組合せにより，その小ささにも関わらず周辺環境との関係の中で消されてしまう

ことのない，色の効果による建築物の伸びやかな演出の様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，建築全体を柔らかな存在として描写し，周囲

の環境に対し溶け込んでいる状態を表現することで，建築物と周囲の環境が一体のものとして捉

えられているといえる。 

 

類型 P：存在感のある周辺要素の図像化 

 この類型は，「ファサードは穴をあけた 10mm のアルミ板で覆われ…質感や色がばらばらで，

そしていろいろなパーツが秩序なく集積している銀座の晴海通りの中で…」注 52）などの描写のよ

うに，〔周辺環境〕，【散在性(大)】，〈複雑〉などの組合せにより，色とりどりな周辺建築物

から形成される街並みを，窓から眺めるひとつの特徴ある景色としている様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，建築物を取り巻く周辺物や環境要素が各々個

性的な性状を持ち，存在感を纏ったその様子が，額縁を持った絵画のようにひとつの図像として

捉えられているといえる。 

 

類型 Q：添景による空間の生命感の示唆 

 この類型は，「事務室の空間的な特質として第１にあげられる点は…室内にのびのびとした明

かるさと，生き生きとした活気をもたらした」注 53）などの描写のように，〔環境要素〕，【弛緩

性(小)】，〈生命感〉などの組合せにより，光の明るさの質が空間に活気を生む要因になってい

ることを表している。また，「食堂のテーブルを木製にして…ほっとする華やいだ時間をプレゼ

ントしたかった」注 54）などの描写のように，〔人〕，【不明瞭性(小)】，〈生命感〉などの組合

せにより，自然素材でできた家具がある部屋から受ける人の安堵の様子を表している。さらに，

「コンサートホール ATM は，広げた掌の真ん中にステージを置いたような平面形をした…こうし

て，こじんまりとした単位に心理的にグルーピングされ，居心地のよいスケールのなかに座るこ

とになる」注 55）などの描写のように，〔人〕，【量(小)】，〈印象(快適)〉などの組合せにより，

大きな室空間において，小さな人の集合単位を設定することで快適に時間を過ごせる空間にして

いる様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，人や反射光などの建築物の添景となる要素に

生命感を見出すことで，それらが存在する空間自体にも，生命感を創出させているといえる。 
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類型 R：周辺環境要素の建築設計に適用可能な豊かさの獲得 

 この類型は，「ここでは建物周囲の緑をふんだんに取り入れ，ゆったりとしたこの環境を十二

分に享受するために，木造部の公室はあくまでも透けた空間であってほしい．そのため木造部の

壁量を可能な限り落し，必要な横力は鉄筋コンクリート造にもたせるという混構造ならではの構

造計画を採用している」注 56）などの描写のように，〔周辺環境〕，【弛緩性(小)】，〈豊饒〉な

どの組合せにより，豊富な周辺の緑などの環境を活しながら建築物を構成することで空間の悠然

さを高めている様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，豊かで雄大な自然環境に美しさや親和性を見

出すことで，それらが建築設計において活用できるものとして捉えられているといえる。 

 

類型 S：適度な温湿度感による空間への安らぎの創出 

 この類型は，「収納をたくさん取ってあげて，それぞれに納まって，初めて，ほのぼのとする

余裕も生じようというものだ．さもないと家に金を掛けて，ゴミに囲まれスラムに棲息するよう

なことになる」注 57）などの描写のように，〔内部空間〕，【温かさ(小)】，〈安心感〉などの組

合せにより，物に溢れた現代生活の中で，物が所定の場所に納まりその存在が薄れることで，人

に安息をもたらす空間ができる様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，内部空間や建築全体の人が快適と感じる適度

な温度感や湿度感を表現することで，そこに安らぎを見出しているといえる。 

 

類型 T：強固さによる建築空間の奥深さの獲得 

 この類型は，「本計画も経済的，気候的要因から鉄筋コンクリート以外の選択肢はあり得なか

ったし，ペランペランよりもガッシリしたものの方が，ワークショップの総意からもこの地には

適していると判断した」注 58）などの描写のように，〔建築全体〕，【固定度(大)】，〈伝統性〉

などの組合せにより，構造的に強固につくされた建築物の佇まいに，風土性を見出す様子を表し

ている。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，建築全体やその空間に，力強さや，強固であ

るがゆえの安心感を印象づけることによって，あたかも歴史や風土性が刻み込まれたような奥深

さを表現しているといえる。 

 

類型 U：明快な骨格形状による空間の開放性の獲得 

 この類型は，「レベル差をもつ鉄筋コンクリートの床盤を地盤面から浮かせて設定する．内外

を貫くジグザグのウォークウェイおよび大小のテラス，ブリッジをプロットする」注 59）などの描

写のように，〔動線空間〕，【折れ方(強)】，〈開放性〉などの組合せにより，強く屈折しなが

ら建築物を貫入するように配された動線空間の構成から，外部が内部に侵入している様子を表し

ている。  
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 つまり，この類型における建築の具体の様相は，構造や形状を軽快で明快なものと表現するこ

とで，それらによって形成される空間に開放性を付与しているといえる。 

 

類型 V：空間の包容力による安堵感の創出 

 この類型は，「house N は大分市の住宅地の中にある，半ば都市であり半ばいえであるような，

ぼんやりとした領域の『住むための場所』である」注 60）などの描写のように，〔領域〕，【不明

瞭性(大)】，〈曖昧〉などの組合せにより，空間の内部から外部への変わり目が不明で内部なの

か外部なのかわからない状態をつくり出すことで，広がりがある居住空間の様子を表している。

また，「広々としたゴルフ場の中にあるハウスは，入口玄関からフロント，さらに階段，社交室

といずれも広々とゆったりとした寸法をとり，色彩もやわらかく，中に入る人々に深い憩いを与

えることを設計の基本として進めた」注 61）などの描写のように，〔室空間〕，【弛緩性(小)】，

〈安心感〉などの組合せにより，空間の寸法的な余裕が人の心のゆとりを生み出すことを意図し

た様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，空間が柔らかさや広がりをもつことで包容力

が生まれ，その空間が安心感や落ち着きを与える力をもっている様子を表現しているといえる。 

 

類型 W：空間の包容力による一体感の創出  

 この類型は，「吹抜けのホールとトップライトで建物を南北に分割し，明るくゆったりとした

空間とし，しかも外部との区別をできるだけなくすようにした」注 62）などの描写のように，〔内

部空間〕，【弛緩性(小)】，〈一体〉などの組合せにより，開口部などによる空間の広がりから，

空間に視覚的，物理的な一体感ができる様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，類型 V に対して，空間に包容力が生まれるこ

とで，包まれたものに親和性や一体感が生まれている様子を表現しているといえる。 

 

類型 X：空間の延伸性による開放感の創出 

 この類型は，「同じミニ開発であっても閉塞感のない，のびのびとした外部空間の開発ができ

ないものかと考えた…これによって敷地の東西および南北にオープンスペースのヌケが生まれ，

敷地内道路空間を建物で囲い込むことなく隣接宅地に開くことに成功した」注 63）などの描写のよ

うに，〔外部空間〕，【弛緩性(小)】，〈開放性〉などの組合せにより，広がりのある外部空間

により見通しができる様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，空間に広がりをもたせることで，開放感を与

えているといえる。 

 

類型 Y：柔軟な空間による場の活気の創出 

 この類型は，「ラウンジはこのホテルの唯一のコミュニケーションの場として捉え，…このガ

ーデンラウンジのゆったりしたスペースと，日本庭園の滝を眺めながらのくつろぎは，リゾート

性を満たすに十分であろうし国際ホテルの応接間として，その機能を果たしてくれると思う」注
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64）などの描写のように，〔室空間〕，【弛緩性(小)】，〈開放性〉などの組合せにより，特定

の用途をもたない空間に余裕をもたせて様々な活動の実施を許容したり，風景を取り入れたりす

ることで，空間を活性化する様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，余裕を持った空間自体が，柔軟に人の行動に

対応することで，その場に活気を創出させているといえる。 

 

類型 Z：空虚の強調による空間への虚無感の付与 

 この類型は，「解体直後の，コンクリート躯体のみのガランとした大きなひとつの部屋のよう

な状態と，プラスターボードを剥がしたままの水玉模様のような GL ボンド跡を見て，クライア

ントもわれわれも一目でその空間を気に入った」注 65）などの描写のように，〔室空間〕，【空隙

度(大)】，〈空虚感〉などの組合せにより，生活感が感じられず，空間だけがただ広がっている

ような純粋な状態に魅力を感じる様子を表している。 

 つまり，この類型における建築の具体の様相は，空間の密度が低いことを強調することで，何

もないことで生まれる単純さや，空虚感を表現しているといえる。 
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図 4-5主体・基本義・表出概念からみる擬態語表現における建築の具体の様相 
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4-5 小結  
  

 本章では，設計者が自身の建築物を言語描写する際に擬態語を用いて表現した建築の具体の様

相について，主体，基本義，表出概念の組合せから考察を行った。まず，主体と基本義のカテゴ

リーを全体の用法として関連性を考察した結果，身体によって感知される物性の尺度，形質の増

幅による建築物内外境界の規定，鋭鈍により顕在化される建築空間の体系，空間の余裕の様相の

４つの傾向に整理することができた。また，主体と表出概念においても同様に，物性の洗練によ

る機能の正当化，初源的構築要素の表象の獲得，周辺要素の情景化，感情への作用をもつ空間の

４つの傾向に整理することができた。これらを踏まえて，主体，基本義，表出概念の特徴を重ね

合わせることによって考察した結果，少なくとも 26 種の擬態語表現における建築の具体の様相

が認められた。これら 26 種の類型は主体，基本義，表出概念により意味づけられているが，さ

らにそれらの役割により大きく６つに特徴づけることができる。 B，O，W，X は，万全な機能を

示す強固さや，開放性や包容力，親和性を示す延伸性を，ひとつのふるまいとして擬態語により

捉えている。これらは，建築物が他者に対し影響を及ぼす働きを本来有している特性とし，具体

化している。J，L，M，Nは，建築物がもつ物性の抑揚がその周辺環境との結びつきの強弱を，極

端な形状がその固有さを，自然空間の広がりが顕著な雄大さを伝えている様子を擬態語により捉

えている。これらは，建築物の特性が周囲に対し親和性をもち，建築物と周囲とを一体として認

識しているか，また突出したものとして周囲と差異化しているかを表すことで，建築物と周囲と

の関係性の強弱を具体化している。D，F，I，R，T は，減算的な部位構成が美観を，形状の屈曲

の強さが心理的な揺動を，建築物表面の触覚的特徴が美観を，周辺環境要素の豊かさがそれらの

適用可能性を，建築空間の強固さが奥深さを伝えている様子を擬態語により捉えている。これら

は，固有の概念を建築物に付与することで，その建築物に独自の設計観を加えている様子を具体

化している。A，K，P，V，Z は，材料の定着感が時間の概念を，有機的な質感が加工されていな

い自然な状態を，存在感のある周辺要素が図像としての特性を，空間の包容力がそこで人が感じ

る安堵感を，空間の密度の低さが虚無感を伝えている様子を擬態語により捉えている。これらは，

建築物がもつ特性に新たな概念を見出し，設計を次の過程へと発展させている様子を具体化して

いる。C，E，G，U は，ディテールの整然さがそれらが組み合わさって出来る表層の清楚さを，

材料の触感を示しそれによって囲まれる空間の特性を，表層の曖昧な物性を示すことでそれによ

って囲まれる空間の存在感の弱さを，構造を明確に示すことでそれによって生み出される空間の

開放性を伝えている様子を擬態語により捉えている。これらは，全体に共通する特性の一部に焦

点を当て，子細に表現することで，建築物の構成のされ方を具体化している。H，Q，S，Yは空間

のコンパクトさが創り出す住み易さを，賑やかな構成要素が創り出す空間の生命感を，適度な温

湿度感が創り出す空間の快適さを，空間の柔軟さが創り出す人の活気を伝えている様子を擬態語

により捉えている。これらは，建築空間の中に動的な特性を付与させることで，建築空間を場と

して捉え，人々の営みを具体化している。 
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 以上より，設計者は擬態語を用いて建築物がもつ意味を拡張することで，内在する特性を顕在

化させ，周辺環境へ及ぼす作用や，その作用によって引き起こされる影響を表現し，建築物と周

辺要素の結びつきを描写している。また，美しさや奥深さなど形状を形成する過程で表出してき

た印象としての概念を建築物に付加することにより，設計者の独自の感性を表現している。さら

に，部材の構成や空間を，構成要素を取り巻く環境として表現することで，その環境下で生み出

される振る舞いを描写している。つまり擬態語によって伝えられる具体の様相は，自身の特性と

その周囲への効果を明確にし，作用物としての役割を顕在化させるものから，自身の特性が抽象

化され，構成要素を規定する背景となるものまで，建築の主体性の強弱を言い表していた。即ち，

建築物とそれを取り巻く要素を総体として捉え，そこに偏向性を相対的に創り出す過程で表出し

てくる印象として建築に意味を付加していることが明らかになった。 
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 注 

 

注1) 言語音によって音や状態を表すことを言語学のうえで，音象徴という。擬声語や擬態語は，一般言語と

比較して，音声と指示対象の恣意性が低く，音そのものがある特定のイメージを喚起させる（参考文献

4）。日本語においては，外界の音を客観的に模した語彙を擬声語（擬音語），必ずしも音を伴わない

事物の動きや状態を音声で象徴的に描写する語彙を擬態語とし区別している（参考文献 5）。本研究で

は，擬態語のみを扱っている。  

注2) 本章では，主体，基本義，表出概念をキーコンテクストから抽出し，これらの語句の描写内容が示す意

味と照らし合わせて結論を導出している。そのため，本文中の考察や図中における「 」内の記述では，

抽出元となったキーコンテクストを考察内容に合わせて品詞の活用の変換や文字の省略を行い例示して

いるが，文法上の表現を変えてもこれによる本章の結論に関しての影響はないものと考える。 

注3) コレスポンデンス分析とは，集計済みのクロス集計結果を使って，行の要素と列の要素を使い，それら

の相関関係が最大になるように数量化して，その行の要素と列の要素を多次元空間（散布図）に表現す

るものである。類似度・関係性の強い要素同士は近くに，弱い要素同士は遠くにプロットされる。ただ

し，相対的な位置関係であり，絶対的なものではない。このとき，軸がクロスする原点付近にプロット

される要素は比較的特徴が薄いと解釈できる。図中の W.は傾向が弱い，S.は傾向が強いことを示す。 

注4) 本研究では，擬態語という感覚的で曖昧な言葉を論考の要素とするうえで，客観性を高めるために，以

下に説明する擬態語の言葉の特徴の理解のうえ擬態語の語義を確定し，整理している。擬態語は，言葉

の恣意性によって成り立つ概念的意味を持つ一般概念語とは違い，音と意味との間に有縁性が認められ

る言葉であり，語基を構成する子音，その有声・無声，促音・流音・撥音・長音付きや語基の反復など

の語形変化の特徴として，成立しているものの状態や運動の状態などの基本的な意味の傾向が表れる。

例えば，「つるつる」や「さらさら」では，語基「つる」と「さら」に含まれる［ｔ］と［ｓ］という

軽い弾きや摩擦によって起こる音と，［ｒ］という横に滑る軽い摩擦音との組合せにより，軽やかで滑

らかな接触感を表している。また，「ざらざら」では，軽いひっかかりや摩擦を表す［ｓ］という音が

［ｚ］と濁ることで，滑らかでない接触を感じさせる（参考文献 6）。設計者が建物自体や建築空間を

構成する要素の様相を伝達する際に用いた擬態語は，擬態語を構成するこのような音韻の特徴に基づい

た意味の傾向を反映していることになり，それらを考慮して擬態語の意味を判別・分類することで，論

考の客観性を高めるための一助になると考える。そこで，本研究では，擬態語の意味の判別と分類にあ

たり，擬態語の音韻の特徴から擬態語のもつ意味の傾向の概念を構造的に分析した Shouko Hamano や田

島毓堂らの既往の言語学における研究の成果を中心に複数の文献（参考文献 4～10）を参考にし，擬態

語の語基を構成する音韻の意味の傾向を考慮した上で，基本義を整理している。ただし，促音・流音・

撥音・長音付きや語基の反復などの語形の変化の特徴にみられる意味の傾向は，語基の意味に運動の状

態の長さや状態の連続性などのより些細なニュアンスの違いを付け加えるが，これらを分類することは

サンプル数が分類数に比して極端に少なくなる分類が増えること，そして，本研究が設計者の思考を総

体的に読み解く研究として位置づけていることを配慮し，基本義を分類する上で特に考慮していない。

基本義を整理した表 4-3 の表記に使用した用語は，田島毓堂らの研究（参考文献 7）中に出てくる，音

韻の特徴に基づく擬態語の基本的な意味傾向として，物体の状態性や運動の様子，物体の質・量的な属

性，物体の有する刺激や鋭鈍の観点から分類し範疇化する際に用いている用語のうちで，本研究に出て

くる擬態語の意味の範疇に当てはまる弛緩性，固定度，散在性，質量，量，薄さ，凹凸，衝撃，明度，

硬度，軟度，乾燥度，粘性，鋭度，太さ，密集度を参照しており，必要に応じて湿潤度，粗さ，折れ方，

円滑性，温かさ，空隙度，不明瞭性，明瞭性，臨界性，過剰性は他文献を参考に補足している。また，

表記語尾の括弧内の大小などは，有声か無声かによる音韻の特徴からくる相対的な程度の意味のニュア

ンスを表し，語基に付随し擬態語の意味を大別する意味要素として付記している。擬態語の音韻が有声
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音で濁音をもつ語句には，大きい，遅い，強い，重い，深い， 厚い，堅い，粗い，鈍い，濁る，太い，

力強いといった意味が表れるのに対して，無声音で濁音を持たない語句には，小さい，速い，弱い，軽

い，浅い，薄い，柔らかい，細かい，鋭い，澄む，細い，鮮やかといった意味が表れる。分類に際し，

必要な場合は，辞書に基づく用法も考慮している。 

注5) 隈研吾：ちょっ蔵広場，新建築，p.76，2006.7  

注6) 菊竹清訓：島根県立博物館，新建築，p.52，1960.2  

注7) アトリエ・イマム：キャトル柿の木坂，新建築，p.157，2009.2  

注8) 北海道建築工房：札幌豊平教会，新建築，p.192，1987.12  

注9) 青木淳：SIA 青山ビルディング，新建築，p.77，2008.6  

注10) スタジオ建築計画：朝日町エコミュージアムコアセンター 創遊館，新建築，p.111，2000.11  

注11) 隈研吾：KRUG X KUMA = ∞〈無限大〉KXK，新建築，p.151，2005.9  

注12) 界工作舎：オフィスマシン，新建築，p.200，1986.2  

注13) 清水建設：コープ･オリンピア，新建築，p.188，1965.6  

注14) 第一工房：浪速芸術大学，新建築，p.143，1966.6  

注15) 池原義郎：Ｎ邸，新建築，p.197，1969.5  

注16) 川辺直哉：AOI apartment，新建築，p.87，2007.8  

注17) 内井昭蔵：浦添市立図書館，新建築，p.219，1985.9  

注18) 遠藤政樹＋池田昌弘：ナチュラルシーム，新建築，p.171，2004.6  

注19) 森島清太：松原の家，新建築，p.211，1984.8  

注20) 菊竹清訓：弘前市社会福祉センター，新建築，p.233，1986.12  

注21) 黒川紀章：杉並区立中央図書館，新建築，p.178，1982.11  

注22) 前川建築設計：専修寺納骨堂，新建築，p.166，1999.2  

注23) 匠設計：やむちんの里，新建築，p.206，1982.3  

注24) 隈研吾：オポジットハウス，新建築，p.117，2009.3  

注25) 日建設計：裏磐梯国民休暇村宿舎，新建築，p.86，1964.9  

注26) 宮本佳明：ヒ，新建築，p.102，2001.2  

注27) 竹内武弘：神宮前太田ビル, 新建築，p.236，1982.3  

注28) 現代計画研究所：山下邸 民家型工法住宅，新建築，p.228，1983.2  

注29) 竹中工務店：ペアシティ・サクラビア成城，新建築，p.267，1989.3  

注30) 建築企画設計社：アルファコート伏見, 新建築，p.251，1983.10  

注31) 長島孝一：那須友愛の森, 新建築，p.242，1988.8  

注32) 縦軸は，主体と基本義のコレスポンデンス分析により得られた傾向，横軸は主体と表出概念のコレスポ

ンデンス分析により得られた傾向を示す。各類型において，代表的な組合せを示す。〔 〕は主体の分

類，【 】は基本義の分類，〈 〉は表出概念の分類，（ ）内の数字は類型の数を示す。 

注33) 大熊喜英：黒沢邸，新建築，p.209，1978.8  

注34) 遠藤楽：山荘-3，新建築，p.62，1961.8  

注35) 前川建築設計：専修寺納骨堂，新建築，p.166，1999.2  

注36) 板垣元彬：吉屋邸，新建築，p.243，1982.8  

注37) 藤森照信：空飛ぶ泥船，新建築，p.190，2010.9 「小さいとはいえちゃんとした建築としてつくりた

かったから，紅茶用の茶室とした．小さくとも本格的建築として認められているビルディングタイプは，

世界の建築史上でも日本の茶室しかないのである．」  

注38) 石黒由紀：F-SPACE，新建築，p.158，2009.5  
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注39) SOYsource 建築設計事務所：日本バプテスト仙台基督教会，新建築，p.147，2008.1 「近付くにつれ，

明確で力強い外形線は姿を消し，不均質にデコボコした外壁，サラザラした手触りの内壁や天井が現れ

る．」  

注40) 山下和正：ペガサスビル，新建築，p.184，1979.6  

注41) 吉松秀樹＋アーキプロ：アースワークセンター，新建築，p.156，2000.8  

注42) 西沢立衛：船橋アパートメント，新建築，p.82，2004.6  

注43) 小椋建築設計：ローコストの小事務所，新建築，p.73，1955.9 「１階２階とも夫々11.25 坪で１階は

居住部分で２階は建築設計になつている．ローコストのこざつぱりした清潔な感じは好感がもてるが，

南面外観の処理は少しうるさくて成功しているとはいえない．」  

注44) 隈研吾：オポジットハウス，新建築，p.117，2009.3  

注45) 竹中工務店：東京天理教館，新建築，p.132，1962.7  

注46) 隈研吾：ちょっ蔵広場，新建築，p.76，2006.7  

注47) 安藤忠雄：フェスティバル，新建築，p.205，1984.11 「日常に関わりながら皮膚感覚に訴えて部分を

さまざまに演出してゆくのがコンクリ ートブロックである。コンクリートブロックは刻々移り変わる光

や風を受け，透過させて，建物内部に多様な風景を生み出してゆく. ざらざらした表面をなでてゆく光

を，コンクリートブロックのひとつひとつが内部へ吸い込んで結晶させ，ほのかな輝きとして表わし出

す．」  

注48) 若松均：上用賀のコートハウス，新建築，p.205，2007.8 

注49) 匠設計：やむちんの里，新建築，p.206，1982.3  

注50) 曽根幸一・環境設計研究所：富山県総合運動公園陸上競技場，新建築，p.222，1995.1  

注51) 山口文象：久ヶ原教會，新建築，p.250，1950.9  

注52) 乾久美子建築設計：ディオール銀座，新建築，p.147，2004.12  

注53) 丹下健三研究室・神谷宏治：香川県庁舎，新建築，p.101，1959.1  

注54) 工藤国雄＋L-HOUSE：ニコニコのり九州工場，新建築，p.308，1991.4  

注55) 磯崎新／三上建築事務所：水戸芸術館，新建築，p.233，1990.7 「コンサートホール ATMは，広げた掌

の真ん中にステージを置いたような平面形をした…こうして，こじんまりとした単位に心理的にグルー

ピングされ，居心地のよいスケールのなかに座ることになる．」 

注56) 宮脇檀：中山邸，新建築，p.169，1984.2  

注57) 石井和紘：児玉邸，新建築，p.265，1980.8  

注58) フナキサチコケンチクセッケイジムショ／細矢仁建築設計：沖縄小児保健センター，新建築，p.82，

2009.2  

注59) 宇野求＋フェイズアソシエイツ：VILLA FUJII，新建築，p.83，2000.10  

注60) 藤本壮介建築設計事務所：house N，新建築，p.122，2008.9  

注61) 都市建築研究所・吉川清作・窪田保彦・吉川晴夫：紫カントリークラブ・ハウス，新建築，p.68，

1961.6，「広々としたゴルフ場の中にあるハウスは，入口玄関からフロント，さらに階段，社交室とい

ずれも広々とゆったりとした寸法をとり，色彩もやわらかく，中に入る人々に深い憩いを与えることを

設計の基本として進めた．」  

注62) 高原生樹建築設計：敷石屋根の家，新建築，p.293，1983.8  

注63) タオアーキテクツ：代沢の家街並みに配慮した小規模宅地開発，新建築，p.169，2003.11  

注64) 大成建設：ホテルニューオータニタワー（新館），新建築，p.258，1974.10  

注65) トラフ建築設計／鈴野浩一＋禿真哉：井の頭の住宅（桜アパートメント），新建築，p.162，2006.2 
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5 建築物の言語描写の擬態語表現における即物と具体

の様相からみる建築の感性的思考 
 

------------------------------------------------ 
 

5-1 背景と目的 
 

5-1-1 背景と目的 

 

 第 3 章と第 4 章において，建築物の言語描写を通して，設計者が建築物の創作・設計に際し用

いた擬態語という感覚的な言葉による表現に着目しその記述内容を分析することで，擬態語の語

感から得られる感覚に則り建築のある特徴を具現的に解釈した様相について分析した。第 3 章で

は，擬態語によって顕在化される建築空間を構成する事物の状態や運動の様子を関連する動詞と

の組合せにより分析することで建築の即物の様相を，そして，第 4 章では，建築空間を構成する

事物が擬態語によって捉えられることにより表出する概念的な意味を関連する語句との組合せに

より分析することで建築の具体の様相を考察した。その結果，建築の即物の様相として 24 種の

類型，建築の具体の様相として 26種の類型を導出し，その内容を明らかにした。（表 5-1） 

 

表 5-1 建築物の言語描写の擬態語表現における建築の即物の様相と具体の様相の類型一覧 
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 本章では，まず建築物の言語描写の擬態語表現における建築の即物の様相の類型と，建築物の

言語描写の擬態語表現における建築の具体の様相の類型とを合わせて総合的に考察することで擬

態語によって捉えられる建築についてその特徴を論じた上で，即物と具体の様相を横断的に考察

し，擬態語表現からみる建築の感性的思考について論ずる。 

 

 

5-1-2 擬態語表現における建築の即物と具体の様相 

 

 第 3 章と第 4 章で導出した建築物の言語描写の擬態語表現における建築の即物の様相と具体の

様相を総合的に考察する。各類型の意味内容をまとめ，類型名からキーワード化してマッピング

した。（図 5-１） 

 

図 5-1 擬態語表現における建築の即物と具体の様相 
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 擬態語表現にみる建築の様相は，建築物を構成する部分から全体，周辺事物までを含み，その

物性に準じた実体の性質を示すものから，物性の特徴を基に外部参照事項を連想させることで高

度な概念を示すものまで広がりをみせる。各類型はその意味内容から実体的な意義から観念的な

意義へ順に，空間において実感される対象物の姿形や動きの性質を示す知覚性状，周辺物を考慮

した事物の配列や取り合いの状態を示す結合関係，空間から受ける快不快感や存在認識を示す心

理，知覚対象に対する心的反応としての情感，建築に内在する価値や建築による表象を示す抽象

概念の大きく 5つに分けられる。 

 即物，具体の様相に共通するキーワードとして，融和，一体，安心感，落着き，豊かさ，居住

性，機能性，美があげられる。感覚によって育まれる建築は，機能と美を備え，社会や環境と安

定した関係を築き，人間に安らぎをもたらす，作用と意味を有する総体としての存在であること

がわかる。 

 また，結合関係と心理の意義には，即物と具体の様相の双方に跨がって意味が集中している。

結合関係は，独立，脱着，際立ち，序列化，均衡，開放，親和，一体，融和から成り，視覚や触

覚的な感覚の印象を用いた表現から建築物の部分や全体とそれと関わる周辺の事物との間の多様

な共存のあり方を示している。建築を抽象的なものとしてではなく，置かれるコンテクストや環

境の中で差異化され，経験する人の身体感覚を喚起させる具体物として位置づけているといえる。

心理は，排他的，異物感，安心感，落着きなど，快・不快の生理に基づく感情や心情，存在感，

生命感，虚無感は，建築の存在を認識する人の意識を示しており，空間が人へ与える印象を想定

しているといえる。 

 即物，具体の様相それぞれに出てくるキーワードとして，実体的意義を示す粗雑，肌理，光景，

図像，現象そして観念的意義を示す解放，伝統，象徴があげられる。前者は事物の印象的な形質

や動きの様子を実感させるものであり，後者は，事物の実像の様子から社会的意味合いや普遍の

文化価値を喚起させるものである。これらは建築の虚実の対極をなすものであり，感覚が建築の

創作において実体験される空間についてだけでなく建築の意味の創造にも関わっていることを示

している。 

 さらに，即物の様相に偏ってみられるキーワードとして，知覚性状の意義である躍動，律動が

あげられる。これらは，建築物を構成する事物に内在する動性や動向の性質が人の知覚を刺激す

る実体の作用的な意義である。また，具体の様相に偏ってみられるキーワードには，奥深さ，希

薄さ，雄大さ，清楚さがあげられる。これらは，視対象の性質を捉えた上で心に強く意識される

観念的な意義である。 

 以上のことから，擬態語表現からみた建築の即物と具体の様相は，事物がそれ自体に内在する

性質を周辺の事象に及ぼしたり周辺物の性質や外在する概念を取り込む過程で，人の知覚や心の

働きと共鳴しながら建築空間を統合し，多様な意味を内包する建築空間の具体層を形成している

といえる。 
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5-2 擬態語表現における即物と具体の様相からみる建

築の感性的思考 
 

 本論では，設計者が必ずしもひとつの概念として言い表せないないような未分化なイメージを

感覚的に認識・解釈し，設計における意図や思いを建築作品を通して具現化しているのではなか

ろうか，そしてそのような認識や解釈は擬態語表現による建築の様相に見出せるであろうと仮説

を立てた。そのうえで第 3 章と第 4 章で擬態語表現における建築の即物と具体の各様相を分析し，

設計者は自身の感性的なフィルターを通すことで，建築空間を構成する要素を総体的に捉え，要

素間の関係に相対的な強弱をつけ状況に応じて偏向性のある建築空間を創り出していることを分

析結果として導いた。そして前節では，建築の即物の様相と具体の様相を合わせて考察し，感覚

によって事象の微妙な差異が相対的に関係づけられた多様な建築の様相は，建築空間の具体層を

形成していることを述べた。 

 本節では，感じることに基づく感性的な思考が，建築的な思考とどのように関わっているのか

をさらに具体的に検討する。そこで，まず，第 3 章と第 4 章で導出した類型を横断的に吟味し，

背景あるいは周りにあると考え得る建築に固有の性質や原理を示す概念を勘案したうえで，相関

する建築の様相の意味内容のまとまりを捉える。そしてそのまとまりにおける代表的な事例を掲

示しながら，感じることの働きによる思考を整理し，それらを勘案された建築に固有の性質や原

理を示す概念と対照させることで建築の感性的な思考を明らかにする。 

 

 

5-2-1 集積から融解へ 

 

 建築空間は，建築物を構成する材料，空間に置かれる家具，光や空気の流れなどの物理的現象，

空間を占有する人など要素の集積により物理的に形作られる。単体としては抽象的なこれらの要

素は，建築家の設計意図と技量により，それぞれに形が与えられ，部分や全体に秩序がつけられ

ることで複合的な様相となり空間として具現化される。建築物による空間は，図面上で構成要素

のひとつひとつが同定でき，それらの組み合わせ方が明記され第三者によって施工されることが

可能となった結果作り出されるため，客観的で要素分解的な論理的思考が，建築設計には付き纏

う。一方で，実感され，経験される建築空間は，建築物のそのような創出工程とは違って，必ず

しも構成要素をひとつひとつ理解しながらその総和として分析的に把握されるものではない。 

 「吹抜けのホールとトップライトで建物を南北に分割し，明るくゆったりとした空間とし，し

かも外部との区別をできるだけなくすようにした」注 1）などの描写にみられるように，『空間の

包容力による一体感の創出』として意味づけられる建築の様相では，吹き抜けによって分けられ

る上下階，トップライトを介した内部と外部，トップライトから入射する光などの空間構成要素

が統合したものとして，包容感のある広がりをもった内部空間が思考されている。このような空
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間の創出において設計者は，自身の視覚や身体的な感覚をたよりに，空間を照らす光の質，吹き

抜けを通り抜ける空気の流れ，上下・内外空間の繋がりなどを総合的に感じ取りながら空間の広

がりを認識し，一体感のある空間を想像していると考えられる。また，「同じミニ開発であって

も閉塞感のない，のびのびとした外部空間の開発ができないものかと考えた．敷地内にまとまっ

たオープンスペースを確保し，開放的な外部環境を実現するために，住戸の配置は２棟を１単位

とし全体のヴォリュームを大きく２つのブロックに別け…これによって敷地の東西および南北に

オープンスペースのヌケが生まれ，敷地内道路空間を建物で囲い込むことなく隣接宅地に開くこ

とに成功した」注 2）などの描写にみられるように，『空間の延伸性による開放感の創出』として

意味づけられる建築の様相では，隣地，敷地内道路，敷地内のオープンスペースという外部空間

を構成する要素が一連となった，視覚的な広がりを認識することで，開放感のある外部空間が思

考されている。（図 5-2-1-1）これらの建築の様相は，空間の体験性を想定したうえで，設計者

の豊富な空間の体験の蓄積から空間の広がりを感覚的にはかりつつ個々の空間構成要素を融合さ

せ，様々なシーンが折り重なり，雰囲気をもった風景のような空間を思考しているといえる。 

 

 

図 5-2-1-1 感性による空間要素の融合 

 

 以上のことから，建築は，擬態語表現からみた感性的な思考において，要素の集合である建築

空間を分析的に組み合わせる過程で，実空間における空間の知覚のされ方を経験的に想定しなが

ら，建築物を構成する要素や建築物を取り巻く事象を，視覚や身体の感覚により感じ取りながら

空間の広がりとして統合し，人と環境要素と建築物が一体感を有し，複合的な繋がりをもったひ

とつの雰囲気のある空間を想像していると考えられる（図 5-2-1-2）。 
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図 5-2-1-2 集積から融解へ 

 

 

5-2-2 自立から存在連鎖へ 

 

 物質を組み合わせて構築した建築は，それ自体が重力に抗して大地に建つ自立した存在である。

建築の物質性は実体あるものとして，建築の存在を確かなものにしている。自立した確固たる存

在としての建築は，連綿とつながる田園風景や都市風景において目印となり，ランドマーク性と

いった建築において中心的な役割を担う。 

 「学園の東側の高台の上に中学・高校のどっしりした建物があり，その鐘楼はこの地域のラン

ドマークともなっている」注 3）などの描写にみられるように，『物性の抑揚による背景との脱着』

として意味づけられる建築の様相では，建築物を視覚的な感覚から量感のある佇まいとして認識

することにより，おかれる背景と対比され相対的な強度を示す存在感のある建築物が思考されて

いる。また，「この段状の床下にはコンピュータの機器がぎっしりと詰っている」注 4）などの描

写にみられるように，『緊密な個の集合による存在感』として意味づけられる建築の様相では，

空間の専有物の集合を視覚的な感覚から量感のある佇まいとして認識することにより，空間にお

ける専有物の存在感が思考されている。そして，「旺盛に繁ったボウボウの庭もろとも 1 階を中

心とした生活を日当たりのよい 2 階にもちあげ」注 5）などの描写にみられるように，『存在感の

ある周辺要素の図像化』として意味づけられる建築の様相では，周辺物を視覚的な感覚から量感

のある佇まいとして認識することにより，建築物の周りにあり風景として空間に取り入れられる

周辺物の存在感が思考されている。さらに，「駅のホームから見ると，この作品は光を受ける曇

り空の雲のようにきらきらと輝いて揺らいでいる」注 6）などの描写にみられるように，『現象に

より生じる建築物の存在感』として意味づけられる建築の様相では，建築物を視覚的な感覚から

明度感のある佇まいとして認識することにより，おかれた環境下の光の効果によって顕著になる

建築物の存在感が思考されている。（図 5-2-2-1）ものの存在感は主にものが有する量感や明度

感による際立ちにより認識されるが，絶対的なものではなく，存在への気づきは，個人の意識の

もち方や感受性によるところがある。これらの建築の様相は，量感や明度感によりおかれる環境

下で際立ちランドマークとなる建築物の存在だけでなく，設計者が重要と感じた，周辺物の存在
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認識を通して，建築物自身の存在と他者の存在とによって具現化させる連鎖的な建築と周辺物の

存在の関わり方を提示している。 

 

 

図 5-2-2-1 感性による存在の相対化 

 

 歴史を通して建築は，自律性を固有の存在価値として捉えてきたが，自立したオブジェクトが

氾濫する今日の都市において，その価値や意味は相対化してきている。多くのオブジェクト建築

からは，経験されるものとしての都市におけるランドマーク的な建築の役割は消失しており，周

りの環境や人の日常的な経験とも乖離した建築も多い。上述の建築の様相は，それ自体がランド

マークとなる自立する建築が，他者との関係を形成しながら連鎖的な存在になることで，環境全

体の存在意義を高めることを示唆しており，今日的な建築状況において意義深い。 

 以上のことから，建築は，擬態語表現からみた感性的な思考において，元来自立することを前

提とする建築物に対して，建築物だけでなく空間に出現し視覚的に経験される周辺物の存在をも

感じ取り，建築を環境と共に位置づけられる存在として意義づけていると考えられる（図 5-2-2-

2）。 

 

 

図 5-2-2-2 自立から存在連鎖へ 
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5-2-3 静物から時間へ 

 

 石やレンガ，コンクリート，鉄，木でつくられる建築は，パオのような移動型の住居形式など

の例外はあるにしても，動かないものとされる。動かないことは，建築固有な性質として，建築

に現在時間を超え存続するモニュメントとしての役割を与え，前時代の文化や歴史を今そして将

来に伝達する。逆に動かないことは，建築にとって制限でもあり，動くことは建築にとって憧れ

となり，通信や移動の技術が発展し移動のアイデアが劇的に変化した前世紀においては，アーキ

グラムやメタボリストなどの活動にみられるようなユートピア的な可動建築が立案されるなど，

建築家は動かないという建築の命題に対して様々な思考を巡らせてきた。 

 「毎正時には，プリズムのように光が青から赤にゆっくりと変化して時間を知らせる」注 7）な

どの描写にみられるように，『微細な移ろいによる現象の実感』として意味づけられる建築の様

相では，視覚的な感覚から空間における実存の動きを認識することにより，実感される現象の変

化が示す現在時刻が思考されている。また，「上州の山々の連らなる平地の中に建つ立地条件と

して，切妻の鈍色の瓦屋根と白漆喰の壁に，民家の伝統というものを踏まえて，しっとりと落ち

着いたものにしたい」注 8）などの描写にみられるように，『素材の定着感による伝統性の感知』

として意味づけられる建築の様相では，視覚的な感覚から周辺建築物と対比して素材感にばらつ

きがないことを認識することにより，定着感のある建築物が喚起させる周辺建築物と連続した時

間の概念が思考されている。そして，「展示に必要な内部空間の高さを確保しながら，地域・環

境との永遠の共存を意識し，天に向かってぐるぐる登っていく壁となっている」注 9）などの描写

にみられるように，『重力から解放される建築』として意味づけられる建築の様相では，視覚的

に追従される形態の観念的な動きの速度感を認識することにより，建築外観が想起させる未来へ

と繋がる時間が思考されている。（図 5-2-3-1）これらの様相は，建築空間における現象の実存

の動きの実感，また建築物の観念上の動きから認識される定着感や速度感により，現在，過去，

未来という時間の感覚を建築に体現している。 

 

図 5-2-3-1 感性による時間認識 

 

 流れのある時間に対して建築は，古典では，建築物の動かないという性質を前提に，その重厚

さや対称性の幾何学構成により物理的・視覚的な安定性を強調し，永続性を象徴的に表現してき

た。現世の時間が最も重要な時代である近代では，キュビズムなどの芸術分野からの影響を受け，
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人の動きを伴うダイナミックな形態による空間の体験から暫定性の概念として時間を空間概念に

組み込んだ。上述の建築の様相では，時間の概念を形象により表象するのではなく，実存の動き

や視覚上の動きによる知覚の現象として過去から未来までを感じさせる。これらは，現代建築を

一過性の消費の対象としてではなく，刻一刻と変わる時間の流れの中に位置づける感覚的な次元

からの取り組みといえる。 

 以上のことから，建築は，擬態語表現からみた感性的な思考において，静物としての建築に体

現される時間の概念を，建築空間における実存と観念上の動きの感覚を通して解釈することで拡

張している考えられる（図 5-2-3-2）。 

 

 

図 5-2-3-2 静物から時間へ 

 

 

5-2-4 人工物から生態系へ 

 

 建築物をつくる石や木は，山から切り出され，建築材料として加工され，人工物となって大地

に組み上げられる。建築物の建設の一連の過程は，連綿とつながる自然を人為的に分節し人工物

に変えることと同義である。18世紀以降，著しく発展し続ける科学技術は，自然環境を克服し人

間の生活環境の人工化を促進しており，建築物が過度に集中する都市域は世界中で拡大している。

今世紀初頭には砂漠の真ん中に世界最大級の摩天楼群が出現するまでに至っている。 

 「…水面を流れる風が室の中をゆっくりと通り抜けていく」注 10）などの描写にみられるように，

『微気候により促される居住性』として意味づけられる建築の様相では，触覚的な感覚から空気

の柔和な動きを認識することにより，空間において人に近親した自然の快適さが思考されている。

また，「のびのびとしたうねりのある芝生面を自然の『地』とし，これにふたつの『点』的幾何

学的な要素を重層させている」注 11）などの描写にみられるように，『建築空間を内包する自然環

境の雄大さの獲得』として意味づけられる建築の様相では，視覚上の柔和な大地の動きを認識す

ることにより，自然を包容感のあるものとして捉え，自然に組み込まれる建築物が思考されてい

る。(図 5-2-4-1) これらは自然の動きの中に親近感を見出し，建築と自然を共存させている。 
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図 5-2-4-1 感性による自然への近親 

 

 通常，ある目的をもって建てられるひとつの建築物の生涯は，その役目が終われば取り壊され

消失する生産と消費の一過性の現象であり，建築物を建てることは連続性のある自然や地球のサ

イクルを分断することに繋がりかねない。上述の建築の様相は，大気の流れを建築物に組み込ん

だり，建築を自然に内部化させることで，建築物をひと連なりの自然の循環の中に位置づけるこ

とを目論んでおり，地球環境に配慮した持続可能な社会の発展が唱えられる今日的な環境意識へ

と接続される建築の意義を示しているといえる。  

 以上のことから，建築は，擬態語表現からみた感性的な思考において，自然に対する親近感を

認識することで，気候や大地という地球規模の発想から人工物としての建築を生態系の一部とし

て再定義していると考えられる(図 5-2-4-2)。 

 

 

図 5-2-4-2 人工物から生態系へ 

 

 

5-2-5 標準空間寸法から活動へ 

 

 建築空間には，使用目的に応じその空間構成の基礎となる人の姿勢や動作，知覚，集合に対応

し，一連の生活行為を成し遂げるのに必要な空間領域に寸法を与え空間量を算出した設計標準が

ある 1)。この標準設計的な考え方は，人間を空間を構成する一要素とした人間工学的な解釈と，

参考事例とした良きサンプルとみられる建築作品のデータ群の平均値により設定された建築設計
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を指針とし，その標準に沿って設計することで，建築物の性能や品質を保証しようとするもので

ある。 

 「あたたかい，患者をすっぽりつつむような高くない天井…」注 12）などの描写にみられるよう

に，『円滑な包囲による安心感』として意味づけられる建築の様相では，身体を中心とし空間の

堺面までの距離感から心理的な空間の広がりを認識することにより，人の心情と共鳴する場が思

考されている。また，「広々とした土地柄にふさわしいよう，天井高はたっぷりとりました」注

13）などの描写にみられるように，『適度な余剰による空間の豊かさ』として意味づけられる建

築の様相では，視覚的な空間の量感から空間のゆとりある広がりを認識することにより，外部環

境に相似する豊饒な雰囲気が感じられる場が思考されている。そして，「…小さくこぢんまりと

した快適な寝室をつくっている」注 14）などの描写にみられるように，『コンパクトさによる充足

した居住性の獲得』として意味づけられる建築の様相では，視覚的な空間の量感から人に近親し

た空間の利便性を認識することにより，快適さのある場が思考されている。さらに，「解体直後

の，コンクリート躯体のみのガランとした大きなひとつの部屋のような状態と，プラスターボー

ドを剥がしたままの水玉模様のような GL ボンド跡を見て，クライアントもわれわれも一目でそ

の空間を気に入った」注 15）などの描写にみられるように，『空虚の強調による空間への虚無感の

付与』として意味づけられる建築の様相では，視覚的な空間の量感から空間との心理的なの距離

感を認識することにより，分断されたような感覚を抱かせる情感のある場を思考している。(図

5-2-5-1)これらの様相は，空間を感覚的に伸び縮みする余白があるもののように捉えることで，

空間の心理的な大きさや距離感を仔細に測り，標準寸法による平均律としての空間を調整し，ま

たその感覚的に測られた空間に感情を移入し，安心感，豊かさ，快適さ，虚無感などの多義が生

まれる活動の場に変換している。 

 

図 5-2-5-1 感性による心理的な空間の広がり 

 

 以上のことから，建築は，擬態語表現からみた感性的な思考において，身体感覚を介して空間

の心理的な広がりをはかることで，地域性や使用する人の性格などの違いに応じて少しずつ空間

の広さや纏まり方に変化をつけ，標準寸法的な考え方のみでは捉えきれない，個別の価値を有し

人の心理にまで影響を及ぼす活動の場を形成していると考えられる(図 5-2-5-2)。 
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図 5-2-5-2 標準空間寸法から活動へ 

 

 

5-2-6 容器から親和性へ 

 

 建築は「生活の容器」としての機能をもっており，建築物は目的に基づいて設計されるべきと

した機能主義的モダニズム建築においては，この道具的性質の側面が建築の個別の主題となり，

平面や建築部位の構成と機能性からその性能が検討され，さらに，機能的なものは美しいとして

機能と美を結びつけた。 

 「収納はできるだけ多くしてあげたい．収納をたくさん取ってあげて，それぞれに納まって，

初めて，ほのぼのとする余裕も生じようというものだ」注 16）などの描写にみられるように，『適

度な温湿度感による空間への安らぎの創出』として意味づけられる建築の様相では，視覚的な感

覚に基づき空間を占有するものの整然さから空間がもつ生命感を認識することにより，人に安堵

感をもたらす空間が思考されている。また，「居間食堂は家族でゆっくり楽しめるようハイバッ

クチェア，ディベットなどを置いています」注 17）などの描写にみられるように，『落着きをもた

らす安定性』として意味づけられる建築の様相では，空間に置かれる家具の特徴から導き出され

る人の安息の行動を認識することにより，安堵感のある空間を思考している。さらに，「たいへ

ん無理をいって食堂のテーブルを木製にしていただいたり…ほっとする華やいだ時間をプレゼン

トしたかったのです」注 18）などの描写にみられるように『添景による空間の生命感の示唆』とし

て意味づけられる建築の様相では，家具の素材性から生命感を認識することにより，人に安堵感

を与える空間を思考している。(図 5-2-6-1)これらの建築の様相は，建築物がつくる抽象的な空

間ではなく，空間に置かれる家具などの添景物の存在を通して，利用者の空間における心情を反

映した具象的な生活空間を思考している。 
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図 5-2-6-1 感性による空間の親和 

 

 生活を営む上では，入れものとしての空間を作り出す建築物ばかりではなく，空間における日

常的な具体物となる家具などの添景物の視覚的な効果や肌ざわりは，直接的に身体に作用するた

め，人の行動や心情に多大な影響を及ぼす。容器とはそもそも, それが包含する内容と対比され

る外形を示す概念であり，容器としての建築概念においてその内容となる物や人の在り方は占有

者にゆだねられ，モダニズム建築のシンプルな外観同様にその内包される空間は抽象的な扱いを

されてきた経緯がある。したがって，設計者は，容器としての建築物と人を媒介する，空間の内

容となる添景物を身体感覚とともに具体的に想定しながら設計することにより，人と建築が親和

し，人の感情を沸き起こす建築空間を形成しているといえる。 

 以上のことから，建築は，擬態語表現からみた感性的な思考において，建築物がつくる空間に，

中身となる利用者の身体性と添景物との関係から空間における人の居方を具体的に提案すること

で，建築物による空間の外形が示す道具的性質に不足している空間の内容を補填し，人の感情が

伴う生活の場として建築をより一層人と結びつきの深いものにしていると考えられる(図 5-2-6-

2)。 

 

 

図 5-2-6-2 容器から親和性へ 
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5-2-7 規則性から原理へ 

  

 古典建築のオーダーによるプロポーションのシステムや近代における標準化された建築物のパ

ーツは，軸やグリッドなどの統辞的手法とともに建築物や空間に規則性をもたらし，そして，そ

の秩序づけられた全体に美観や生活観を統合することで建築は，それぞれの時代に応じた社会像

や世界観を体現してきた。 

 「施設の中心となる食堂ホールは軽い立体トラスとガラスで構成するから，その空間は主棟の

大きな壁からぐるりと囲む山の傾斜面までの拡がりとなる」注 19）などの描写にみられるように，

『求心性により序列化される空間』として意味づけられる建築の様相は，空間の広がり方を方向

性のある動きの感覚から認識することにより，中心と周縁の関係として相対的に定義される空間

を思考している。また，「houseNは大分市の住宅地の中にある，半ば都市であり半ばいえである

ような，ぼんやりとした領域の『住むための場所』である」注 20）などの描写にみられるように，

『空間の包容力による安堵感の創出』として意味づけられる建築の様相では，空間領域の広がり

方を不明瞭さのある明度感として認識することにより，どこからどこまでと明確に規定されない

曖昧な領域の連なりをもった空間を思考している。そして，「その柱梁と壁と開口はそれぞれば

らばらに自立しながらお互いに干渉させるように構成してある」注 21）などの描写にみられるよう

に，『部位の独立による建築体系の顕在化』として意味づけられる建築の様相では，空間を構成

する各部位がそれぞれに動向をもつような感覚を認識することにより，全体を規定する規則性や

共通要素をもたない，独立要素によってできるネットワーク的な空間を思考している。(図 5-2-

7-1)これらの建築の様相は，建築全体を具現化するための構成の規則ではなく，感覚的に捉えた

概括的な空間構成の原理を示している。 

 

図 5-2-7-1 感性による空間構成の概括 

 

 部分と全体を規則性によって統制する前時代的な構成手法によらず，要素間の相対的な関係に

着目し，非分節な部分から建築空間を生成するこれらの原理は，居間と寝室，居室と都市，内と

外などが対立ではなく相互依存的に共在することで，錯綜する空間体験が生まれる多様性のある

場を生み出す。つまり，設計者は，感覚的な原理の素描から，時代に応じた都市観や社会像を反

映した多様な価値を内包する建築空間の想像をしていると考えられる。  
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 以上のことから，建築は，擬態語表現からみた感性的な思考において，建築空間の生成原理を

感覚的に素描することを通して，既製の空間構成概念を脱し，時代に応じた新しい建築空間を生

み出すための探求をしていると考えられる(図 5-2-7-2)。 

 

 

図 5-2-7-2 規則性から原理へ 

 

 

5-2-8 構法から規範性へ 

 

 建築物を物理的に支持する構法は，建築にとって必然的な要件であるが，その表現や取り扱い

方は建築様式によって違っており，つくられた時代背景による価値観を強く反映している。神学

的な価値観から世界を作り上げる個物の本質である原型による秩序を表現するギリシャ神殿の円

柱，人文主義的な考え方から調和をもたらす人体のプロポーションに重ね合わせた幾何図形によ

るルネサンス建築のドーム，自然主義により形態と構造とが動植物的に取り扱われ一体となった

ゴシック建築の構造体，合理主義に基づき要素に分化され自由な平面を生み出す近代のドミノシ

ステムなど，いずれも時代が理想とする理念を構法的な要素の上に体現している。 

 「腰まで積まれたガッシリとした玉石コンクリートの上に軽い木造の３絞点アーチをのせたこ

の家は，構造的に非常に安定しており，風雨に対してもきわめて堅牢である」注 22）などの描写に

みられるように, 『強固さによる万全な機能の働きの様相』として意味づけられる建築の様相で

は，視覚的に強固さを感じさせる建築物の佇まいからその安定感を直観的に認識することにより，

構造的強度に確信を持った建築物が思考されている。また，「温度によって形状がフニャフニャ

と変わる建築はできないだろうか．ボキッと変わるのではなく，フニャフニャと変わるのが『負

ける建築』らしくて好ましく感じられた」注 23）などの描写にみられるように，『親和をもたらす

弛緩性』として意味づけられる建築の様相では，構造体の柔和な動きの中に親和感を認識するこ

とにより，環境に応じて受動的に変化する建築の構法の好ましさが思考されている。(図 5-2-8-

1)これらの建築の様相は，構法による構造体の硬さや柔らかさの感覚を通して建築における価値

観を表明している。 
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図 5-2-8-1 感性による相対的な価値判断 

 

 構法によって示される建築の堅牢さは，ものとしての建築の存立に関わりかつ安全欲求という

人の低次の欲求を満たすものであるという，人のためにつくられる建築の第一義的な価値である。

対して，滑らかに動く構造体により環境に応じて実体が変容する建築は，背景にある今世紀の環

境のパラダイムを建築において象徴的に体現しているといえる。 

 以上のことから，建築は，擬態語表現からみた感性的な思考において，硬さや柔らかさの感覚

にのせて，構法という建築物の存立にとって重要な要件の上に普遍的なあるいは時代に応じた建

築の価値観を示していると考えられる(図 5-2-8-2)。 

 

図 5-2-8-2 構法から規範性へ 

 

 

5-2-9 形状から拍子へ 

 

 形(form)は，対象の特性によるものなのか，あるいは精神的なカテゴリーに属するものなのか，

プラトンによる物質と形の対立的な思考に始まる哲学的な問題などと照らし合わされながら，建

築において長らく議論が展開されてきた 2)。それらの議論が明らかにしているのは，建築におい

て形は物質から分離して考えられるということ，また建築における意義を成す形は，「感覚が捉

える事物の特性」を指す「形状（shape）」と，「精神が捉える事物の特性」を指す「考え
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（idea）や本質（essence）」の両義を内在していることである 3)。依って，形は建築において

常に観念を示す表象の対象となってきた。ルネサンス建築の人体比率を用いたジオメトリーは人

文主義の理念を示しており，また，近代建築の機能に従う形態は合理主義思想を示していた。 

 「この外，ビル内部には局部的に，円弧や階段形のジグザグ線といった形のモチーフや，アメ

リカ製のペイントによる彩度の高い色形の使用によって，単調になりがちなオフィスビルの空間

に刺激を与えている」注 24）などの描写にみられるように，『強い屈曲形状がもたらす心理的揺動』

として意味づけられる様相では，視覚的な感覚から形状の力強い動きを認識することにより，律

動感のある建築物が思考されている。また，「屋根勾配はばらばら，…似ていながら同じでない，

反復連続に耐えられる戸建ての集合をつくり出している」注 25）などの描写にみられるように，

『極端な形状による固有の物性の付与』として意味づけられる様相では，視覚的な感覚から性状

の違いを動向性のあるものとして認識することにより，多様性を内包した建築群が作りだす活気

ある景観が思考されている。そして，「コンモリと盛り上がった屋根 3 つの保育室は直径 3m の

ドームに，中央の遊戯室の盛り上がりは4mのドームに」注26）などの描写にみられるように，『内

力を想起させる外観』として意味づけられる様相では，視覚的な感覚から形状が生み出す量感や

動きの感覚を認識することにより，人の目を引く律動感のある建築外観が思考されている。(図

5-2-9-1)これらの建築の様相は，建築物の形状特性が示す知覚の作用以上の意味を形によって伝

えようとしているのではなく，観る者の感覚に訴えかける建築物の視覚的効果を狙っているとい

える。そして，そのような律動感のある形状は，景観に抑揚をつけ，人の空間体験を豊かにして

いると考えられる。 

 

図 5-2-9-1 感性による視覚印象の抑揚 

 

 以上のことから，建築は，擬態語表現からみた感性的な思考において，形により建築に付され

た観念的な意味を伝えるためにではなく，律動感のある形状により建築実体としての視覚的効果

を強調することで，身体性と呼応しながら景観を調子づける拍子をつくり出し，実感が伴った建

築空間の経験性を主張していると考えられる(図 5-2-9-2)。 
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図 5-2-9-2 形状から拍子へ 

 

 

5-2-10 記号から記憶へ 

 

 建築は人の活動の場所を提供するという実用的な事物であると同時に，ある事柄を指し示す記

号的性格を有し意味を伝達する。建築の歴史的な意味の多様性を表現したポストモダンの建築群

は，そのような建築の記号性を利用した代表的な例である。こうした建築の記号的性質の特徴は，

実空間とは分離して独自に作用する傾向にある。 

 「タイル貼りや石貼りについては，…手作りの温もりが伝わるように，ザックリと仕上げる」
注 27）などの描写にみられるように，『印象を付加する粗雑な建築表面』として意味づけられる建

築の様相では，触覚による肌ざわりを認識することにより，材料の表面仕上げが醸し出す建築物

の温度感のある雰囲気が思考されている。また，「…浴槽のオ一クは背中を擦り付けたくなるよ

うなつるつる加減に…」注 28）などの描写にみられるように, 『触覚による建築物表面の魅力の伝

達』として意味づけられる建築の様相では，触覚による肌ざわりを認識することにより，材料表

面の素材感が身体的に感じ取らせる魅力が思考されている。さらに，「もうひとつの顔は『孔』

である．大谷石の全体はスポンジのようにボソボソしていて，ミソはその中でもとりわけ大きな

『孔』である」注 29）などの描写にみられるように, 『有機的な質感による自然の象徴』として意

味づけられる建築の様相では，触覚による肌ざわりを認識することにより，材料の素材感が喚起

させる象徴的な意味が思考されている。(図 5-2-10-1)これらの建築の様相は，建築表面の物質性

を身体の接触を通して直接的に感じさせることにより，人に強い空間の印象と体験性を与えると

同時に，触覚を通じて意味をも伝達している。 
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図 5-2-10-1 感性による触覚的意味伝達 

 

 材料が集積してできる建築物は，その表面にマクロ的な視線が注がれるとき，物質性から離れ

視覚的に捉えられる表層となり，社会や文化的意味を表象する記号の役割を帯びる。逆に，建築

物の表面を近視的に見ることは，素材のもつ肌理を発見させ，そして，その表面に触れることは

印象深さや魅了を肌で感じ取らせるため，記憶に残る体験に繋がっていく。記号による意味作用

は建築物の形に与えられる意味の恣意性により成り立つため，空間の実体験として不確かさを残

す。対して，触覚によって実感される空間の経験は，実体験としてより確実なものとなり，その

印象や意味を人の記憶に残すといえる。 

 以上のことから，建築は，擬態語表現からみた感性的な思考において，視点の変更により，意

味が不確かな記号の戯れとしての表層ではなく，建築表面の肌理に注視することから肌で感じる

実存の空間の体験をもたらす印象深い建築となり，人の意識の深層へ接近していると考えられる

(図 5-2-10-2)。 

 

 

図 5-2-10-2 記号から記憶へ 

 

 

5-2-11 際から美意識へ 
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 際は際鉋という日本の伝統建築における特殊な道具の存在などが示すように，あるいは，日本

の建築の洗練された接合部に見て取れるように，日本の建築にとって特別な注意と美的な感性が

注がれる場所である。英語では Edge と訳され，部材の端部などを示す一般的な意味においては

際と同様であるが，Edgeは空間構成においてその外部の如何に関わらず領域の限界部を指し，ひ

とつの領域を他の領域から区別する空間の輪郭を形成するのに対し 4)，際は，異なる領域を区別

をするのではなく，状態が別の状態へ移行する境界として精緻に構成され，空間の出現と消滅を

演出する。 

 「室内は真壁造であるが，柱が内法より上にあらわれると堅くなるので，その部分は大壁とし

て，天井との取合いをすっきりとさせている」注 30）などの描写にみられるように，『端正な形態

による建築美』として意味づけられる建築の様相では，複合事象の取り合い部に動向が見られな

い整然とした状態を認識することにより，清らかさや透明感を感じさせる美意識が思考されてい

る。また，「琉球松の林に映える赤瓦の稜線のくっきりとしたコントラストは，黒船のペリーを

感嘆せしめ，陶器や，紅型，舞踊にみる民族文化の香り高い美しさは，柳宗悦をして，目をみは

らせるものがあった」注 31）などの描写にみられるように『鋭鈍による空間の際立ち』として意味

づけられる建築の様相では，建築物の部分を明度感のある佇まいとして認識することにより，そ

の部分により際立った背景と建築物が一体となった情景として美が思考されている。これらの建

築の様相では，建築物の全体を語らずに，部分間や前背景となる事象間の際から，建築全体の美

を喚起させている。(図 5-2-11-1)「すっきり」と表現させる美意識は，形のない曖昧で主観的な

美であり，「くっきり」と表現される美意識もまた，形が示す美しさではなく，際の明度感が気

づかせる背景となっている自然と，それと共存する建築から生まれる余情から生み出されている

ものである。これらは余白や無から美を感じ取る日本的な感性によるものといえるだろう。 

 

図 5-2-11-1 感性による美意識 

 

 建築において美は，強・用・美という建築の根幹をなす普遍的な概念のひとつであり，西洋的

な建築美，日本的な建築美，古典的な建築美，モダンな建築美などとして様々に定義されてきた。

そのような建築美は，シンメトリー，非対称によるくずし，部分と全体のプロポーション，繰り

返される要素による統一，バランスなどとして論理的に説明することができるが，美意識とは，

根本的には他の動物にはない人間固有の感じる働きに起因している。際という部分からその全体

の有形性を問わず美を感知させる上述の建築の様相は，日本人の感じ方の特徴ともいえるが，そ

れは人の感じる働きによって認識される美の本質を示しているともいえる。 
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 以上のことから，建築は，擬態語表現からみた感性的な思考において，美に対する日本の感性

を示していると同時に，感じられるものとしての美の根源を追及していると考えられる(図 5-2-

11-2)。 

 

 

図 5-2-11-2 際から美意識へ 

 

 

5-2-12 形式から能動性へ 

 磯崎新は，建築とは形式のことであるといい，また，エイドリアン・フォーティーは「形式的」

であることは「建築的」な特質を強調するという 3)5)。建築と形式を同義とするあるいは並置す

るこれらの発言は形式が建築にとって本質的であるとするもので，建築は芸術表現あるいは社会

の表現の形式としてみられてきた。平面形式や共通する形式をまとめた建築の様式は，このよう

な形式の考え方に基づいている。形式は，事物間を統一的に関連させ，まとまりをもたせること

で全体としての意味を明確にするが，逆に事象の内容が伴わないという形骸化や関係の固定化の

事態も引き起こすことがある。 

 「周辺の戸建て住宅のスケールに近付けるために，ファサードにはふたつの積石壁を結ぶよう

に木製の格子戸を吊るした．格子の間からは，それと直行する壁面越しに入居者の暮らしが垣間

見えて，閉鎖性を感じさせない．この建物が大きさだけでなく営みとして，町並みのリズムにし

っくりと馴染むことをねらった」注 32）などの描写にみられるように，『融和による印象の調整』

として意味づけられる建築の様相では，視覚的な感覚から建築物の量感や浸透感を認識すること

により，既存の町並みとの一体感がある建築物が思考されている。また，「念仏寺で有名な，京

都でも屈指の景勝地といえる嵯峨野の高台に，ちょこんと腰を落ち着けることになったかわいら

しいこの建築も，そういった特別な調理法を要求される場所にある」注 33）などの描写にみられる

ように，『環境と一体化する建築物』として意味づけられる建築の様相では, 視覚的な感覚から

建築物の量感や接触感のある佇まいを認識することにより，それ自体が小さな存在感を示しつつ

周辺環境の一部として組み込まれる建築物の在り方が思考されている。そして，「建物は華純な

直線によって組立てられた四角な面で構成され，小さな凹凸をなくし，色彩も明るいグレーに統

一されている．従って比較的小さな會堂(41．33 坪）にのびのびとした大きさを感じることが出
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来る」注 34）などの描写にみられるように，『緩やかに周辺に溶け込む建築の佇まい』として意味

づけられる建築の様相では，視覚的な感覚から建築物の量感や浸透感のある佇まいを認識するこ

とにより，周辺環境に対して自ら歩み寄っていくような建築物が思考されているといえる。(図

5-2-12-1)これらの建築の様相は，建築物の量感や浸透感，接触感によって主体的なふるまいと

して周辺景観に働きかけることで，建築物を景観の一部となるように確実に位置づけている。 

 

図 5-2-12-1 感性による主体的融合関係 

 

 建築が街並みの景観への合致を試みる際，常套手段として計画される建築物に既存の建築物に

特徴的な形態や素材などを共通する要素として取り入れ，あらかじめ予定される風景を保つため

に，その全体像の一部として序列化する。対して，建築物自身のふるまいとして街並みと関係を

結ぶ上述の建築の様相は，形式化された論理的な方法を受動的に受け入れるのではなく，自らの

建築の特徴を活かしながら周辺環境へ共働するような建築の在り方を設計者の感覚に基づいて模

索しているといえる。 

 以上のことから，建築は，擬態語表現からみた感性的な思考において，建築物と周辺の関係を

量感，浸透感，接触感による建築物のふるまいとして捉え直すことで固定化した概念を軟化させ，

自らの独自性を保ちながらも周辺環境や地域へと働きかけ，新たな全体性の創造に寄与する建築

物と周辺環境との関係づくりの目論みをしていると考えられる(図 5-2-12-2)。 

 

 

図 5-2-12-2 形式から能動性へ 
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5-2-13 外皮から批評性へ 

 

 外皮とは，建築物を支える構造としての骨と対比される，建築物の覆いの身体のメタファー表

現である。近代において，鉄やコンクリートによる建築の技術的発達により，建築物の表面を形

成する外壁は，建築物の荷重を支える役割から解放され，独立した機能と表現の自由を獲得した。

以来，建築物の外皮は非物質化した表層としてその意味を拡大させる傾向にある。また，私欲の

表現となる見かけが大げさで，視認される表層と建築の実体との間にずれが生じる商業的建築な

どは「張りぼて建築」として批判の対象にもなっている。 

 「メンテナンスとセキュリティの要請でガチガチに角質化してしまった建築の皮膚を，なんと

かあのピンク色の産毛に覆われたやわらかな皮膚に戻すことはできないだろうか」注 35）などの描

写にみられるように，『排他的な建築表情』として意味づけられる建築の様相では，皮膚感覚か

らファサードの固着感を認識することにより，膠着した建築に対する批判性が思考されている。

対して，「透明だが表面と輪郭は滑らかではなく，微妙にもぞもぞしている．近付くにつれ凹凸

のあるファサードは表情を持ち始め，見る角度によって形状や方立の密度が柔軟に変化する」注

36）などの描写にみられるように，『触覚による空間がもつ肌理の伝達』として意味づけられる

建築の様相では，皮膚感覚からファサードを観念的な動きのあるものとして認識することにより，

生命感のある建築が思考されている。(図 5-2-13-1)これらの対称的な様相は，皮膚感覚によって

捉えられる建築の生と死のメタファーを形成しており，同様な批判的な精神の上で思考されてい

ると考えられる。 

 

図 5-2-13-1 感性による生命感のメタファー 

 

 これらの建築の様相の背景として，セキュリティだけでなく，経済性などの外的な要因の直接

的な表現となった建築外観のパターン化や，外皮を建築の内実と分離した記号として形態に偏重

した利己的な表現手段とする現代建築のモードによる都市景観とその体験の乏しさが指摘できる。

従って，生命体の死を意味する外皮の硬化や人の動きに応答した生命感のあるファサードの様相

は，そのような状況に対する批判と回答といえ，都市景観とその体験を変えようとする意思を表

明していると理解できる。 
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 以上のことから，建築は，擬態語表現からみた感性的な思考において，独立した表現媒体とな

っている建築外皮における批評性を表し，その在り方を身体感覚から問い直していると考えられ

る(図 5-2-13-2)。 

 

 

図 5-2-13-2 外皮から批評性へ 

 

 

5-2-14 条件から臨界性へ 

 

 建築法規は，人の生命の安全，健康，財産を保護する目的で建築物が建てられる際に満たすべ

き条件を定めている。また，敷地や地理的条件，気候条件，宗教や文化的理由，建設資材の生産

や運搬，コスト，施主の要求など，建築物の設計には様々な条件が取り巻いている。条件は建築

家が理想とする建築を表現する上でその制約ともなり兼ねないが，条件が設計のアイデアの発想

のもとになることもあり，優れた建築においては自明とされる条件を超越していくことで新たな

建築を生み出しており，設計の条件とは，建築が成立するあるいは生起するある状況をつくって

いるといえる。 

 「建物の東側の線を出し，北側の線はこの種の案として校地を最大に生かすためぎりぎりのと

ころまで追い込んである」注 37）などの描写にみられるように，『均衡した境面の顕在化』として

意味づけられる様相は，「ぎりぎり」と称されるひとつの思考の特徴を示している。「ぎりぎり」

という擬態語によって描写される建築物の様相では，建築境界と建築物，可視線と親近性，機能

性とヴォリューム，柱梁構造と壁構造，生活と空間といった設計条件に対して，設計考慮事項間

の均衡状態を接近感として認識することにより，臨界状態で設計の解法を導き出しており，設計

者がある条件下で設計の限界に挑戦していることがうかがえる。(図 5-2-14-1) 
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図 5-2-14-1 感性による限界への挑戦 

 

 「ぎりぎり」とはある事象同士が限界地点に達して均衡状態を保っているひとつの力学的な現

象であり，その均衡を保っている要素のうちひとつでも欠けてしまうと関係の存在として成立し

ている建築の様態が崩壊してしまうような危機な状態を指している。しかし，このような状態だ

からこそ，平常状態ではみえてこない，均衡が破られることで発見され得るまったく別次元の建

築の存在様態に接近する可能性があるともいえる。 

 以上のことから，擬態語表現からみた感性的な思考において，設計者は，臨界状態に身を置き

ながら，自らが掲げる建築の理想に向けて感覚を研ぎ澄ませ，新しい建築を切り開く建築創作・

設計への挑戦をしていると考えられる(図 5-2-14-2)。 

 

 

図 5-2-14-2 条件から臨界性へ 
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5-3 小結 
 

 本章では，建築物の言語描写の擬態語表現における建築の即物の様相の類型と，建築物の言語

描写の擬態語表現における建築の具体の様相の類型を合わせて，擬態語によって捉えられる建築

の様相の特徴を総合的に考察した。擬態語の語感から得られる感覚に則り解釈した建築の様相は，

建築空間における対象物の質感や形状の実感，心理や情感，社会や文化的意味の喚起と，建築の

ものとしての側面に関わる実体的な意義から建築の意味としての側面に関わる観念的な意義まで

を示し，融和，一体，安心感，落着き，豊かさ，居住性，機能性，美を中心的なキーワードとし，

機能と美を備え，社会や環境と安定した関係を築き，人間に安らぎをもたらす，作用と意味を有

する建築の具体層を形成していることを述べた。 

 続いて，擬態語表現における建築の即物と具体の様相の類型を，建築に固有の性質や原理を示

す概念と対照させながら横断的に考察し，擬態語表現における即物と具体の様相からみる建築の

感性的思考を論じた。その結果，集積から融解へ，自立から存在連鎖へ，静物から時間へ，人工

物から生態系へ，標準空間寸法から活動へ，容器から親和性へ，規則性から原理へ，構法から規

範性へ，形状から拍子へ，記号から記憶へ，際から美意識へ，形式から能動性へ，外皮から批評

性へ，条件から臨界性への少なくとも 14 の擬態語表現における即物と具体の様相からみる建築

の感性的思考の特徴を形式的に明らかにした。 

 集積から融解へでは，建築物を構成する要素と建築物を取り巻く事象とを同列に位置づけ，人

と環境要素と建築物が一体感ある雰囲気を有し，複合的な繋がりをもったひとつの環境として空

間を想像していることを述べた。自立から存在連鎖へでは，建築の存在意義を相対化し，経験す

る主体である人を環境と共に位置づけていることを述べた。静物から時間へでは，静物としての

建築は視覚や身体性を通して建築における時間概念を拡張していることを述べた。人工物から生

態系へでは，気候や大地という地球規模の発想から人工物としての建築を生態系の一部として再

定義していることを述べた。標準空間寸法から活動へでは，身体性を介して空間を拡縮させるこ

とで，基準的な空間を個々の状況に応じて微調整し，特徴ある活動の場にしていることを述べた。

容器から親和性へでは，建築物それ自体のみでなく，中身となる利用者の身体性と添景物との関

係性から空間の在り方を具体的に提案することで，外形が示す道具的性質に不足している空間の

内容を補填し，建築をより一層人と結びつきの深いものにしていることを述べた。規則性から原

理へでは，既製の空間構成概念を脱し，新しい空間を生み出す構成の原理を感覚的に素描するこ

とで，時代に応じた建築空間の探求をしていることを述べた。構法から規範性へでは，観念とし

てではなく，硬さや柔らかさの感覚にのせて建築の普遍的あるいは時代に応じた価値観を示そう

としていることを述べた。形状から拍子へでは，形状により建築実体としての効果を強調するこ

とで，建築に付された観念的な意味の認識ではなく，人の実感を伴った経験性を主張しているこ

とを述べた。記号から記憶へでは，視点の変更により，意味が不確かな記号の戯れとしての表層

ではなく，実存の空間の体験をもたらす建築表面の肌理を注視することで，人の意識の深層へ接

近していることを述べた。際から美意識へでは，美に対する日本の感性を示していると同時に，
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感じられるものとしての根本的な美を追及していることを述べた。形式から能動性へでは，建築

物と周辺の関係を触感や接触感によって建築物のふるまいとして捉え直すことで固定化した概念

を軟化させ，自らの独自性を保ちながらも周辺環境や地域へと働きかけ，それらと共に新たな全

体性に寄与する関係の創造の目論みをしていることを述べた。外皮から批評性へでは，独立した

表現媒体となっている建築外皮における批評性を表し，その在り方を問い直していることを述べ

た。条件から臨界性へでは，建築家は，臨界状態に身を置きながら，自らが掲げる建築の理想に

向けて感覚を研ぎ澄ませ，新しい建築を切り開く建築創作・設計への挑戦をしていることを述べ

た。 

 以上のことから，擬態語表現における即物と具体の様相からみる建築の感性的思考は，実感さ

れ多義を有する建築物や空間を具体的に想像させているだけでなく，全体性が不確かであったり，

あるいは分解すると意味を失ってしまいかねない関係にあるような連鎖する事象を総体として認

識させることにより，単体では表現しきれない多様な状態を建築にもたらしているといえる。ま

た，背景にある建築固有の概念を微調整，補填，軟化，拡張，変更していくような建築設計を，

常用的な言葉の感覚にのせてさりげなく行っているといえる。感性的な思考は，論理的な思考の

ような明晰さと概念的な強さをもたないが，概念化することで切り落とされてしまう多様な差異

のある建築の価値を気づかせている。そしてそれらを建築設計に取り込むことで建築固有の概念

をより緻密なものにしていると同時に，建築の存在を少しずつ変えていると考えられる。 
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注11) 曽根幸一・環境設計研究所：富山県総合運動公園陸上競技場，新建築， p.222，1995.1 

注12) 倉敷建築事務所：愛染橋病院，新建築，p.153，1965.3 
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注29) 隈研吾：ちょっ蔵広場，新建築，p.76，2006.7 
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6 結論 
 

------------------------------------------------ 
 

6-1 各章のまとめ 
 

 以下に各章で得た知見をまとめる。 

 第 1 章「序論」では，本研究の背景と目的及び意義を示した。また，関連する既往研究を整理

した。 

 第 2 章「研究の論理と進め方」では，研究の論理として，分析を進めるうえで基盤となる感性，

擬態語表現，即物と具体についての考え方を説明した。そして，分析対象資料となる『新建築』

の建築作品解説文の位置づけを行い，実際の分析の進め方と研究の構成を示した。 

 第 3 章「建築物の言語描写の擬態語表現における建築の即物の様相」では，設計者による自身

の作品に対する記述の中から擬態語表現における建築の即物の様相について，基本義・主体・規

定語の観点から考察を行った。まず，基本義と主体のクロス集計結果を基にコレスポンデンス分

析を行い，全体の用法として関連性を考察した結果，潜在性による環境計画事象，空間を演出す

る流動体，拡縮により捉えられる肌理，形状による建築の主要部位の振る舞いの４つの傾向に整

理することができた。また，基本義と規定語においても同様に分析・考察し，微調整された動向，

定常状態の逸脱，形成される取合いの差異，鋭鈍により顕在化する相関の４つの傾向に整理する

ことができた。 

 これらを踏まえて，基本義，主体，規定語の特徴を重ね合わせることによって考察した結果，

少なくとも 24 種の擬態語表現における建築の即物の様相が認められた。さらにその性質や役割

から，存在と消滅の間を移ろう建築の現象的な諸相，全体を構成する要素を局所的に強調するこ

とで複合的な性質を帯びた空間の様相，人の知覚・体験・心理作用を促すものとしての建築を構

成する物体やその性状，及び建築物と周辺環境の物理的な間柄を繊細に取りもつ様相の大きく４

つの即物の様相として意味づけられていることを明らかにした。そして，擬態語表現における建

築の即物の様相は，一般概念を示す言葉による分節的な建築の思考とは異なり，感性により捉え

られる即物間の関係の強弱に依拠したシームレスな思考によって，建築の価値を相対的に形成し

ていることを述べた。 

 第 4 章「建築物の言語描写の擬態語表現における建築の具体の様相」では，設計者による自身

の作品に対する著述の中から擬態語表現における建築の具体の様相について，主体，基本義，表

出概念の観点から考察を行った。まず，主体と基本義のクロス集計結果を基にコレスポンデンス

分析を行い，全体の用法として関連性を考察した結果，身体によって感知される物性の尺度，形

質の増幅による建築物内外境界の規定，鋭鈍により顕在化される建築空間の体系，空間の余裕の

様相の４つの傾向に整理することができた。また，主体と表出概念においても同様に分析・考察
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し，物性の洗練による機能の正当化，初源的構築要素の表象の獲得，周辺要素の情景化，感情へ

の作用をもつ空間の４つの傾向に整理することができた。 

 これらを踏まえて，主体，基本義，表出概念の特徴を重ね合わせることによって考察した結果，

少なくとも 26 種の擬態語表現における建築の具体の様相が認められた。さらにその性質や役割

から，建築物が他者に対し影響を及ぼす働き，建築物と周囲との関係性の強弱，建築物への独自

の設計観の付加，設計の次の過程への発展，子細な建築物の構成，人々の営みの場の大きく６つ

の具体の様相として意味づけられていることを明らかにした。そして，擬態語表現における建築

の具体の様相は，自身の特性とその周囲への効果を明確にし，作用物としての役割を顕在化させ

るものから，自身の特性が抽象化され構成要素を規定する背景となるものまで，建築の主体性の

強弱を言い表しており，建築物とそれを取り巻く要素を総体として捉え，そこに偏向性を相対的

に創り出す過程で表出してくる印象により建築を意味づけていることを述べた。 

 第 5 章「建築物の言語描写の擬態語表現における即物と具体の様相からみる建築の感性的思考」

では，まず，第 3 章と第 4 章で導出した擬態語表現における建築の即物の様相と具体の様相を合

わせて建築の様相として総体的に把握し，その後，それらを横断的に考察することで，14の建築

における感性的思考の特徴を明らかにした。 

 擬態語の言葉の語感から得られる感覚に則り解釈される擬態語表現による建築の様相は，機能

と美を備え，社会や環境と安定した関係を築いた人間に安らぎをもたらす存在としての建築を中

心軸とし，建築空間を通して外界から人の意識までを繋ぐ建築の諸相を有し，実感される実体的

意義と想起される観念的意義をあわせもった具体層を形成していることを述べた。そして，建築

の感性的思考は，集積，自立，静物，人工物，標準空間寸法，容器，規則性，構法，形状，記号，

際，形式，外皮，条件という建築に固有の概念と対照され，それぞれ融解，存在連鎖，時間，生

態系，活動，親和性，原理，規範性，拍子，記憶，美意識，能動性，批評性，臨界性の側面にお

いて建築設計を展開し，実感され多義を有する建築物や空間を具体的に想像させているだけでな

く，全体性が不確かであったり，あるいは分解すると意味を失ってしまいかねない関係にあるよ

うな連鎖する事象を総体として認識させることにより，建築に多様な状態をもたらしていた。ま

た，対照された建築固有の概念に対し微調整，補填，軟化，拡張，変更をさりげなく行っている

ことを指摘した。故に，擬態語描写における建築物の即物の様相と具体の様相からみる建築の感

性的思考は，論理的な思考のような明晰さと概念的な強さをもたないが，概念化することで切り

落とされてしまう多様な差異のある建築の価値を気づかせ，それらを建築設計に取り込むことで

建築固有の概念をより緻密なものにしていると同時に，建築の存在を少しずつ変えていると結論

づけた。 
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6-2 総括と展望 
 

 本論文は，設計者が必ずしもひとつの概念では言い表すことのできない未分化なイメージを感

じ取り，建築物の設計を通して表現しているという前提で，感性という主観的で漠然とした人の

側面に焦点を当て，その建築の創作や設計における思考を多数の建築家の言説から総じて論じ，

建築における感性的思考のいち知見を得ることを試みた。 

 感性という主観の総体を論じるにあたり，言葉自体に多義を含み，その語義が音韻と語形から

ある程度特定される擬態語に着目し，設計者が言葉の語感から得られる感覚に則って建築のある

特徴を具現的に解釈した言説を分析対象として取り上げた。擬態語を用いた建築物や空間につい

ての表現は，物性に即した佇まいや動きの様相があたかも事物や現象の内面的な性格が空間の様

相となって現れてくるような強い印象を与え，さらに，イメージ喚起性が強い複合的な様相とし

て美観，社会性，歴史性などのより拡張された概念までを表出させる。そこで，「擬態語は，建

築家の感覚的なフィルターを通して解釈された建築物の性質，概念的に漠然とした未分化なイメ

ージ，現象の様相から受ける印象や価値などをより直接的に表現し，建築家が建築空間に込めた

思いや意図を映し出している」と仮説し，「擬態語表現による建築物の言語描写において，建築

空間を構成する建築物自体，建築構成部位，物質的現象などの知覚可能な実体的要素を即物，建

築空間を構成するそれらの事物や現象が擬態語によって描写されることで表出する概念が建築物

自体の形状や物理的性質に付帯することを具体」と定義し，建築をものとしての側面と意味とし

ての側面を併せもつ存在として，建築の即物の様相と具体の様相を分析した。 

 建築物の言語描写の擬態語表現における建築の即物の様相は，存在と消滅の間を移ろう建築の

現象的な諸相，全体を構成する要素を局所的に強調することで複合的な性質を帯びた空間の様相，

人の知覚・体験・心理作用を促すものとしての建築を構成する物体やその性状，及び建築物と周

辺環境の物理的な間柄を繊細に取りもつ様相の大きく４つの即物の様相として意味づけられ，一

般概念を示す言葉による分節的な建築の思考とは異なり，感性により捉えられる即物間の関係の

強弱に依拠したシームレスな思考によって，建築の価値を相対的に形成していることが分かった。 

 建築物の言語描写の擬態語表現における建築の具体の様相は，建築物が他者に対し影響を及ぼ

す働き，建築物と周囲との関係性の強弱，建築物への独自の設計観の付加，設計の次の過程への

発展，子細な建築物の構成，人々の営みの場の大きく６つの具体の様相として意味づけられ，建

築の主体性の強弱を通して，建築物とそれを取り巻く要素を総体として捉え，そこに偏向性を相

対的に創り出す過程で表出してくる印象によって建築に意味づけしていることが分かった。 

 そして，建築物の言語描写の擬態語表現における建築の即物と具体の各様相を合わせた考察か

ら，建築の感性的思考は，実感される実体的意義と想起される観念的意義とを有する具体層とし

て建築を形成していることがわかった。さらに横断的な検討から，建築の感性的思考は，集積，

自立，静物，人工物，標準空間寸法，容器，規則性，構法，形状，記号，際，形式，外皮，条件

という建築に固有の概念に照応されながら，融解，存在連鎖，時間，生態系，活動，親和性，原

理，規範性，拍子，記憶，美意識，能動性，批評性，臨界性の側面において建築設計を展開し，
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概念化することで切り落とされてしまう事象を多様な価値を生じるものとして建築に取り込み，

建築の原初的な部分から少しずつ変化させていることが分かった。 

 本論は，建築の感性的な思考を言説から総論的に論考する初歩的な試みの成果とし，ひとつの

知見を得て，この領域の今後の研究におけるひとつの指針を示したと考える。その一方で，課題

も明らかになった。本論は，擬態語表現からみる建築の感性的思考の全体像を先ず把握すること

を重視したため，語句自体に多義を含む擬態語の語義の子音から発生する意味に限定して分析を

行った。語形変化の特徴による意味の傾向も考慮することで，建築空間を構成する各要素の成立

している状態や動きを詳細に分析することができ，それぞれの様相に対する深い考察ができると

考える。設計者ごとの擬態語の用法の違いから個別の建築的思考について明るみにすることも今

後の取り組みに委ねられるだろう。また，他言語における擬態語表現からみる建築の様相と比較

考察することで，本論で得た建築の感性的思考の特徴は，擬態語が常用語として普及している日

本語による建築の思考に特有なものなのか，つまり，日本の建築的な感性を表しているのかを検

討することができると考える。そして，建築における感性的思考の幅広い知見を得えて，体系的

な研究とするために，擬態語以外の感覚を表す語や文章表現に目を向ける必要もあるだろう。 

 ポストモダンが開いた建築の多様性と対立性の時代では，従うべきひとつの建築の教旨は存在

せず，良きにしろ悪しきにしろ，多様な主観性とその機動力となっている感性によって建築は動

いているといえる。そのような状況にあって，個的であること，つまり主観性は没個性となりつ

つある。建築における多様な主観性を理解し判断するために建築の感性的思考の枠組みを整理し，

感性を活かしながら気鋭の建築を生み出すための建築設計過程の構築へ向けた取り組みが望まれ

る。 
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資料編 第 3章 建築物の言語描写の擬態語表現における建築の即物の様相 
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日
本

板
硝

子
株

式
會

社
東

京
支

店
日

建
設

計
た
つ
ぷ
り

【
過

剰
性

（
小

）
】

お
手
の
も
の
の
ガ
ラ
ス

［
ガ

ラ
ス

］
使
い

〈
使

用
〉

1
2

1
9
5
1

1
0

2
2

M
氏

邸
久

米
設

計
　

吉
久

秀
夫

ス
カ
ッ

【
加

速
度

（
小

）
】

南
側
の
軒
線

［
輪

郭
］

伸
ば
し
た

〈
伸

張
〉

1
3

1
9
5
2

1
8

神
奈

川
縣

立
近

代
美

術
館

坂
倉

準
三

ぐ
つ

【
衝

撃
（
大

）
】

床
［
床

］
張
り
出
し

〈
突

出
〉

1
4

1
9
5
2

3
1
1
3

1
８

坪
の

家
安

田
輿

佐
ゆ
つ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

居
間

［
室

空
間

］
と
れ

〈
確

保
〉

1
5

1
9
5
2

4
1
5
7

島
田

邸
大

成
建

設
　

大
熊

喜
英

し
つ
く
り

【
沈

着
性

（
小

）
】

杉
柾
敷
目
板
張

［
材

木
］

抑
え
て
い
る

〈
制

御
〉

1
6

1
9
5
2

4
1
5
7

島
田

邸
大

成
建

設
　

大
熊

喜
英

し
つ
く
り

【
沈

着
性

（
小

）
】

平
縁
天
井

［
天

井
］

抑
え
て
い
る

〈
制

御
〉

1
7

1
9
5
2

4
1
9
0

６
坪

の
小

住
宅

坂
本

鹿
名

夫
こ
ぢ
ん
ま
り

【
衝

撃
（
小

）
】

家
［
建

築
全

体
］

建
て
ら
れ
る

〈
建

設
〉

1
8

1
9
5
2

4
1
9
2

坂
本

邸
田

中
宗

一
ギ
リ
ギ
リ

【
臨

界
性

（
大

）
】

ポ
ー
チ
の
邊

［
軒

］
伸
び
て
い
る

〈
伸

張
〉

1
9

1
9
5
2

8
3
7
7

Ｓ
邸

村
田

政
眞

し
つ
く
り

【
沈

着
性

（
小

）
】

住
宅

［
建

築
全

体
］

建
て
ら
れ
た

〈
建

設
〉

2
0

1
9
5
2

1
0

4
5
8

グ
レ

セ
ッ

ト
記

念
講

堂
山

口
文

象
ピ
ン

【
緊

張
度

（
小

）
】

構
造

［
構

造
］

緊
張
し
て
い
る

〈
引

張
〉
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現
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る
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築
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N
o
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掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
】

主
体

の
記

述
例

［
主

体
の

分
類

］
規

定
語

の
記

述
例

〈
規

定
語

の
分

類
〉

2
1

1
9
5
3

1
1
6

日
本

相
互

銀
行

本
店

前
川

國
男

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

オ
－
デ
ィ
ト
リ
ウ
ム

［
室

空
間

］
配
置

〈
配

置
〉

2
2

1
9
5
3

7
1
2

土
田

さ
ん

の
家

山
口

文
象

ス
ッ
キ
リ

【
整

然
性

（
小

）
】

木
柵

［
塀

］
出
来
上
っ
た

〈
形

成
〉

2
3

1
9
5
3

9
2
9

三
人

姉
妹

の
家

稲
田

尚
之

ポ
ツ
カ
リ

【
裂

け
方

（
弱

）
】
土
地

［
敷

地
］

残
っ
て
い
た

〈
存

在
〉

2
4

1
9
5
3

1
0

3
0

朝
日

羽
衣

園
三

座
建

築
事

務
所

ぴ
つ
た
り

【
付

着
度

（
小

）
】

建
物

［
建

築
全

体
］

あ
て
は
ま
る

〈
適

合
〉

2
5

1
9
5
4

2
4
5

長
野

縣
立

長
野

保
健

所
佐

藤
鑑

・
河

合
正

一
ゆ
つ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

人
［
人

］
話
の
交
ぜ
る

〈
行

動
〉

2
6

1
9
5
4

1
0

5
0

毛
織

機
の

あ
る

小
住

宅
建

畠
惣

弥
ス
ッ
キ
リ

【
整

然
性

（
小

）
】

寝
室

［
室

空
間

］
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

〈
整

理
〉

2
7

1
9
5
5

1
3
1

津
田

塾
大

学
図

書
館

丹
下

健
三

　
神

谷
宏

治
　

長
島

正

充
の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

自
然

［
自

然
］

拡
が
っ
て
い
く

〈
拡

張
〉

2
8

1
9
5
5

1
3
1

津
田

塾
大

学
図

書
館

丹
下

健
三

　
神

谷
宏

治
　

長
島

正

充
の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

学
園

［
建

築
全

体
］

拡
が
っ
て
い
く

〈
拡

張
〉

2
9

1
9
5
5

9
2
0

白
鷺

診
療

所
伴

弘
好

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

待
合
室

［
室

空
間

］
と
り

〈
確

保
〉

3
0

1
9
5
6

5
4
2

関
東

労
災

病
院

・
計

画
建

設
省

関
東

地
方

建
設

局
営

繕

部
の
ん
び
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

患
者

［
人

］
利
用
す
る

〈
使

用
〉

3
1

1
9
5
6

8
3
1

Ｈ
氏

邸
清

水
一

ぐ
っ

【
衝

撃
（
大

）
】

８
帖
と
６
帖
の
タ
タ
ミ
の
開

［
室

空
間

］
明
る
く

〈
発

信
〉

3
2

1
9
5
6

8
3
1

Ｈ
氏

邸
清

水
一

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

住
宅

［
建

築
全

体
］

配
置
さ
れ
た

〈
配

置
〉

3
3

1
9
5
6

1
0

3
1

福
島

県
教

育
会

館
Ｍ

ＩＤ
Ｏ

同
人

ド
ッ
カ
リ

【
量

（
多

）
】

壁
［
壁

］
支
え
て
い
る

〈
構

成
〉

3
4

1
9
5
7

2
1
0

栗
の

木
の

あ
る

家
宮

島
春

樹
　

生
田

勉
た
っ
ぷ
り

【
過

剰
性

（
小

）
】

材
料

［
材

料
］

使
う

〈
使

用
〉

3
5

1
9
5
7

8
2

読
売

会
館

＝
そ

ご
う

百
貨

店
村

野
・
森

建
築

事
務

所
ど
っ
し
り

【
質

量
（
重

）
】

大
理
石
の
小
片

［
石

］
張
り
つ
め
た

〈
付

着
〉

3
6

1
9
5
7

1
2

4
0

喫
茶

店
シ

ャ
ト

ウ
水

島
政

男
ギ
ッ
シ
リ

【
密

集
度

（
大

）
】

商
店
街

［
周

辺
環

境
］

詰
ま
っ
た

〈
充

填
〉

3
7

1
9
5
8

5
1
0

第
四

大
島

小
学

校
早

大
安

藤
研

究
室

ぎ
り
ぎ
り

【
臨

界
性

（
大

）
】

建
物
の
西
側
の
線

［
輪

郭
］

追
い
込
ん
で
あ
る

〈
接

近
〉

3
8

1
9
5
9

4
5
2

Ａ
博

士
邸

宮
川

英
二

　
若

木
滋

す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】

天
井
と
の
取
合
い

［
デ

ィ
テ

ー
ル

］
さ
せ
て
い
る

〈
形

成
〉

3
9

1
9
5
9

1
0

8
5

息
子

と
お

や
じ

の
仕

事
場

大
熊

喜
英

ぎ
り
ぎ
り

【
臨

界
性

（
大

）
】

部
屋

［
室

空
間

］
と
こ
ろ
を
取
り

〈
形

成
〉

4
0

1
9
5
9

1
1

7
3

新
潟

市
体

育
館

宮
川

英
二

が
っ
ち
り

【
固

定
度

（
大

）
】

柱
列

［
柱

］
根
を
は
っ
た

〈
安

定
〉
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け
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建
築
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物
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N
o
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掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
擬

態
語
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記

述
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【
基

本
義
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分

類
】

主
体
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記
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［
主

体
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分
類

］
規

定
語

の
記

述
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〈
規

定
語

の
分

類
〉

4
1

1
9
6
0

1
9
4

世
田

谷
区

役
所

計
画

案
前

川
国

男
ぐ
る
っ

【
巻

き
方

（
大

）
】

カ
ウ
ン
タ
ー

［
調

度
品

］
お
い
て

〈
配

置
〉

4
2

1
9
6
0

3
7
9

学
習

院
大

学
計

画
案

前
川

国
男

ガ
ラ
リ

【
量

（
多

）
】

広
場

［
外

部
空

間
］

一
変
さ
せ

〈
変

容
〉

4
3

1
9
6
0

3
7
9

学
習

院
大

学
計

画
案

前
川

国
男

サ
ン
サ
ン

【
明

度
（
鮮

）
】

朝
日

［
光

］
受
け
な
が
ら

〈
受

容
〉

4
4

1
9
6
0

1
1

2
8

四
日

市
市

民
ホ

ー
ル

日
建

設
計

ひ
ょ
こ
り

【
量

（
少

）
】

ホ
ー
ル

［
建

築
全

体
］

浮
か
ん
で
い
る

〈
浮

遊
〉

4
5

1
9
6
1

1
7
6

N
氏

の
小

別
荘

山
脇

建
築

研
究

室
の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

各
室

［
室

空
間

］
配
置
し

〈
配

置
〉

4
6

1
9
6
1

1
9
4

中
川

邸
佐

藤
秀

工
務

店
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

利
用
者

［
人

］
使
え
る

〈
使

用
〉

4
7

1
9
6
1

4
6
3

傾
斜

地
に

た
つ

家
副

田
道

夫
す
っ
か
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

景
観

［
風

景
］

取
り
入
れ
て

〈
包

容
〉

4
8

1
9
6
1

4
7
6

Ｆ
氏

邸
田

中
淳

　
竹

森
光

高
　

井
出

周
利

高
木

武
栄

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

廊
下

［
動

線
空

間
］

さ
せ

〈
形

成
〉

4
9

1
9
6
1

5
3
3

深
沢

の
家

楠
見

昭
三

ご
ろ
り

【
質

量
（
重

）
】

家
［
建

築
全

体
］

横
に
な
っ
た

〈
回

転
〉

5
0

1
9
6
1

5
6
5

ド
ク

タ
ー

．
デ

ィ
ビ

ッ
ド

・
ジ

ョ
ン

ソ
ン

邸
高

瀬
隼

彦
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

玄
関
ま
わ
り
の
空
間

［
室

空
間

］
と
っ
て
あ
る

〈
確

保
〉

5
1

1
9
6
1

6
5
2

大
原

美
術

館
分

館
倉

敷
レ

イ
ヨ

ン
営

繕
部

　
渡

辺
鎮

太
郎

　
松

村
慶

三
が
っ
ち
り

【
固

定
度

（
大

）
】

美
術
館

［
建

築
全

体
］

受
け
止
め
て
い
る

〈
受

容
〉

5
2

1
9
6
1

8
3
5

東
京

読
売

ゴ
ル

フ
場

ク
ラ

ブ
ハ

ウ

ス
大

成
建

設
ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

［
人

］
楽
し
め
る

〈
娯

楽
〉

5
3

1
9
6
1

8
9
0

山
芦

屋
の

家
大

林
組

　
右

田
広

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

建
物

［
建

築
全

体
］

配
置
し

〈
配

置
〉

5
4

1
9
6
1

9
4
5

山
荘

-
7

三
輪

正
弘

バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】

違
う
人
々

［
人

］
生
活
し

〈
生

活
〉

5
5

1
9
6
1

1
0

6
5

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造
り

の
コ

ー
ト

・
ハ

ウ

ス
斉

藤
英

彦
ボ
コ
ボ
コ

【
量

（
多

）
】

穴
［
開

口
部

］
あ
け
て

〈
開

放
〉

5
6

1
9
6
2

1
1
0
1

K
氏

邸
坂

倉
準

三
の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

オ
ー
プ
ン
プ
ラ
ン

［
平

面
形

］
展
開
す
る

〈
開

放
〉

5
7

1
9
6
2

5
1
2
7

勾
配

屋
根

と
ス

キ
ッ

プ
フ

ロ
ア

ー

の
住

宅
竹

中
工

務
店

ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

家
族

［
人

］
楽
し
め
る

〈
娯

楽
〉

5
8

1
9
6
2

1
0

1
2
6

捧
特

柱
の

あ
る

家
清

家
清

ピ
ッ
タ
リ

【
付

着
度

（
小

）
】

平
面
計
画

［
平

面
形

］
あ
っ
た

〈
適

合
〉

5
9

1
9
6
2

1
0

1
4
1

ぼ
っ

こ
山

荘
生

田
勉

が
っ
ち
り

【
固

定
度

（
大

）
】

梁
［
梁

］
組
み
合
っ
て
い
る

〈
構

成
〉

6
0

1
9
6
3

3
1
0
3

成
蹊

学
園

　
政

治
経

済
学

部
研

究
棟

吉
武

泰
水

・
講

堂
建

築
設

計
　

船

越
徹

　
広

部
達

也
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

先
生
方

［
人

］
く
つ
ろ
い
で

〈
安

息
〉
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6
1

1
9
6
3

6
1
5
7

Ｋ
氏

邸
藤

本
武

男
ス
ッ
キ
リ

【
整

然
性

（
小

）
】

室
内

［
内

部
空

間
］

も
の
に
し

〈
形

成
〉

6
2

1
9
6
3

1
2

1
8
0

小
屋

裏
利

用
の

家
飯

田
勝

幸
す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

屋
根

［
屋

根
］

か
ぶ
り

〈
包

容
〉

6
3

1
9
6
4

2
1
3
4

阪
南

高
等

学
校

坂
倉

準
三

大
阪

支
所

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

廊
下

［
動

線
空

間
］

取
っ
て

〈
確

保
〉

6
4

1
9
6
4

7
1
4
7

慶
応

義
塾

幼
稚

舎
講

堂
谷

口
吉

郎
ジ
グ
ザ
グ

【
折

れ
方

（
強

）
】

室
内
の
側
壁

［
壁

］
型
と
し

〈
形

成
〉

6
5

1
9
6
4

7
1
7
3

十
里

木
の

山
荘

渡
辺

建
築

事
務

所
す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】

エ
レ
ベ
ー
シ
ョ
ン

［
建

築
外

観
］

見
せ
る

〈
視

認
〉

6
6

1
9
6
5

2
1
4
5

塩
野

義
製

薬
名

古
屋

分
室

坂
倉

準
三

ぎ
り
ぎ
り

【
臨

界
性

（
大

）
】

４
階
建
て
の
主
屋

［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

接
し
て
い
る

〈
付

着
〉

6
7

1
9
6
5

3
1
5
3

愛
染

橋
病

院
倉

敷
建

築
事

務
所

す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

天
井

［
天

井
］

つ
つ
む

〈
包

容
〉

6
8

1
9
6
5

4
1
5
6

 九
段

高
校

尽
性

園
哲

明
寮

森
京

介
ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

青
年
た
ち

［
人

］
汗
を
流
し

〈
行

動
〉

6
9

1
9
6
5

8
1
9
2

仙
石

原
の

山
荘

茶
谷

正
洋

ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

ワ
イ
ヤ
ー

［
調

度
品

］
ゆ
る
め
て
い
く

〈
制

御
〉

7
0

1
9
6
5

9
1
7
7

野
中

建
築

事
務

所
野

中
建

築
事

務
所

ギ
ラ
ギ
ラ

【
明

度
（
強

力
）
】

太
陽

［
光

］
輝
く

〈
発

信
〉

7
1

1
9
6
5

1
1

1
5
5

東
京

芸
術

大
学

付
属

図
書

館
収

蔵
庫

東
京

芸
術

大
学

建
築

科
ぐ
る
っ

【
巻

き
方

（
大

）
】

足
元
か
ら
芸
大
の
庭
へ
と
つ

づ
き
，
さ
ら
に
曲
が
り
込
ん

で
美
術
学
部
の
門
か
ら
ま
た

も
や
道
路
へ
と
ひ
ろ
が
り

［
外

部
空

間
］

続
い
て

〈
連

続
〉

7
2

1
9
6
6

1
1
5
6

ベ
ガ

さ
ん

の
家

小
林

設
計

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

食
堂

［
室

空
間

］
拡
が
り

〈
拡

張
〉

7
3

1
9
6
6

1
1
5
6

ベ
ガ

さ
ん

の
家

小
林

設
計

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

屋
根

［
屋

根
］

広
が
り

〈
拡

張
〉

7
4

1
9
6
6

5
1
4
7

赤
星

邸
早

稲
田

大
学

建
築

学
科

U
研

究

室
ど
っ
さ
り

【
量

（
多

）
】

美
術
品

［
調

度
品

］
あ
っ
て

〈
存

在
〉

7
5

1
9
6
6

5
1
4
7

赤
星

邸
早

稲
田

大
学

建
築

学
科

U
研

究

室
ど
っ
さ
り

【
量

（
多

）
】

書
物

［
調

度
品

］
あ
っ
て

〈
存

在
〉

7
6

1
9
6
6

7
1
6
2

ソ
ニ

ー
ビ

ル
芦

原
義

信
ち
ら
ち
ら

【
量

（
少

）
】

間
仕
切
り
パ
ネ
ル

［
壁

］
見
え
て

〈
視

認
〉

7
7

1
9
6
6

1
2

1
8
9

東
京

国
際

見
本

市
協

会
清

水
建

設
し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

事
務
館

［
建

築
全

体
］

根
を
下
ろ
し
て

〈
安

定
〉

7
8

1
9
6
7

1
1
4
0

Ｋ
氏

邸
坂

倉
準

三
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

K
氏
邸

［
建

築
全

体
］

ひ
ろ
が
り
を
も
っ
て
建
て
ら

れ
て
い
る

〈
拡

張
〉

7
9

1
9
6
7

2
1
7
1

1
1
4
ビ

ル
・
百

十
四

銀
行

本
店

日
建

設
計

キ
ラ
キ
ラ

【
明

度
（
鋭

）
】

石
床

［
床

］
光
る

〈
発

信
〉
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年
掲

載
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頁
建

築
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設
計

者
擬

態
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基

本
義
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述
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［
主
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］
規

定
語
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記

述
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〈
規

定
語

の
分

類
〉

8
0

1
9
6
7

3
1
6
6

八
王

子
の

家
ま

さ
み

・
さ

と
う

設
計

グ
ッ

【
衝

撃
（
大

）
】

コ
ー
ナ
ー

［
動

線
空

間
］

廻
り
こ
ん
で
い
る

〈
湾

曲
〉

8
1

1
9
6
7

8
1
6
3

日
本

館
芦

原
義

信
す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

構
造
体

［
構

造
］

包
む

〈
包

容
〉

8
2

1
9
6
8

6
1
9
7

富
士

川
サ

ー
ビ

ス
エ

リ
カ

＝
レ

ス

ト
ハ

ウ
ス

清
家

清
ド
ッ

【
量

（
多

）
】

客
［
人

］
き
て

〈
進

入
〉

8
3

1
9
6
8

7
1
8
4

浜
田

邸
田

中
清

し
っ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】

日
本
瓦

［
材

料
］

押
さ
え

〈
制

御
〉

8
4

1
9
6
8

7
2
0
6

ド
ー

ム
の

あ
る

Ｉ氏
邸

池
亀

建
築

設
計

チ
ラ
チ
ラ

【
量

（
少

）
】

空
間

［
室

空
間

］
あ
る

〈
存

在
〉

8
5

1
9
6
8

8
2
1
2

グ
イ

ン
・
ホ

ー
ム

水
谷

頴
介

・
小

林
郁

雄
の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

自
然

［
自

然
］

発
育
し
て
い
く

〈
成

熟
〉

8
6

1
9
6
9

1
1
7
0

Ａ
氏

邸
坂

倉
準

三
だ
ん
だ
ん

【
加

速
度

（
大

）
】

住
ま
い

［
建

築
全

体
］

な
っ
て
き
た

〈
形

成
〉

8
7

1
9
7
0

3
1
8
7

貿
易

研
修

セ
ン

タ
ー

芦
原

義
信

す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
が

［
建

築
全

体
］

入
る

〈
進

入
〉

8
8

1
9
7
0

5
1
6
4

青
山

タ
ワ

ー
ビ

ル
吉

村
順

三
ピ
ッ
タ
リ

【
付

着
度

（
小

）
】

こ
の
事
務
所
の
横
長
の
窓

［
開

口
部

］
符
合
し
た

〈
適

合
〉

8
9

1
9
7
0

6
1
6
4

青
山

タ
ワ

ー
ビ

ル
吉

村
順

三
す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

横
長
の
窓

［
開

口
部

］
す
く
い
と
っ
て

〈
切

取
〉

9
0

1
9
7
0

9
1
6
1

手
塚

邸
東

孝
光

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

基
本
的
な
ス
ペ
ー
ス

［
領

域
］

つ
く
り

〈
形

成
〉

9
1

1
9
7
1

4
1
7
2

チ
ェ

ン
マ

イ
農

業
カ

レ
ッ

ジ
坂

倉
建

築
研

究
所

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

実
習
農
場

［
外

部
空

間
］

ひ
ろ
が
る

〈
拡

張
〉

9
2

1
9
7
1

4
1
7
2

チ
ェ

ン
マ

イ
農

業
カ

レ
ッ

ジ
坂

倉
建

築
研

究
所

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

放
牧
場

［
外

部
空

間
］

ひ
ろ
が
る

〈
拡

張
〉

9
3

1
9
7
1

5
2
2
6

長
崎

聖
ピ

オ
教

会
凡

建
築

設
計

が
っ
ち
り

【
固

定
度

（
大

）
】

太
い
1
9
本
の
ロ
ー
ブ

［
調

度
品

］
引
締
め
ら
れ
て
い
る

〈
引

張
〉

9
4

1
9
7
1

7
2
0
4

児
童

館
石

川
洋

美
建

築
設

計
研

究
室

す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

立
体
ト
ラ
ス

［
構

造
］

梱
包

〈
包

容
〉

9
5

1
9
7
1

9
1
7
9

秋
田

相
互

銀
行

二
ッ

井
支

店
宮

脇
檀

ピ
タ
リ

【
付

着
度

（
小

）
】

陽
［
光

］
当
た
っ
て
光
る

〈
発

信
〉

9
6

1
9
7
1

1
0

2
3
2

ヨ
ー

ル
・
ハ

ウ
ス

　
建

築
家

の
自

邸
松

原
忠

策
ポ
ツ
リ

【
衝

撃
（
小

）
】

ヨ
ッ
ト
（
住
宅
）

［
建

築
全

体
］

浮
か
ん
だ

〈
浮

遊
〉

9
7

1
9
7
1

1
0

2
4
0

奥
軽

井
沢

の
山

荘
Ｕ

Ａ
都

市
建

築
研

究
所

す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

（
建
築
物
）

［
建

築
全

体
］

お
さ
ま
る

〈
包

容
〉

9
8

1
9
7
1

1
2

1
6
4

名
古

屋
商

科
大

学
村

瀬
夘

市
す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

北
部
の
谷
間

［
地

形
］

包
含

〈
包

容
〉

9
9

1
9
7
1

1
2

2
0
9

徳
島

県
郷

土
文

化
会

館
西

山
夘

三
グ
ッ

【
衝

撃
（
大

）
】

開
放
空
間

［
外

部
空

間
］

突
入
れ
る

〈
進

入
〉
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る

建
築
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物
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N
o
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掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
擬

態
語
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記

述
例

【
基

本
義
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分

類
】
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体
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記

述
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［
主

体
の

分
類

］
規

定
語

の
記

述
例

〈
規

定
語

の
分

類
〉

1
0
0

1
9
7
1

1
2

2
1
7

伊
勢

市
観

光
文

化
会

館
岡

建
築

設
計

ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

市
民
会
館

［
建

築
全

体
］

た
て
ら
れ
る

〈
形

成
〉

1
0
1

1
9
7
2

3
1
8
7

桐
友

学
園

保
坂

陽
一

郎
く
ね
く
ね

【
弛

緩
性

（
小

）
】

廊
下

［
動

線
空

間
］

連
続
さ
せ

〈
連

続
〉

1
0
2

1
9
7
2

1
2

1
9
8

大
同

生
命

本
社

ビ
ル

竹
中

工
務

店
の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

大
部
分
の
空
間

［
内

部
空

間
］

拡
が
っ
て
い
る

〈
拡

張
〉

1
0
3

1
9
7
3

2
1
7
2

東
ヶ

丘
の

家
デ

ザ
イ

ン
シ

ス
テ

ム
ピ
ッ
タ
リ

【
付

着
度

（
小

）
】

屋
根

［
屋

根
］

収
ま
っ
て
い
る

〈
包

容
〉

1
0
4

1
9
7
3

2
1
8
0

駒
込

の
家

デ
ザ

イ
ン

シ
ス

テ
ム

ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

空
気

［
空

気
］

攪
拌
す
る

〈
流

動
〉

1
0
5

1
9
7
3

2
2
0
8

グ
リ

ー
ン

ボ
ッ

ク
ス

ハ
ウ

ス
＃

2
宮

脇
檀

ギ
リ
ギ
リ

【
臨

界
性

（
大

）
】

建
築
面
積

［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

建
て
る

〈
建

設
〉

1
0
6

1
9
7
3

4
2
5
2

好
文

画
廊

木
村

誠
之

助
し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

壁
［
壁

］
形
成
す
る

〈
形

成
〉

1
0
7

1
9
7
3

5
2
4
3

さ
つ

き
保

育
園

東
孝

光
ク
ル
ク
ル

【
巻

き
方

（
小

）
】

風
車
が

［
調

度
品

］
回
り

〈
回

転
〉

1
0
8

1
9
7
3

7
1
9
2

長
瀬

邸
竹

中
工

務
店

た
っ
ぷ
り

【
過

剰
性

（
小

）
】

ス
テ
ン
レ
ス
・
レ
ー
ル

［
金

属
］

重
量
を
か
け
た

〈
加

工
〉

1
0
9

1
9
7
4

1
2
2
9

Ｐ
Ｌ

学
園

幼
稚

園
相

田
武

文
ぐ
る
ぐ
る

【
巻

き
方

（
大

）
】

子
供
た
ち

［
人

］
走
り
回
っ
た
り

〈
行

動
〉

1
1
0

1
9
7
4

4
2
3
7

目
黒

学
園

幼
稚

園
パ

ン
デ

コ
ン

設
計

研
究

所
の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

園
児
た
ち

［
人

］
走
り
回
れ
る

〈
行

動
〉

1
1
1

1
9
7
4

9
1
9
9

倉
吉

博
物

館
日

建
設

計
ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

有
芳
園
西
館

［
建

築
全

体
］

静
ま
り
か
え
っ
て
い
る

〈
静

寂
〉

1
1
2

1
9
7
4

9
2
5
0

市
原

市
市

民
会

館
Ａ

Ｒ
Ｃ

Ｏ
Ｍ

だ
ん
だ
ん

【
加

速
度

（
大

）
】

空
間

［
内

部
空

間
］

閉
鎖
的
に
な
り

〈
閉

鎖
〉

1
1
3

1
9
7
5

1
2
1
8

ト
ヨ

タ
鞍

ヶ
池

記
念

館
槇

文
彦

す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

休
憩
室

［
室

空
間

］
入
り
こ
ん
だ

〈
進

入
〉

1
1
4

1
9
7
5

2
2
5
6

壬
子

硯
堂

須
賀

徳
光

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

壁
面

［
壁

］
浮
か
せ

〈
浮

遊
〉

1
1
5

1
9
7
5

4
1
6
7

富
士

見
カ

ン
ト

リ
ー

ク
ラ

ブ
ハ

ウ
ス

磯
崎

新
す
れ
す
れ

【
臨
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性

（
小

）
】

ヴ
ォ
ー
ル
ト

［
天

井
］

は
わ
せ
る

〈
接

近
〉

1
1
6

1
9
7
5

4
1
6
7

富
士

見
カ

ン
ト

リ
ー

ク
ラ

ブ
ハ

ウ
ス

磯
崎

新
す
れ
す
れ

【
臨

界
性

（
小

）
】

ヴ
ォ
ー
ル
ト

［
天

井
］

は
っ
て
い
る

〈
接

近
〉

1
1
7

1
9
7
5

4
1
7
6

奈
良

県
立

民
俗

博
物

館
建

築
研

究
所

ア
ー

キ
ヴ

ィ
ジ

ョ
ン
ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

建
物

［
建

築
全

体
］

建
つ

〈
存

在
〉

1
1
8

1
9
7
5

5
2
0
2

愛
知

医
科

大
学

鹿
島

建
設

す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

病
室

［
室

空
間

］
納
め

〈
包

容
〉

1
1
9

1
9
7
5

5
2
2
9

新
建

築
社

社
屋

清
家

清
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ

【
散

在
性

（
小

）
】

発
送
係

［
人

］
忙
し
い

〈
騒

然
〉
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0

1
9
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5
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1
5
2
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工
務

店
し
ん

【
衝
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（
小

）
】
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中

［
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部
空

間
］

静
ま
り
か
え
っ
て
い
る

〈
静

寂
〉

1
2
1

1
9
7
5

8
2
4
0

ル
 コ

フ
レ

 ル
ー

ジ
ュ

黒
沢

隆
ギ
リ
ギ
リ

【
臨

界
性

（
大
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】

建
築

［
建

築
全

体
］

片
寄
せ

〈
接

近
〉

1
2
2

1
9
7
5

9
2
7
4

首
里

の
家

匠
設

計
カ
ン
カ
ン

【
明

度
（
鋭

）
】

陽
［
光

］
照
り

〈
発

信
〉

1
2
3

1
9
7
5

1
0

1
8
7

北
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州
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中

央
図

書
館

磯
崎

新
ジ
グ
ザ
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【
折

れ
方

（
強

）
】

動
線

［
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間
］

つ
く
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〈
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4
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7
5
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1

2
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る
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渓
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ラ
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工
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］
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〈
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5

1
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7
6
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（
小
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】
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］
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〈
形
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〉

1
2
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1
9
7
6

2
2
6
2

佳
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亭
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本
文
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ぎ
り
ぎ
り

【
臨

界
性

（
大
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】
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間
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間
］
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つ
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〈
縮
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1
2
7

1
9
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6
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2
3
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］
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2
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9
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2
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熱
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］
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て
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3
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7
7
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3
0
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O

X
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 Q
U
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R
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IR
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サ
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チ
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〈
規
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分
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1
4
0

1
9
7
8

4
1
7
7

山
田

牧
場

ヒ
ュ

ッ
テ

U
研

究
室

ぐ
る
り

【
巻

き
方

（
大

）
】

風
呂

［
室

空
間

］
配
し
て

〈
配

置
〉

1
4
1

1
9
7
8

4
1
7
7

山
田

牧
場

ヒ
ュ

ッ
テ

U
研

究
室

ぐ
る
り

【
巻

き
方

（
大

）
】

便
所

［
室

空
間

］
配
し
て

〈
配

置
〉

1
4
2

1
9
7
8

4
1
7
7

山
田

牧
場

ヒ
ュ

ッ
テ

U
研

究
室

ぐ
る
り

【
巻

き
方

（
大

）
】

乾
燥
室

［
室

空
間

］
配
し
て

〈
配

置
〉

1
4
3

1
9
7
8

5
1
9
2

ク
ラ

ブ
“
ヴ

ィ
ユ

・
ド

オ
”

斎
藤

裕
建

築
研

究
室

き
ら
き
ら

【
明

度
（
鋭

）
】

水
面

［
水

］
光
り

〈
発

信
〉

1
4
4

1
9
7
8

8
1
9
7

楓
葉

居
野

村
加

根
夫

チ
ラ
リ

【
量

（
少

）
】

中
坪

［
外

部
空

間
］

見
え
る

〈
視

認
〉

1
4
5

1
9
7
8

8
2
5
4

藤
沢

ソ
ー

ラ
ー

ハ
ウ

ス
石

田
信

男
ぐ
る
り

【
巻

き
方

（
大

）
】

空
間

［
外

部
空

間
］

巻
付
い
て
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る
．

〈
包

容
〉

1
4
6

1
9
7
8

8
2
5
9

S
邸

小
宮

山
昭

・
ジ

ェ
ド

建
築

設
計

研

究
所

ぎ
り
ぎ
り

【
臨

界
性

（
大

）
】

周
囲
の
建
物

［
周

辺
環

境
］

建
っ
た

〈
建

設
〉

1
4
7

1
9
7
9

1
2
2
0

ヤ
ル

ム
−

ク
大

学
丹

下
健

三
ジ
グ
ザ
グ
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折

れ
方

（
強

）
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壁
［
壁

］
に
な
っ
て
お
り

〈
形

成
〉

1
4
8
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9
7
9

2
1
8
0

樹
木

希
林

の
家

黒
川

哲
郎

＋
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
が
っ
ち
り

【
固

定
度

（
大

）
】

３
階
は

［
領

域
］

間
仕
切
り

〈
分

解
〉

1
4
9

1
9
7
9

2
2
3
1

長
田

邸
河

原
一

郎
こ
ん
も
り

【
膨

張
性

（
小

）
】

ケ
ヤ
キ

［
植

物
］

繁
っ
た

〈
成

熟
〉

1
5
0

1
9
7
9

2
2
3
1

長
田

邸
河

原
一

郎
こ
ん
も
り

【
膨

張
性

（
小

）
】

モ
ミ
ジ

［
植

物
］

繁
っ
た

〈
成

熟
〉

1
5
1

1
9
7
9

4
1
5
3

神
戸

市
立
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子

ス
ポ

ー
ツ

セ
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タ
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建
築
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2
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4
1
5
3

神
戸

市
立

王
子

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

坂
倉

建
築

研
究

所
ち
ら
っ

【
量

（
少

）
】

建
物

［
建

築
全

体
］

見
え

〈
視

認
〉

1
5
3

1
9
7
9

4
1
9
6

在
米

日
本

国
大

使
公

邸
吉

田
五

十
八

パ
ッ

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

建
物
全
体

［
建

築
全

体
］

広
が
る

〈
拡

張
〉

1
5
4

1
9
7
9

8
2
4
6

野
鳥

の
森

の
家

Ａ
．

Ｌ
．

Ｐ
．

設
計

室
と
っ
ぷ
り

【
沈

着
性

（
小

）
】

居
間

［
室

空
間

］
つ
か
っ
た

〈
包

容
〉

1
5
5

1
9
7
9

9
1
9
9

大
生

相
互

銀
行

本
店

日
本

設
計

た
っ
ぷ
り

【
過

剰
性

（
小

）
】

広
場

［
外

部
空

間
］

と
る

〈
確

保
〉

1
5
6

1
9
7
9

1
0

1
8
4

徳
丸

小
児

科
長

谷
川

逸
子

ば
ら
ば
ら

【
散
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性
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柱
梁
と
壁
と
開
口

［
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］
自
立
し

〈
自

立
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1
5
7

1
9
7
9

1
0

1
8
4

徳
丸

小
児

科
長

谷
川

逸
子

ば
ら
ば
ら

【
散

在
性

（
大
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】

柱
梁
と
壁
と
開
口

［
梁

］
自
立
し

〈
自

立
〉

1
5
8

1
9
7
9

1
0

1
8
4

徳
丸

小
児

科
長

谷
川

逸
子
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ら
ば
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梁
と
壁
と
開
口

［
壁

］
自
立
し

〈
自

立
〉

1
5
9

1
9
7
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8
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徳
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小
児
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長

谷
川

逸
子

ば
ら
ば
ら

【
散

在
性
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大
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】

柱
梁
と
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と
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口

［
開

口
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立
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自

立
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し
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立
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の
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（
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立
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て
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列
〉

1
6
2

1
9
8
0

1
2
6
7

群
馬

県
立

歴
史

博
物

館
大

高
正

人
の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

マ
ツ

［
植

物
］

林
立
し
て
お
り

〈
配

列
〉

1
6
3

1
9
8
0

1
2
6
7

群
馬

県
立

歴
史

博
物

館
大

高
正

人
の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

ア
カ
シ
ア

［
植

物
］

林
立
し
て
お
り

〈
配

列
〉

1
6
4

1
9
8
0

1
2
7
9

内
田

ア
ー

ム
ズ

fr
o
m

n
o
w

建
築

計
画

事
務

所
ぴ
っ
た
り

【
付

着
度

（
小

）
】

材
質
同
士

［
材

料
］

合
っ
て

〈
適

合
〉

1
6
5

1
9
8
0

1
2
7
9

内
田

ア
ー

ム
ズ

fr
o
m

n
o
w

建
築

計
画

事
務

所
ぴ
っ
た
り

【
付

着
度

（
小

）
】

材
質
同
士

［
材

料
］

合
わ

〈
適

合
〉

1
6
6

1
9
8
0

2
2
2
7

朱
い

ろ
の

家
伊

丹
潤

建
築

設
計

研
究

所
ビ
ッ
シ
リ

【
密

集
度

（
大

）
】

す
べ
て
の
個
室

［
室

空
間

］
つ
め

〈
充

填
〉

1
6
7

1
9
8
0

4
2
1
1

下
地

邸
＋

医
院

香
山

壽
夫

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

ス
ク
リ
ー
ン

［
調

度
品

］
閉
じ

〈
閉

鎖
〉

1
6
8

1
9
8
0

4
2
7
8

碧
い

鯨
小

林
英

嗣
チ
カ
チ
カ

【
明

度
（
鋭

）
】

周
辺
/
環
境

［
周

辺
環

境
］

混
乱
し

〈
騒

然
〉

1
6
9

1
9
8
0

4
2
7
8

碧
い

鯨
小

林
英

嗣
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

坂
［
地

形
］

カ
ー
ブ
す
る

〈
湾

曲
〉

1
7
0

1
9
8
0

5
1
6
3

聖
グ

レ
ゴ

リ
オ

の
家

長
島

建
築

研
究

所
す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

マ
ン
ト
ル

［
石

］
被
せ
ら
れ
て
い
る

〈
包

容
〉

1
7
1

1
9
8
0

6
2
4
8

埼
玉

厚
生

年
金

休
暇

セ
ン

タ
ー

日
建

設
計

ぐ
る
り

【
巻

き
方

（
大

）
】

山
で

［
地

形
］

囲
ま
れ
る

〈
包

容
〉

1
7
2

1
9
8
0

8
2
2
0

続
・
正

面
の

な
い

家
—

Ｙ
氏

邸
＋

診
療

所
坂

倉
建

築
研

究
所

ぎ
り
ぎ
り

【
臨

界
性

（
大

）
】

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
直
方
体

［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

置
き

〈
配

置
〉

1
7
3

1
9
8
0

8
2
6
4

児
玉

邸
石

井
和

紘
チ
マ
チ
マ

【
量

（
少

）
】

空
間

［
室

空
間

］
集
ま
っ
て

〈
集

合
〉

1
7
4

1
9
8
0

1
0

1
6
0

福
岡

市
植

物
園

・
温

室
瀧

光
夫

き
ち
ん

【
整

然
性

（
小

）
】

温
室

［
室

空
間

］
つ
く
っ
て

〈
形

成
〉

1
7
5

1
9
8
0

1
0

1
6
0

福
岡

市
植

物
園

・
温

室
瀧

光
夫

ス
ッ
ポ
リ

【
抵

抗
（
小

）
】

屋
根

［
屋

根
］

開
け
る

〈
開

放
〉

1
7
6

1
9
8
0

1
0

1
6
0

福
岡

市
植

物
園

・
温

室
瀧

光
夫

ス
ル
ス
ル

【
抵

抗
（
小

）
】

連
窓

［
開

口
部

］
開
閉
す
る

〈
流

動
〉

1
7
7

1
9
8
0

1
1

2
2
9

茨
城

県
営

双
葉

台
団

地
山

下
和

正
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

主
要
歩
行
道
路

［
動

線
空

間
］

う
ね
り
な
が
ら

〈
流

動
〉

1
7
8

1
9
8
1

3
1
6
5

伊
藤

忠
商

事
東

京
本

社
ビ

ル
日

建
設

計
キ
ラ
キ
ラ

【
明

度
（
鋭

）
】

日
射
調
整
ト
ラ
ス

［
構

造
］

輝
く

〈
発

信
〉

1
7
9

1
9
8
1

4
2
4
5

岡
室

邸
渡

辺
豊

和
ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

家
［
建

築
全

体
］

た
た
ず
ま
う

〈
存

在
〉



資
料

編
　

第
３

章
　

建
築

物
の

言
語

描
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表
現

に
お

け
る

建
築

の
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物
の

様
相

N
o
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掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
】

主
体

の
記

述
例

［
主

体
の

分
類

］
規

定
語

の
記

述
例

〈
規

定
語

の
分

類
〉

1
8
0

1
9
8
1

6
2
5
7

仁
尾

太
陽

博
　

ソ
ー

ラ
リ

ア
ム

・
諸

施
設

早
田

保
博

設
計

工
場

　
西

野
著

介
建

築
研

究
室

ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

水
は

［
水

］
還
流
す
る

〈
流

動
〉

1
8
1

1
9
8
1

7
2
0
8

横
浜

市
戸

塚
斎

場
松

本
陽

一
設

計
す
っ
か
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

施
設

［
建

築
全

体
］

定
着
し

〈
安

定
〉

1
8
2

1
9
8
1

9
2
5
6

豊
田

市
市

民
文

化
会

館
青

島
設

計
ス
ッ
ポ
リ

【
抵

抗
（
小

）
】

材
質

［
材

料
］

被
い

〈
包

容
〉

1
8
3

1
9
8
1

1
1

2
3
8

松
原

山
倉

宮
脇

壇
建

築
研

究
室

パ
タ
パ
タ

【
質

量
（
軽

）
】

扉
［
開

口
部

］
開
く

〈
開

放
〉

1
8
4

1
9
8
1

1
1

2
5
0

楽
亭

F
設

計
計

画
事

務
所

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

楽
亭

［
建

築
全

体
］

定
着
し

〈
安

定
〉

1
8
5

1
9
8
1

1
1

2
6
3

上
野

さ
ん

の
家

独
楽

蔵
ほ
ん
の
り

【
量

（
少

）
】

朱
肌
（
内
部
空
間
）

［
内

部
空

間
］

染
ま
っ
た

〈
加

工
〉

1
8
6

1
9
8
2

1
2
7
8

五
百

羅
漢

寺
Ｅ

Ｐ
Ｉ

ギ
リ
ギ
リ

【
臨

界
性

（
大

）
】

建
物

［
周

辺
環

境
］

迫
っ
て
い
る

〈
接

近
〉

1
8
7

1
9
8
2

3
2
2
8

日
本

バ
プ

テ
ス

ト
教

会
連

合
セ

ン

タ
ー

東
孝

光
パ
ッ

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

空
間

［
外

部
空

間
］

開
け
る

〈
開

放
〉

1
8
8

1
9
8
2

7
2
2
7

武
蔵

野
大

学
キ

ャ
ン

パ
ス

再
開

発

内
田

祥
哉

＋
Ｔ

Ａ
Ｋ

Ｅ
—

9
計

画
設

計
研

究
所

ポ
ッ
カ
リ

【
裂

け
方

（
弱

）
】
広
場

［
外

部
空

間
］

空
い
た

〈
開

放
〉

1
8
9

1
9
8
2

8
2
1
6

バ
ナ

ナ
ハ

ウ
ス

（
松

永
山

荘
）

環
境

デ
ザ

イ
ン

研
究

所
し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

屋
根

［
屋

根
］

意
識
さ
せ

〈
視

認
〉

1
9
0

1
9
8
2

9
2
6
2

芝
浦

工
業

大
学

中
学

・
高

等
学

校
ア

ル
セ

ッ
ド

建
築

研
究

所
ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

先
生
方

［
人

］
く
つ
ろ
げ
る

〈
安

息
〉

1
9
1

1
9
8
2

1
1

1
8
3

富
岡

市
立

図
書

館
和

（
や

ま
と

）
設

計
ス
ッ
キ
リ

【
整

然
性

（
小

）
】

棟
［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

見
せ
る

〈
視

認
〉

1
9
2

1
9
8
2

1
1

1
8
3

富
岡

市
立

図
書

館
和

（
や

ま
と

）
設

計
ス
ッ
キ
リ

【
整

然
性

（
小

）
】

軒
［
軒

］
見
せ
る

〈
視

認
〉

1
9
3

1
9
8
2

1
1

2
1
9

藤
井

邸
山

本
理

顕
ぽ
つ
ん

【
衝

撃
（
小

）
】

建
物

［
建

築
全

体
］

建
っ
て
い
る

〈
存

在
〉

1
9
4

1
9
8
3

1
2
3
4

F
R

IC
K
 C

O
U

R
T

大
杉

喜
彦

建
築

綜
合

研
究

所
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

階
段
室

［
動

線
空

間
］

確
保
し

〈
確

保
〉

1
9
5

1
9
8
3

1
2
3
4

F
R

IC
K
 C

O
U

R
T

大
杉

喜
彦

建
築

綜
合

研
究

所
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

各
階
パ
ッ
セ
ー
ジ
の
ス
ペ
ー

ス
［
領

域
］

確
保
し

〈
確

保
〉

1
9
6

1
9
8
3

2
1
8
0

伊
豆

高
原

の
家

岳
建

築
設

計
く
っ
き
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

切
妻

［
屋

根
］

現
わ
し
て
い
る

〈
出

現
〉

1
9
7

1
9
8
3

3
2
4
2

如
水

会
館

三
菱

地
所

　
日

本
設

計
は
ん
な
り

【
明

度
（
鮮

）
】

外
装
タ
イ
ル

［
材

料
］

焼
き
上
げ
る

〈
加

工
〉

1
9
8

1
9
8
3

3
2
5
9

賀
川

豊
彦

記
念

松
澤

資
料

館
・
松

澤
幼

稚
園

阿
部

勤
／

ア
ル

テ
ッ

ク
建

築
研

究

所
す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

旧
教
会
堂

［
建

築
全

体
］

覆
わ
れ
て

〈
包

容
〉

1
9
9

1
9
8
3

3
2
6
3

賀
川

豊
彦

記
念

松
澤

資
料

館
・
松

澤
幼

稚
園

阿
部

勤
／

ア
ル

テ
ッ

ク
建

築
研

究

所
し
っ
く
り

【
沈

着
性

（
小

）
】

キ
ャ
ノ
ピ
ー
部
分

［
屋

根
］

お
さ
ま
っ
て
い
る

〈
包

容
〉
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描
写
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擬

態
語
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現

に
お

け
る

建
築

の
即

物
の
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相

N
o
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掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
】

主
体

の
記

述
例

［
主

体
の

分
類

］
規

定
語

の
記

述
例

〈
規

定
語

の
分

類
〉

2
0
0

1
9
8
3

4
2
2
6

住
吉

診
療

所
1
9
8
1

富
永

譲
ギ
リ
ギ
リ

【
臨

界
性

（
大

）
】

各
棟

［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

押
し
出
す

〈
突

出
〉

2
0
1

1
9
8
3

5
2
4
2

基
督

兄
弟

団
西

宮
教

会
出

江
寛

・
新

井
組

一
級

建
築

士

事
務

所
ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

教
会

［
建

築
全

体
］

同
化
し
て

〈
溶

込
〉

2
0
2

1
9
8
3

6
1
8
3

自
然

の
中

の
礼

拝
の

場
ミ

ノ
ル

・
ヤ

マ
サ

キ
ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

人
び
と

［
人

］
迂
回
す
る

〈
湾

曲
〉

2
0
3

1
9
8
3

6
1
8
6

自
然

の
中

の
礼

拝
の

場
ミ

ノ
ル

・
ヤ

マ
サ

キ
だ
ん
だ
ん

【
加

速
度

（
大

）
】

材
料

［
材

料
］

高
度
に
厳
選
さ
れ
た

〈
変

容
〉

2
0
4

1
9
8
3

8
2
4
6

風
格

子
の

家
葉

祥
栄

す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

バ
ス
ケ
ッ
ト

［
壁

］
か
ぶ
せ
た

〈
包

容
〉

2
0
5

1
9
8
3

8
2
4
6

風
格

子
の

家
葉

祥
栄

す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

バ
ス
ケ
ッ
ト

［
屋

根
］

か
ぶ
せ
た

〈
包

容
〉

2
0
6

1
9
8
3

9
1
4
9

赤
坂

プ
リ

ン
ス

ホ
テ

ル
新

館
丹

下
健

三
ジ
グ
ザ
グ

【
折

れ
方

（
強

）
】

外
観

［
建

築
外

観
］

構
成
さ
れ
て
い
る

〈
構

成
〉

2
0
7

1
9
8
3

9
1
9
5

宮
代

町
立

笠
原

小
学

校
象

設
計

集
団

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

笠
原
小
学
校
全
員

［
人

］
遊
ぶ

〈
娯

楽
〉

2
0
8

1
9
8
3

1
0

1
5
8

蓼
科

荘
レ

ー
ネ

サ
イ

ド
ス

タ
ン

レ
ー

阿
部

勤
／

ア
ル

テ
ッ

ク
建

築
研

究

所
ピ
タ
ッ

【
付

着
度

（
小

）
】

壁
［
壁

］
吸
い
付
く

〈
付

着
〉

2
0
9

1
9
8
3

1
0

1
7
4

六
甲

の
集

合
住

宅
安

藤
忠

雄
ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

建
物

［
建

築
全

体
］

息
づ
く

〈
生

活
〉

2
1
0

1
9
8
3

1
2

1
8
8

A
T
E
L
IE

R
鈴

木
恂

ぎ
り
ぎ
り

【
臨

界
性

（
大

）
】

壁
構
造

［
構

造
］

絡
み
合
い

〈
結

合
〉

2
1
1

1
9
8
3

1
2

2
0
0

早
稲

田
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

学
生

会
館

1
9
8
2

富
永

譲
ぽ
っ
か
り

【
裂

け
方

（
弱

）
】
原
っ
ぱ

［
植

物
］

取
り
残
さ
れ
た

〈
存

在
〉

2
1
2

1
9
8
3

1
2

2
2
9

ラ
ン

ド
・
シ

ッ
プ

-
I＜

イ
リ

ス
＞

石
山

修
武

十
鈴

木
隆

行
（
ダ

ム
ダ

ン
空

間
工

作
所

）
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】

吹
抜
け

［
開

口
部

］
溶
融
さ
せ

〈
溶

込
〉

2
1
3

1
9
8
3

1
2

2
2
9

ラ
ン

ド
・
シ

ッ
プ

-
I＜

イ
リ

ス
＞

石
山

修
武

十
鈴

木
隆

行
（
ダ

ム
ダ

ン
空

間
工

作
所

）
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】

光
［
光

］
溶
融
さ
せ

〈
溶

込
〉

2
1
4

1
9
8
3

1
2

2
2
9

ラ
ン

ド
・
シ

ッ
プ

-
I＜

イ
リ

ス
＞

石
山

修
武

十
鈴

木
隆

行
（
ダ

ム
ダ

ン
空

間
工

作
所

）
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】

ペ
ン
キ
絵

［
調

度
品

］
溶
融
さ
せ

〈
溶

込
〉

2
1
5

1
9
8
3

1
2

2
2
9

ラ
ン

ド
・
シ

ッ
プ

-
I＜

イ
リ

ス
＞

石
山

修
武

十
鈴

木
隆

行
（
ダ

ム
ダ

ン
空

間
工

作
所

）
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】

煙
突

［
動

線
空

間
］

溶
融
さ
せ

〈
溶

込
〉

2
1
6

1
9
8
3

1
2

2
2
9

ラ
ン

ド
・
シ

ッ
プ

-
I＜

イ
リ

ス
＞

石
山

修
武

十
鈴

木
隆

行
（
ダ

ム
ダ

ン
空

間
工

作
所

）
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】

唐
破
風

［
デ

ィ
テ

ー
ル

］
溶
融
さ
せ

〈
溶

込
〉

2
1
7

1
9
8
3

1
2

2
2
9

ラ
ン

ド
・
シ

ッ
プ

-
I＜

イ
リ

ス
＞

石
山

修
武

十
鈴

木
隆

行
（
ダ

ム
ダ

ン
空

間
工

作
所

）
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】

も
の

［
材

料
］

寄
せ
集
め
ら
れ

〈
集

合
〉

2
1
8

1
9
8
3

1
2

2
2
9

ラ
ン

ド
・
シ

ッ
プ

-
I＜

イ
リ

ス
＞

石
山

修
武

十
鈴

木
隆

行
（
ダ

ム
ダ

ン
空

間
工

作
所

）
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】

虚
構

［
材

料
］

構
成

〈
構

成
〉

2
1
9

1
9
8
4

1
1
8
0

マ
ガ

ジ
ン

ハ
ウ

ス
第

一
工

房
＋

富
井

建
築

設
計

研

究
室

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

ベ
ン
チ

［
調

度
品

］
カ
ー
ブ
を
描
い
て

〈
湾

曲
〉
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建
築

物
の

言
語

描
写

の
擬

態
語

表
現

に
お

け
る

建
築

の
即

物
の

様
相

N
o
.

掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
】

主
体

の
記

述
例

［
主

体
の

分
類

］
規

定
語

の
記

述
例

〈
規

定
語

の
分

類
〉

2
2
0

1
9
8
4

1
2
2
8

石
川

県
林

業
試

験
場

展
示

館
瀧

光
夫

す
ん
な
り

【
抵

抗
（
小

）
】

平
面

［
平

面
形

］
な
じ
ま
せ
る

〈
溶

込
〉

2
2
1

1
9
8
4

5
2
0
5

釧
路

市
立

湿
原

展
望

資
料

館
毛

綱
毅

曠
＋

石
本

建
築

事
務

所
ピ
カ
ピ
カ

【
明

度
（
鋭

）
】

真
中

［
領

域
］

光
る

〈
発

信
〉

2
2
2

1
9
8
4

6
2
6
0

Ｂ
ＩＧ

Ｉ　
Ａ

Ｔ
Ｅ

Ｌ
ＩＥ

Ｒ
安

藤
忠

雄
ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

建
物

［
建

築
全

体
］

溶
け
込
ん
で
い
る

〈
溶

込
〉

2
2
3

1
9
8
4

8
1
9
9

本
駒

込
の

住
宅

1
9
8
3

富
永

譲
ギ
リ
ギ
リ

【
臨

界
性

（
大

）
】

外
殻
の
壁

［
壁

］
押
し
出
し

〈
突

出
〉

2
2
4

1
9
8
4

8
2
0
5

P
o
c
ke

t 
P

ar
k 

H
o
u
se

渡
辺

明
ギ
リ
ギ
リ

【
臨

界
性

（
大

）
】

屋
外
の
空
間

［
外

部
空

間
］

関
与

〈
結

合
〉

2
2
5

1
9
8
4

8
2
6
4

共
生

住
居

内
藤

廣
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】

ラ
ワ
ン
材

［
材

木
］

な
る

〈
形

成
〉

2
2
6

1
9
8
4

8
2
9
8

北
新

在
家

の
家

創
設

計
き
っ
ち
り

【
整

然
性

（
小

）
】

雨
仕
舞

［
デ

ィ
テ

ー
ル

］
し
て
お
く

〈
形

成
〉

2
2
7

1
9
8
4

8
2
9
8

北
新

在
家

の
家

創
設

計
き
っ
ち
り

【
整

然
性

（
小

）
】

断
熱
処
置

［
デ

ィ
テ

ー
ル

］
し
て
お
く

〈
形

成
〉

2
2
8

1
9
8
4

8
3
1
0

旧
軽

井
沢

の
家

#
1
・
#
2

佐
藤

康
治

／
ク

レ
ヨ

ン
　

ア
ン

ド

ア
ソ

シ
エ

イ
ツ

ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

現
場

［
領

域
］

静
ま
り
か
え
り

〈
静

寂
〉

2
2
9

1
9
8
4

9
1
6
6

球
泉

洞
森

林
館

木
島

安
史

む
っ
く
り

【
膨

張
性

（
小

）
】

屋
根

［
屋

根
］

盛
り
上
が
っ
て

〈
突

出
〉

2
3
0

1
9
8
4

9
1
8
9

カ
ト

リ
ッ

ク
八

戸
塩

町
教

会
山

添
建

築
設

計
カ
チ
ン
カ
チ
ン

【
硬

度
（
小

）
】

壁
面

［
壁

］
打
上
が
っ
た

〈
加

工
〉

2
3
1

1
9
8
4

1
0

2
1
6

ア
ル

フ
ァ

リ
ゾ

ー
ト

占
冠

ホ
テ

ル
ア

ル
フ

ァ
事

業
企

画
室

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

屋
根

［
屋

根
］

守
っ
て
く
れ
る

〈
対

抗
〉

2
3
2

1
9
8
4

1
0

2
1
7

ア
ル

フ
ァ

リ
ゾ

ー
ト

占
冠

ホ
テ

ル
ア

ル
フ

ァ
事

業
企

画
室

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

家
具

［
調

度
品

］
配
置

〈
配

置
〉

2
3
3

1
9
8
4

1
0

2
2
9

西
川

緑
道

公
園

岡
山

市
自

然
緑

地
課

　
伊

藤
造

園
設

計
ば
ら
ば
ら

【
散

在
性

（
大

）
】

全
体
の
風
景

［
風

景
］

な
っ
て

〈
形

成
〉

2
3
4

1
9
8
4

1
0

2
3
6

花
と

緑
の

相
談

所
瀧

光
夫

パ
ッ

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

主
園

［
外

部
空

間
］

開
け
る

〈
開

放
〉

2
3
5

1
9
8
4

1
0

2
7
8

段
々

の
家

野
老

設
計

ゴ
ロ
ゴ
ロ

【
質

量
（
重

）
】

溶
岩

［
石

］
盛
り
上
が
り

〈
突

出
〉

2
3
6

1
9
8
4

1
2

2
4
0

上
板

町
農

村
環

境
改

善
セ

ン
タ

ー
富

樫
穎

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

建
物

［
建

築
全

体
］

根
を
は
や
す

〈
安

定
〉

2
3
7

1
9
8
5

1
1
7
8

グ
ラ

ス
ア

ー
ト

赤
坂

磯
崎

新
ぎ
っ
ち
り

【
密

集
度

（
大

）
】

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
赤
坂

［
建

築
全

体
］

納
め
ら
れ
て
い
る

〈
包

容
〉

2
3
8

1
9
8
5

1
1
7
8

グ
ラ

ス
ア

ー
ト

赤
坂

磯
崎

新
ち
ら
り

【
量

（
少

）
】

ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
の
円
筒
と

ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
の
立
方
体

［
建

築
外

観
］

の
ぞ
く

〈
視

認
〉

2
3
9

1
9
8
5

2
2
1
8

東
京

文
化

会
館

新
リ

ハ
ー

サ
ル

室
棟

　
ミ

ド
同

人
後

藤
伸

一
　

前
川

國
男

そ
っ
く
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

建
物

［
建

築
全

体
］

埋
め
て

〈
隠

蔽
〉
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建
築

物
の

言
語

描
写

の
擬

態
語

表
現

に
お

け
る

建
築

の
即

物
の

様
相

N
o
.

掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
】

主
体

の
記

述
例

［
主

体
の

分
類

］
規

定
語

の
記

述
例

〈
規

定
語

の
分

類
〉

2
4
0

1
9
8
5

3
2
4
0

国
技

館
鹿

島
建

設
　

杉
山

隆
建

築
設

計
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

客
動
線

［
人

］
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

〈
進

入
〉

2
4
1

1
9
8
5

3
2
4
1

国
技

館
鹿

島
建

設
　

杉
山

隆
建

築
設

計
ど
っ
し
り

【
質

量
（
重

）
】

殿
堂

［
建

築
全

体
］

ま
と
め
た

〈
整

理
〉

2
4
2

1
9
8
5

4
1
6
6

熱
帯

ド
リ

ー
ム

セ
ン

タ
ー

日
本

設
計

す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】

接
合
部

［
デ

ィ
テ

ー
ル

］
見
せ
る

〈
視

認
〉

2
4
3

1
9
8
5

4
2
0
6

妙
香

院
高

口
恭

行
ピ
ッ
タ
リ

【
付

着
度

（
小

）
】

門
［
開

口
部

］
閉
じ
て
い
る

〈
閉

鎖
〉

2
4
4

1
9
8
5

4
2
2
9

イ
サ

ム
・
ノ

グ
チ

展
　

あ
か

り
と

石

の
空

間
　

イ
ン

ス
タ

レ
ー

シ
ョ

ン
磯

崎
新

し
っ
く
り

【
沈

着
性

（
小

）
】

照
明

［
光

］
溶
け
合
っ
た

〈
溶

込
〉

2
4
5

1
9
8
5

4
2
2
9

イ
サ

ム
・
ノ

グ
チ

展
　

あ
か

り
と

石

の
空

間
　

イ
ン

ス
タ

レ
ー

シ
ョ

ン
磯

崎
新

し
っ
く
り

【
沈

着
性

（
小

）
】

石
と
が

［
石

］
溶
け
合
っ
た

〈
溶

込
〉

2
4
6

1
9
8
5

4
2
5
0

Ｏ
Ｖ

Ｔ
Ａ

海
外

職
業

訓
練

協
力

セ

ン
タ

ー

ア
ー

ル
・
ア

イ
・
エ

ー
建

築
綜

合
研

究
所

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

リ
ス
ニ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

［
領

域
］

設
け

〈
配

置
〉

2
4
7

1
9
8
5

5
1
8
6

Ｂ
ブ

ロ
ッ

ク
外

国
展

示
館

菊
竹

清
訓

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

大
通
り

［
動

線
空

間
］

う
ね
る

〈
流

動
〉

2
4
8

1
9
8
5

5
1
9
7

Ｆ
ブ

ロ
ッ

ク
外

国
展

示
館

／
エ

キ

ス
ポ

ホ
ー

ル
大

高
正

人
き
ら
き
ら

【
明

度
（
鋭

）
】

陽
［
光

］
光
る

〈
発

信
〉

2
4
9

1
9
8
5

5
2
0
5

Ｇ
ブ

ロ
ッ

ク
外

国
展

示
館

黒
川

紀
章

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

外
国
館

［
建

築
全

体
］

主
張
す
る

〈
発

信
〉

2
5
0

1
9
8
5

7
2
1
7

埼
玉

県
立

加
須

青
年

の
家

坂
倉

建
築

研
究

所
ス
ル
ス
ル

【
抵

抗
（
小

）
】

光
る
面

［
壁

］
動
い
て
い
く

〈
流

動
〉

2
5
1

1
9
8
5

8
1
9
8

早
稲

田
ス

チ
ュ

ー
デ

ン
ス

1
9
8
4

早
稲

田
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

女
子

学
生

寮
富

永
譲

ぐ
る
り

【
巻

き
方

（
大

）
】

壁
柱

［
柱

］
回
転
さ
せ
て
つ
く
ら
れ
る

〈
回

転
〉

2
5
2

1
9
8
5

8
2
5
6

新
潟

県
庁

舎
　

行
政

庁
舎

・
議

会

庁
舎

・
警

察
庁

舎
・
東

回
廊

・
西

回

廊

日
建

設
計

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

県
庁
舎
の
「
顔
」

［
建

築
外

観
］

備
え
た

〈
形

成
〉

2
5
3

1
9
8
5

9
1
9
8

早
稲

田
大

学
図

書
館

本
館

分
館

・

考
古

学
資

料
館

　
早

稲
田

大
学

施
設

部

稲
田

大
学

穂
積

研
究

室
ぎ
り
ぎ
り

【
臨

界
性

（
大

）
】

容
積

［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

圧
縮
す
る

〈
縮

小
〉

2
5
4

1
9
8
5

9
2
4
0

静
岡

市
安

西
小

学
校

田
中

謙
次

建
築

研
究

所
・
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築
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ゆ
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【
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大
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根

［
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根
］
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く
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つ
け
た

〈
湾
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〉

2
5
8

1
9
8
6

3
2
5
1

ポ
ロ

＆
シ

ャ
ロ

ア
ビ

ル
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築
設

計
さ
ん
さ
ん

【
明

度
（
鮮

）
】

陽
［
光

］
入
っ
て

〈
進

入
〉



資
料

編
　

第
３

章
　

建
築

物
の

言
語

描
写

の
擬

態
語

表
現

に
お

け
る

建
築

の
即

物
の

様
相

N
o
.

掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
】

主
体

の
記

述
例

［
主

体
の

分
類

］
規

定
語

の
記

述
例

〈
規

定
語

の
分

類
〉

2
5
9

1
9
8
6

4
1
8
0

安
部

産
婦

人
科

医
院

西
岡

弘
建

築
工

房
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】

お
の
お
の
の
量
塊

［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

見
な
が
ら

〈
視

認
〉

2
6
0

1
9
8
6

4
2
3
1

ホ
テ

ル
リ

バ
テ

ィ
出

江
寛

す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】

建
物

［
建

築
全

体
］

見
せ
た

〈
視

認
〉

2
6
1

1
9
8
6

5
2
6
2

赤
城

の
ク

ラ
ブ

ハ
ウ

ス
日

本
設

計
ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

建
物

［
建

築
全

体
］

配
置
す
る

〈
配

置
〉

2
6
2

1
9
8
6

5
2
6
2

赤
城

の
ク

ラ
ブ

ハ
ウ

ス
日

本
設

計
ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

建
物

［
建

築
全

体
］

建
っ
て

〈
存

在
〉

2
6
3

1
9
8
6

6
1
7
2

浪
速

短
期

大
学

伊
丹

学
舎

坂
倉

建
築

研
究

所
び
っ
し
り

【
密

集
度

（
大

）
】

芝
生

［
植

物
］

敷
き
つ
め

〈
充

填
〉

2
6
4

1
9
8
6

6
1
8
9

新
宿

グ
リ

ー
ン

タ
ワ

ー
ビ

ル
日

建
設

計
ぎ
り
ぎ
り

【
臨

界
性

（
大

）
】

窓
高
さ

［
寸

法
］

押
さ
え
て

〈
制

御
〉

2
6
5

1
9
8
6

6
2
1
6

大
濠

公
園

能
楽

堂
大

江
宏

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

玄
関
棟

［
建

築
全

体
］

構
え
た

〈
構

成
〉

2
6
6

1
9
8
6

7
2
3
3

ホ
テ

ル
と

ざ
ん

ビ
ル

Ｙ
Ａ

Ｓ
都

市
研

究
所

・
橋

本
文

隆
ギ
リ
ギ
リ

【
臨

界
性

（
大

）
】

５
階
建
て

［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

つ
め
て

〈
縮

小
〉

2
6
7

1
9
8
6

8
1
5
4

六
甲

の
教

会
安

藤
忠

雄
く
っ
き
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

影
［
陰

影
］

落
と
す

〈
降

下
〉

2
6
8

1
9
8
6

1
0

2
4
9

佐
伯

信
用

金
庫

や
よ

い
町

支
店

鹿
島

建
設

ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン

【
衝

撃
（
大

）
】

ト
ラ
ッ
ク

［
周

辺
環

境
］

飛
ば
す

〈
行

動
〉

2
6
9

1
9
8
6

1
0

2
4
9

佐
伯

信
用

金
庫

や
よ

い
町

支
店

鹿
島

建
設

フ
ワ
ッ

【
質

量
（
軽

）
】

屋
根

［
屋

根
］

舞
い
降
り
た

〈
降

下
〉

2
7
0

1
9
8
6

1
1

2
0
3

国
立

国
会

図
書

館
前

川
國

男
す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

外
防
水

［
耐

候
材

］
包
ん
で
い
る

〈
包

容
〉

2
7
1

1
9
8
6

1
2

2
3
3

弘
前

市
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
菊
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＋
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8
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＋
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＋
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＋
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7
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Ａ
Ｓ
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9
8
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野
村

加
根

夫
た
っ
ぷ
り

【
過

剰
性

（
小

）
】

露
地

［
外

部
空

間
］

と
っ
て
い
る

〈
確

保
〉

3
0
0

1
9
8
8

2
1
9
6

遣
唐

使
館

松
井

宏
方

＋
東

条
設

計
し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

色
彩

［
色

彩
］

抱
き
か
か
え
る

〈
包

容
〉

3
0
1

1
9
8
8

2
2
7
1

其
水

堂
金

井
印

刷
本

社
環

境
設

計
下

村
矢

尾
板

都
市

建

築
研

究
所

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

壁
面

［
壁

］
設
け

〈
配

置
〉

3
0
2

1
9
8
8

3
2
0
2

精
神

薄
弱

者
更

生
施

設
み

だ
い

寮
湯

澤
正

信
ボ
ン
ヤ
リ

【
不

明
瞭

性
（
大

）
】
寮
生

［
人

］
見
て
い
た

〈
視

認
〉

3
0
3

1
9
8
8

3
2
6
9

メ
ッ

ツ
ゲ

ラ
イ

・
オ

ジ
マ

佐
賀

和
光

ぎ
ゅ
っ

【
密

集
度

（
大

）
】

そ
の
２
棟

［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

押
し
込
ん
で
し
ま
っ
た

〈
進

入
〉

3
0
4

1
9
8
8

4
2
5
1

パ
シ

フ
ィ

ッ
ク

ス
タ

ー
ホ

テ
ル

・
グ

ア
ム

観
光

企
画

設
計

社
く
っ
き
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

明
る
い
横
の
ラ
イ
ン

［
光

］
つ
く
り
出
し

〈
形

成
〉

3
0
5

1
9
8
8

4
2
5
5

ジ
ャ

ー
マ

ン
イ

ン
ダ

ス
ト

リ
ー

セ
ン

タ
ー

大
成

建
設

す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】

エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ

ン
ト

［
デ

ィ
テ

ー
ル

］
見
え
る

〈
視

認
〉

3
0
6

1
9
8
8

5
1
7
2

Ｃ
Ｕ

Ｔ
ビ

ル
毛

綱
毅

曠
ぽ
っ
か
り

【
裂

け
方

（
弱

）
】
穴

［
開

口
部

］
空
い
た

〈
開

放
〉

3
0
7

1
9
8
8

6
2
8
8

東
京

都
多

摩
動

物
公

園
・
昆

虫

生
態

園

多
摩

動
物

公
園

工
事

下
日

本
設

計
す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】

イ
ン
テ
リ
ア

［
内

部
空

間
］

み
え

〈
視

認
〉

3
0
8

1
9
8
8

6
3
1
9

Ａ
Ｕ

Ｂ
Ｅ

Ｒ
Ｇ

Ｅ
高

松
伸

ち
ょ
こ
ん

【
衝

撃
（
小

）
】

建
築

［
建

築
全

体
］

腰
を
落
ち
着
け
る

〈
安

定
〉

3
0
9

1
9
8
8

7
2
3
7

鳴
瀬

小
学

校
戸

沼
研

究
室

＋
ア

ト
リ

エ
海

す
っ
か
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

周
辺
の
山
並
み

［
地

形
］

見
え
て

〈
視

認
〉

3
1
0

1
9
8
8

7
2
3
7

鳴
瀬

小
学

校
戸

沼
研

究
室

＋
ア

ト
リ

エ
海

す
っ
か
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

田
園
風
景

［
風

景
］

見
え
て

〈
視

認
〉

3
1
1

1
9
8
8

7
2
5
2

三
洋

証
券

本
社

別
館

鹿
島

建
設

ぎ
っ
し
り

【
密

集
度

（
大

）
】

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
機
器

［
調

度
品

］
詰
ま
っ
て
い
る

〈
充

填
〉

3
1
2

1
9
8
9

1
2
9
6

パ
レ

ッ
ト

玩
具

店
石

山
修

武
ふ
わ
り

【
質

量
（
軽

）
】

鳥
の
よ
う
（
建
築
）

［
建

築
全

体
］

飛
び
立
つ

〈
上

昇
〉

3
1
3

1
9
8
9

3
2
6
7

ペ
ア

シ
テ

ィ
・
サ

ク
ラ

ビ
ア

成
城

竹
中

工
務

店
ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

建
物

［
建

築
全

体
］

成
熟
し
て
ゆ
く

〈
成

熟
〉

3
1
4

1
9
8
9

4
2
4
5

東
京

大
学

御
殿

下
記

念
館

芦
原

建
築

設
計

研
究

所
パ
ッ

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

モ
ダ
ー
ン
な
モ
ー
ル

［
室

空
間

］
ひ
ら
け

〈
開

放
〉

3
1
5

1
9
8
9

5
2
3
3

福
岡

タ
ワ

ー
日

建
設

計
ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

エ
レ
ベ
ー
タ

［
動

線
空

間
］

上
昇
し

〈
上

昇
〉

3
1
6

1
9
8
9

6
2
8
9

山
下

公
園

再
整

備
坂

倉
建

築
研

究
所

・
創

和
エ

ク
ス

エ
リ

ア
だ
ん
だ
ん

【
加

速
度

（
大

）
】

水
の
流
れ

［
水

］
変
化
さ
せ

〈
変

容
〉

3
1
7

1
9
8
9

6
3
2
5

池
上

の
集

合
住

宅
ス

タ
ジ

オ
建

築
計

画
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】

手
摺

［
金

属
］

解
体
さ
れ

〈
分

解
〉

3
1
8

1
9
8
9

6
3
2
5

池
上

の
集

合
住

宅
ス

タ
ジ

オ
建

築
計

画
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】

壁
［
壁

］
解
体
さ
れ

〈
分

解
〉
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N
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掲
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年
掲

載
月

頁
建

築
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基
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義

の
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】
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記

述
例

［
主

体
の

分
類

］
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定
語

の
記

述
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〈
規

定
語

の
分

類
〉

3
1
9

1
9
8
9

6
3
2
5

池
上

の
集

合
住

宅
ス

タ
ジ

オ
建

築
計

画
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】

手
摺
パ
ネ
ル

［
金

属
］

解
体
さ
れ

〈
分

解
〉

3
2
0

1
9
8
9

6
3
2
5

池
上

の
集

合
住

宅
ス

タ
ジ

オ
建

築
計

画
や
ん
わ
り

【
軟

度
（
小

）
】

光
［
光

］
落
ち
る

〈
降

下
〉

3
2
1

1
9
8
9

7
3
1
3

シ
テ

ィ
パ

ル
武

蔵
野

坂
倉

建
築

研
究

所
し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら

玄
関
ま
で

［
動

線
空

間
］

ガ
ー
ド
さ
れ
監
視
さ
れ
る

〈
対

抗
〉

3
2
2

1
9
8
9

8
2
3
2

世
界

デ
ザ

イ
ン

博
覧

会
　

イ
ン

テ

リ
ア

館
長

谷
川

逸
子

だ
ん
だ
ん

【
加

速
度

（
大

）
】

庭
園
的
建
築

［
建

築
全

体
］

上
昇
し
て
い
く

〈
上

昇
〉

3
2
3

1
9
8
9

1
0

3
0
8

B
u
n
ka

m
u
ra

石
本

建
築

事
務

所
　

東
急

設
計

コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

　
M

ID
I綜

合
設

計

研
究

所
　

ヴ
ィ

ル
モ

ッ
ト

・
ジ

ャ
ポ

ン

す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

シ
ェ
ル
タ
ー

［
壁

］
覆
う

〈
包

容
〉

3
2
4

1
9
9
0

2
2
0
9

東
京

　
竹

葉
亭

出
江

寛
キ
ラ
キ
ラ

【
明

度
（
鋭

）
】

竹
の
葉
(
ア
ル
ミ
チ
ェ
ッ

カ
ー
プ
レ
ー
ト
）

［
金

属
］

輝
き

〈
発

信
〉

3
2
5

1
9
9
0

2
2
1
6

数
寄

屋
邑

（
邑

庵
）

石
井

和
紘

サ
ッ

【
質

量
（
軽

）
】

光
［
光

］
入
っ
て
く
る

〈
進

入
〉

3
2
6

1
9
9
0

3
3
1
4

海
の

中
道

青
少

年
海

の
家

匠
建

築
研

究
所

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

子
ど
も
た
ち

［
人

］
過
ご
せ
る

〈
滞

在
〉

3
2
7

1
9
9
0

4
2
5
3

あ
き

た
ス

カ
イ

ド
ー

ム
鹿

島
建

設
す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】

天
井

［
天

井
］

見
せ

〈
視

認
〉

3
2
8

1
9
9
0

6
2
4
7

東
京

Ｙ
Ｗ

Ｃ
Ａ

会
館

香
山

壽
夫

チ
ラ
チ
ラ

【
量

（
少

）
】

地
下
の
体
育
の
活
動

［
人

］
見
え

〈
視

認
〉

3
2
9

1
9
9
0

6
3
1
9

H
O

U
S
E
5
3
0
2

北
山

孝
二

郎
＋

Ｋ
計

画
事

務
所

ギ
ッ
シ
リ

【
密

集
度

（
大

）
】

建
物

［
周

辺
環

境
］

並
び

〈
配

列
〉

3
3
0

1
9
9
0

7
2
7
6

海
の

博
物

館
・
文

化
財

収
蔵

庫
内

藤
廣

ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

物
は

［
調

度
品

］
老
い
る

〈
成

熟
〉

3
3
1

1
9
9
0

7
3
1
6

大
栄

教
育

シ
ス

テ
ム

名
張

研
修

所
竹

中
工

務
店

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

外
観

［
建

築
外

観
］

横
た
わ
っ
て
い
る

〈
回

転
〉

3
3
2

1
9
9
0

9
2
6
3

塩
沢

町
立

今
泉

博
物

館
香

山
壽

夫
＋

富
所

設
計

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

敷
地

［
敷

地
］

起
伏
す
る

〈
突

出
〉

3
3
3

1
9
9
0

1
0

2
8
5

奥
郷

屋
敷

竹
中

工
務

店
ど
っ
か
り

【
量

（
多

）
】

屋
根

［
屋

根
］

根
を
下
ろ
し
て
い
る

〈
安

定
〉

3
3
4

1
9
9
0

1
0

3
1
0

日
本

城
郭

研
究

セ
ン

タ
ー

久
米

建
築

事
務

所
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

土
塁

［
塀

］
延
び
て
ゆ
く

〈
伸

張
〉

3
3
5

1
9
9
0

1
0

3
4
7

二
条

丸
八

セ
レ

モ
ニ

ー
研

究
所

竹
中

工
務

店
す
っ
く

【
抵

抗
（
小

）
】

壁
［
壁

］
立
ち
上
が
っ
た

〈
存

在
〉

3
3
6

1
9
9
0

1
0

3
4
7

二
条

丸
八

セ
レ

モ
ニ

ー
研

究
所

竹
中

工
務

店
ど
っ
し
り

【
質

量
（
重

）
】

建
築
イ
メ
ー
ジ

［
建

築
外

観
］

根
を
降
ろ
し
た

〈
安

定
〉

3
3
7

1
9
9
0

1
2

3
4
6

秀
光

ゲ
ス

ト
ハ

ウ
ス

Ａ
＆

Ｔ
建

築
研

究
所

ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

心
の
波
紋

［
人

］
広
が
っ
て
い
く

〈
拡

張
〉



資
料

編
　

第
３

章
　

建
築

物
の

言
語

描
写

の
擬

態
語

表
現

に
お

け
る

建
築

の
即

物
の

様
相

N
o
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掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
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者
擬

態
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【
基

本
義

の
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類
】

主
体
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記

述
例

［
主

体
の

分
類

］
規

定
語

の
記

述
例

〈
規

定
語

の
分

類
〉

3
3
8

1
9
9
1

1
3
7
3

ソ
ラ

リ
ス

高
松

伸
チ
ラ
チ
ラ

【
量

（
少

）
】

風
景
が

［
風

景
］

舞
踏
す
る

〈
流

動
〉

3
3
9

1
9
9
1

2
2
5
0

W
E
B

鈴
木

エ
ド

ワ
ー

ド
キ
ラ
リ

【
明

度
（
鋭

）
】

水
滴

［
水

］
反
射
す
る

〈
対

抗
〉

3
4
0

1
9
9
1

2
3
1
7

円
通

寺
原

尚
建

築
設

計
ス
ッ
キ
リ

【
整

然
性

（
小

）
】

内
部

［
内

部
空

間
］

さ
せ
た

〈
形

成
〉

3
4
1

1
9
9
1

3
2
7
0

ウ
イ

ン
グ

ハ
ウ

ス
（
大

阪
営

林
局

箕
面

自
然

休
養

林
休

憩
舎

）
新

田
正

樹
建

築
設

計
工

房
し
っ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】

た
た
ず
ま
い

［
建

築
外

観
］

溶
け
こ
ん
で

〈
溶

込
〉

3
4
2

1
9
9
1

3
2
7
0

ウ
イ

ン
グ

ハ
ウ

ス
（
大

阪
営

林
局

箕
面

自
然

休
養

林
休

憩
舎

）
新

田
正

樹
建

築
設

計
工

房
ふ
ん
わ
り

【
質

量
（
軽

）
】

U
F
O

［
建

築
全

体
］

不
時
着
し

〈
付

着
〉

3
4
3

1
9
9
1

5
3
5
1

ネ
ク

サ
ス

ワ
ー

ル
ド

 石
山

修
武

棟
石

山
修

武
グ
ニ
ャ
リ

【
弛

緩
性

（
大

）
】

平
面
形

［
平

面
形

］
曲
が
っ
た

〈
湾

曲
〉

3
4
4

1
9
9
1

5
3
5
1

ネ
ク

サ
ス

ワ
ー

ル
ド

 石
山

修
武

棟
石

山
修

武
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

プ
ラ
ン

［
平

面
形

］
弧
を
描
く

〈
湾

曲
〉

3
4
5

1
9
9
1

7
2
7
8

ベ
イ

サ
イ

ド
プ

レ
イ

ス
博

多
埠

頭
北

山
孝

二
郎

＋
K
計

画
事

務
所

キ
ラ
キ
ラ

【
明

度
（
鋭

）
】

屋
根

［
屋

根
］

反
射
し

〈
対

抗
〉

3
4
6

1
9
9
1

7
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タ
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3
4
8

1
9
9
1

1
0

2
3
6

津
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楽
の

森
コ

ン
サ

ー
ト

ホ
ー

ル
吉

村
順

三
設
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ぐ
る
り
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巻

き
方

（
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ギ
ャ
ラ
リ
ー

［
室

空
間

］
め
ぐ
ら
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た

〈
包

容
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3
4
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1
9
9
2

1
2
0
5

高
知

県
立

坂
本

龍
馬
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念

館
高

橋
晶

子
＋

高
橋

寛
／

ワ
ー

ク

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

キ
ラ
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度
（
鋭
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［
水

］
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5
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9
9
2
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2
0
5

高
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県
立

坂
本

龍
馬
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館
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橋
晶

子
＋

高
橋

寛
／

ワ
ー

ク

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】

他
の
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム

［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

な
る

〈
形

成
〉

3
5
1

1
9
9
2

1
2
1
8

防
府

天
満

宮
茶

室
　

芳
松

庵
大

江
宏

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

池
［
水

］
カ
ー
ブ
を
描
く

〈
湾

曲
〉

3
5
2

1
9
9
2

1
3
0
4

新
日

本
証

券
軽

井
沢

山
荘

三
輪

正
弘

／
三

輪
環

境
計

画
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

セ
ミ
ダ
ブ
ル
の
ツ
イ
ン
と
ふ

た
つ
の
ソ
フ
ァ
べ
ッ
ド

［
調

度
品

］
収
ま
っ
て
い
る

〈
包

容
〉

3
5
3

1
9
9
2

3
2
2
0

Z
E
U

S
 仁

摩
サ

ン
ド

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

高
松

伸
ひ
っ
そ
り

【
衝
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（
小

）
】

す
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て
の
空
間

［
領

域
］

配
置
す
る

〈
配

置
〉

3
5
4

1
9
9
2

3
2
7
8

松
蔭

女
子

大
学

員
大

学
大

山

ロ
ッ

ジ
竹

中
工

務
店

ひ
っ
そ
り
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小
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全
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］
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3
5
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1
9
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熊
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＋
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ン

セ
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タ
ー
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華
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尾
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建

築
事
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所
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【
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緩
性

（
小

）
】

オ
ブ
ジ
ェ

［
調

度
品

］
動
き
続
け
る

〈
流

動
〉

3
5
7

1
9
9
2

7
2
3
6

真
言

宗
本

福
寺

水
御

堂
安

藤
忠

雄
く
っ
き
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

輪
郭

［
輪

郭
］

付
け
て
い
る

〈
付

着
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規
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3
5
8

1
9
9
2

8
2
4
8

嵐
山

ゴ
ル

フ
倶

楽
部

葉
祥

栄
キ
ラ
キ
ラ

【
明

度
（
鋭

）
】

水
［
水

］
光
る

〈
発

信
〉

3
5
9

1
9
9
2

1
1

2
9
8

岩
木

山
総

合
公

園
ス

ポ
ー

ツ
コ

ミ
ュ

ニ
オ

ン
ホ

ー
ル

森
義

純
建

築
設

計
室

ギ
リ
ギ
リ

【
臨

界
性

（
大

）
】

ボ
リ
ュ
ー
ム

［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

圧
縮
し
て

〈
縮

小
〉

3
6
0

1
9
9
2

1
2

2
4
7

ウ
ッ

ド
ス

ト
ッ

ク
野

沢
誠

＋
G

E
T
T
　

ヴ
ィ

ン
セ

ン
ト

・

A
・
ヴ

ァ
ン

ハ
ー

フ
パ
ッ

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

突
き
当
た
り

［
動

線
空

間
］

開
け
た

〈
開

放
〉

3
6
1

1
9
9
3

1
2
1
0

イ
ン

ビ
ン

シ
ブ

ル
2

北
川

原
温

＋
IL

C
D

ポ
ツ
ン

【
衝

撃
（
小

）
】

ス
ー
パ
ー
グ
リ
ッ
ド

［
構

造
］

建
っ
て
い
る

〈
存

在
〉

3
6
2

1
9
9
3

2
1
8
0

花
生

カ
ン

ト
リ

ー
ク

ラ
ブ

ク
ラ

ブ
ハ

ウ
ス

山
隆

建
築

設
計

ゆ
っ
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り
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性
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小
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ー
ル
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］
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開
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〉

3
6
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1
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9
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証
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葉
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タ

ー
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助
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テ
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9
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3
2
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6
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証

券
葉

山
研

修
セ

ン
タ

ー
木

村
誠

之
助

ザ
ッ
ク
リ

【
粗

さ
（
粗

）
】

石
貼
り

［
デ

ィ
テ

ー
ル

］
仕
上
げ
る

〈
加

工
〉

3
6
5

1
9
9
3

5
1
9
3

R
IC

セ
ン

ト
ラ

ル
タ

ワ
ー

坂
倉

建
築

研
究

所
ピ
タ
リ

【
付

着
度

（
小

）
】

3
2
階
1
0
0
m
級
ハ
イ
ラ
イ
ズ
型

と
1
2
階
4
5
m
級
中
庭
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型
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築
全
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］
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こ
み

〈
充
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〉

3
6
6

1
9
9
3

6
1
7
0

中
津

市
立

小
幡
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念
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書

館
槇

文
彦

ゆ
っ
た
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弛

緩
性

（
小
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人
［
人

］
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〉

3
6
7

1
9
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6
1
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育
英
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レ
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藤
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築
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性
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ム
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入
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+
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o
w

e
r 

U
n
it
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di

o
ジ
グ
ザ
グ
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折
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（
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ー
ス
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構

造
］
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続
す
る

〈
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続
〉

3
6
9

1
9
9
3

8
2
5
0

軽
井

沢
少

年
自

然
の

家
<
メ

レ
ー

ズ
〉

三
輪

正
弘

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性
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小
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】

ラ
ウ
ン
ジ

［
室
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間

］
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す

〈
引

張
〉

3
7
0

1
9
9
3

8
2
5
0

軽
井

沢
少

年
自

然
の

家
<
メ

レ
ー

ズ
〉

三
輪

正
弘

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

み
ち
ゆ
き

［
動

線
空

間
］

さ
せ
る

〈
形

成
〉

3
7
1

1
9
9
3

9
1
8
8

早
稲

田
大

学
所

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

第

2
ホ

ー
ル

(ラ
ウ

ン
ジ

棟
)

池
原

義
郎

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

校
舎

［
建

築
全

体
］

螺
旋
状
に
上
昇
し

〈
上

昇
〉

3
7
2

1
9
9
3

9
2
1
2

東
京

造
形

大
学

磯
崎

新
す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

台
形
の
形
を
し
た
施
設
群

［
建

築
全

体
］

入
る

〈
進

入
〉

3
7
3

1
9
9
3

9
2
4
7

J
R

赤
湯

駅
鈴

木
エ

ド
ワ

ー
ド

さ
ん
さ
ん

【
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度
（
鮮

）
】

自
然
光

［
光

］
入
り

〈
進

入
〉

3
7
4

1
9
9
3

9
2
5
1

プ
レ

ス
カ

ン
ト

リ
ー

ク
ラ

ブ
野
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わ
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］
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0
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み
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ネ
ッ

ク

ス
遠
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建
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ス

タ
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オ
ぐ
る
り
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方
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大

）
】

子
供
た
ち

［
人

］
回
れ
る

〈
周

回
〉

3
7
6

1
9
9
3

1
2

2
0
1

世
田

谷
ビ

ジ
ネ

ス
ス

ク
エ

ア
東

急
設

計
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

ジ
グ
ザ
グ

【
折

れ
方

（
強

）
】

シ
ル
エ
ッ
ト
は

［
輪

郭
］

セ
ッ
ト
バ
ッ
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に
よ
っ
て

〈
後

退
〉

3
7
7

1
9
9
3

1
2

2
1
8

泉
崎

資
料

館
湯

澤
建

築
設

計
研

究
所

ぐ
る
り

【
巻

き
方

（
大

）
】

田
園

［
風

景
］

囲
む

〈
包

容
〉
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7
8

1
9
9
3

1
2

2
6
5

ピ
ジ

ョ
ン

ラ
ン

ド
小

川
建

築
工

房
の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

子
ど
も

［
人

］
過
ご
せ
る

〈
滞

在
〉

3
7
9

1
9
9
4

4
2
6
0

光
の

プ
リ

ズ
ム

(川
口

公
園

エ
レ

ベ
ー

タ
シ

ャ
フ

ト
上

屋
)

近
田

玲
子

デ
ザ

イ
ン

事
務

所

T
IS

＆
P

A
R

T
N

E
R

S
ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

光
［
光

］
変
化
し
て

〈
変

容
〉

3
8
0

1
9
9
4

7
1
6
0

木
の

殿
堂

安
藤

忠
雄

す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

施
設

［
建

築
全

体
］

収
ま
り

〈
包

容
〉

3
8
1

1
9
9
4

1
0

1
8
1

西
海

パ
ー

ル
シ

ー
・
セ

ン
タ

ー
＋

付
属

棟
古

市
徹

雄
・
都

市
建

築
研

究
所

き
ち
ん

【
整

然
性

（
小

）
】

建
物
の
平
面
形

［
平

面
形

］
整
理
さ
れ
た

〈
整

理
〉

3
8
2

1
9
9
4

1
1

2
4
5

天
草

ビ
ジ

タ
ー

セ
ン

タ
ー

＋
展

望

休
憩

所
古

谷
誠

章
＋

中
川

建
築

設
計

さ
ぁ
ー
っ

【
加

速
度

（
小

）
】

海
面

［
水

］
見
え
て
く
る

〈
視

認
〉

3
8
3

1
9
9
4

1
2

1
8
4

シ
ン

フ
ォ

ニ
ー

ガ
ー

デ
ン

高
松

伸
ゆ
ら
ゆ
ら

【
振

幅
（
小

）
】

ホ
ー
ル

［
建

築
全

体
］

漂
流
す
る

〈
流

動
〉

3
8
4

1
9
9
5

1
1
0
6

す
み

だ
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
長

谷
川

逸
子

ふ
わ
っ

【
質

量
（
軽

）
】

人
々
の
動
き

［
人

］
浮
き
上
が
っ
た
り

〈
上

昇
〉

3
8
5

1
9
9
5

1
1
0
6

す
み

だ
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
長

谷
川

逸
子

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

ア
ル
ミ
パ
ン
チ
ン
グ
メ
タ
ル

［
金

属
］

包
み
込
む

〈
包

容
〉

3
8
6

1
9
9
5

1
1
1
5

す
み

だ
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
長

谷
川

逸
子

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

ア
ル
ミ
パ
ン
チ
ン
グ
メ
タ
ル

［
金

属
］

包
む

〈
包

容
〉

3
8
7

1
9
9
5

1
1
2
8

サ
ン

ド
薬

品
筑

波
総

合
研

究
所

総
合

計
画

事
務

所
ふ
わ
り

【
質

量
（
軽

）
】

ヤ
マ
モ
ミ
ジ

［
植

物
］

の
せ
た

〈
配

置
〉

3
8
8

1
9
9
5

2
2
3
2

品
川

プ
リ

ン
ス

ホ
テ

ル
新

館
竹

中
工

務
店

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス

［
領

域
］

計
画
す
る

〈
計

画
〉

3
8
9

1
9
9
5

3
2
0
2

S
T
E
P

中
央

工
学

校
創

立
8
5
周

年

記
念

館

林
雅

子
/
林

・
山

田
・
中

原
設

計

同
人

ば
ら
ば
ら

【
散

在
性

（
大

）
】

校
舎

［
建

築
全

体
］

展
開
す
る

〈
開

放
〉

3
9
0

1
9
9
5

3
2
4
4

浄
土

宗
臨

川
山

麓
浄

院
書

院
上

田
徹

/
玄

綜
合

設
計

チ
ョ
ン

【
衝

撃
（
小

）
】

方
形
屋
根
の
望
楼
（
庫
裡
の

老
住
職
の
居
室
）

［
室

空
間

］
乗
せ
た

〈
配

置
〉

3
9
1

1
9
9
5

4
1
3
2

マ
イ

カ
ル

三
田

・
ポ

ロ
ロ

ッ
カ

エ
ミ

リ
オ

・
ア

ン
バ

ー
ス

&
ア

ソ
シ

エ

イ
ツ

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

屋
根

［
屋

根
］

起
伏
す
る

〈
突

出
〉

3
9
2

1
9
9
5

4
2
0
4

東
江

幼
稚

園
村

山
建

築
設

計
コ
ン
モ
リ

【
膨

張
性

（
小

）
】

屋
根

［
屋

根
］

盛
り
上
が
っ
た

〈
突

出
〉

3
9
3

1
9
9
5

7
1
2
0

ラ
・
コ

ル
ー

ニ
ャ

人
間

科
学

館
磯

崎
新

ジ
グ
ザ
グ

【
折

れ
方

（
強

）
】

壁
面

［
壁

］
連
続
し
た

〈
連

続
〉

3
9
4

1
9
9
5

9
1
4
5

か
わ

ら
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
出

江
寛

／
出

江
建

築
事

務
所

し
っ
く
り

【
沈

着
性

（
小

）
】

瓦
［
材

料
］

調
和
す
る

〈
溶

込
〉

3
9
5

1
9
9
5

1
0

1
3
8

ク
ラ

コ
フ

日
本

美
術

技
術

セ
ン

タ
ー

磯
崎

新
し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

屋
根

［
屋

根
］

根
を
下
ろ
す

〈
安

定
〉

3
9
6

1
9
9
5

1
0

1
3
8

ク
ラ

コ
フ

日
本

美
術

技
術

セ
ン

タ
ー

磯
崎

新
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

軒
［
軒

］
カ
ー
ブ
が
選
択
さ
れ
て
い
る

〈
湾

曲
〉

3
9
7

1
9
9
5

1
0

1
7
7

世
田

谷
区

立
中

町
小

学
校

・
玉

川
中

学
校

世
田

谷
区

建
設

部
営

繕
第

2
課

内
井

昭
蔵

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

共
有
空
間

［
領

域
］

つ
な
が
る

〈
結

合
〉
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義
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】
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体
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［
主

体
の

分
類

］
規

定
語

の
記

述
例

〈
規

定
語

の
分

類
〉

3
9
8

1
9
9
5

1
1

2
7
7

ホ
テ

ル
　

ザ
　

ク
レ

イ
ン

1
9
9
4

富
永

譲
ス
ッ
ポ
リ

【
抵

抗
（
小

）
】

立
体
駐
車
場

［
建

築
全

体
］

は
め
込
む

〈
充

填
〉

3
9
9

1
9
9
5

1
2

1
2
5

吉
備

町
役

場
黒

川
紀

章
ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

風
［
空

気
］

通
り
抜
け
て
い
く

〈
流

動
〉

4
0
0

1
9
9
6

3
2
2
0

神
奈

川
県

立
芦

ノ
湖

キ
ャ

ン
プ

村
Ｍ

Ｈ
Ｓ

松
田

平
田

横
浜

事
務

所
す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

宿
泊
各
棟

［
建

築
全

体
］

嵌
め
込
ま
れ
て
い
る

〈
充

填
〉

4
0
1

1
9
9
6

4
2
6
1

た
か

ら
だ

の
里

　
環

の
湯

佐
藤

昌
平

／
佐

藤
昌

平
建

築
研

究
所

＋
浦

山
隆

一
ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

茶
室

［
建

築
全

体
］

存
在
す
る

〈
存

在
〉

4
0
2

1
9
9
6

5
2
2
7

わ
ん

ぱ
く
王

国
管

理
棟

阪
南

市
建

築
管

理
課

　
M

s建
築

設
計

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

構
造
体
の
ス
ギ

［
構

造
］

緊
結
し

〈
結

合
〉

4
0
3

1
9
9
6

5
2
3
0

浄
土

宗
西

光
寺

野
村

加
根

夫
設

計
す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】

向
拝
屋
根

［
屋

根
］

表
現
す
る

〈
発

信
〉

4
0
4

1
9
9
6

6
1
6
7

三
戸

町
役

場
　

三
戸

保
健

セ
ン

タ
ー

ア
ー

キ
テ

ク
ト

フ
ァ

イ
ブ

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

建
築
イ
メ
ー
ジ

［
建

築
全

体
］

根
ざ
し
て
き
た

〈
安

定
〉

4
0
5

1
9
9
6

6
2
5
1

雄
勝

町
総

合
文

化
会

館

荻
津

郁
夫

　
村

田
弘

建
築

設
計

・

荻
津

郁
夫

建
築

設
計

設
計

共
同

企
業

体

じ
っ

【
固

定
度

（
大

）
】

陸
屋
根

［
屋

根
］

耐
え
る

〈
対

抗
〉

4
0
6

1
9
9
6

6
2
3
6

東
京

都
新

宿
区

立

西
戸

山
小

学
校

(内
部

改
修

)

東
京

都
新

宿
区

建
築

部
営

繕
課

藤
木

隆
男

建
築

研
究

所
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】

特
別
教
室

［
室

空
間

］
配
置
し

〈
配

置
〉

4
0
7

1
9
9
6

6
2
3
6

東
京

都
新

宿
区

立

西
戸

山
小

学
校

(内
部

改
修

)

東
京

都
新

宿
区

建
築

部
営

繕
課

藤
木

隆
男

建
築

研
究

所
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス

［
領

域
］

配
置
し

〈
配

置
〉

4
0
8

1
9
9
6

1
1

1
2
9

姫
路

文
学

館
南

館
安

藤
忠

雄
ぐ
る
り

【
巻

き
方

（
大

）
】

本
［
調

度
品

］
取
り
囲
ま
れ
て

〈
包

容
〉

4
0
9

1
9
9
6

1
1

1
5
7

浮
か

ぶ
劇

場

槇
文

彦
　

D
E
P

A
R

T
M

E
N

T
 O

F

C
IT

Y
P

L
A

N
N

IN
G

 A
N

D

E
C

O
N

O
M

IC
 A

F
F
A

IR
S
，

G
R

O
N

IN
G

E
N

　
D

O
R

A
 V

A
N

D
E
R

 G
R

O
E
N

ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン

［
建

築
全

体
］

進
む

〈
進

入
〉

4
1
0

1
9
9
6

1
1

2
2
7

中
野

坂
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

住
宅

・
都

市
整

備
公

団
東

京
支

社

ヘ
ル

ム
建

築
・
都

市
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

　
山

本
・
堀

ア
ー

キ
テ

ク
ツ

ユ
ニ

テ
設

計
・
計

画

だ
ん
だ
ん

【
加

速
度

（
大

）
】

6
階
以
上

［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

小
さ
く
し

〈
縮

小
〉

4
1
1

1
9
9
7

1
2
5
4

獅
子

ワ
ー

ル
ド

館
水

野
一

郎
＋

金
沢

計
画

研
究

所
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

建
築

［
建

築
全

体
］

着
地
さ
せ
る

〈
付

着
〉

4
1
2

1
9
9
7

2
1
5
7

小
田

原
市

総
合

文
化

体
育

館
・
小

田
原

ア
リ

ー
ナ

坂
倉

建
築

研
究

所
ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

建
築
物

［
建

築
全

体
］

た
た
ず
ん
で
い
る

〈
存

在
〉

4
1
3

1
9
9
7

3
1
2
2

東
京

大
学

大
学

院
数

理
科

学
研

究
科

棟

東
京

大
学

施
設

部
・
香

山
壽

夫

＋
環

境
造

形
研

究
所

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

コ
モ
ン
ル
ー
ム

［
室

空
間

］
取
ら
れ
て
い
る

〈
確

保
〉

4
1
4

1
9
9
7

3
1
6
7

大
阪

市
水

上
消

防
署

仮
設

庁
舎

大
阪

市
都

市
整

備
局

営
繕

部

シ
ー

ラ
カ

ン
ス

す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】

ジ
ョ
イ
ン
ト

［
デ

ィ
テ

ー
ル

］
納
め
る

〈
包

容
〉
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［
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の

分
類

］
規

定
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の
記

述
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〈
規

定
語

の
分

類
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4
1
5

1
9
9
7

4
1
5
2

養
老

天
命

反
転

地
オ

フ
ィ

ス

荒
川

修
作

十
マ

ド
リ

ン
・
ギ

ン
ズ

/

コ
ン

テ
ナ

ー
ズ

オ
ブ

マ
イ

ン
ド

フ
ァ

ン
デ

ー
シ

ョ
ン

ジ
ャ

パ
ン

　
車

戸
建

築
事

務
所

ヒ
ラ
リ

【
捲

れ
方

（
弱

）
】

建
物

［
建

築
全

体
］

舞
い
降
り
た

〈
降

下
〉

4
1
6

1
9
9
7

5
1
7
4

水
俣

メ
モ

リ
ア

ル
ジ

ュ
ゼ

ッ
ペ

・
バ

ロ
ー

ネ
建

築
事

務
所

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

ス
ラ
ブ

［
床

］
広
が
り

〈
拡

張
〉

4
1
7

1
9
9
7

6
2
0
7

こ
ま

つ
ド

ー
ム

山
下

設
計

・
大

成
建

設
設

計
共

同
体

ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

屋
根

［
屋

根
］

開
い
て
い
く

〈
開

放
〉

4
1
8

1
9
9
7

7
2
0
4

三
隅

町
立

三
隅

小
学

校
高

松
伸

＋
高

松
伸

ぽ
つ
ね
ん

【
衝

撃
（
小

）
】

学
校

［
建

築
全

体
］

生
ま
れ
よ
う
と
す
る

〈
出

現
〉

4
1
9

1
9
9
7

8
1
4
7

森
林

技
術

総
合

研
修

所
林

業
機

械
化

セ
ン

タ
ー

寄
宿

舎
棟

ア
ル

セ
ッ

ド
建

築
研

究
所

ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

人
［
人

］
生
活
を
す
る

〈
生

活
〉

4
2
0

1
9
9
7

8
1
5
3

飛
鳥

学
院

保
育

所
遊

戯
室

棟
・
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

ア
ル

セ
ッ

ド
建

築
研

究
所

す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】

木
造
架
構

［
構

造
］

仕
上
が
っ
て
い
る

〈
加

工
〉

4
2
1

1
9
9
7

9
1
8
5

松
島

さ
か

な
市

場
早

稲
田

大
学

石
山

修
武

研
究

室
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】

日
門
湾
の
廃
船

［
調

度
品

］
解
体
さ
れ

〈
分

解
〉

4
2
2

1
9
9
7

9
1
9
3

横
浜

市
篠

原
地

区
セ

ン
タ

ー
・
横

浜
市

篠
原

地
域

ケ
ア

プ
ラ

ザ
槇

文
彦

ぎ
り
ぎ
り

【
臨

界
性

（
大

）
】

こ
の
ふ
た
つ
（
ヴ
ォ
リ
ュ
ー

ム
・
内
部
空
間
）

［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

均
衡
を
保
っ
て

〈
安

定
〉

4
2
3

1
9
9
7

9
1
9
3

横
浜

市
篠

原
地

区
セ

ン
タ

ー
・
横

浜
市

篠
原

地
域

ケ
ア

プ
ラ

ザ
槇

文
彦

ぎ
り
ぎ
り

【
臨

界
性

（
大

）
】

こ
の
ふ
た
つ
（
ヴ
ォ
リ
ュ
ー

ム
・
内
部
空
間
）

［
内

部
空

間
］

均
衡
を
保
っ
て

〈
安

定
〉

4
2
4

1
9
9
7

1
0

1
1
8

都
幾

川
村

文
化

体
育

セ
ン

タ
ー

鈴
木

恂
＋

A
M

S
し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

体
育
館

［
建

築
全

体
］

重
合
し

〈
結

合
〉

4
2
5

1
9
9
7

1
1

9
8

パ
ー

ク
ド

ー
ム

熊
本

第
一

工
房

・
フ

ジ
タ

共
同

体
ふ
わ
っ

【
質

量
（
軽

）
】

屋
根

［
屋

根
］

架
け
る

〈
形

成
〉

4
2
6

1
9
9
7

1
1

1
9
7

あ
け

ぼ
の

子
ど

も
の

森
公

園
村

山
建

築
設

計
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

ム
ー
ミ
ン
パ
パ

［
建

築
全

体
］

座
る

〈
行

動
〉

4
2
7

1
9
9
7

1
1

2
2
2

日
本

野
鳥

の
会

鳥
と

緑
の

国
際

セ
ン

タ
ー

W
IN

G
時

空
遊

園
 日

本
野

鳥
の

会
ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

時
［
時

間
］

流
れ

〈
流

動
〉

4
2
8

1
9
9
7

1
2

1
1
2

酒
田

市
美

術
館

池
原

義
郎

ち
ら
っ

【
量

（
少

）
】

展
示
室

［
室

空
間

］
見
え
る

〈
視

認
〉

4
2
9

1
9
9
7

1
2

2
2
5

老
人

保
健

施
設

涼
風

苑
渡

辺
武

信
設

計
室

ぎ
り
ぎ
り

【
臨

界
性

（
大

）
】

療
養
室

［
室

空
間

］
押
さ
え
て

〈
制

御
〉

4
3
0

1
9
9
8

1
1
5
8

芦
屋

市
民

セ
ン

タ
ー

坂
倉

建
築

研
究

所
き
ち
ん

【
整

然
性

（
小

）
】

多
目
的
な
ロ
ビ
ー

［
室

空
間

］
独
立
し
て

〈
自

立
〉

4
3
1

1
9
9
8

1
1
5
8

芦
屋

市
民

セ
ン

タ
ー

坂
倉

建
築

研
究

所
き
ち
ん

【
整

然
性

（
小

）
】

竪
穴
区
画

［
領

域
］

設
置
す
る

〈
配

置
〉

4
3
2

1
9
9
8

1
1
5
8

芦
屋

市
民

セ
ン

タ
ー

坂
倉

建
築

研
究

所
き
ち
ん

【
整

然
性

（
小

）
】

竪
穴
区
画

［
領

域
］

な
っ
た

〈
形

成
〉

4
3
3

1
9
9
8

1
1
8
5

新
津

市
美

術
館

横
山

正
＋

ア
ル

セ
ッ

ド
建

築
研

究

所
び
っ
し
り

【
密

集
度

（
大

）
】

人
び
と

［
人

］
囲
ん
で

〈
包

容
〉
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4
3
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1
9
9
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6
9
5

天
竜

市
秋

野
不

矩
美

術
館

藤
森

照
信

＋
内

田
祥

士
（
習

作

舎
）

ボ
ッ

【
不

明
瞭

性
（
大

）
】
絵

［
調

度
品

］
浮
い
て
い
る

〈
浮

遊
〉

4
3
5

1
9
9
8

6
1
1
4

桜
座

ワ
ー

ク
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

平
地

［
地

形
］

下
り
な
が
ら

〈
降

下
〉

4
3
6

1
9
9
8

8
1
3
0

御
杖

小
学

校
青

木
淳

す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

テ
ン
ト
膜

［
構

造
］

覆
わ
れ
た

〈
包

容
〉

4
3
7

1
9
9
8

1
2

8
4

グ
ラ

ス
ハ

ウ
ス

横
河

健
＋

木
村

建
築

設
計

ス
ッ
ポ
リ

【
抵

抗
（
小
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屋
根

［
屋

根
］

覆
い

〈
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容
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4
3
8

1
9
9
9
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1
6
4

オ
フ

ィ
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赤

坂
平

倉
直
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建

築
設

計
た
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り

【
過
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性

（
小
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】

踊
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動

線
空

間
］
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〈
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保
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4
3
9

1
9
9
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1
7
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M

—
榛

の
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＋
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I・

R
ぽ
つ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

榛
の
森

［
植

物
］
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4
4
0

1
9
9
9

2
1
6
6

専
修

寺
納

骨
堂
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川
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築

設
計

ス
ッ
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（
小
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屋
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屋
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］
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〉
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1
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2
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保
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セ
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タ
ー
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バ
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タ
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築
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［
開
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］
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く

〈
開

放
〉

4
4
2

1
9
9
9

3
2
0
8

春
町

保
健

セ
ン

タ
ー
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春

町
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
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活
工

芸
館
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武
渾

秀
一
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用
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・
建

築
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市
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計

ゆ
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た
り
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］
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ー
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ソ
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築
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観
］
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在
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4
4
5
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9
9
9

6
1
6
9

音
戯

の
郷

堀
尾

佳
弘

建
築

研
究

所
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こ
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］
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立
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学
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本
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場

ぴ
っ
た
り

【
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］
重
な
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た

〈
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〉
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7
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9
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9
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学
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1
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B

 P
ar

is
岸

和
郎

＋

K
.A

S
S
O

C
IA

T
E
S
/
A

rc
h
it
e
c
ts

ほ
ん
の
り

【
量

（
少

）
】

光
［
光

］
粒
立
つ

〈
出

現
〉

4
5
4

2
0
0
0

6
1
5
7

節
黒

城
キ

ャ
ン

プ
場

コ
テ

ー
ジ

Ｃ

棟

石
井

大
五

／
フ

ュ
ー

チ
ャ

ー
ス

ケ
ー

プ
建

築
設

計
く
っ
き
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

建
物

［
建

築
全

体
］

浮
か
び
上
が
ら
せ
る

〈
上

昇
〉

4
5
5

2
0
0
0

8
2
0
8

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
研

究
棟

４
号

館

文
部

省
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

施
設

部
　

上
野

・
藤

井

建
築

研
究

所

ぼ
ん
や
り

【
不

明
瞭

性
（
大

）
】
研
究
室
の
振
子

［
調

度
品

］
浮
か
び
上
が
る

〈
上

昇
〉

4
5
6

2
0
0
0

1
2

1
2
2

む
い

か
い

ち
温

泉
「
ゆ

・
ら

・
ら

」
新

居
千

秋
都

市
建

築
設

計
ふ
わ
っ

【
質

量
（
軽

）
】

様
［
建

築
外

観
］

浮
か
び
上
が
る

〈
上

昇
〉

4
5
7

2
0
0
1

1
1
1
9

国
見

町
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
「
み

ん
な

ん
か

ん
」

塩
塚

隆
生

ア
ト

リ
エ

く
っ
き
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

輪
郭

［
輪

郭
］

出
す

〈
出

現
〉

4
5
8

2
0
0
1

3
1
6
4

S
H

IB
U

Y
A

-
A

X
み

か
ん

ぐ
み

ぎ
ら
ぎ
ら

【
明

度
（
強

力
）
】

C
D

［
調

度
品

］
反
射
し
て

〈
対

抗
〉

4
5
9

2
0
0
1

4
1
7
9

小
倉

・
岩

田
建

築
設

計
小

倉
基

弘
－

岩
田

伸
一

郎
や
ん
わ
り

【
軟

度
（
小

）
】

壁
［
壁

］
閉
じ
る

〈
閉

鎖
〉

4
6
0

2
0
0
1

5
1
9
9

ポ
ー

タ
ブ

ル
・
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

ー

K
H

-
2

み
か

ん
ぐ

み
ご
ろ
ご
ろ

【
質

量
（
重

）
】

「
Ｋ
Ｈ
-
１
」

［
建

築
全

体
］

転
が
し
て

〈
回

転
〉

4
6
1

2
0
0
1

7
1
2
7

楓
居

有
馬

裕
之

＋
U

rb
an

 F
o
u
rt

h
ば
ら
ば
ら

【
散

在
性

（
大

）
】

材
料

［
材

料
］

選
択
し
，
配
置
す
る

〈
配

置
〉

4
6
2

2
0
0
1

7
1
2
7

楓
居

有
馬

裕
之

＋
U

rb
an

 F
o
u
rt

h
ば
ら
ば
ら

【
散

在
性

（
大

）
】

使
用
材
料

［
材

料
］

張
ら
れ

〈
配

置
〉

4
6
3

2
0
0
1

9
8
8

東
京

ウ
ェ

ル
ズ

テ
ク

ニ
カ

ル
セ

ン

タ
ー

山
本

理
顕

設
計

工
場

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

人
［
人

］
座
れ
る

〈
行

動
〉

4
6
4

2
0
0
1

9
1
2
2

聖
籠

町
立

聖
籠

中
学

校
香

山
壽

夫
建

築
研

究
所

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

建
物

［
建

築
全

体
］

根
を
下
ろ
し

〈
安

定
〉

4
6
5

2
0
0
1

9
2
0
3

豊
田

ス
タ

ジ
ア

ム
黒

川
紀

章
ぎ
り
ぎ
り

【
臨

界
性

（
大

）
】

座
席
が

［
調

度
品

］
せ
ま
っ
て
お
り

〈
接

近
〉

4
6
6

2
0
0
1

1
0

9
2

直
島

・
家

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

「
き

ん
ざ

」

内
藤

礼
「
こ

の
こ

と
を

」

秋
元

雄
史

　
内

藤
礼

　
木

村
優

＋

ア
ー

ト
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
す
れ
す
れ

【
臨

界
性

（
小

）
】

光
［
光

］
地
面
に
差
し
こ
む

〈
進

入
〉

4
6
7

2
0
0
1

1
0

1
5
9

片
岡

代
台

幼
稚

園
の

改
装

乾
久

美
子

建
築

設
計

す
っ
か
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
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中
に
あ
る
も
の

［
内

部
空

間
］

見
え
て
い
る

〈
視

認
〉

4
6
8

2
0
0
1

1
1

1
3
4

国
立

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

記
念

青
少

年

総
合

セ
ン

タ
ー

　
第

Ⅱ
期

，
第

Ⅲ

期
他

国
土

交
通

省
関

東
地

方
整

備
局

営
繕

部
　

坂
倉

建
築

研
究

所
く
っ
き
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

光
［
光

］
強
調
さ
れ
て

〈
発

信
〉

4
6
9

2
0
0
1

1
1

1
3
4

国
立

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

記
念

青
少

年

総
合

セ
ン

タ
ー

　
第

Ⅱ
期

，
第

Ⅲ

期
他

国
土

交
通

省
関

東
地

方
整

備
局

営
繕

部
　

坂
倉

建
築

研
究

所
く
っ
き
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

影
［
陰

影
］

強
調
さ
れ
て

〈
発

信
〉

4
7
0

2
0
0
2

2
8
4

茨
城

県
立

図
書

館
（
旧

茨
城

県

議
会

議
事

堂
）

茨
城

県
土

木
部

営
繕

課
　

日
建

設
計

た
っ
ぷ
り

【
過

剰
性

（
小

）
】

天
井
高

［
寸

法
］

と
り
ま
し
た

〈
確

保
〉

4
7
1

2
0
0
2

2
1
8
8

春
風

館
二

井
清

治
建

築
研

究
所

ぴ
た
っ

【
付

着
度

（
小

）
】

床
［
床

］
吸
い
つ
き

〈
付

着
〉
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語

の
分

類
〉

4
7
2

2
0
0
2

3
1
7
5

B
O

R
Z
O

I
前

田
紀

貞
ア

ト
リ

エ
き
っ
ち
り

【
整

然
性

（
小

）
】

空
気
の
輪
郭

［
空

気
］

切
り
取
ら
れ
た

〈
切

取
〉

4
7
3

2
0
0
2

4
1
2
9

矢
賀

ス
ト

リ
ー

ト
甲

村
健

一
／

K
E
N

一
級

建
築

士

事
務

所
ギ
リ
ギ
リ

【
臨

界
性

（
大

）
】

壁
面

［
壁

］
建
て
た

〈
建

設
〉

4
7
4

2
0
0
2

4
1
2
9

矢
賀

ス
ト

リ
ー

ト
甲

村
健

一
／

K
E
N

一
級

建
築

士

事
務

所
ギ
リ
ギ
リ

【
臨

界
性

（
大

）
】

開
口

［
開

口
部

］
設
け
ら
れ
た

〈
配

置
〉

4
7
5

2
0
0
2

5
1
5
8

と
し

ま
え

ん
マ

ン
シ

ョ
ン

森
山

善
之

／
建

築
設

計
バ

ケ
ラ

ッ

タ
し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

箱
の
中
と
外
の
境
界
(
コ
ン

ベ
ヤ
ー
ベ
ル
ト
)

［
壁

］
区
切
ら
れ
て
い
る

〈
分

解
〉

4
7
6

2
0
0
2

5
1
7
4

県
営

住
宅

鳥
見

山
団

地
ス

タ
ジ

オ
建

築
計

画
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】

集
合
住
宅

［
建

築
全

体
］

し
〈
形

成
〉

4
7
7

2
0
0
2

7
6
9

司
馬

遼
太

郎
記

念
館

安
藤

忠
雄

ぼ
ん
や
り

【
不

明
瞭

性
（
大

）
】
外
の
光

［
光

］
写
し
出
す

〈
発

信
〉

4
7
8

2
0
0
3

1
8
9

白
雪

の
診

療
所

坂
本

昭
・
設

計
工

房
C

A
S
A

し
ん
し
ん

【
衝

撃
（
小

）
】

雪
［
水

］
降
る

〈
降

下
〉

4
7
9

2
0
0
3

1
1
5
1

う
お

が
し

銘
茶

・
銀

座
店

「
茶

・
銀

座
」

野
沢

正
光

建
築

工
房

　
高

取
空

間
計

画
ぼ
ん
や
り

【
不

明
瞭

性
（
大

）
】
外
光

［
光

］
入
り

〈
進

入
〉

4
8
0

2
0
0
3

3
1
8
4

T
O

D
’
S
 表

参
道

ビ
ル

伊
東

豊
雄

建
築

設
計

き
っ
ち
り

【
整

然
性

（
小

）
】

数
枚
の
仕
切
り
板

［
壁

］
差
し
込
ま
れ
て
い
る

〈
進

入
〉

4
8
1

2
0
0
3

3
1
8
4

T
O

D
’
S
 表

参
道

ビ
ル

伊
東

豊
雄

建
築

設
計

事
務

所
し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

箱
［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

安
定
し
て
い
る

〈
安

定
〉

4
8
2

2
0
0
3

4
2
0
3

S
N

ハ
ウ

ス
長

谷
川

逸
子

グ
ル
グ
ル

【
巻

き
方

（
大

）
】

戸
建
て
住
宅

［
建

築
全

体
］

回
し
て
重
ね
た

〈
回

転
〉

4
8
3

2
0
0
3

5
1
2
1

ル
イ

・
ヴ

ィ
ト

ン
高

知
店

乾
久

美
子

建
築

設
計

　
L
O

U
IS

V
U

IT
T
O

N
 M

A
L
L
E
T
IE

R
エ

イ
チ

ア
ン

ド
エ

イ

が
ら
り

【
量

（
多

）
】

外
観

［
建

築
外

観
］

変
化
し

〈
変

容
〉

4
8
4

2
0
0
3

5
1
2
1

ル
イ

・
ヴ

ィ
ト

ン
高

知
店

乾
久

美
子

建
築

設
計

事
務

所

L
O

U
IS

 V
U

IT
T
O

N
 M

A
L
L
E
T
IE

R

エ
イ

チ
ア

ン
ド

エ
イ

ぼ
ん
や
り

【
不

明
瞭

性
（
大

）
】
パ
タ
ー
ン

［
輪

郭
］

浮
か
び
上
が
ら
せ

〈
上

昇
〉

4
8
5

2
0
0
3

5
1
7
9

コ
ウ

ヅ
キ

キ
ャ

ピ
タ

ル
イ

ー
ス

ト
日

建
設

計
す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】

建
物
コ
ー
ナ
ー
部

［
デ

ィ
テ

ー
ル

］
見
せ
る

〈
視

認
〉

4
8
6

2
0
0
3

7
1
0
9

フ
ォ

レ
ス

ト
益

子
内

藤
廣

す
っ
か
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

建
物

［
建

築
全

体
］

落
ち
着
い
て

〈
安

息
〉

4
8
7

2
0
0
3

7
1
0
9

フ
ォ

レ
ス

ト
益

子
内

藤
廣

す
っ
か
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

周
囲
の
環
境

［
周

辺
環

境
］

落
ち
着
い
て

〈
安

息
〉

4
8
8

2
0
0
3

8
7
1

大
地

の
芸

術
祭

　
越

後
妻

有
ア

ー

ト
ト

リ
エ

ン
ナ

ー
レ

2
0
0
3
　

越
後

松

之
山

「
森

の
学

校
」
キ

ョ
ロ

ロ

手
塚

貴
晴

＋
手

塚
由

比
　

池
田

昌
弘

／
手

塚
建

築
研

究
所

＋
武

蔵
野

工
業

大
学

手
塚

研
究

室
＋

M
IA

S

く
ね
く
ね

【
弛

緩
性

（
小

）
】

空
間

［
内

部
空

間
］

連
続
し
た

〈
連

続
〉

4
8
9

2
0
0
3

9
6
3

福
井

県
立

図
書

館
・
文

書
館

槇
文

彦
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

来
館
者

［
人

］
閲
覧
し

〈
視

認
〉
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建
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N
o
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掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
擬

態
語
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記

述
例

【
基

本
義
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分

類
】

主
体
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記

述
例

［
主

体
の

分
類

］
規

定
語

の
記

述
例

〈
規

定
語

の
分

類
〉

4
9
0

2
0
0
3

9
1
9
7

上
中

里
の

集
合

住
宅

―
―

S
8
ap

．
川

辺
直

哉
し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

耐
力
壁

［
構

造
］

配
置
す
る

〈
配

置
〉

4
9
1

2
0
0
3

1
0

1
3
8

汐
留

メ
デ

ィ
ア

タ
ワ

ー
K
A

J
IM

A
 D

E
S
IG

N
ぐ
る
り

【
巻

き
方

（
大

）
】

全
客
室

［
室

空
間

］
配
し
た

〈
配

置
〉

4
9
2

2
0
0
3

1
0

1
3
8

汐
留

メ
デ

ィ
ア

タ
ワ

ー
K
A

J
IM

A
 D

E
S
IG

N
し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

高
層
ビ
ル

［
建

築
全

体
］

建
つ

〈
建

設
〉

4
9
3

2
0
0
3

1
2

1
0
4

な
ん

ば
パ

ー
ク

ス
（
1
期

）

日
建

設
計

　
大

林
組

本
店

一
級

建
築

士
事

務
所

　
ジ

ャ
ー

デ
ィ

･

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

・
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

ど
ん
ど
ん

【
加

速
度

（
大

）
】

店
舗

［
建

築
全

体
］

変
化
す
る

〈
変

容
〉

4
9
4

2
0
0
3

1
2

1
6
1

行
燈

旅
館

〈
内

〉
と

〈
外

〉
の

間
X
III

早
稲

田
大

学
入

江
正

之
研

究
室

＋
D

．
F
．

I
ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

光
［
光

］
伝
わ
っ
て

〈
連

続
〉

4
9
5

2
0
0
4

1
1
0
5

馬
車

道
駅

鉄
道

建
設

・
運

輸
施

設
整

備
支

援

機
構

鉄
道

建
設

本
部

東
京

支
社

内
藤

廣

ど
ん
ど
ん

【
加

速
度

（
大

）
】

空
間

［
内

部
空

間
］

実
体
を
失
う

〈
消

失
〉

4
9
6

2
0
0
4

2
8
9

日
本

基
督

教
団

香
山

壽
夫

建
築

研
究

所
＋

進
藤

圭
介

建
築

研
究

所
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

座
席
配
置

［
調

度
品

］
囲
む

〈
包

容
〉

4
9
7

2
0
0
4

3
1
0
0

安
養

寺
木

造
阿

弥
陀

如
来

坐
像

収
蔵

施
設

隈
研

吾
ド
ロ
ド
ロ

【
粘

性
（
強

）
】

材
料

［
材

料
］

つ
な
が
っ
た

〈
結

合
〉

4
9
8

2
0
0
4

3
1
7
1

調
布

の
集

合
住

宅
B

西
沢

大
良

ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

ラ
イ
ト
ル
ー
ム

［
室

空
間

］
発
光
し
た
り

〈
発

信
〉

4
9
9

2
0
0
4

3
1
7
1

調
布

の
集

合
住

宅
B

西
沢

大
良

ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

ラ
イ
ト
ル
ー
ム

［
室

空
間

］
明
滅
す
る

〈
流

動
〉

5
0
0

2
0
0
4

4
1
7
7

大
東

文
化

大
学

　
板

橋
キ

ャ
ン

パ

ス
（
第

１
期

）
中

央
棟

・
図

書
館

／

３
号

館

中
村

勉
、

山
本

・
堀

ア
ー

キ
テ

ク
ツ

設
計

共
同

体
ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

空
気

［
空

気
］

放
出
さ
れ

〈
排

出
〉

5
0
1

2
0
0
4

4
1
8
4

国
営

越
後

丘
陵

公
園

　
花

と
緑

長
建

設
計

ゴ
ロ
リ

【
質

量
（
重

）
】

(
利
用
者
)

［
人

］
横
に
な
る

〈
回

転
〉

5
0
2

2
0
0
4

6
1
9
2

O
ff
ic

e
 o

f 
R

yu
e
 N

is
h
iz

aw
a

西
沢

立
衛

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

平
面
全
体

［
平

面
形

］
分
割
し

〈
分

解
〉

5
0
3

2
0
0
4

7
1
1
9

L
ic

h
tb

ru
c
ke

山
本

理
顕

＆
ベ

ー
ダ

・
フ

ェ
ス

ラ
ー

＋
ミ

ー
シ

ャ
・
ク

バ
ル

ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

帯
［
調

度
品

］
巻
き
上
げ
ら
れ
る

〈
包

容
〉

5
0
4

2
0
0
4

8
5
6

ニ
ュ

ー
イ

ー
ス

ト
・
ピ

ッ
コ

ラ
ロ

ト
ン

ダ
池

原
義

郎
　

西
武

建
設

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

屋
根

［
屋

根
］

ア
ー
チ
状
で

〈
湾

曲
〉

5
0
5

2
0
0
4

8
1
9
1

倉
敷

市
営

中
庄

団
地

第
2
期

ス
タ

ジ
オ

建
築

計
画

・
倉

敷
建

築

設
計

セ
ン

タ
ー

企
業

体
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】

小
さ
い
単
位
の
建
物

［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

な
る
よ
う
に
置
い
て
い
っ
た

〈
配

置
〉

5
0
6

2
0
0
4

1
0

1
1
8

立
正

大
学

総
合

学
術

情
報

セ
ン

タ
ー

石
本

建
築

事
務

所
す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】

天
井

［
天

井
］

デ
ザ
イ
ン
と
し
た

〈
計

画
〉

5
0
7

2
0
0
4

1
1

1
0
3

第
二

吉
本

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

竹
中

工
務

店
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

時
間

［
時

間
］

流
れ

〈
流

動
〉
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る

建
築
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N
o
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掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
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者
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態
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述
例

【
基

本
義
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類
】

主
体
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記

述
例

［
主

体
の

分
類

］
規

定
語

の
記

述
例

〈
規

定
語

の
分

類
〉

5
0
8

2
0
0
4

1
1

1
0
7

L
O

U
IS

 V
U

IT
T
O

N
 O

S
A

K
A

H
IL

T
O

N
 P

L
A

Z
A

乾
久

美
子

建
築

設
計

 L
O

U
IS

V
U

IT
T
O

N
 M

A
L
L
E
R

T
IE

R
 エ

イ

チ
ア

ン
ド

エ
イ

す
っ
か
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

デ
ィ
テ
ー
ル

［
デ

ィ
テ

ー
ル

］
覆
い
隠
し
て
い
る

〈
隠

蔽
〉

5
0
9

2
0
0
4

1
1

1
2
0

昭
島

の
ハ

ウ
ス

西
沢

大
良

ぐ
る
っ

【
巻

き
方

（
大

）
】

ワ
ン
ル
ー
ム

［
室

空
間

］
広
が
り

〈
拡

張
〉

5
1
0

2
0
0
4

1
1

1
2
2

昭
島

の
ハ

ウ
ス

西
沢

大
良

ぐ
る
っ

【
巻

き
方

（
大

）
】

山
並
み

［
地

形
］

見
え
る

〈
視

認
〉

5
1
1

2
0
0
4

1
1

1
2
2

昭
島

の
ハ

ウ
ス

西
沢

大
良

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

木
材

［
材

木
］

覆
う

〈
包

容
〉

5
1
2

2
0
0
4

1
1

1
3
1

黒
犬

荘
塚

本
由

晴
＋

貝
島

桃
代

／
ア

ト
リ

エ
・
ワ

ン
ぴ
た
り

【
付

着
度

（
小

）
】

空
間

［
室

空
間

］
納
ま
る

〈
包

容
〉

5
1
3

2
0
0
4

1
2

1
7
1

つ
く
ば

エ
ク

ス
プ

レ
ス

「
柏

た
な

か

駅
」

渡
辺

誠
／

ア
ー

キ
テ

ク
ツ

オ
フ

ィ

ス
ふ
わ
り

【
質

量
（
軽

）
】

一
部

［
周

辺
環

境
］

膨
ら
ん
で

〈
拡

張
〉

5
1
4

2
0
0
4

1
2

1
8
5

三
菱

未
来

館
＠

e
ar

th
三

菱
地

所
設

計
ぐ
る
ぐ
る

【
巻

き
方

（
大

）
】

壁
［
壁

］
巻
き

〈
回

転
〉

5
1
5

2
0
0
4

1
2

1
8
5

三
菱

未
来

館
＠

e
ar

th
三

菱
地

所
設

計
ぐ
る
ぐ
る

【
巻

き
方

（
大

）
】

壁
［
壁

］
登
っ
て
行
く

〈
上

昇
〉

5
1
6

2
0
0
4

1
2

1
8
5

三
菱

未
来

館
＠

e
ar

th
三

菱
地

所
設

計
ぐ
る
ぐ
る

【
巻

き
方

（
大

）
】

壁
［
壁

］
巻
き

〈
回

転
〉

5
1
7

2
0
0
5

1
1
7
9

新
八

代
駅

前
モ

ニ
ュ

メ
ン

ト
乾

久
美

子
建

築
設

計
ど
ん
ど
ん

【
加

速
度

（
大

）
】

穴
［
開

口
部

］
透
け
て
い
く

〈
消

失
〉

5
1
8

2
0
0
5

2
1
0
6

L
iF

鈴
木

恂
＋

A
M

S
／

内
木

博
喜

高
柳

英
明

ぐ
る
り

【
巻

き
方

（
大

）
】

F
型

［
平

面
形

］
め
ぐ
る

〈
包

容
〉

5
1
9

2
0
0
5

2
1
3
4

藤
本

壮
介

藤
本

壮
介

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ

【
散

在
性

（
小

）
】

ボ
リ
ュ
ー
ム

［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

な
っ
て
い
る

〈
形

成
〉

5
2
0

2
0
0
5

2
1
5
3

眺
望

を
内

部
に

引
き

込
ん

だ
リ

ゾ
ー

ト
マ

ン
シ

ョ
ン

の
改

修
フ

ィ
ズ

　
S
U

P
E
R

-
O

S
 吉

村
靖

孝
ず
る
ず
る

【
抵

抗
（
大

）
】

ワ
ン
ル
ー
ム

［
室

空
間

］
つ
な
が
る

〈
結

合
〉

5
2
1

2
0
0
5

2
1
8
2

n
-
H

A
1
 フ

ォ
レ

シ
テ

ィ
東

麻
布

國
分

昭
子

＋
池

田
靖

史
／

IK
D

S
み
っ
ち
り

【
密

集
度

（
小

）
】

ボ
リ
ュ
ー
ム

［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

詰
ま
っ
て

〈
充

填
〉

5
2
2

2
0
0
5

2
2
1
2

グ
ラ

ン
ド

メ
ゾ

ン
白

壁
櫻

明
荘

坂
倉

建
築

研
究

所
ち
ら
っ

【
量

（
少

）
】

櫻
明
荘

［
建

築
全

体
］

見
え
る

〈
視

認
〉

5
2
3

2
0
0
5

2
2
1
2

グ
ラ

ン
ド

メ
ゾ

ン
白

壁
櫻

明
荘

坂
倉

建
築

研
究

所
ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

櫻
明
荘

［
建

築
全

体
］

静
ま
り
か
え
っ
た

〈
静

寂
〉

5
2
4

2
0
0
5

3
9
1

青
山

ビ
ル

改
修

（
エ

ス
コ

ル
テ

青

山
）

隈
研

吾
サ
ク
サ
ク

【
抵

抗
（
小

）
】

身
体

［
人

］
小
走
り

〈
行

動
〉

5
2
5

2
0
0
5

3
9
1

青
山

ビ
ル

改
修

（
エ

ス
コ

ル
テ

青

山
）

隈
研

吾
建

築
都

市
設

計
事

務
所
マ
ッ
タ
リ

【
弛

緩
性

（
小

）
】

身
体

［
人

］
た
た
ず
む

〈
存

在
〉

5
2
6

2
0
0
5

3
1
5
2

ル
ナ

　
デ

ィ
　

エ
ミ

ー
レ

　
表

参
道

ビ
ル

岸
和

郎

+
K
.A

S
S
O

C
IA

T
E
S
/
A

rc
h
it
e
c
ts
ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

間
接
照
明

［
光

］
変
化
し
て
ゆ
く

〈
変

容
〉

5
2
7

2
0
0
5

4
1
6
5

IS
S
E
Y
 M

IY
A

K
E

棚
瀬

純
建

築
設

計
ポ
ン
ポ
ン

【
衝

撃
（
小

）
】

ボ
リ
ュ
ー
ム

［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

置
か
れ
る

〈
配

置
〉
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N
o
.

掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
】

主
体

の
記

述
例

［
主

体
の

分
類

］
規

定
語

の
記

述
例

〈
規

定
語

の
分

類
〉

5
2
8

2
0
0
5

4
1
8
8

亀
や

龍
宮

殿
S
U

P
E
R

-
O

S
 吉

村
靖

孝
ぎ
り
ぎ
り

【
臨

界
性

（
大

）
】

天
井

［
天

井
］

下
げ

〈
降

下
〉

5
2
9

2
0
0
5

5
7
6

鬼
石

多
目

的
ホ

ー
ル

妹
島

和
世

ど
ん
ど
ん

【
加

速
度

（
大

）
】

棟
［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

も
の
に
な
り

〈
変

容
〉

5
3
0

2
0
0
5

5
7
7

鬼
石

多
目

的
ホ

ー
ル

妹
島

和
世

建
築

設
計

事
務

所
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】

3
つ
の
固
ま
り

［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

に
も
見
え
る

〈
視

認
〉

5
3
1

2
0
0
5

5
1
6
9

2
0
0
5
年

日
本

国
際

博
覧

会
　

企

業
パ

ビ
リ

オ
ン

ゾ
ー

ン
A

　
三

菱
未

来
館

＠
e
ar

th

三
菱

地
所

設
計

ぐ
る
ぐ
る

【
巻

き
方

（
大

）
】

壁
［
壁

］
巻
か
れ
た

〈
回

転
〉

5
3
2

2
0
0
5

5
1
6
9

2
0
0
6
年

日
本

国
際

博
覧

会
　

企

業
パ

ビ
リ

オ
ン

ゾ
ー

ン
A

　
三

菱
未

来
館

＠
e
ar

th

三
菱

地
所

設
計

ぐ
る
ぐ
る

【
巻

き
方

（
大

）
】

壁
［
壁

］
登
っ
て
行
く

〈
上

昇
〉

5
3
3

2
0
0
5

6
8
9

ミ
ラ

ノ
サ

ロ
ー

ネ
の

L
E
X
U

S
会

場

構
成

石
上

純
也

す
っ
か
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】

霧
［
水

］
晴
れ
て

〈
変

容
〉

5
3
4

2
0
0
5

8
1
9
9

う
つ

の
み

や
ア

パ
ー

ト
メ

ン
ト

田
口

知
子

建
築

設
計

ジ
グ
ザ
グ

【
折

れ
方

（
強

）
】

壁
［
壁

］
立
ち
上
げ

〈
建

設
〉

5
3
5

2
0
0
5

9
1
1
3

公
立

は
こ

だ
て

未
来

大
学

研
究

棟

山
本

理
顕

設
計

工
場

・
函

館
建

築

設
計

管
理

事
業

共
同

組
合

共
同

企
業

体

ボ
ヤ
っ

【
不

明
瞭

性
（
大

）
】
外
側

［
建

築
外

観
］

見
え
た
り

〈
視

認
〉

5
3
6

2
0
0
5

9
1
4
8

K
R

U
G

 X
 K

U
M

A
 =

 ∞
〈
無

限
大

〉

K
X
K

隈
研

吾
フ
ニ
ャ
フ
ニ
ャ

【
弛

緩
性

（
小

）
】

建
築

［
建

築
全

体
］

動
く

〈
変

容
〉

5
3
7

2
0
0
5

9
1
4
8

K
R

U
G

 X
 K

U
M

A
 =

 ∞
〈
無

限
大

〉

K
X
K

隈
研

吾
フ
ニ
ャ
フ
ニ
ャ

【
弛

緩
性

（
小

）
】

建
築

［
建

築
全

体
］

変
わ
る

〈
変

容
〉

5
3
8

2
0
0
5

9
1
4
8

K
R

U
G

 X
 K

U
M

A
 =

 ∞
〈
無

限
大

〉

K
X
K

隈
研

吾
フ
ニ
ャ
フ
ニ
ャ

【
弛

緩
性

（
小

）
】

全
体

［
建

築
全

体
］

動
く

〈
流

動
〉

5
3
9

2
0
0
5

1
2

1
1
3

八
街

の
家

新
関

謙
一

郎
し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

建
物

［
建

築
全

体
］

根
付
く

〈
安

定
〉

5
4
0

2
0
0
5

1
2

1
2
9

川
崎

の
ハ

ウ
ス

西
沢

大
良

ぐ
る
っ

【
巻

き
方

（
大

）
】

緑
地
の
桜

［
植

物
］

映
り
込
ん
で
い
る
．

〈
進

入
〉

5
4
1

2
0
0
6

1
1
5
2

t-
ro

o
m

隈
研

吾
ブ
ヨ
ブ
ヨ

【
弛

緩
性

（
大

）
】

空
気
膜
構
造
体

［
構

造
］

変
化
す
る

〈
変

容
〉

5
4
2

2
0
0
6

2
1
0
5

奈
良

県
立

図
書

情
報

館
日

本
設

計
・
桝

谷
設

計
設

計
共

同

体
　

奈
良

県
土

木
部

営
繕

課
し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

空
間

［
室

空
間

］
位
置
付
け
る

〈
配

置
〉

5
4
3

2
0
0
6

2
1
3
8

成
城

五
丁

目
タ

ウ
ン

ハ
ウ

ス

S
E
IJ

Y
O

T
O

W
N

 H
O

U
S
E

P
R

O
J
E
C

T

山
本

・
堀

ア
ー

キ
テ

ク
ツ

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

住
環
境

［
周

辺
環

境
］

建
ち
並
ぶ

〈
建

設
〉

5
4
4

2
0
0
6

2
1
4
7

Ｂ
棟

石
黒

由
紀

建
築

設
計

ぷ
く
っ

【
膨

張
性

（
小

）
】

階
段
室

［
動

線
空

間
］

押
し
出
さ
れ
た

〈
突

出
〉

5
4
5

2
0
0
6

2
1
5
6

pa
n
da

（
桜

ア
パ

ー
ト

メ
ン

ト
）

ス
キ

ー
マ

建
築

計
画

ほ
ん
の
り

【
量

（
少

）
】

風
景

［
風

景
］

現
れ
る

〈
出

現
〉



資
料

編
　

第
３

章
　

建
築

物
の

言
語

描
写

の
擬

態
語

表
現

に
お

け
る

建
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物
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N
o
.

掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
】

主
体

の
記

述
例

［
主

体
の

分
類

］
規

定
語

の
記

述
例

〈
規

定
語

の
分

類
〉

5
4
6

2
0
0
6

2
2
2
0

カ
ー

サ
ブ

リ
ラ

ン
テ

代
々

木
公

園
内

田
デ

ザ
イ

ン
研

究
所

　
マ

ツ
ム

ラ
ア

ー
キ

テ
ク

ツ
キ
リ
リ

【
緊

張
度

（
小

）
】

三
角
形
の
鋭
角
部

［
輪

郭
］

建
ち
上
が
っ
た

〈
存

在
〉

5
4
7

2
0
0
6

6
1
3
1

茶
室

　
徹

藤
森

照
信

＋
大

嶋
信

道
(大

嶋
ア

ト
リ

エ
)

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

脚
［
構

造
］

接
合

〈
結

合
〉

5
4
8

2
0
0
6

6
1
3
1

茶
室

　
徹

藤
森

照
信

＋
大

嶋
信

道
(大

嶋
ア

ト
リ

エ
)

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

箱
［
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
］

接
合

〈
結

合
〉

5
4
9

2
0
0
6

6
1
3
8

ラ
イ

カ
銀

座
店

岸
和

郎
＋

K
.A

S
S
O

C
IA

T
E
S
/
E
X
ぼ
ん
や
り

【
不

明
瞭

性
（
大

）
】
展
示

［
調

度
品

］
見
え
る

〈
視

認
〉

5
5
0

2
0
0
6

7
7
7

ち
ょ

っ
蔵

広
場

隈
研

吾
建

築
都

市
設

計
事

務
所
す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

メ
ッ
シ
ュ

［
構

造
］

覆
わ
れ
る

〈
包

容
〉

5
5
1

2
0
0
6

7
8
1

宝
積

寺
駅

グ
リ

ー
ン

シ
ェ

ル
タ

ー
隈

研
吾

き
ら
き
ら

【
明

度
（
鋭

）
】

こ
の
作
品

［
建

築
全

体
］

輝
い
て

〈
発

信
〉

5
5
2

2
0
0
6

7
8
1

宝
積

寺
駅

グ
リ

ー
ン

シ
ェ

ル
タ

ー
隈

研
吾

建
築

都
市

設
計

事
務

所
ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

シ
ス
テ
ム

［
構

造
］

還
る

〈
後

退
〉

5
5
3

2
0
0
6

8
7
7

K
E
M

aa
t＋

ヨ
コ

ミ
ゾ

マ
コ

ト
建

築
設

計
ガ
タ
ガ
タ

【
凹

凸
（
大

）
】

フ
ァ
サ
ー
ド
(
西
面
)

［
建

築
外

観
］

な
る

〈
形

成
〉

5
5
4

2
0
0
6

9
1
1
3

県
立

ぐ
ん

ま
昆

虫
の

森
　

昆
虫

観

察
館

安
藤

忠
雄

キ
ラ
キ
ラ

【
明

度
（
鋭

）
】

ド
ー
ム

［
屋

根
］

光
る

〈
発

信
〉

5
5
5

2
0
0
6

1
0

7
6

ト
レ

ド
美

術
館

ガ
ラ

ス
パ

ビ
リ

オ
ン

妹
島

和
世

＋
西

沢
立

衛
／

S
A

N
N

A
　

K
E
N

D
A

L
L
/
H

E
A

T
O

N

A
S
S
O

C
IA

T
E
S

く
る
っ

【
巻

き
方

（
小

）
】

(
カ
ー
ブ
ラ
イ
ン
)

［
平

面
形

］
く
る
む

〈
包

容
〉

5
5
6

2
0
0
6

1
0

7
6

ト
レ

ド
美

術
館

ガ
ラ

ス
パ

ビ
リ

オ
ン

妹
島

和
世

＋
西

沢
立

衛
／

S
A

N
N

A
　

K
E
N

D
A

L
L
/
H

E
A

T
O

N

A
S
S
O

C
IA

T
E
S

く
る
り

【
巻

き
方

（
小

）
】

(
ラ
イ
ン
)

［
壁

］
く
る
ん
で

〈
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ら

【
散

在
性

（
大

）
】

屋
外
の
緑

［
色

彩
］

浮
か
ん
で
い
る

〈
浮

遊
〉
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N
o
.

掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
】

主
体

の
記

述
例

［
主

体
の

分
類

］
規

定
語

の
記

述
例

〈
規

定
語

の
分

類
〉

6
0
2

2
0
0
8

1
0

6
5

千
本

松
沼

津
倶

楽
部

渡
辺

明
設

計
び
っ
し
り

【
密

集
度

（
大

）
】

ス
ギ
材

［
材

木
］

並
べ

〈
配

列
〉

6
0
3

2
0
0
8

1
0

6
5

千
本

松
沼

津
倶

楽
部

渡
辺

明
設

計
び
っ
し
り

【
密

集
度

（
大

）
】

ス
ギ
材

［
材

木
］

見
せ
て
い
る

〈
視

認
〉

6
0
4

2
0
0
8

1
0

6
5

千
本

松
沼

津
倶

楽
部

渡
辺

明
設

計
ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

茶
亭
建
築

［
建

築
全

体
］

佇
み

〈
存

在
〉

6
0
5

2
0
0
8

1
1

6
3

マ
ン

ハ
ッ

タ
ン

の
ペ

ン
ト

ハ
ウ

ス
Ⅱ

安
藤

忠
雄

　
G

o
e
ff
re

y 
F
re

e
m

an

A
rc

h
it
e
c
ts

ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

住
空
間

［
領

域
］

佇
み
な
が
ら

〈
存

在
〉

6
0
6

2
0
0
8

1
1

9
9

カ
タ

ガ
ラ

ス
の

家
武

井
誠

＋
鍋

島
千

恵
／

T
N

A
ギ
リ
ギ
リ

【
臨

界
性

（
大

）
】

周
囲
の
建
物

［
周

辺
環

境
］

建
っ
て
お
り

〈
存

在
〉

6
0
7

2
0
0
8

1
1

1
0
7

鎌
倉

の
杜

室
伏

次
郎

／
ス

タ
ジ

オ
　

ア
ル

テ
ッ

ク
ぼ
ん
や
り

【
不

明
瞭

性
（
大

）
】
空
間

［
内

部
空

間
］

う
か
が
え
て

〈
視

認
〉

6
0
8

2
0
0
8

1
1

1
1
5

第
1
1
回

ヴ
ェ

ネ
チ

ア
・
ビ

エ
ン

ナ
ー

レ
建

築
展

　
日

本
館

展
示

石
上

純
也

き
ら
き
ら

【
明

度
（
鋭

）
】

光
［
光

］
輝
く

〈
発

信
〉

6
0
9

2
0
0
8

1
2

8
2

青
山

O
M

-
S
Q

U
A

R
E

三
井

不
動

産
　

清
水

建
設

　
佐

藤

尚
巳

建
築

研
究

所
ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

通
路

［
動

線
空

間
］

カ
ー
ブ
し
て

〈
湾

曲
〉

6
1
0

2
0
0
9

1
1
3
3

コ
ー

ル
ハ

ウ
ス

藤
森

照
信

＋
速

水
清

孝
グ
ル
リ

【
巻

き
方

（
大

）
】

床
か
ら
天
井

［
床

］
続
く

〈
連

続
〉

6
1
1

2
0
0
9

1
1
3
3

コ
ー

ル
ハ

ウ
ス

藤
森

照
信

＋
速

水
清

孝
グ
ル
リ

【
巻

き
方

（
大

）
】

床
か
ら
天
井

［
天

井
］

続
く

〈
連

続
〉

6
1
2

2
0
0
9

1
1
3
8

宇
都

宮
の

ハ
ウ

ス
西

沢
大

良
キ
ラ
キ
ラ

【
明

度
（
鋭

）
】

キ
ッ
チ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

［
調

度
品

］
輝
き

〈
発

信
〉

6
1
3

2
0
0
9

1
1
3
8

宇
都

宮
の

ハ
ウ

ス
西

沢
大

良
ギ
リ
ギ
リ

【
臨

界
性

（
大

）
】

床
［
床

］
仕
上
げ

〈
加

工
〉

6
1
4

2
0
0
9

1
1
6
8

Y
K
K
黒

部
事

業
所

ラ
ン

ド
ス

ケ
ー

プ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
　

丸
屋

根
展

示
館

健
康

管
理

セ
ン

タ
ー

　
古

御
堂

守

衛
所

大
野

秀
敏

+
吉

田
明

弘
／

A
P

L
dw

ラ
ン

ド
ス

ケ
ー

プ
デ

ザ
イ

ン
　

オ
ン

サ
イ

ト
計

画
設

計

ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

建
築

［
建

築
全

体
］

身
を
沈
め
て

〈
溶

込
〉

6
1
5

2
0
0
9

3
8
9

西
町

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
ス

ク
ー

ル
　

八
城

メ
デ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

戸
室

令
子

＋
中

村
研

一
ぎ
り
ぎ
り

【
臨

界
性

（
大

）
】

外
壁

［
壁

］
建
て
な
い
と

〈
建

設
〉

6
1
6

2
0
0
9

3
1
1
7

オ
ポ

ジ
ッ

ト
ハ

ウ
ス

隈
研

吾
ぴ
し
っ

【
緊

張
度

（
小

）
】

膜
［
壁

］
張
っ
た
り

〈
引

張
〉

6
1
7

2
0
0
9

3
1
2
6

オ
ポ

ジ
ッ

ト
ハ

ウ
ス

隈
研

吾
ガ
チ
ガ
チ

【
硬

度
（
大
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】

建
築
の
皮
膚

［
建

築
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観
］

角
質
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し
て
し
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容
〉

6
1
8
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0
0
9

3
1
2
7
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ポ

ジ
ッ

ト
ハ
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隈
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ボ
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リ
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］
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成
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6
1
9

2
0
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9

4
1
4
0

こ
ど

も
の

城
池

田
設

計
＋

千
葉

学
の
び
の
び
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弛
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性

（
小

）
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子
ど
も
た
ち
は

［
人

］
走
り
回
り

〈
行

動
〉

6
2
0

2
0
0
9

4
1
7
1

ア
ト

モ
ス

フ
ィ

ア
　

東
京

室
内

歌
劇

場
公

演
オ

ペ
ラ

「
ル

・
グ

ラ
ン

・
マ

カ
ー

ブ
ル

」
舞

台
美

術

中
村

竜
治

建
築

設
計

ば
ら
ば
ら

【
散

在
性

（
大

）
】

1
0
本
の
バ
ト
ン

［
調

度
品

］
動
か
す

〈
流

動
〉
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6
2
1

2
0
0
9

4
1
7
1

ア
ト

モ
ス

フ
ィ

ア
　

東
京

室
内

歌
劇

場
公

演
オ

ペ
ラ

「
ル

・
グ

ラ
ン

・
マ

カ
ー

ブ
ル

」
舞

台
美

術

中
村

竜
治

建
築

設
計

ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

リ
ボ
ン
全
体
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

［
調

度
品

］
移
動
し
た
り

〈
行

動
〉

6
2
2

2
0
0
9

4
1
7
1

ア
ト

モ
ス

フ
ィ

ア
　

東
京

室
内

歌
劇

場
公

演
オ

ペ
ラ

「
ル

・
グ

ラ
ン

・
マ

カ
ー

ブ
ル

」
舞

台
美

術

中
村

竜
治

建
築

設
計

ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

リ
ボ
ン
全
体
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

［
調

度
品

］
変
形
さ
せ
る

〈
変

容
〉

6
2
3

2
0
0
9

5
7
0

R
IB

B
O

N
s/

台
中

野
外

劇
場

渡
辺

誠
／

ア
ー

キ
テ

ク
ツ

オ
フ

ィ

ス
　

J
.C

.Y
an

g 
A

rc
h
it
e
c
t 

an
d

A
ss

o
c
ia

te
s

ひ
ら
ひ
ら

【
捲

れ
方

（
弱

）
】

リ
ボ
ン
（
壁
/
天
蓋
）

［
天

井
］

連
続
し
な
が
ら

〈
連

続
〉

6
2
4

2
0
0
9

5
7
0

R
IB

B
O

N
s/

台
中

野
外

劇
場

渡
辺

誠
／

ア
ー

キ
テ

ク
ツ

オ
フ

ィ

ス
　

J
.C

.Y
an

g 
A

rc
h
it
e
c
t 

an
d

A
ss

o
c
ia

te
s

ひ
ら
ひ
ら

【
捲

れ
方

（
弱

）
】

リ
ボ
ン
（
壁
/
天
蓋
）

［
壁

］
連
続
し
な
が
ら

〈
連

続
〉

6
2
5

2
0
0
9

5
1
0
7

ID
IC

岩
手

暖
房

イ
ン

フ
ォ

メ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー

彦
根

ア
ン

ド
レ

ア
　

彦
根

建
築

設

計
た
っ
ぷ
り

【
過

剰
性

（
小

）
】

太
陽
熱

［
熱

］
採
り
込
み

〈
包

容
〉

6
2
6

2
0
0
9

5
1
5
8

F
-
S
P

A
C

E
石

黒
由

紀
ぽ
ん

【
衝

撃
（
小

）
】

建
物

［
建

築
全

体
］

差
し
出
さ
れ
た

〈
突

出
〉

6
2
7

2
0
0
9

5
1
6
0

O
Y
M

新
関

謙
一

郎
／

N
IIZ

E
K
I

S
T
U

D
IO

ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

歩
行
者

［
人

］
視
線
を
持
つ

〈
視

認
〉

6
2
8

2
0
0
9

7
9
4

幕
張

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
ス

ク
ー

ル

宇
野

享
＋

赤
松

佳
珠

子
＋

小
嶋

一
浩

+
伊

藤
恭

行
／

C
A

n
 +

 C
at
の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

高
学
年
の
子
ど
も
た
ち

［
人

］
ス
ポ
ー
ツ
で
き
る

〈
娯

楽
〉

6
2
9

2
0
0
9

7
1
2
9

四
天

王
寺

学
園

小
学

校
・
四

天
王

寺
大

学
藤

井
寺

駅
前

キ
ャ

ン
パ

ス
高

松
伸

＋
高

松
伸

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

子
ど
も

［
人

］
学
習
で
き
る

〈
行

動
〉

6
3
0

2
0
0
9

7
1
8
0

て
く
て

く
 長

岡
市

子
育

て
の

駅
千

秋

木
村

博
幸

＋
山

下
秀

之
／

長
岡

市
建

築
設

計
協

同
組

合
（
担

当
:

長
建

築
設

計
）
・
長

岡
造

形
大

学

山
下

研
究

室

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】

子
ど
も
た
ち

［
人

］
遊
べ
る

〈
娯

楽
〉

6
3
1

2
0
0
9

8
8
4

n
e
ri
 b

ld
g.

2
若

松
均

ぽ
っ
か
り

【
裂

け
方

（
弱

）
】
外
部
の
景
色

［
風

景
］

見
え
る

〈
視

認
〉

6
3
2

2
0
0
9

9
1
2
9

岩
見

沢
複

合
駅

舎
（
岩

見
沢

駅
・

岩
見

沢
市

有
明

交
流

プ
ラ

ザ
・
岩

見
沢

市
有

明
連

絡
歩

道
）

西
村

浩
／

ワ
ー

ク
ヴ

ィ
ジ

ョ
ン

ズ
ぐ
る
っ

【
巻

き
方

（
大

）
】

カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル

［
壁

］
包
み
込
む

〈
包

容
〉

6
3
3

2
0
0
9

9
1
5
1

高
知

駅
篠

原
修

　
内

藤
廣

　
内

藤
廣

　
四

国
旅

客
鉄

道
　

四
国

開
発

建
設

パ
ッ
ク
リ

【
裂

け
方

（
弱

）
】
口

［
開

口
部

］
開
け
て
い
る

〈
開

放
〉

6
3
4

2
0
0
9

9
1
8
5

く
ま

も
と

ア
ー

ト
ポ

リ
ス

「
モ

ク
バ

ン

R
2
」
球

磨
の

バ
ン

ガ
ロ

ー
渡

瀬
正

記
＋

永
吉

歩
／

設
計

室
ぼ
ん
や
り

【
不

明
瞭

性
（
大

）
】
空
の
青

［
色

彩
］

映
り
込
む

〈
進

入
〉

6
3
5

2
0
0
9

9
1
8
5

く
ま

も
と

ア
ー

ト
ポ

リ
ス

「
モ

ク
バ

ン

R
2
」
球

磨
の

バ
ン

ガ
ロ

ー
渡

瀬
正

記
＋

永
吉

歩
／

設
計

室
ぼ
ん
や
り

【
不

明
瞭

性
（
大

）
】
樹
々
の
緑

［
色

彩
］

映
り
込
む

〈
進

入
〉

6
3
6

2
0
0
9

9
1
8
5

く
ま

も
と

ア
ー

ト
ポ

リ
ス

「
モ

ク
バ

ン

R
2
」
球

磨
の

バ
ン

ガ
ロ

ー
渡

瀬
正

記
＋

永
吉

歩
／

設
計

室
ぼ
ん
や
り

【
不

明
瞭

性
（
大

）
】
岩
壁
の
黒

［
色

彩
］

映
り
込
む

〈
進

入
〉

6
3
7

2
0
0
9

1
0

1
1
6

R
O

O
F
 H

O
U

S
E

藤
森

照
信

+
中

谷
弘

志
す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

焼
杉

［
材

木
］

く
る
ん
だ

〈
包

容
〉
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0
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1
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1
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R
O

O
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U

S
E

藤
森

照
信

+
中

谷
弘

志
す
っ
ぽ
り

【
抵

抗
（
小

）
】

手
曲
げ
銅
板

［
金

属
］

く
る
ん
だ

〈
包

容
〉

6
4
0

2
0
0
9

1
0

1
4
6

N
O

W
H

E
R

E
 B

U
T
 S

A
J
IM

A
吉

村
靖

孝
建

築
設

計
し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】

開
口
部

［
開

口
部

］
ト
リ
ミ
ン
グ
し
て

〈
切

取
〉

6
4
1

2
0
0
9

1
0

1
7
4

水
都

大
阪

　
水

辺
の

文
化

座

B
A

M
B

O
O

 F
O

R
E
S
T
 &

 H
U

T
S

W
IT

H
 W

A
T
E
R

芦
澤

竜
一

建
築

設
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+
滋

賀
県

立
大

学
陶

器
浩

一
研

究
室

+
tm

sd
萬

田
隆

構
造

設
計

グ
ッ

【
衝

撃
（
大

）
】

真
竹

［
材

木
］

か
た
く
な
る

〈
変

容
〉

6
4
2

2
0
0
9

1
1

9
8

世
界

遺
産

　
熊

野
本

宮
館

香
山

壽
夫

建
築

研
究

所
／

協
力

設
計

　
阪

根
宏

彦
計

画
設

計
す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】

柱
が
林
立
す
る
姿

［
柱

］
見
せ
る

〈
視

認
〉

6
4
3

2
0
0
9

1
1

1
4
7

D
S
T

aa
t+

ヨ
コ

ミ
ゾ

マ
コ

ト
建

築
設

計
ふ
ら
り

【
振

幅
（
小
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】

人
々

［
人

］
入
り
込
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で
く
る

〈
進

入
〉

6
4
4

2
0
0
9

1
2

9
7

D
N

P
創

発
の

杜
　

箱
根

研
修

セ
ン

タ
ー

第
2

石
原

健
也

／
デ

ネ
フ

ェ
ス

計
画

研
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建

設
一
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建

築
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所

ぐ
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］
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行
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6
4
5

2
0
0
9
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1
5
9

Ｏ
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築
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4
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0
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8
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の
家

谷
尻
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pp

o
se

 d
e
si
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o
ff
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e
ぐ
る
り

【
巻
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方
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大
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】
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屋

［
室

空
間

］
囲
っ
て
い
る

〈
包

容
〉

6
4
7

2
0
1
0

1
1
3
8

C
ar

in
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st
o
re

妹
島

和
世

く
っ
き
り

【
明

瞭
性
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鋭

）
】

建
物
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建
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全

体
］

そ
び
え
立
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て
い
る
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存

在
〉

6
4
8
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1
0

2
8
9

ヨ
コ

ハ
マ

ア
パ

ー
ト

メ
ン

ト
西

田
司
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中

川
エ

リ
カ
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オ

ン
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イ
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］
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容
〉

6
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1
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8
8

石
双

居
浅

利
幸

男
／

ラ
ブ

ア
ー

キ
テ

ク

チ
ャ

ー
し
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く
り

【
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性
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）
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物

［
建

築
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体
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馴
染
む

〈
溶

込
〉

6
5
1
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1
0
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1
5
8

宇
都
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大

学
オ
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テ
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ス
教

育
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セ
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タ
ー
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ら

【
明

度
（
鋭

）
】

ス
テ
ン
レ
ス
プ
レ
ー
ト

［
金

属
］

輝
き

〈
発

信
〉

6
5
2

2
0
1
0

3
1
5
8

宇
都

宮
大

学
オ

プ
テ

ィ
ク

ス
教

育

研
究

セ
ン

タ
ー

山
本

理
顕

設
計

工
場

ゆ
ら
ゆ
ら

【
振

幅
（
小

）
】

フ
ァ
サ
ー
ド
（
ス
テ
ン
レ
ス

プ
レ
ー
ト
）

［
建

築
外

観
］

揺
れ
る

〈
流

動
〉

6
5
3

2
0
1
0

3
1
5
8

宇
都

宮
大

学
オ

プ
テ

ィ
ク

ス
教

育

研
究

セ
ン

タ
ー

山
本

理
顕

設
計

工
場

ゆ
ら
ゆ
ら

【
振

幅
（
小

）
】

フ
ァ
サ
ー
ド

［
建

築
外

観
］

揺
ら
ぐ

〈
流

動
〉

6
5
4

2
0
1
0

4
1
2
8

小
野

路
霊

園
管

理
棟

　
泰

鳳
閣

谷
口

大
造

／
ス

タ
ジ

オ
ト

ポ
ス

＋

田
中

絵
里

建
築

設
計

ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

訪
れ
た
人
び
と

［
人

］
歩
く

〈
行

動
〉

6
5
5

2
0
1
0

5
1
6
2

"
O

"
do

m
e

芝
浦

工
業

大
学

建
築

学
科

原
田

真
宏

研
究

室
ノ
ッ
タ
リ

【
変

化
量

（
小

）
】

ド
ー
ム

［
屋

根
］

変
形
さ
せ
て

〈
変

容
〉

6
5
6

2
0
1
0

5
1
6
2

"
O

"
do

m
e

芝
浦

工
業

大
学

建
築

学
科

原
田

真
宏

研
究

室
ゆ
っ
く
り

【
変

化
量

（
小

）
】

ド
ー
ム

［
屋

根
］

ゆ
れ
て
い
る

〈
流

動
〉



資
料

編
　

第
３

章
　

建
築

物
の

言
語

描
写

の
擬

態
語

表
現

に
お

け
る

建
築

の
即

物
の

様
相

N
o
.

掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
】

主
体

の
記

述
例

［
主

体
の

分
類

］
規

定
語

の
記

述
例

〈
規

定
語

の
分

類
〉

6
5
7

2
0
1
0

7
7
6

武
蔵

野
美

術
大

学
　

美
術

館
・
図

書
館

藤
本

壮
介

ぐ
る
ぐ
る

【
巻

き
方

（
大

）
】

場
所

［
領

域
］

奥
ま
っ
て
い
く

〈
進

入
〉

6
5
8

2
0
1
0

1
0

1
6
5

I 
F
in

d 
E
ve

ry
th

in
g

山
口

誠
デ

ザ
イ

ン
ち
ょ
ん

【
衝

撃
（
小

）
】

サ
イ
ン

［
調

度
品

］
置
か
れ
た

〈
配

置
〉
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0
1
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介
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1
1
9
5
0

9
2
5
5

久
ヶ

原
教

會
山

口
文

象
會
堂
(
4
1
．
3
3
坪
）

〔
建

築
全

体
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
凹
凸
を
な
く
し

〈
平

坦
〉

2
1
9
5
0

9
2
5
5

久
ヶ

原
教

會
山

口
文

象
會
堂
(
4
1
．
3
3
坪
）

〔
建

築
全

体
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
四
角
な
面

〈
曖

昧
〉

3
1
9
5
0

9
2
5
5

久
ヶ

原
教

會
山

口
文

象
會
堂
(
4
1
．
3
3
坪
）

〔
建

築
全

体
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
明
る
い

〈
明

る
さ

〉

4
1
9
5
1

1
8

大
阪

銀
行

行
員

ア
パ

ー
ト

佐
藤

秀
三

　
石

野
治

エ
レ
ベ
ー
シ
ョ
ン

〔
建

築
外

観
〕

し
つ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
調
和

〈
親

和
性

〉

5
1
9
5
1

2
2
3

木
肌

の
美

し
い

仕
上

 -
 H

氏
の

家
鹿

島
建

設
株

式
會

社
設

計
部

住
宅

〔
建

築
全

体
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
た
っ
ぷ
り

〈
豊

穣
〉

6
1
9
5
1

7
1
2

志
摩

觀
光

ホ
テ

ル
近

畿
日

本
鐵

道
營

繕
課

　
村

野
・

森
建

築
事

務
所

食
堂

〔
室

空
間

〕
ゆ
つ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
和
風

〈
伝

統
性

〉

7
1
9
5
2

3
1
1
4

1
８

坪
の

家
安

田
輿

佐
生
活

〔
活

動
〕

し
つ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】
豊
か

〈
豊

穣
〉

8
1
9
5
2

3
1
1
4

1
８

坪
の

家
安

田
輿

佐
生
活

〔
活

動
〕

し
つ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】
好
ま
し
く

〈
印

象
（
良

）
〉

9
1
9
5
2

3
1
1
4

1
８

坪
の

家
安

田
輿

佐
生
活

〔
活

動
〕

し
つ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】
包
容

〈
包

容
〉

1
0

1
9
5
2

9
4
4
5

Ｔ
氏

邸
池

崎
敏

郎
敷
地

〔
敷

地
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
な
か
な
か
よ
い
環
境

〈
印

象
（
快

適
）
〉

1
1

1
9
5
3

3
2
7

電
信

電
話

公
社

上
目

黒
職

員
宿

舎
電

電
公

社
設

計
課

職
員
家
族
ア
パ
ー
ト

〔
建

築
全

体
〕

こ
じ
ん
ま
り

【
量

（
少

）
】

き
れ
い
に
整
理
さ
れ

〈
整

合
〉

1
2

1
9
5
3

7
1
2

土
田

さ
ん

の
家

山
口

文
象

へ
り

〔
デ

ィ
テ

ー
ル

〕
ス
ッ
キ
リ

【
整

然
性

（
小

）
】
片

〈
単

純
性

〉

1
3

1
9
5
3

1
0

1
8

東
山

君
の

家
吉

村
順

三
家

〔
建

築
全

体
〕

す
つ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】
白

〈
清

潔
さ

〉

1
4

1
9
5
3

1
1

1
1

S
E
R

V
A

IT
E
S
邸

村
田

政
眞

　
小

椋
好

四
化
粧
室

〔
デ

ィ
テ

ー
ル

〕
す
つ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】
近
代
感

〈
明

快
〉

1
5

1
9
5
5

9
7
3

ロ
ー

コ
ス

ト
の

小
事

務
所

小
椋

建
築

設
計

１
階
は
居
住
部
分
で
２
階
は

建
築
設
計

〔
建

築
全

体
〕

こ
ざ
つ
ぱ
り

【
量

（
少

）
】

ロ
ー
コ
ス
ト

〈
単

純
性

〉

1
6

1
9
5
5

9
7
3

ロ
ー

コ
ス

ト
の

小
事

務
所

小
椋

建
築

設
計

１
階
は
居
住
部
分
で
２
階
は

建
築
設
計

〔
建

築
全

体
〕

こ
ざ
つ
ぱ
り

【
量

（
少

）
】

清
潔
な
感
じ

〈
印

象
（
良

）
〉

1
7

1
9
5
5

1
0

1
8

秋
之

宮
村

役
場

白
井

晟
一

建
物

〔
建

築
全

体
〕

ほ
の
ぼ
の

【
温

か
さ

（
小

）
】

中
心
施
設

〈
親

和
性

〉

1
8

1
9
5
5

1
1

2
0

住
宅

N
o
．

2
8

池
辺

研
究

室
プ
ラ
ン
は

〔
建

築
全

体
〕

ズ
ン
グ
リ

【
太

さ
（
太

）
】

考
え
た
方
が
よ
い

〈
不

適
〉

1
9

1
9
5
6

6
6
2

音
羽

の
家

天
野

太
郎

壁
〔
壁

〕
が
つ
し
り

【
固

定
度

（
大

）
】
シ
ェ
ル
タ
ー

〈
強

固
〉

2
0

1
9
5
6

6
6
2

音
羽

の
家

天
野

太
郎

住
宅

〔
建

築
全

体
〕

が
つ
し
り

【
固

定
度

（
大

）
】
強
く

〈
強

固
〉
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1

1
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5
6

6
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2

音
羽

の
家

天
野

太
郎

住
宅

〔
特

定
建

築
〕

が
つ
し
り

【
固

定
度

（
大

）
】
健
康
な

〈
生

命
感

〉

2
2

1
9
5
7

7
7
2

宮
本

さ
ん

の
家

厳
建

築
事

務
所

民
芸
品

〔
調

度
品

〕
ご
っ
て
り
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量

（
多

）
】

持
味

〈
奥

ゆ
か

し
さ

〉

2
3

1
9
5
7

1
2

2
8
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lla

 C
o
u
C

o
u

吉
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隆
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家
〔
特
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建

築
〕
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か
り

【
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度

（
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）
】
こ
わ
れ
な
い

〈
強

固
〉

2
4

1
9
5
8

4
1
9

坂
出

市
庁

舎
５

６
ｔ

平
面
計
画

〔
建

築
全

体
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
親
し
み
を
与
え
る

〈
親

近
感

〉

2
5

1
9
5
8

5
5
3

松
本

幸
四

郎
邸

坂
倉

準
三

（
建
築
全
体
）

〔
建

築
全

体
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
開
放
的

〈
開

放
性

〉

2
6

1
9
5
8

5
5
3

松
本

幸
四

郎
邸

坂
倉

準
三

孟
宗
竹
林

〔
風

景
〕

し
っ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】
調
和
し
て

〈
親

和
性

〉

2
7

1
9
5
8

5
5
3

松
本

幸
四

郎
邸

坂
倉

準
三

（
建
築
全
体
）

〔
建

築
全

体
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
つ
な
が
る

〈
親

和
性

〉

2
8

1
9
5
8

8
7
8

関
東

労
災

病
院

建
設

省
病
院

〔
建

築
全

体
〕

の
ん
び
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
何
も
の
に
も
妨
げ
ら
れ
な
い

〈
自

由
〉

2
9

1
9
5
8

8
7
8

関
東

労
災

病
院

建
設

省
病
院

〔
特

定
建

築
〕

の
ん
び
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
憩
い
の
場
所

〈
安

心
感

〉

3
0

1
9
5
8

8
7
8

関
東

労
災

病
院

建
設

省
病
院

〔
特

定
建

築
〕

の
ん
び
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
快
適
な

〈
印

象
（
快

適
）
〉

3
1

1
9
5
8

8
7
8

関
東

労
災

病
院

建
設

省
病
院

〔
建

築
全

体
〕

の
ん
び
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
静
か
な

〈
控

目
〉

3
2

1
9
5
8

8
7
8

関
東

労
災

病
院

建
設

省
病
院

〔
建

築
全

体
〕

の
ん
び
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
明
る
い

〈
明

る
さ

〉

3
3

1
9
5
9

1
5
6

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

の
家

田
中

正
美

居
間

〔
室

空
間

〕
し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
人
間
的
な
親
し
み

〈
親

近
感

〉

3
4

1
9
5
9

1
5
6

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

の
家

田
中

正
美

居
間

〔
室

空
間

〕
し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
落
ち
着
き

〈
安

心
感

〉

3
5

1
9
5
9

1
1
0
1

香
川

県
庁

舎
丹

下
健

三
研

究
室

　
神

谷
宏

治
明
る
さ

〔
環

境
要

素
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
息
吹
き

〈
生

命
感

〉

3
6

1
9
5
9

6
6
3

田
村

邸
森

京
介

建
築

設
計

古
風
な
美
し
い
邸
宅
と
そ
の

周
囲
に
広
が
る
庭
園

〔
外

部
空

間
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
ゆ
と
り

〈
安

心
感

〉

3
7

1
9
5
9

6
6
3

田
村

邸
森

京
介

建
築

設
計

古
風
な
美
し
い
邸
宅
と
そ
の

周
囲
に
広
が
る
庭
園

〔
外

部
空

間
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
美
し
さ

〈
美

し
さ

〉

3
8

1
9
6
0

2
5
2

島
根

県
立

博
物

館
菊

竹
清

訓
白
壁
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

〔
材

料
〕

し
っ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】
美
し
い

〈
美

し
さ

〉

3
9

1
9
6
0

3
3
0

新
杵

ビ
ル

彦
谷

建
築

設
計

建
物

〔
建

築
全

体
〕

ほ
の
ぼ
の

【
温

か
さ

（
小

）
】

平
凡
に
/
何
気
な
く

〈
単

純
性

〉

4
0

1
9
6
0

3
3
0

新
杵

ビ
ル

彦
谷

建
築

設
計

建
物

〔
建

築
全

体
〕

ほ
の
ぼ
の

【
温

か
さ

（
小

）
】

不
自
然
さ
を
感
じ
さ
せ
ず

〈
落

着
〉
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描
写

の
擬
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語

表
現

に
お

け
る

建
築

の
具

体
の

様
相

N
o
.

掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
主

体
の

記
述

例
〔
主

体
の

分
類

〕
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
 】

表
出

概
念

の
記

述
例

〈
表

出
概

念
の

分
類

〉

4
1

1
9
6
0

1
0

1
8

柿
生

の
家

森
京

介
建

築
設

計
寝
室
・
。
浴
室
，
厨
房
，
食

堂
〔
室

空
間

〕
の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
ゆ
と
り
が
取
れ
た

〈
安

心
感

〉

4
2

1
9
6
0

1
2

1
7

山
の

家
清

家
清

家
（
住
宅
）

〔
特

定
建

築
〕

シ
ッ
カ
リ

【
固

定
度

（
小

）
】
丈
夫
す
ぎ
る

〈
強

固
〉

4
3

1
9
6
1

1
7
6

N
氏

の
小

別
荘

山
脇

建
築

研
究

室
雑
木
林

〔
周

辺
環

境
〕

こ
ん
も
り

【
膨

張
性

（
小

）
】
日
ざ
し
は
完
全
に
遮
ら
れ
る

〈
遮

断
〉

4
4

1
9
6
1

1
9
4

中
川

邸
佐

藤
秀

工
務

店
中
央
の
広
間

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
豊
か
な

〈
豊

穣
〉

4
5

1
9
6
1

6
6
8

紫
カ

ン
ト

リ
ー

ク
ラ

ブ
・
ハ

ウ
ス

都
市

建
築

研
究

所
　

吉
川

清
作

窪
田

保
彦

　
吉

川
晴

夫

入
口
玄
関
か
ら
フ
ロ
ン
ト
，

さ
ら
に
階
段
，
社
交
室

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
深
い
憩
い

〈
安

心
感

〉

4
6

1
9
6
1

7
6
6

デ
ザ

イ
ナ

ー
た

ち
の

週
末

住
宅

高
矢

晋
（
書
か
れ
て
い
な
い
）

〔
建

築
全

体
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
バ
タ
フ
ラ
イ

〈
開

放
性

〉

4
7

1
9
6
1

8
3
5

東
京

読
売

ゴ
ル

フ
場

ク
ラ

ブ
ハ

ウ

ス
大

成
建

設
造
形
形
態

〔
建

築
全

体
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
無
理
の
な
い
自
然

〈
単

純
性

〉

4
8

1
9
6
1

8
4
8

山
荘

-
I

柳
建

築
設

計
敷
地

〔
敷

地
〕

カ
ラ
ッ

【
量

（
少

）
】

吹
き
通
る
風

〈
印

象
（
快

適
）
〉

4
9

1
9
6
1

8
4
8

山
荘

-
I

柳
建

築
設

計
敷
地

〔
敷

地
〕

カ
ラ
ッ

【
量

（
少

）
】

気
持
ち
が
よ
い

〈
印

象
（
良

）
〉

5
0

1
9
6
1

8
6
2

山
荘

-
3

遠
藤

楽
玉
石
コ
ン
ク
リ
ー
ト

〔
材

料
〕

ガ
ッ
シ
リ

【
固

定
度

（
大

）
】
堅
牢

〈
強

固
〉

5
1

1
9
6
1

8
6
2

山
荘

-
3

遠
藤

楽
玉
石
コ
ン
ク
リ
ー
ト

〔
材

料
〕

ガ
ッ
シ
リ

【
固

定
度

（
大

）
】
安
定

〈
強

固
〉

5
2

1
9
6
2

4
2
7

武
蔵

嵐
山

カ
ン

ト
リ

ー
ク

ラ
ブ

天
野

太
郎

で
き
あ
が
り

〔
建

築
全

体
〕

も
っ
こ
り

【
膨

張
性

（
小

）
】
ひ
と
つ
の
固
ま
り

〈
一

体
〉

5
3

1
9
6
2

7
1
3
2

東
京

天
理

教
館

竹
中

工
務

店
壁
面

〔
壁

〕
シ
ッ
ト
リ

【
湿

潤
度

（
小

）
】
適
度
の
豪
華
さ

〈
美

し
さ

〉

5
4

1
9
6
2

7
1
3
2

東
京

天
理

教
館

竹
中

工
務

店
壁
面

〔
壁

〕
シ
ッ
ト
リ

【
湿

潤
度

（
小

）
】
堅
実
な

〈
整

合
〉

5
5

1
9
6
2

7
1
3
2

東
京

天
理

教
館

竹
中

工
務

店
壁
面

〔
建

築
外

観
〕

シ
ッ
ト
リ

【
湿

潤
度

（
小

）
】
見
ご
た
え
が
あ
る

〈
重

厚
さ

〉

5
6

1
9
6
2

7
1
3
2

東
京

天
理

教
館

竹
中

工
務

店
壁
面

〔
壁

〕
シ
ッ
ト
リ

【
湿

潤
度

（
小

）
】
ケ
バ
ケ
バ
し
く
な
い

〈
単

純
性

〉

5
7

1
9
6
2

8
1
3
9

九
州

管
区

警
察

学
校

建
設

省
九

州
建

設
局

ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク

〔
材

料
〕

ギ
ラ
ギ
ラ

【
明

度
（
強

力
）
】
偏
光
性
の
も
の

〈
質

感
〉

5
8

1
9
6
2

1
2

1
2
8

唐
津

市
庁

岡
田

・
的

場
設

計
と
こ
ろ

〔
内

部
空

間
〕

ノ
ビ
ノ
ビ

【
弛

緩
性

（
小

）
】
喜
ん
で
受
け
入
れ
ら
れ
た

〈
印

象
（
良

）
〉

5
9

1
9
6
3

7
1
3
6

愛
知

産
業

貿
易

館
愛

知
県

建
築

部
営

繕
課

国
際
会
議
場

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ

〈
柔

軟
性

〉

6
0

1
9
6
4

3
1
9
9

白
レ

ン
ガ

の
家

橋
本

嘉
夫

設
計

レ
ン
ガ

〔
材

料
〕

デ
コ
ボ
コ

【
凹

凸
（
大

）
】

大
勢
に
影
響
は
な
い

〈
大

雑
把

〉
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描
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表
現

に
お

け
る

建
築

の
具

体
の
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N
o
.

掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
主

体
の

記
述

例
〔
主

体
の

分
類

〕
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
 】

表
出

概
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の
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〈
表

出
概

念
の

分
類

〉

6
1

1
9
6
4

4
1
2
5

中
謁

さ
ん

の
家

武
藤

研
究

室
ス
ペ
ー
ス

〔
内

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
ひ
と
つ

〈
一

体
〉

6
2

1
9
6
4

9
8
6

裏
磐

梯
国

民
休

暇
村

宿
舎

日
建

設
計

岩
盤

〔
地

形
〕

ご
つ
ご
つ

【
硬

度
（
大

）
】

そ
の
ま
ま

〈
質

感
〉

6
3

1
9
6
4

9
1
5
0

法
政

大
学

工
大

学
部

校
舎

法
政

大
学

工
大

学
部

小
金

井
校

舎
設

計
監

理
委

員
会

階
段
室

〔
色

彩
〕

し
っ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】
落
ち
着
い
た

〈
安

心
感

〉

6
4

1
9
6
4

9
1
5
0

法
政

大
学

工
大

学
部

校
舎

法
政

大
学

工
大

学
部

小
金

井
校

舎
設

計
監

理
委

員
会

教
室
（
空
間
)

〔
室

空
間

〕
し
っ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】

固
い
感
じ

言
い
難
い
　
な
の
で
反
転
す

る

〈
柔

和
〉

6
5

1
9
6
5

1
1
7
1

S
邸

清
水

一
生
活

〔
活

動
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
伸
び
た
部
分

〈
安

心
感

〉

6
6

1
9
6
5

6
1
8
8

コ
ー

プ
･オ

リ
ン

ピ
ア

清
水

建
設

(
外
面
)

〔
建

築
外

観
〕

ジ
グ
ザ
グ

【
折

れ
方

（
強

）
】
フ
ェ
ス
テ
ィ
ー

〈
賑

わ
い

〉

6
7

1
9
6
6

1
2
2
0

N
夫

妻
の

家
建

畠
喜

門
居
間

〔
室

空
間

〕
の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
憩
い

〈
安

心
感

〉

6
8

1
9
6
6

1
2
2
0

N
夫

妻
の

家
建

畠
喜

門
居
間

〔
室

空
間

〕
の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
連
続

〈
親

和
性

〉

6
9

1
9
6
6

3
1
4
0

更
埴

市
庁

舎
U

研
究

室
滝

沢
事

務
所

建
物
・
も
の

〔
建

築
全

体
〕

ど
っ
し
り

【
質

量
（
重

）
】

ひ
と
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

〈
一

体
〉

7
0

1
9
6
6

6
1
4
3

浪
速

芸
術

大
学

第
一

工
房

マ
ッ
ス

〔
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
〕

ク
ッ
キ
リ

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】
良
い
印
象

〈
印

象
（
良

）
〉

7
1

1
9
6
6

6
1
4
3

浪
速

芸
術

大
学

第
一

工
房

マ
ッ
ス

〔
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
〕

ク
ッ
キ
リ

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】
堂
々
と
し
た

〈
重

厚
さ

〉

7
2

1
9
6
6

9
1
3
8

鎌
倉

近
代

美
術

館
新

館
坂

倉
準

三
展
示
室

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
自
由
な
展
示
の
変
化

〈
柔

軟
性

〉

7
3

1
9
6
6

1
0

1
8
0

T
さ

ん
の

家
榛

沢
敏

郎
家
具

〔
調

度
品

〕
が
っ
ち
り

【
固

定
度

（
大

）
】
落
ち
つ
い
た

〈
安

心
感

〉

7
4

1
9
6
7

2
1
7
1

1
1
4
ビ

ル
・
百

十
四

銀
行

本
店

日
建

設
計

壁
〔
壁

〕
ず
っ
し
り

【
質

量
（
重

）
】

金
属
壁

〈
重

厚
さ

〉

7
5

1
9
6
8

7
1
9
0

小
田

邸
田

中
清

住
ま
い

〔
特

定
建

築
〕

し
っ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】
落
ち
着
き

〈
安

心
感

〉

7
6

1
9
6
9

5
1
9
7

Ｎ
邸

池
原

義
郎

人
〔
人

〕
ほ
っ

【
不

明
瞭

性
（
小

）
】
生
活
の

〈
生

命
感

〉

7
7

1
9
7
1

2
1
7
5

唐
津

市
文

化
会

館
山

下
寿

郎
建
物

〔
建

築
全

体
〕

ど
っ
し
り

【
質

量
（
重

）
】

単
純
な
色
彩
と
形
態

〈
単

純
性

〉

7
8

1
9
7
1

2
1
7
5

唐
津

市
文

化
会

館
山

下
寿

郎
建
物

〔
建

築
全

体
〕

ど
っ
し
り

【
質

量
（
重

）
】

天
守
閣

〈
重

厚
さ

〉

7
9

1
9
7
1

2
1
7
5

唐
津

市
文

化
会

館
山

下
寿

郎
建
物

〔
建

築
全

体
〕

ど
っ
し
り

【
質

量
（
重

）
】

力
強
く

〈
重

厚
さ

〉
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N
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掲
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頁
建

築
物
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主

体
の

記
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〔
主

体
の
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〕
擬

態
語

の
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述
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【
基

本
義

の
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表
出

概
念

の
記

述
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〈
表

出
概

念
の

分
類

〉

8
0

1
9
7
2

2
1
7
7

Ｍ
邸

吉
田

五
十

八
家

〔
特

定
建

築
〕

し
っ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】
好
ま
し
い

〈
印

象
（
良

）
〉

8
1

1
9
7
2

2
1
7
7

Ｍ
邸

吉
田

五
十

八
家

〔
建

築
全

体
〕

し
っ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】
高
く
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
な

姿
〈
控

目
〉

8
2

1
9
7
2

2
1
7
7

Ｍ
邸

吉
田

五
十

八
家

〔
特

定
建

築
〕

し
っ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】
落
ち
着
い
た

〈
安

心
感

〉

8
3

1
9
7
2

3
1
6
9

有
本

山
本

・
西

原
建

築
設

計
歩
い
て
く
る
人
び
と

〔
人

〕
の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
奥
行
き

〈
開

放
性

〉

8
4

1
9
7
2

3
1
6
9

有
本

山
本

・
西

原
建

築
設

計
歩
い
て
く
る
人
び
と

〔
人

〕
の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
開
放
的

〈
開

放
性

〉

8
5

1
9
7
2

3
1
6
9

有
本

山
本

・
西

原
建

築
設

計
歩
い
て
く
る
人
び
と

〔
人

〕
の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
見
透
し
を
よ
く

〈
開

放
性

〉

8
6

1
9
7
2

8
2
5
2

白
い

中
庭

の
家

渡
辺

武
信

表
情

〔
建

築
外

観
〕

ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

閉
鎖
的

〈
疎

外
〉

8
7

1
9
7
3

9
2
9
9

S
2
6
-
1
3

木
村

誠
之

助
感
じ

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
生
活
の
中
心

〈
親

和
性

〉

8
8

1
9
7
3

9
2
9
9

S
2
6
-
1
4

木
村

誠
之

助
感
じ

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
光

〈
包

容
〉

8
9

1
9
7
4

2
2
3
6

Ｋ
邸

川
崎

清
家

〔
建

築
全

体
〕

こ
ぢ
ん
ま
り

【
量

（
少

）
】

ワ
ン
ル
ー
ム
シ
ス
テ
ム

〈
単

純
性

〉

9
0

1
9
7
4

5
2
2
3

阪
急

梅
旧

タ
ー

ミ
ナ

ル
計

画
竹

中
工

務
店

通
路

〔
動

線
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
明
快
さ

〈
明

快
〉

9
1

1
9
7
4

8
2
1
6

山
道

山
荘

東
孝

光
壁

〔
壁

〕
し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
し

〈
強

固
〉

9
2

1
9
7
4

1
0

2
5
8

ホ
テ

ル
ニ

ュ
ー

オ
ー

タ
ニ

タ
ワ

ー

（
新

館
）

大
成

建
設

ガ
ー
デ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
の
/
ス

ペ
ー
ス

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
く
つ
ろ
ぎ

〈
安

心
感

〉

9
3

1
9
7
4

1
0

2
5
8

ホ
テ

ル
ニ

ュ
ー

オ
ー

タ
ニ

タ
ワ

ー

（
新

館
）

大
成

建
設

ガ
ー
デ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
の
/
ス

ペ
ー
ス

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
オ
ー
プ
ン
な
空
間

〈
開

放
性

〉

9
4

1
9
7
4

1
0

2
5
8

ホ
テ

ル
ニ

ュ
ー

オ
ー

タ
ニ

タ
ワ

ー

（
新

館
）

大
成

建
設

ガ
ー
デ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
の
/
ス

ペ
ー
ス

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

〈
賑

わ
い

〉

9
5

1
9
7
5

2
2
5
6

壬
子

硯
堂

須
賀

徳
光

直
線

〔
建

築
外

観
〕

す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】
抽
象

〈
曖

昧
〉

9
6

1
9
7
5

3
2
5
3

新
宿

三
井

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

日
本

設
計

炻
器
質
焼
物

〔
材

料
〕

し
っ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】
香
り
を
漂
わ
せ
る
よ
う
な

〈
刺

激
〉

9
7

1
9
7
5

5
2
1
0

資
生

堂
ザ

・
ギ

ン
ザ

芦
原

義
信

外
壁

〔
壁

〕
ざ
っ
く
り

【
粗

さ
（
粗

）
】

現
場
打
ち

〈
大

雑
把

〉

9
8

1
9
7
5

1
0

2
0
9

萩
市

庁
舎

菊
竹

清
訓

市
民
ホ
ー
ル

〔
特

定
建

築
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
多
種
多
様
な
利
用
が
，
十
分

で
き
る

〈
柔

軟
性

〉

9
9

1
9
7
5

1
0

2
2
5

秋
田

県
立

博
物

館
安

井
建

築
設

計
展
示
ホ
ー
ル

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
種
々
の
用
途
に
対
応
で
き
る

〈
柔

軟
性

〉
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N
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年
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建
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主

体
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〕
擬
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語

の
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述
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【
基

本
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の
分
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表
出

概
念

の
記

述
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〈
表

出
概

念
の

分
類

〉

1
0
0

1
9
7
6

4
2
3
4

泉
ヶ

丘
カ

ン
ト

リ
ー

ク
ラ

ブ
　

ク
ラ

ブ

ハ
ウ

ス
川

崎
清

タ
イ
ル

〔
材

料
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
安
定
感

〈
落

着
〉

1
0
1

1
9
7
6

1
0

2
3
8

今
日

庵
東

京
道

場
仙

ア
ー

ト
ス

タ
ジ

オ
木
造

〔
材

料
〕

ど
っ
し
り

【
質

量
（
重

）
】

落
ち
着
い
た

〈
落

着
〉

1
0
2

1
9
7
8

2
2
2
3

田
園

調
布

の
家

吉
村

順
三

壁
構
造

〔
構

造
〕

ぎ
り
ぎ
り

【
臨

界
性

（
大

）
】
コ
ン
パ
ク
ト

〈
小

さ
さ

〉

1
0
3

1
9
7
8

8
2
0
9

黒
沢

邸
大

熊
喜

英
白
漆
喰
の
壁

〔
材

料
〕

し
っ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】
落
ち
着
い
た
も
の

〈
安

心
感

〉

1
0
4

1
9
7
8

8
2
0
9

黒
沢

邸
大

熊
喜

英
白
漆
喰
の
壁

〔
材

料
〕

し
っ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】
伝
統

〈
伝

統
性

〉

1
0
5

1
9
7
8

8
2
0
9

黒
沢

邸
大

熊
喜

英
切
妻
の
鈍
色
の
瓦
屋
根

〔
材

料
〕

し
っ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】
落
ち
着
い
た
も
の

〈
安

心
感

〉

1
0
6

1
9
7
8

8
2
0
9

黒
沢

邸
大

熊
喜

英
切
妻
の
鈍
色
の
瓦
屋
根

〔
材

料
〕

し
っ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】
伝
統

〈
伝

統
性

〉

1
0
7

1
9
7
9

2
2
8
2

松
田

邸
Ｔ

Ｒ
ＩＡ

Ｄ
建

築
設

計
風
土

〔
地

域
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
恵
ま
れ
た

〈
豊

穣
〉

1
0
8

1
9
7
9

2
2
8
2

松
田

邸
Ｔ

Ｒ
ＩＡ

Ｄ
建

築
設

計
風
土

〔
地

域
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
大
き
く
開
け

〈
開

放
性

〉

1
0
9

1
9
7
9

6
1
8
4

ペ
ガ

サ
ス

ビ
ル

山
下

和
正

モ
チ
ー
フ

〔
調

度
品

〕
ジ
グ
ザ
グ

【
折

れ
方

（
強

）
】
刺
激
を
与
え
て
い
る
．

〈
刺

激
〉

1
1
0

1
9
7
9

6
2
4
0

ド
ム

ス
淀

川
美

建
・
設

計
住
空
間

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
自
由
度

〈
柔

軟
性

〉

1
1
1

1
9
7
9

9
1
8
6

三
重

厚
生

年
金

休
暇

セ
ン

タ
ー

岡
設

計
壁

〔
壁

〕
し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
享
受
し
つ
つ

〈
強

固
〉

1
1
2

1
9
7
9

9
1
8
6

三
重

厚
生

年
金

休
暇

セ
ン

タ
ー

岡
設

計
壁

〔
壁

〕
し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
重
厚

〈
強

固
〉

1
1
3

1
9
7
9

9
2
0
3

セ
コ

ム
S
D

セ
ン

タ
ー

松
田

平
田

坂
本

設
計

外
観

〔
建

築
外

観
〕

キ
ッ
チ
リ

【
整

然
性

（
小

）
】
建
物
全
体
を
純
白
に
す
る

〈
整

合
〉

1
1
4

1
9
7
9

9
2
0
3

セ
コ

ム
S
D

セ
ン

タ
ー

松
田

平
田

坂
本

設
計

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ン

〔
調

度
品

〕
キ
ッ
チ
リ

【
整

然
性

（
小

）
】
極
く
単
純
な
カ
ラ
ー
ス
キ
ー

ム
〈
単

純
性

〉

1
1
5

1
9
7
9

1
0

1
8
2

5
4
の

屋
根

（
建

部
保

育
園

）
石

井
和

紘
屋
根

〔
屋

根
〕

チ
マ
チ
マ

【
量

（
少

）
】

可
愛
ら
し
い

〈
印

象
（
良

）
〉

1
1
6

1
9
7
9

1
0

1
8
2

5
4
の

屋
根

（
建

部
保

育
園

）
石

井
和

紘
屋
根

〔
屋

根
〕

チ
マ
チ
マ

【
量

（
少

）
】

街
〈
複

雑
〉

1
1
7

1
9
8
0

7
1
8
1

田
部

美
術

館
菊

竹
清

訓
展
示
空
間

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
茶
道
具
の
展
示

〈
伝

統
性

〉

1
1
8

1
9
8
0

7
1
8
1

田
部

美
術

館
菊

竹
清

訓
展
示
空
間

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】

奥
に
路
地
庭
を
配
し
た
り
,

庭
を
見
せ
た
り
,
ホ
ー
ル
を

見
下
ろ
し
た
り
で
き
る

〈
一

体
〉

1
1
9

1
9
8
0

7
2
5
9

武
蔵

野
相

愛
幼

稚
園

吉
岡

設
計

空
間

〔
内

部
空

間
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
抵
抗
感
の
な
い

〈
親

近
感

〉
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表

出
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分
類
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1
2
0

1
9
8
0

7
2
5
9

武
蔵

野
相

愛
幼

稚
園

吉
岡

設
計

空
間

〔
内

部
空

間
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
連
続
的

〈
親

和
性

〉

1
2
1

1
9
8
0

7
2
5
9

武
蔵

野
相

愛
幼

稚
園

吉
岡

設
計

空
間

〔
内

部
空

間
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
調
和

〈
親

和
性

〉

1
2
2

1
9
8
0

8
2
6
5

児
玉

邸
石

井
和

紘
材
料

〔
材

料
〕

ほ
の
ぼ
の

【
温

か
さ

（
小

）
】

自
然

〈
生

命
感

〉

1
2
3

1
9
8
0

8
2
6
5

児
玉

邸
石

井
和

紘
雁
行
平
面

〔
平

面
〕

ほ
の
ぼ
の

【
温

か
さ

（
小

）
】

昔
な
つ
か
し

〈
奥

ゆ
か

し
さ

〉

1
2
4

1
9
8
0

8
2
6
5

児
玉

邸
石

井
和

紘
(
空
間
)

〔
内

部
空

間
〕

ほ
の
ぼ
の

【
温

か
さ

（
小

）
】

余
裕

〈
安

心
感

〉

1
2
5

1
9
8
0

8
2
6
5

児
玉

邸
石

井
和

紘
窓
辺

〔
内

部
空

間
〕

ほ
の
ぼ
の

【
温

か
さ

（
小

）
】

日
が
や
わ
ら
か
く
さ
し
て
い

る
〈
包

容
〉

1
2
6

1
9
8
1

1
2
5
3

佐
賀

県
立

九
州

陶
磁

文
化

館
内

田
祥

哉
素
材

〔
材

料
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
質
感
の
あ
る

〈
質

感
〉

1
2
7

1
9
8
1

1
2
5
3

佐
賀

県
立

九
州

陶
磁

文
化

館
内

田
祥

哉
素
材

〔
材

料
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
風
土
と
の
一
体
性

〈
伝

統
性

〉

1
2
8

1
9
8
1

1
2
5
3

佐
賀

県
立

九
州

陶
磁

文
化

館
内

田
祥

哉
素
材

〔
材

料
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
温
味
の
あ
る

〈
生

命
感

〉

1
2
9

1
9
8
1

7
2
4
2

旅
館

　
蓬

莱
志

水
正

弘
・
林

公
子

（
名

城
大

学
）
真
壁
大
壁

〔
壁

〕
ス
ッ
キ
リ

【
整

然
性

（
小

）
】
最
小
限
に
し
た

〈
充

足
〉

1
3
0

1
9
8
2

3
2
0
6

や
む

ち
ん

の
里

匠
設

計
(
赤
瓦
の
稜
線
)

〔
屋

根
〕

く
っ
き
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】
美
し
さ

〈
美

し
さ

〉

1
3
1

1
9
8
2

3
2
0
6

や
む

ち
ん

の
里

匠
設

計
(
赤
瓦
の
稜
線
)

〔
屋

根
〕

く
っ
き
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】
映
え
る

〈
重

厚
さ

〉

1
3
2

1
9
8
2

3
2
3
6

神
宮

前
太

田
ビ

ル
竹

内
武

弘
石
垣

〔
塀

〕
ド
ッ
シ
リ

【
質

量
（
重

）
】

表
情
豊
か

〈
豊

穣
〉

1
3
3

1
9
8
2

3
2
3
6

神
宮

前
太

田
ビ

ル
竹

内
武

弘
石
垣

〔
塀

〕
ド
ッ
シ
リ

【
質

量
（
重

）
】

自
己
を
主
張

〈
刺

激
〉

1
3
4

1
9
8
2

5
1
8
3

和
風

タ
ウ

ン
ハ

ウ
ス

神
戸

市
住

宅
供

給
公

社
＋

坂
倉

建
築

研
究

所
ス
ペ
ー
ス
（
玄
関
回
り

〔
内

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
奥
ゆ
か
し
さ

〈
奥

ゆ
か

し
さ

〉

1
3
5

1
9
8
2

5
2
0
8

衾
の

集
合

住
宅

渡
辺

明
設

計
壁

〔
壁

〕
ジ
グ
ザ
グ

【
折

れ
方

（
強

）
】
動
き

〈
刺

激
〉

1
3
6

1
9
8
2

5
2
3
3

新
宮

の
外

科
医

院
設

計
組

織
ア

モ
ル

フ
枠
組

〔
構

造
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
明
快
さ

〈
明

快
〉

1
3
7

1
9
8
2

7
2
1
3

第
一

生
命

千
里

教
育

セ
ン

タ
ー

松
田

平
田

坂
本

設
計

収
納
や
化
粧
コ
ー
ナ
ー

〔
領

域
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
憩

〈
安

心
感

〉

1
3
8

1
9
8
2

8
2
4
3

吉
屋

邸
板

垣
元

彬
仕
舞

〔
デ

ィ
テ

ー
ル

〕
き
ち
っ

【
整

然
性

（
小

）
】
見
せ
な
い

〈
単

純
性

〉

1
3
9

1
9
8
2

8
2
4
3

吉
屋

邸
板

垣
元

彬
仕
舞

〔
デ

ィ
テ

ー
ル

〕
き
ち
っ

【
整

然
性

（
小

）
】
す
っ
き
り

〈
印

象
（
良

）
〉
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る
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築
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具
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掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
主

体
の

記
述

例
〔
主

体
の

分
類

〕
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
 】

表
出

概
念

の
記

述
例

〈
表

出
概

念
の

分
類

〉

1
4
0

1
9
8
2

8
2
4
3

吉
屋

邸
板

垣
元

彬
枠
回
り

〔
デ

ィ
テ

ー
ル

〕
す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】
見
せ
な
い
よ
う
に

〈
単

純
性

〉

1
4
1

1
9
8
2

8
2
4
3

吉
屋

邸
板

垣
元

彬
枠
回
り

〔
デ

ィ
テ

ー
ル

〕
す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】
き
ち
っ
と
し
ま
す

〈
整

合
〉

1
4
2

1
9
8
2

8
2
9
7

高
橋

邸
元

倉
真

琴
　

飯
田

善
彦

壁
〔
壁

〕
す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
感
じ

ら
れ
る

〈
印

象
（
良

）
〉

1
4
3

1
9
8
2

8
2
9
7

高
橋

邸
元

倉
真

琴
　

飯
田

善
彦

壁
〔
壁

〕
す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】
白
っ
ぽ
い

〈
清

潔
さ

〉

1
4
4

1
9
8
2

8
3
0
6

北
川

さ
ん

の
家

早
川

建
築

設
計

空
間

〔
内

部
空

間
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
落
ち
着
い
た

〈
安

心
感

〉

1
4
5

1
9
8
2

8
3
0
6

北
川

さ
ん

の
家

早
川

建
築

設
計

空
間

〔
内

部
空

間
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
奥
行
き

〈
ス

ケ
ー

ル
感

〉

1
4
6

1
9
8
2

1
0

2
0
4

金
沢

工
業

大
学

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

セ

ン
タ

ー
大

谷
幸

夫
・
大

谷
幸

夫
空
間

〔
内

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
連
続
す
る

〈
親

和
性

〉

1
4
7

1
9
8
2

1
1

1
7
8

杉
並

区
立

中
央

図
書

館
黒

川
紀

章
書
架
間
隔

〔
領

域
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
安
心

〈
安

心
感

〉

1
4
8

1
9
8
2

1
1

1
7
8

杉
並

区
立

中
央

図
書

館
黒

川
紀

章
書
架
間
隔

〔
領

域
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
支
障
の
な
い

〈
充

足
〉

1
4
9

1
9
8
3

2
1
5
8

白
影

近
藤

春
司

・
m

u
造

家
工

房
和
室

〔
室

空
間

〕
ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

暗
く

〈
疎

外
〉

1
5
0

1
9
8
3

2
1
5
8

白
影

近
藤

春
司

・
m

u
造

家
工

房
和
室

〔
室

空
間

〕
ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

閉
ざ
さ
れ
た

〈
疎

外
〉

1
5
1

1
9
8
3

2
1
5
8

白
影

近
藤

春
司

・
m

u
造

家
工

房
和
室

〔
室

空
間

〕
ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

こ
こ
に
逃
げ
込
み
~
待
つ
-
-
-

，
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
の
室

〈
控

目
〉

1
5
2

1
9
8
3

2
2
2
8

山
下

邸
　

民
家

型
工

法
住

宅
現

代
計

画
研

究
所

窓
〔
開

口
部

〕
ス
ッ
キ
リ

【
整

然
性

（
小

）
】
引
き
込
む

〈
単

純
性

〉

1
5
3

1
9
8
3

2
2
2
8

山
下

邸
　

民
家

型
工

法
住

宅
現

代
計

画
研

究
所

窓
〔
開

口
部

〕
ス
ッ
キ
リ

【
整

然
性

（
小

）
】
造
作
材
の
石
数
を
減
ら
す
こ

と
〈
単

純
性

〉

1
5
4

1
9
8
3

2
2
5
3

山
内

邸
椎

名
英

三
壁

〔
壁

〕
ザ
ラ
ザ
ラ

【
粗

さ
（
粗

）
】

力
強
く
確
実
な
存
在
感
の
あ

る
〈
重

厚
さ

〉

1
5
5

1
9
8
3

2
2
5
3

山
内

邸
椎

名
英

三
壁

〔
壁

〕
ザ
ラ
ザ
ラ

【
粗

さ
（
粗

）
】

力
強
く
確
実
な
存
在
感
の
あ

る
〈
重

厚
さ

〉

1
5
6

1
9
8
3

2
2
5
3

山
内

邸
椎

名
英

三
天
井

〔
天

井
〕

ザ
ラ
ザ
ラ

【
粗

さ
（
粗

）
】

力
強
く
確
実
な
存
在
感
の
あ

る
〈
重

厚
さ

〉

1
5
7

1
9
8
3

2
2
5
3

山
内

邸
椎

名
英

三
天
井

〔
天

井
〕

ザ
ラ
ザ
ラ

【
粗

さ
（
粗

）
】

力
強
く
確
実
な
存
在
感
の
あ

る
〈
重

厚
さ

〉

1
5
8

1
9
8
3

3
2
4
3

如
水

会
館

三
菱

地
所

　
日

本
設

計
色

〔
色

彩
〕

は
ん
な
り

【
明

度
（
鮮

）
】

匂
い
た
つ

〈
刺

激
〉

1
5
9

1
9
8
3

3
2
4
3

如
水

会
館

三
菱

地
所

　
日

本
設

計
色

〔
色

彩
〕

は
ん
な
り

【
明

度
（
鮮

）
】

柔
ら
か

〈
柔

和
〉
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描
写
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擬

態
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表
現
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お

け
る

建
築

の
具
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の

様
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N
o
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掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
主

体
の

記
述

例
〔
主

体
の

分
類

〕
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
 】

表
出

概
念

の
記

述
例

〈
表

出
概

念
の

分
類

〉

1
6
0

1
9
8
3

3
2
4
6

大
龍

堂
書

店
吉

村
篤

一
内
部

〔
内

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
新
し
い
サ
ロ
ン

〈
落

着
〉

1
6
1

1
9
8
3

3
2
4
6

大
龍

堂
書

店
吉

村
篤

一
お
も
て

〔
建

築
外

観
〕

し
っ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】
落
ち
着
き
の
あ
る

〈
安

心
感

〉

1
6
2

1
9
8
3

3
2
4
6

大
龍

堂
書

店
吉

村
篤

一
お
も
て

〔
建

築
外

観
〕

し
っ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】
静
か
な

〈
控

目
〉

1
6
3

1
9
8
3

5
2
5
6

板
橋

区
立

少
年

自
然

の
家

　
八

ヶ

岳
荘

村
田

政
真

建
築

設
計

た
た
ず
ま
い

〔
建

築
全

体
〕

ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

溶
け
こ
む

〈
親

和
性

〉

1
6
4

1
9
8
3

5
2
5
6

板
橋

区
立

少
年

自
然

の
家

　
八

ヶ

岳
荘

村
田

政
真

建
築

設
計

た
た
ず
ま
い

〔
建

築
全

体
〕

ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

目
立
た
せ
ず

〈
控

目
〉

1
6
5

1
9
8
3

8
1
6
8

梅
宮

邸
安

藤
忠

雄
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

〔
材

料
〕

ざ
ら
ざ
ら

【
粗

さ
（
粗

）
】

時
間
の
重
み
を
確
実
に
受
け

と
め
て
ゆ
く

〈
伝

統
性

〉

1
6
6

1
9
8
3

8
1
8
3

光
香

近
藤

春
司

・
m

u
造

家
工

房
屋
根

〔
屋

根
〕

ビ
ク

【
衝

撃
（
大

）
】

長
さ
１
ｍ
弱
の
石
材
を
モ
ル

タ
ル
で
つ
な
ぎ
，
そ
の
上
に

厚
さ
６
ｃ
ｍ
ほ
ど
の
単
板
が

並
べ
て
あ
る

〈
強

固
〉

1
6
7

1
9
8
3

8
2
9
3

敷
石

屋
根

の
家

高
原

生
樹

建
築

設
計

内
部
（
空
間
）

〔
内

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
外
部
と
の
区
別
を
で
き
る
だ

け
な
く
す

〈
一

体
〉

1
6
8

1
9
8
3

9
1
4
9

赤
坂

プ
リ

ン
ス

ホ
テ

ル
新

館
丹

下
健

三
外
観

〔
建

築
外

観
〕

ジ
グ
ザ
グ

【
折

れ
方

（
強

）
】
２
方
向
の
眺
望
が
得
ら
れ

〈
複

雑
〉

1
6
9

1
9
8
3

9
1
4
9

赤
坂

プ
リ

ン
ス

ホ
テ

ル
新

館
丹

下
健

三
外
壁
・
竪

〔
壁

〕
ジ
グ
ザ
グ

【
折

れ
方

（
強

）
】
部
屋
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
ス
ケ
ー

ル
感
が
出
て
き
た

〈
ス

ケ
ー

ル
感

〉

1
7
0

1
9
8
3

1
0

2
5
1

ア
ル

フ
ァ

コ
ー

ト
伏

見
建

築
企

画
設

計
社

　
Ｐ

Ａ
Ｌ

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
(
利
用
者
)

〔
人

〕
ほ
っ

【
不

明
瞭

性
（
小

）
】
安
堵

〈
安

心
感

〉

1
7
1

1
9
8
3

1
2

1
9
3

旧
た

く
ん

ち
倉

本
た

つ
ひ

こ
外
壁

〔
壁

〕
ほ
の
ぼ
の

【
温

か
さ

（
小

）
】

焦
が
し
た

〈
生

命
感

〉

1
7
2

1
9
8
3

1
2

2
0
0

早
稲

田
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

学
生

会
館

1
9
8
2

富
永

譲
壁
は

〔
壁

〕
ツ
ル
ツ
ル

【
円

滑
性

（
軽

）
】
純
白

〈
清

潔
さ

〉

1
7
3

1
9
8
3

1
2

2
0
0

早
稲

田
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

学
生

会
館

1
9
8
2

富
永

譲
壁
は

〔
壁

〕
ツ
ル
ツ
ル

【
円

滑
性

（
軽

）
】
す
ぐ
拭
き
と
れ
る

〈
清

潔
さ

〉

1
7
4

1
9
8
4

1
1
6
0

能
楽

堂
大

江
宏

空
間

〔
内

部
空

間
〕

た
っ
ぷ
り

【
過

剰
性

（
小

）
】
十
分

〈
安

心
感

〉

1
7
5

1
9
8
4

2
1
6
9

中
山

邸
宮

脇
檀

環
境

〔
周

辺
環

境
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
ふ
ん
だ
ん

〈
豊

穣
〉

1
7
6

1
9
8
4

7
2
3
8

福
山

暁
の

星
女

子
中

学
・
高

等
学

校
体

育
館

長
島

孝
一

建
物

〔
建

築
全

体
〕

ど
っ
し
り

【
質

量
（
重

）
】

ラ
ン
ド
マ
ー
ク

〈
重

厚
さ

〉

1
7
7

1
9
8
4

8
2
1
1

松
原

の
家

森
島

清
太

架
構
体

〔
構

造
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
合
掌
造
り
の
民
家

〈
強

固
〉

1
7
8

1
9
8
4

8
2
1
1

松
原

の
家

森
島

清
太

架
構
体

〔
構

造
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
街
並
み
と
の
調
和

〈
親

和
性

〉
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建
築

物
の

言
語

描
写

の
擬

態
語

表
現

に
お

け
る

建
築

の
具

体
の

様
相

N
o
.

掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
主

体
の

記
述

例
〔
主

体
の

分
類

〕
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
 】

表
出

概
念

の
記

述
例

〈
表

出
概

念
の

分
類

〉

1
7
9

1
9
8
4

8
2
1
1

松
原

の
家

森
島

清
太

広
間

〔
室

空
間

〕
ガ
ラ
ン

【
空

隙
度

(大
)】

単
純
に

〈
単

純
性

〉

1
8
0

1
9
8
4

8
2
8
8

ド
ー

モ
・
コ

ン
ク

ー
ラ

T
e
am

 Z
o
o
　

い
る

か
設

計
集

団
居
間
と
寝
室
・
子
供
室

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
さ
ま
ざ
ま
な

〈
多

様
性

〉

1
8
1

1
9
8
4

8
2
8
8

ド
ー

モ
・
コ

ン
ク

ー
ラ

T
e
am

 Z
o
o
　

い
る

か
設

計
集

団
居
間
と
寝
室
・
子
供
室

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
あ
け
っ
ぴ
ろ
げ

〈
開

放
性

〉

1
8
2

1
9
8
4

8
2
9
4

光
壁

の
家

丹
羽

建
築

設
計

台
所

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
木

〈
生

命
感

〉

1
8
3

1
9
8
4

1
0

2
1
6

ア
ル

フ
ァ

リ
ゾ

ー
ト

占
冠

ホ
テ

ル
ア

ル
フ

ァ
事

業
企

画
室

景
色

〔
風

景
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
美
し
く

〈
美

し
さ

〉

1
8
4

1
9
8
4

1
0

2
1
6

ア
ル

フ
ァ

リ
ゾ

ー
ト

占
冠

ホ
テ

ル
ア

ル
フ

ァ
事

業
企

画
室

リ
ゾ
ー
ト

〔
特

定
建

築
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
大
地
を
包
み
込
む

〈
包

容
〉

1
8
5

1
9
8
4

1
0

2
1
7

ア
ル

フ
ァ

リ
ゾ

ー
ト

占
冠

ホ
テ

ル
ア

ル
フ

ァ
事

業
企

画
室

部
屋

〔
内

部
空

間
〕

す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】
梁
型
の
出
な
い

〈
単

純
性

〉

1
8
6

1
9
8
4

1
0

2
7
4

作
家

と
画

家
の

家
大

林
組

玄
関
ホ
ー
ル
，
リ
ビ
ン
グ

ル
ー
ム
回
り
の
空
間

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
落
ち
着
い
た
感
じ

〈
安

心
感

〉

1
8
7

1
9
8
4

1
1

2
0
5

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
安

藤
忠

雄
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

〔
材

料
〕

ざ
ら
ざ
ら

【
粗

さ
（
粗

）
】

皮
膚
感
覚
に
訴
え
て

〈
刺

激
〉

1
8
8

1
9
8
4

1
1

2
1
5

滋
賀

県
立

近
代

美
術

館
日

建
設

計
天
井

〔
天

井
〕

ス
ッ
キ
リ

【
整

然
性

（
小

）
】
見
え
ず

〈
単

純
性

〉

1
8
9

1
9
8
5

1
1
5
4

大
正

海
上

本
社

ビ
ル

日
建

設
計

展
望

〔
風

景
〕

く
っ
き
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】
わ
ず
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く

〈
単

純
性

〉

1
9
0

1
9
8
5

4
2
6
0

タ
グ

ボ
ー

ト
・
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
　

東

京
ガ

ス
江

戸
川

営
業

所
鹿

島
建

設
建
築
の
外
壁

〔
壁

〕
ツ
ル
ン

【
円

滑
性

（
軽

）
】
目
地
の
な
い

〈
一

体
〉

1
9
1

1
9
8
5

4
2
6
0

タ
グ

ボ
ー

ト
・
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
　

東

京
ガ

ス
江

戸
川

営
業

所
鹿

島
建

設
建
築
の
外
壁

〔
壁

〕
ツ
ル
ン

【
円

滑
性

（
軽

）
】
素
晴
ら
し
い
精
度

〈
精

巧
〉

1
9
2

1
9
8
5

4
2
6
0

タ
グ

ボ
ー

ト
・
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
　

東

京
ガ

ス
江

戸
川

営
業

所
鹿

島
建

設
建
築
の
外
壁

〔
壁

〕
ツ
ル
ン

【
円

滑
性

（
軽

）
】
平
滑

〈
平

坦
〉

1
9
3

1
9
8
5

7
1
7
6

有
田

　
其

泉
工

房
ア

ル
セ

ッ
ド

建
築

研
究

所
居
間

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
開
放
的

〈
開

放
性

〉

1
9
4

1
9
8
5

7
1
7
6

有
田

　
其

泉
工

房
ア

ル
セ

ッ
ド

建
築

研
究

所
居
間

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
柔
軟
に
対
応

〈
柔

軟
性

〉

1
9
5

1
9
8
5

7
1
7
6

有
田

　
其

泉
工

房
ア

ル
セ

ッ
ド

建
築

研
究

所
居
間

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
連
続

〈
親

和
性

〉

1
9
6

1
9
8
5

7
1
7
6

有
田

　
其

泉
工

房
ア

ル
セ

ッ
ド

建
築

研
究

所
外
観

〔
建

築
外

観
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
家
庭
的

〈
生

命
感

〉

1
9
7

1
9
8
5

9
2
1
9

浦
添

市
立

図
書

館
内

井
昭

蔵
・
東

設
計

工
房

設
計

共
同

企
業

体
ス
ペ
ー
ス
（
一
般
開
架
室
）

〔
内

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
本
が
閲
覧

で
き
る

〈
柔

軟
性

〉

1
9
8

1
9
8
5

1
0

1
5
0

ザ
・
パ

ラ
デ

ィ
ア

ム
磯

崎
新

内
装

〔
部

材
〕

き
ち
ん

【
整

然
性

（
小

）
】
ボ
ロ
ボ
ロ
(
し
て
い
な
い
）

〈
整

合
〉
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建
築

物
の

言
語

描
写

の
擬

態
語

表
現

に
お

け
る

建
築

の
具

体
の

様
相

N
o
.

掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
主

体
の

記
述

例
〔
主

体
の

分
類

〕
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
 】

表
出

概
念

の
記

述
例

〈
表

出
概

念
の

分
類

〉

1
9
9

1
9
8
6

2
2
0
0

オ
フ

ィ
ス

マ
シ

ン
界

工
作

舎
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井

〔
天

井
〕

ぎ
り
ぎ
り

【
臨

界
性

（
大

）
】
薄
型

〈
小

さ
さ

〉

2
0
0

1
9
8
6

2
2
2
4

上
野

学
園

-
-
-
短

期
大

学
人

文
学

科
棟

／
研

修
棟

日
本

総
合

建
築

事
務

所
娯
楽
室

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
い
や
す

〈
安

心
感

〉

2
0
1

1
9
8
6

3
1
6
4

笠
間

東
洋

ゴ
ル

フ
倶

楽
部

村
野

・
森

建
築

事
務

所
景
観

〔
風

景
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
コ
ン
ド
ル
が
翼
を
休
め
て
い

る
〈
生

命
感

〉

2
0
2

1
9
8
6

3
1
6
4

笠
間

東
洋

ゴ
ル

フ
倶

楽
部

村
野

・
森

建
築

事
務

所
景
観

〔
風

景
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
ア
ン
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

〈
湾

曲
〉

2
0
3

1
9
8
6

1
0

2
1
9

小
瀬

ス
ポ

ー
ツ

公
園

中
央

広
場

モ
ニ

ュ
メ

ン
ト

プ
ラ

ザ
曾

田
雄

亮
研

究
所

＋
S
IN

F
構
造

〔
構

造
〕

ギ
リ
ギ
リ

【
臨

界
性

（
大

）
】
凝
縮
し
た
結
晶
体

〈
充

足
〉

2
0
4

1
9
8
6

1
1

2
2
9

ホ
テ

ル
ニ

ュ
ー

オ
ー

タ
ニ

大
阪

日
建

設
計

屋
上

〔
外

部
空

間
〕

そ
っ
く
り

【
明

瞭
性

（
鋭

）
】
巨
大
な
も
の

〈
包

容
〉

2
0
5

1
9
8
6

1
2

2
3
3

弘
前

市
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
菊

竹
清

訓
構
造

〔
構

造
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
支
え
て
安
定
を
保
っ
て
い
る

〈
強

固
〉

2
0
6

1
9
8
7

6
1
7
3

銀
座

テ
ア

ト
ル

ビ
ル

菊
竹

清
訓

楽
屋

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
気
分
よ
く

〈
印

象
（
快

適
）
〉

2
0
7

1
9
8
7

1
1

2
0
9

ホ
テ

ル
日

航
サ

ン
フ

ラ
ン

シ
ス

コ
竹

中
工

務
店

ホ
テ
ル

〔
建

築
全

体
〕

は
ん
な
り

【
明

度
（
鮮

）
】

日
本
人
の
感
性

〈
伝

統
性

〉

2
0
8

1
9
8
7

1
1

2
0
9

ホ
テ

ル
日

航
サ

ン
フ

ラ
ン

シ
ス

コ
竹

中
工

務
店

ホ
テ
ル

〔
特

定
建

築
〕

は
ん
な
り

【
明

度
（
鮮

）
】

ゆ
と
り

〈
安

心
感

〉

2
0
9

1
9
8
7

1
1

2
0
9

ホ
テ

ル
日

航
サ

ン
フ

ラ
ン

シ
ス

コ
竹

中
工

務
店

ホ
テ
ル

〔
特

定
建

築
〕

は
ん
な
り

【
明

度
（
鮮

）
】

落
ち
着
き

〈
安

心
感

〉

2
1
0

1
9
8
7

1
1

2
0
9

ホ
テ

ル
日

航
サ

ン
フ

ラ
ン

シ
ス

コ
竹

中
工

務
店

ホ
テ
ル

〔
建

築
全

体
〕

は
ん
な
り

【
明

度
（
鮮

）
】

匂
い
た
つ

〈
美

し
さ

〉

2
1
1

1
9
8
7

1
1

2
5
3

武
蔵

野
芝

セ
ン

タ
ー

Ｒ
Ｅ

設
計

コ
ン
ク
リ
ー
ト

〔
材

料
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
き
め
の
細
か
い

〈
精

巧
〉

2
1
2

1
9
8
7

1
1

2
5
3

武
蔵

野
芝

セ
ン

タ
ー

Ｒ
Ｅ

設
計

コ
ン
ク
リ
ー
ト

〔
材

料
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
気
品
の
あ
る
空
間

〈
美

し
さ

〉

2
1
3

1
9
8
7

1
2

1
9
2

札
幌

豊
平

教
会

北
海

道
建

築
工

房
窓

〔
開

口
部

〕
が
っ
し
り

【
固

定
度

（
大

）
】
豊
か

〈
豊

穣
〉

2
1
4

1
9
8
7

1
2

1
9
2

札
幌

豊
平

教
会

北
海

道
建

築
工

房
窓

〔
開

口
部

〕
が
っ
し
り

【
固

定
度

（
大

）
】
歴
史
を
刻
み
込
ん
だ
姿

〈
伝

統
性

〉

2
1
5

1
9
8
8

3
2
0
2

精
神

薄
弱

者
更

生
施

設
み

だ
い

寮
湯

澤
正

信
ス
ペ
ー
ス

〔
内

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
ひ
と
つ
の
身
体
化

〈
包

容
〉

2
1
6

1
9
8
8

8
2
4
2

那
須

友
愛

の
森

長
島

孝
一

空
間

〔
内

部
空

間
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
開
け
て

〈
開

放
性

〉

2
1
7

1
9
8
8

8
2
4
2

那
須

友
愛

の
森

長
島

孝
一

空
間

〔
内

部
空

間
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
人
間
的
ス
ケ
ー
ル

〈
ス

ケ
ー

ル
感

〉

2
1
8

1
9
8
9

2
3
0
2

住
友

不
動

産
軽

井
沢

山
荘

日
建

設
計

浴
室

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
の
び
や
か
で
自
然
な

〈
生

命
感

〉
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描
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現
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お
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る

建
築
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具

体
の

様
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N
o
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掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
主

体
の

記
述

例
〔
主

体
の

分
類

〕
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
 】

表
出

概
念

の
記

述
例

〈
表

出
概

念
の

分
類

〉

2
1
9

1
9
8
9

3
2
6
7

ペ
ア

シ
テ

ィ
・
サ

ク
ラ

ビ
ア

成
城

竹
中

工
務

店
住
戸

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
快
適

〈
印

象
（
快

適
）
〉

2
2
0

1
9
9
0

3
3
1
4

海
の

中
道

青
少

年
海

の
家

匠
建

築
研

究
所

ク
ロ
マ
ツ
林

〔
（
風

景
）
〕

ご
つ
ご
つ

【
硬

度
（
大

）
】

荒
々
し
く

〈
質

感
〉

2
2
1

1
9
9
0

5
3
1
0

S
Y
N

T
A

X
高

松
伸

建
築

〔
建

築
全

体
〕

み
っ
ち
り

【
密

集
度

（
小

）
】
喧
し
い

〈
賑

わ
い

〉

2
2
2

1
9
9
0

7
2
3
3

水
戸

芸
術

館
磯

崎
新

，
三

上
建

築
事

務
所

聴
衆

〔
人

〕
こ
ぢ
ん
ま
り

【
量

（
少

）
】

分
節
し
て
い
る

〈
遮

断
〉

2
2
3

1
9
9
0

7
2
3
3

水
戸

芸
術

館
磯

崎
新

，
三

上
建

築
事

務
所

聴
衆

〔
人

〕
こ
ぢ
ん
ま
り

【
量

（
少

）
】

居
心
地
の
よ
い

〈
印

象
（
快

適
）
〉

2
2
4

1
9
9
0

7
2
7
7

海
の

博
物

館
・
文

化
財

収
蔵

庫
内

藤
廣

物
た
ち

〔
調

度
品

〕
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】
弾
き
出
さ
れ
た

〈
疎

外
〉

2
2
5

1
9
9
0

7
2
7
7

海
の

博
物

館
・
文

化
財

収
蔵

庫
内

藤
廣

物
た
ち

〔
調

度
品

〕
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】
断
片

〈
断

片
〉

2
2
6

1
9
9
0

1
0

2
1
8

建
部

町
国

際
交

流
館

石
山

修
武

素
材

〔
材

料
〕

バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】
あ
る
が
ま
ま
の
姿

〈
単

純
性

〉

2
2
7

1
9
9
0

1
0

2
1
8

建
部

町
国

際
交

流
館

石
山

修
武

素
材

〔
材

料
〕

バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】
自
由
な
/
勝
手
気
ま
ま
な
形

〈
自

由
〉

2
2
8

1
9
9
0

1
0

2
1
8

建
部

町
国

際
交

流
館

石
山

修
武

素
材

〔
材

料
〕

バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】
長
さ
も
そ
ろ
え
る
こ
と
を
し

な
い

〈
複

雑
〉

2
2
9

1
9
9
1

4
3
0
8

ニ
コ

ニ
コ

の
り

九
州

工
場

工
藤

国
雄

＋
L
-
H

O
U

S
E

人
び
と

〔
人

〕
ほ
っ

【
不

明
瞭

性
（
小

）
】
木
製
、
木
の
フ
レ
ー
ム
、
花

形
〈
生

命
感

〉

2
3
0

1
9
9
1

7
2
7
8

ベ
イ

サ
イ

ド
プ

レ
イ

ス
博

多
埠

頭
北

山
孝

二
郎

＋
K
計

画
事

務
所

コ
リ
ド
ー
/
半
戸
外
の
ス

ペ
ー
ス

〔
外

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
開
放
感

〈
開

放
性

〉

2
3
1

1
9
9
1

7
2
7
8

ベ
イ

サ
イ

ド
プ

レ
イ

ス
博

多
埠

頭
北

山
孝

二
郎

＋
K
計

画
事

務
所

コ
リ
ド
ー
/
半
戸
外
の
ス

ペ
ー
ス

〔
外

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
つ
な
げ
る

〈
親

和
性

〉

2
3
2

1
9
9
1

1
0

2
6
9

神
慈

秀
明

会
黄

島
道

場
栗

生
総

合
計

画
事

務
所

緑
の
島

〔
地

形
〕

こ
ん
も
り

【
膨

張
性

（
小

）
】
な
だ
ら
か
な
2
段
の
曲
面
を

も
つ

〈
湾

曲
〉

2
3
3

1
9
9
1

1
0

3
1
5

フ
ィ

リ
ピ

ン
共

和
国

土
壌

研
究

開

発
セ

ン
タ

ー
久

米
建

築
事

務
所

シ
ェ
ル
タ
ー

〔
建

築
全

体
〕

ど
っ
し
り

【
質

量
（
重

）
】

量
塊

〈
一

体
〉

2
3
4

1
9
9
1

1
0

3
1
5

フ
ィ

リ
ピ

ン
共

和
国

土
壌

研
究

開

発
セ

ン
タ

ー
久

米
建

築
事

務
所

シ
ェ
ル
タ
ー

〔
特

定
建

築
〕

ど
っ
し
り

【
質

量
（
重

）
】

安
堵

〈
安

心
感

〉

2
3
5

1
9
9
1

1
0

3
1
5

フ
ィ

リ
ピ

ン
共

和
国

土
壌

研
究

開

発
セ

ン
タ

ー
久

米
建

築
事

務
所

シ
ェ
ル
タ
ー

〔
特

定
建

築
〕

ど
っ
し
り

【
質

量
（
重

）
】

重
量
感

〈
重

厚
さ

〉

2
3
6

1
9
9
1

1
0

3
4
6

デ
イ

ス
タ

ー
ゴ

ル
フ

ク
ラ

ブ
大

林
組

＋
ア

ト
リ

エ
’
8
8

空
（
天
井
）

〔
天

井
〕

ぼ
や
っ

【
不

明
瞭

性
（
大

）
】
干
渉

〈
刺

激
〉

2
3
7

1
9
9
1

1
2

3
3
3

風
の

卵
　

大
川

端
リ

バ
ー

シ
テ

ィ

2
1
タ

ウ
ン

ゲ
ー

ト
B

伊
東

豊
雄

建
築

設
計

立
体

〔
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
〕

ぼ
ん
や
り

【
不

明
瞭

性
（
大

）
】
輪
郭
を
失
い

〈
複

雑
〉

2
3
8

1
9
9
2

2
3
1
8

龍
ヶ

崎
カ

ン
ト

リ
ー

倶
楽

部
グ

ラ
ブ

ハ
ウ

ス
M

H
S
松

田
平

田
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
つ
な
が
っ
て
い
く

〈
親

和
性

〉
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お
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の
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N
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掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
主

体
の

記
述

例
〔
主

体
の

分
類

〕
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
 】

表
出

概
念

の
記

述
例

〈
表

出
概

念
の

分
類

〉

2
3
9

1
9
9
3

1
2
8
7

サ
ン

パ
ー

ク
明

野
レ

イ
ク

ウ
ッ

ド
ゴ

ル
フ

ク
ラ

ブ

山
梨

県
明

野
村

　
計

 武
者

英
二

研
究

室
空
間

〔
内

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
く
つ
ろ
げ
る

〈
安

心
感

〉

2
4
0

1
9
9
3

9
2
2
4

式
年

遷
宮

記
念

神
宮

美
術

館
大

江
宏

建
築

〔
建

築
全

体
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
調
和
す
る

〈
親

和
性

〉

2
4
1

1
9
9
3

9
2
2
4

式
年

遷
宮

記
念

神
宮

美
術

館
大

江
宏

建
築

〔
建

築
全

体
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
和

〈
伝

統
性

〉

2
4
2

1
9
9
3

9
2
6
4

グ
ロ

ー
バ

ル
ド

ー
ム

藤
木

材
工

業
十

K
A

J
IM

A

D
E
S
IG

N
骨
組
み

〔
構

造
〕

す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】
シ
ン
プ
ル

〈
単

純
性

〉

2
4
3

1
9
9
3

1
0

2
4
3

龍
の

医
院

(安
藤

医
院

)
多

田
善

昭
建

築
設

計
建
物

〔
建

築
全

体
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
や
さ
し
い

〈
生

命
感

〉

2
4
4

1
9
9
3

1
0

2
4
3

龍
の

医
院

(安
藤

医
院

)
多

田
善

昭
建

築
設

計
建
物

〔
建

築
全

体
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
や
わ
ら
か
な

〈
柔

和
〉

2
4
5

1
9
9
3

1
1

2
0
4

駒
沢

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

公
園

総
合

運

動
場

体
育

館
・
管

制
塔

(改
修

)
芦

原
建

築
設

計
研

究
所

外
部
空
間

〔
外

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
過
密
都
市
で
は
考
え
ら
れ
な

い
〈
空

虚
感

〉

2
4
6

1
9
9
4

2
2
2
8

き
っ

か
わ

ホ
テ

ル
フ

レ
ッ

ク
宮

崎
浩

／
プ

ラ
ン

ツ
ア

ソ
シ

ェ
イ

ツ
生
活

〔
活

動
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
非
日
常

〈
自

由
〉

2
4
7

1
9
9
4

6
2
7
4

国
立

横
浜

国
際

会
議

場

設
　

建
設

省
　

国
立

横
浜

国
際

会

議
場

設
計

共
同

企
業

体
(日

建
設

計
　

マ
ン

シ
ー

ニ
・
ダ

ッ
フ

イ
・
ア

ソ

シ
エ

ー
ツ

)

空
間
で

〔
内

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
十
分
に

〈
安

心
感

〉

2
4
8

1
9
9
4

6
2
7
4

国
立

横
浜

国
際

会
議

場

設
　

建
設

省
　

国
立

横
浜

国
際

会

議
場

設
計

共
同

企
業

体
(日

建
設

計
　

マ
ン

シ
ー

ニ
・
ダ

ッ
フ

イ
・
ア

ソ

シ
エ

ー
ツ

)

空
間
で

〔
内

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
温
か
く

〈
生

命
感

〉

2
4
9

1
9
9
4

6
2
7
4

国
立

横
浜

国
際

会
議

場

設
　

建
設

省
　

国
立

横
浜

国
際

会

議
場

設
計

共
同

企
業

体
(日

建
設

計
　

マ
ン

シ
ー

ニ
・
ダ

ッ
フ

イ
・
ア

ソ

シ
エ

ー
ツ

)

空
間
で

〔
内

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
柔
ら
か
な

〈
柔

和
〉

2
5
0

1
9
9
4

7
2
2
5

ユ
ニ

東
武

ゴ
ル

フ
ク

ラ
ブ

黒
川

雅
之

建
築

設
計

建
物

〔
建

築
全

体
〕

ぼ
そ
っ

【
乾

燥
度

（
大

）
】
土

〈
質

感
〉

2
5
1

1
9
9
4

7
2
2
5

ユ
ニ

東
武

ゴ
ル

フ
ク

ラ
ブ

黒
川

雅
之

建
築

設
計

建
物

〔
建

築
全

体
〕

ぼ
そ
っ

【
乾

燥
度

（
大

）
】
小
山

〈
小

さ
さ

〉

2
5
2

1
9
9
4

9
2
5
4

本
牧

の
複

合
集

合
住

宅
湯

澤
建

築
設

計
研

究
所

ホ
ー
ル

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な

〈
生

命
感

〉

2
5
3

1
9
9
4

1
0

2
2
2

小
国

中
学

校
屋

内
運

動
場

木
島

安
史

／
計

画
・
環

境
建

築
立
体
ト
ラ
ス

〔
構

造
〕

す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】
フ
ィ
レ
ン
デ
ー
ル

〈
空

虚
感

〉

2
5
4

1
9
9
5

1
2
2
2

富
山

県
総

合
運

動
公

園
陸

上
競

技
場

曽
根

幸
一

・
環

境
設

計
研

究
所

芝
生
面

〔
地

形
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
自
然
の
「
地
」

〈
重

厚
さ

〉

2
5
5

1
9
9
5

1
2
2
2

富
山

県
総

合
運

動
公

園
陸

上
競

技
場

曽
根

幸
一

・
環

境
設

計
研

究
所

芝
生
面

〔
地

形
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
平
坦
な

〈
平

坦
〉
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掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
主

体
の

記
述

例
〔
主

体
の

分
類

〕
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
 】

表
出

概
念

の
記

述
例

〈
表

出
概

念
の

分
類

〉

2
5
6

1
9
9
5

3
2
6
5

鶴
岡

八
幡

宮
斎

館
匠

設
計

反
射
光

〔
環

境
要

素
〕

ま
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
伝
統
の
深
み

〈
伝

統
性

〉

2
5
7

1
9
9
5

5
1
7
0

加
茂

町
文

化
ホ

ー
ル

「
ラ

メ
ー

ル
」

渡
辺

豊
和

シ
ル
エ
ッ
ト

〔
建

築
外

観
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
安
息

〈
安

心
感

〉

2
5
8

1
9
9
5

6
1
8
0

日
本

電
通

建
設

本
社

ビ
ル

永
田

・
北

野
建

築
研

究
所

建
築
の
外
部

〔
建

築
外

観
〕

し
っ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】
威
圧
感
を
与
え
な
い

〈
控

目
〉

2
5
9

1
9
9
5

9
2
3
1

三
良

坂
町

立
灰

塚
小

学
校

西
宮

善
幸

建
築

設
計

全
体
が

〔
建

築
全

体
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
一
体
の
場

〈
一

体
〉

2
6
0

1
9
9
5

1
2

1
7
3

厚
岸

昧
覚

タ
ー

ミ
ナ

ル
「
コ

ン
キ

リ

エ
」

U
R

B
建

築
研

究
所

空
間

〔
内

部
空

間
〕

ふ
っ
く
ら

【
軟

度
（
小

）
】

優
し
い

〈
親

近
感

〉

2
6
1

1
9
9
5

1
2

1
7
3

厚
岸

昧
覚

タ
ー

ミ
ナ

ル
「
コ

ン
キ

リ

エ
」

U
R

B
建

築
研

究
所

空
間

〔
内

部
空

間
〕

ふ
っ
く
ら

【
軟

度
（
小

）
】

温
か
く

〈
生

命
感

〉

2
6
2

1
9
9
6

2
1
5
0

こ
ん

に
ち

わ
セ

ン
タ

ー
北

山
孝

二
郎

＋
Ｋ

計
画

事
務

所
生
活

〔
活

動
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
民
家

〈
伝

統
性

〉

2
6
3

1
9
9
6

3
1
4
6

日
光

霧
降

カ
ン

ト
リ

ー
ク

ラ
ブ

吉
村

順
三

設
計

（
利
用
者
）

〔
人

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
く
つ
ろ
ぎ
の
場

〈
安

心
感

〉

2
6
4

1
9
9
6

9
2
2
1

山
口

県
民

文
化

ホ
ー

ル
い

わ
く

に
・
山

口
県

岩
国

総
合

庁
舎

大
谷

幸
夫

・
大

谷
幸

夫
単
色

〔
色

彩
〕

さ
っ
ぱ
り

【
量

（
少

）
】

奥
行
の
な
い

〈
曖

昧
〉

2
6
5

1
9
9
7

3
1
9
1

あ
か

り
の

交
番

P
A

R
T
2

平
倉

直
子

建
築

設
計

壁
面

〔
壁

〕
デ
コ
ボ
コ

【
凹

凸
（
大

）
】

子
供
た
ち
の
想
像
や
遊
び
を

誘
発

〈
刺

激
〉

2
6
6

1
9
9
7

3
1
9
1

あ
か

り
の

交
番

P
A

R
T
2

平
倉

直
子

建
築

設
計

壁
面

〔
壁

〕
デ
コ
ボ
コ

【
凹

凸
（
大

）
】

ス
ケ
ー
ル
を
分
割

〈
ス

ケ
ー

ル
感

〉

2
6
7

1
9
9
7

5
1
3
4

遊
水

館
青

木
淳

日
〔
周

辺
環

境
〕

ど
ん
よ
り

【
質

量
（
重

）
】

一
年
3
6
5
日
の
う
ち
2
0
0
日
ほ

ど
降
水
日
が
あ
る

〈
豊

穣
〉

2
6
8

1
9
9
7

5
1
5
6

金
沢

市
民

芸
術

村
水

野
一

郎
＋

金
沢

計
画

研
究

所
6
棟

〔
建

築
全

体
〕

バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】
３
棟
が
レ
ン
ガ
積
み
,
残
り

３
棟
が
R
C
で
あ
る

〈
複

雑
〉

2
6
9

1
9
9
7

5
1
5
6

金
沢

市
民

芸
術

村
水

野
一

郎
＋

金
沢

計
画

研
究

所
倉
庫

〔
室

空
間

〕
ガ
ラ
ン

【
空

隙
度

(大
)】

単
純
箱
型

〈
単

純
性

〉

2
7
0

1
9
9
7

1
0

1
7
5

名
古

屋
能

楽
堂

名
古

屋
市

建
築

局
営

繕
部

営
繕

課
 大

江
宏

空
間
構
成

〔
建

築
全

体
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
十
分
な

〈
安

心
感

〉

2
7
1

1
9
9
8

1
1
5
8

芦
屋

市
民

セ
ン

タ
ー

坂
倉

建
築

研
究

所
ロ
ビ
ー

〔
室

空
間

〕
た
っ
ぷ
り

【
過

剰
性

（
小

）
】
十
分
に
活
用
可
能

〈
印

象
（
快

適
）
〉

2
7
2

1
9
9
8

3
1
8
6

ゆ
う

杉
並

六
角

鬼
丈

計
画

工
房

住
風
景

〔
風

景
〕

バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】
小
刻
み

〈
断

片
〉

2
7
3

1
9
9
8

6
9
5

天
竜

市
秋

野
不

矩
美

術
館

藤
森

照
信

＋
内

田
祥

士
（
習

作

舎
）

展
示
室

〔
室

空
間

〕
ガ
ラ
ン

【
空

隙
度

(大
)】

素
気
な
い

〈
単

純
性

〉

2
7
4

1
9
9
8

1
0

1
1
3

瀬
高

町
立

図
書

館
・
瀬

高
町

歴
史

資
料

館
香

山
壽

夫
十

環
境

造
形

研
究

所
壁

〔
壁

〕
ギ
ザ
ギ
ザ

【
鋭

度
（
強

力
）
】
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

〈
多

様
性

〉

2
7
5

1
9
9
8

1
1

1
5
0

石
川

県
ふ

れ
あ

い
昆

虫
館

光
夫

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

〔
特

定
建

築
〕

き
ち
ん

【
整

然
性

（
小

）
】
全
体
を
ひ
と
つ
の
「
展
示

館
」
と
な
る

〈
整

合
〉



資
料

編
　

第
４

章
　

建
築

物
の

言
語

描
写

の
擬

態
語

表
現

に
お

け
る

建
築

の
具

体
の

様
相

N
o
.

掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
主

体
の

記
述

例
〔
主

体
の

分
類

〕
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
 】

表
出

概
念

の
記

述
例

〈
表

出
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念
の

分
類
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2
7
6

1
9
9
9

2
1
6
6

専
修

寺
納

骨
堂

前
川

建
築

設
計

デ
ィ
テ
ー
ル

〔
デ

ィ
テ

ー
ル

〕
す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】
最
小
限

〈
充

足
〉

2
7
7

1
9
9
9

2
1
6
6

専
修

寺
納

骨
堂

前
川

建
築

設
計

デ
ィ
テ
ー
ル

〔
デ

ィ
テ

ー
ル

〕
す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】
秩
序

〈
整

合
〉

2
7
8

1
9
9
9

3
1
7
4

ア
ミ

ュ
ゼ

柏
日

本
設

計
空
間

〔
内

部
空

間
〕

す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】
防
火
区
画
の
な
い

〈
一

体
〉

2
7
9

1
9
9
9

4
8
6

梼
原

町
雲

の
上

の
プ

ー
ル

細
木

建
築

研
究

所
空
間
/
室
内
プ
ー
ル

〔
室

空
間

〕
の
ん
び
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
自
然
素
材
を
生
か
し
た

〈
生

命
感

〉

2
8
0

1
9
9
9

4
8
6

梼
原

町
雲

の
上

の
プ

ー
ル

細
木

建
築

研
究

所
室
内
プ
ー
ル

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
豊
か
さ

〈
豊

穣
〉

2
8
1

1
9
9
9

4
2
0
8

熊
本

市
総

合
屋

内
プ

ー
ル

ア
ク

ア

ド
ー

ム
く
ま

も
と

山
下

設
計

丘
〔
地

形
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
大
地

〈
重

厚
さ

〉

2
8
2

1
9
9
9

4
2
0
8

熊
本

市
総

合
屋

内
プ

ー
ル

ア
ク

ア

ド
ー

ム
く
ま

も
と

山
下

設
計

丘
〔
地

形
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
周
辺
の
平
地
に
呼
応
し
た

〈
親

和
性

〉

2
8
3

1
9
9
9

7
1
9
7

北
会

津
村

役
場

庁
舎

古
市

徹
雄

・
都

市
建

築
研

究
所

空
〔
周

辺
環

境
〕

ど
ん
よ
り

【
質

量
（
重

）
】

厚
い
雲
に
覆
わ
れ
た

〈
重

厚
さ

〉

2
8
4

1
9
9
9

7
2
0
4

吉
備

高
原

幼
稚

園
小

泉
雅

生
/
C

十
A

(シ
ー

ラ
カ

ン
ス

ア
ン

ド
ア

ソ
シ

エ
イ

ツ
)

立
体
格
子

〔
構

造
〕

ジ
グ
ザ
グ

【
折

れ
方

（
強

）
】
間
仕
切
っ
て
い
る

〈
断

片
〉

2
8
5

1
9
9
9

7
2
0
4

吉
備

高
原

幼
稚

園
小

泉
雅

生
/
C

十
A

(シ
ー

ラ
カ

ン
ス

ア
ン

ド
ア

ソ
シ

エ
イ

ツ
)

立
体
格
子

〔
構

造
〕

ジ
グ
ザ
グ

【
折

れ
方

（
強

）
】
間
仕
切
り

〈
遮

断
〉

2
8
6

1
9
9
9

7
2
0
4

吉
備

高
原

幼
稚

園
小

泉
雅

生
/
C

十
A

(シ
ー

ラ
カ

ン
ス

ア
ン

ド
ア

ソ
シ

エ
イ

ツ
)

立
体
格
子

〔
構

造
〕

ジ
グ
ザ
グ

【
折

れ
方

（
強

）
】
遊
具

〈
刺

激
〉

2
8
7

1
9
9
9

7
2
0
4

吉
備

高
原

幼
稚

園
小

泉
雅

生
/
C

十
A

(シ
ー

ラ
カ

ン
ス

ア
ン

ド
ア

ソ
シ

エ
イ

ツ
)

格
子

〔
構

造
〕

ジ
グ
ザ
グ

【
折

れ
方

（
強

）
】
微
妙
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

〈
抑

揚
〉

2
8
8

1
9
9
9

9
2
2
1

静
岡

デ
ィ

ッ
ク

ビ
ル

竹
中

工
務

店
「
家
族
」
や
来
訪
者
は

〔
人

〕
ほ
っ

【
不

明
瞭

性
（
小

）
】
安
息

〈
安

心
感

〉

2
8
9

1
9
9
9

1
0

1
3
1

小
倉

競
馬

場
日

本
競

馬
施

設
 東

畑
建

築
事

務

所
背
面
空
間
が

〔
内

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
休
憩
ス
ペ
ー
ス

〈
落

着
〉

2
9
0

1
9
9
9

1
0

1
3
1

小
倉

競
馬

場
日

本
競

馬
施

設
 東

畑
建

築
事

務

所
背
面
空
間
が

〔
内

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
曲
線

〈
湾

曲
〉

2
9
1

1
9
9
9

1
2

9
7

ピ
ピ

ア
庵

出
江

寛
/
出

江
建

築
事

務
所

空
間

〔
内

部
空

間
〕

ぬ
く
ぬ
く

【
温

か
さ

（
小

）
】

人
間
的
な

〈
生

命
感

〉

2
9
2

1
9
9
9

1
2

9
7

ピ
ピ

ア
庵

出
江

寛
/
出

江
建

築
事

務
所

空
間

〔
内

部
空

間
〕

ふ
か
ふ
か

【
軟

度
（
小

）
】

人
間
的

〈
生

命
感

〉

2
9
3

2
0
0
0

2
1
0
3

あ
さ

ば
旅

館
志

水
正

弘
・
林

公
子

　
横

川
正

広

建
築

設
計

空
間
の

〔
内

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
奥
行
き

〈
ス

ケ
ー

ル
感

〉

2
9
4

2
0
0
0

5
1
9
7

世
田

谷
自

動
車

学
校

宮
崎

浩
／

プ
ラ

ン
ツ

ア
ソ

シ
エ

イ

ツ
空
間

〔
内

部
空

間
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
透
明
感
の
強
い
軽
快
な
構
成

〈
単

純
性

〉

2
9
5

2
0
0
0

8
1
5
6

ア
ー

ス
ワ

ー
ク

セ
ン

タ
ー

吉
松

秀
樹

＋
ア

ー
キ

プ
ロ

表
層

〔
建

築
外

観
〕

ぼ
ん
や
り

【
不

明
瞭

性
（
大

）
】
手
が
届
く
よ
う
で
届
か
な
い

〈
曖

昧
〉
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2
9
6

2
0
0
0

1
0

8
3

V
IL

L
A

 F
U

J
II

宇
野

求
＋

フ
ェ

イ
ズ

ア
ソ

シ
エ

イ
ツ
ウ
ォ
ー
ク
ウ
ェ
イ

〔
動

線
空

間
〕

ジ
グ
ザ
グ

【
折

れ
方

（
強

）
】
内
外
を
貫
く

〈
開

放
性

〉

2
9
7

2
0
0
0

1
0

1
3
3

東
京

大
学

工
学

部
2
号

館
東

京
大

学
施

設
部

　
東

京
大

学

工
学

部
建

築
計

画
室

前
庭

〔
外

部
空

間
〕

た
っ
ぷ
り

【
過

剰
性

（
小

）
】
全
景
を
示
す
た
め

〈
包

容
〉

2
9
8

2
0
0
0

1
1

1
1
1

朝
日

町
エ

コ
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
コ

ア

セ
ン

タ
ー

　
創

遊
館

ス
タ

ジ
オ

建
築

計
画

環
境

〔
建

築
全

体
〕

ざ
ら
っ

【
粗

さ
（
粗

）
】

繊
細
に
な
ら
な
い
よ
う
に

〈
大

雑
把

〉

2
9
9

2
0
0
0

1
1

1
1
1

朝
日

町
エ

コ
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
コ

ア

セ
ン

タ
ー

　
創

遊
館

ス
タ

ジ
オ

建
築

計
画

環
境

〔
建

築
全

体
〕

ざ
ら
っ

【
粗

さ
（
粗

）
】

素
直
に
示
す
こ
と

〈
単

純
性

〉

3
0
0

2
0
0
0

1
1

1
1
1

朝
日

町
エ

コ
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
コ

ア

セ
ン

タ
ー

　
創

遊
館

ス
タ

ジ
オ

建
築

計
画

環
境

〔
建

築
全

体
〕

ざ
ら
っ

【
粗

さ
（
粗

）
】

き
れ
い
す
ぎ
な
い
よ
う
に

〈
単

純
性

〉

3
0
1

2
0
0
1

2
1
0
2

ヒ

宮
元

佳
明

／
ア

ト
リ

エ
第

５
建

築

界
＋

池
田

昌
弘

／
池

田
昌

弘
建

築
研

究
所

（
草
木
）

〔
周

辺
環

境
〕

ボ
ウ
ボ
ウ

【
散

在
性

（
大

）
】
旺
盛
に
繁
っ
た

〈
賑

わ
い

〉

3
0
2

2
0
0
1

2
1
4
2

フ
ロ

ー
ニ

ン
ゲ

ン
ハ

ウ
ス

伊
東

豊
雄

建
築

設
計

ア
ル
ミ

〔
材

料
〕

ペ
ラ
リ

【
薄

さ
（
薄

）
】

極
薄

〈
小

さ
さ

〉

3
0
3

2
0
0
1

2
1
4
2

フ
ロ

ー
ニ

ン
ゲ

ン
ハ

ウ
ス

伊
東

豊
雄

建
築

設
計

ア
ル
ミ

〔
材

料
〕

ペ
ラ
リ

【
薄

さ
（
薄

）
】

軽
妙
な
も
の

〈
控

目
〉

3
0
4

2
0
0
1

2
2
0
5

東
京

宝
塚

ビ
ル

竹
中

工
務

店
ペ
リ
メ
ー
タ
ー
ゾ
ー
ン

〔
領

域
〕

す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】
キ
ャ
ン
テ
ィ
レ
バ
ー

〈
単

純
性

〉

3
0
5

2
0
0
1

3
1
3
4

Z
IG

 H
O

U
S
E
/
Z
A

G
 H

O
U

S
E

古
谷

誠
章

／
S
T
U

D
IO

 N
A

S
C

A
主
構
造

〔
構

造
〕

ジ
グ
ザ
グ

【
折

れ
方

（
強

）
】
曖
昧
な

〈
曖

昧
〉

3
0
6

2
0
0
1

3
1
5
3

ハ
ウ

ス
・
ア

サ
マ

　
ハ

ウ
ス

・
サ

イ

コ

ア
ト

リ
エ

・
ワ

ン
＋

東
京

工
業

大
学

建
築

学
科

塚
本

研
究

室
納
屋

〔
特

定
建

築
〕

ざ
っ
く
り

【
粗

さ
（
粗

）
】

む
き
出
し

〈
単

純
性

〉

3
0
7

2
0
0
1

3
1
5
3

ハ
ウ

ス
・
ア

サ
マ

　
ハ

ウ
ス

・
サ

イ

コ

ア
ト

リ
エ

・
ワ

ン
＋

東
京

工
業

大
学

建
築

学
科

塚
本

研
究

室
納
屋

〔
建

築
全

体
〕

ざ
っ
く
り

【
粗

さ
（
粗

）
】

メ
リ
ハ
リ

〈
抑

揚
〉

3
0
8

2
0
0
1

5
1
9
9

ポ
ー

タ
ブ

ル
・
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

ー

K
H

-
2

み
か

ん
ぐ

み
タ
イ
ヤ

〔
部

材
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
内
部
に
客
を
入
れ
た
り
，
ど

こ
へ
で
も
運
べ
る

〈
強

固
〉

3
0
9

2
0
0
1

8
1
4
6

牛
久

の
ギ

ャ
ラ

リ
ー

堀
部

安
嗣

街
並
み

〔
風

景
〕

の
っ
ぺ
り

【
薄

さ
（
薄

）
】

無
機
質

〈
単

純
性

〉

3
1
0

2
0
0
1

8
1
6
3

日
蓮

宗
法

華
堂

教
会

江
東

メ
モ

リ

ア
ル

宮
崎

浩
／

プ
ラ

ン
ツ

ア
ソ

シ
エ

イ

ツ
コ
ン
ク
リ
ー
ト

〔
材

料
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
厳
粛
性

〈
控

目
〉

3
1
1

2
0
0
1

8
1
6
3

日
蓮

宗
法

華
堂

教
会

江
東

メ
モ

リ

ア
ル

宮
崎

浩
／

プ
ラ

ン
ツ

ア
ソ

シ
エ

イ

ツ
コ
ン
ク
リ
ー
ト

〔
材

料
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
わ
か
り
や
す
い

〈
明

快
〉

3
1
2

2
0
0
1

8
1
6
3

日
蓮

宗
法

華
堂

教
会

江
東

メ
モ

リ

ア
ル

宮
崎

浩
／

プ
ラ

ン
ツ

ア
ソ

シ
エ

イ

ツ
素
材

〔
材

料
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
落
ち
着
い
た
佇
ま
い
を
つ
く

り
出
そ
う
と
し
て
い
る

〈
安

心
感

〉

3
1
3

2
0
0
1

8
1
6
3

日
蓮

宗
法

華
堂

教
会

江
東

メ
モ

リ

ア
ル

宮
崎

浩
／

プ
ラ

ン
ツ

ア
ソ

シ
エ

イ

ツ
素
材

〔
材

料
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
存
在
感

〈
重

厚
さ

〉

3
1
4

2
0
0
1

1
0

1
5
9

片
岡

代
台

幼
稚

園
の

改
装

乾
久

美
子

建
築

設
計

空
間

〔
内

部
空

間
〕

の
っ
ぺ
り

【
薄

さ
（
薄

）
】

奥
行
感
が
な
く
な
っ
た
り
し

て
〈
曖

昧
〉

3
1
5

2
0
0
1

1
0

1
5
9

片
岡

代
台

幼
稚

園
の

改
装

乾
久

美
子

建
築

設
計

空
間

〔
内

部
空

間
〕

の
っ
ぺ
り

【
薄

さ
（
薄

）
】

次
元
が
ず
れ
て

〈
異

質
〉
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建
築

物
の

言
語

描
写

の
擬

態
語

表
現

に
お

け
る

建
築

の
具

体
の

様
相

N
o
.

掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
主

体
の

記
述

例
〔
主

体
の

分
類

〕
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
 】

表
出

概
念

の
記

述
例

〈
表

出
概

念
の

分
類

〉

3
1
6

2
0
0
1

1
1

9
2

S
A

K
石

田
敏

明
＋

石
田

敏
明

建
築

設

計
空
間

〔
内

部
空

間
〕

ガ
ラ
ン

【
空

隙
度

(大
)】

ガ
レ
ー
ジ
の
よ
う
な

〈
空

虚
感

〉

3
1
7

2
0
0
1

1
1

9
2

S
A

K
石

田
敏

明
＋

石
田

敏
明

建
築

設

計
空
間

〔
内

部
空

間
〕

ガ
ラ
ン

【
空

隙
度

(大
)】

開
放
性

〈
開

放
性

〉

3
1
8

2
0
0
2

2
9
5

茨
城

県
立

図
書

館
茨

城
県

土
木

部
営

繕
課

　
日

建

設
計

元
議
場

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
読
書
に
ふ
さ
わ
し
く

〈
安

心
感

〉

3
1
9

2
0
0
2

2
1
8
8

春
風

館
二

井
清

治
建

築
研

究
所

馴
染

〔
材

料
〕

し
っ
と
り

【
湿

潤
度

（
小

）
】
柔
ら
か
い

〈
柔

和
〉

3
2
0

2
0
0
2

4
1
3
5

宮
崎

県
木

材
利

用
技

術
セ

ン

タ
ー

ア
ル

セ
ッ

ド
建

築
研

究
所

接
合

〔
デ

ィ
テ

ー
ル

〕
ス
ッ
キ
リ

【
整

然
性

（
小

）
】
精
巧
な
仕
事

〈
精

巧
〉

3
2
1

2
0
0
2

5
1
5
1

下
馬

の
連

続
住

居
北

山
恒

＋
ar

c
h
it
e
c
tu

re

W
O

R
K
S
H

O
P

空
間

〔
内

部
空

間
〕

ガ
ラ
ン

【
空

隙
度

(大
)】

倉
庫
の
よ
う
な

〈
空

虚
感

〉

3
2
2

2
0
0
2

6
1
8
1

延
岡

ホ
テ

ル
増

築
小

渾
丈

夫
＋

小
渾

エ
リ

子
/
T
E
O

ar
c
h
it
e
c
ts

内
部
空
間

〔
内

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
静
か
に
休
む

〈
安

心
感

〉

3
2
3

2
0
0
2

7
1
1
1

P
L
A

S
T
IC

・
H

O
U

S
E

隈
研

吾
素
材

〔
材

料
〕

ヌ
メ
ヌ
メ

【
粘

性
（
小

）
】

生
き
物
の
よ
う
な
物
質
性
が

立
ち
現
れ
る

〈
生

命
感

〉

3
2
4

2
0
0
2

1
0

1
9
1

静
岡

エ
コ

パ
　

ス
タ

ジ
ア

ム
・
ア

リ
ー

ナ

佐
藤

綜
合

計
画

・
斉

藤
公

男
　

設

計
共

同
企

業
体

ロ
ビ
ー

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
憩

〈
安

心
感

〉

3
2
5

2
0
0
2

1
0

1
9
1

静
岡

エ
コ

パ
　

ス
タ

ジ
ア

ム
・
ア

リ
ー

ナ

佐
藤

綜
合

計
画

・
斉

藤
公

男
　

設

計
共

同
企

業
体

ロ
ビ
ー

〔
室

空
間

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
一
体
感

〈
親

和
性

〉

3
2
6

2
0
0
3

1
1
4
4

A
D

K
松

竹
ス

ク
エ

ア
　

三
菱

地
所

設
計

隈
研

吾
段

〔
動

線
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
開
か
れ
た

〈
開

放
性

〉

3
2
7

2
0
0
3

1
1
4
4

A
D

K
松

竹
ス

ク
エ

ア
　

三
菱

地
所

設
計

隈
研

吾
都
市
性

〔
室

空
間

〕
ま
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
誰
も
が
自
由
に

〈
自

由
〉

3
2
8

2
0
0
3

1
1
4
4

A
D

K
松

竹
ス

ク
エ

ア
　

三
菱

地
所

設
計

隈
研

吾
都
市
性

〔
室

空
間

〕
ま
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
ゆ
っ
た
り
と
連
続
し
て
い
く

感
じ

〈
親

和
性

〉

3
2
9

2
0
0
3

1
1
4
4

A
D

K
松

竹
ス

ク
エ

ア
　

三
菱

地
所

設
計

隈
研

吾
段

〔
動

線
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
連
続
し
て
い
く
/
都
市
性

〈
親

和
性

〉

3
3
0

2
0
0
3

9
9
2

安
曇

野
高

橋
節

郎
記

念
美

術
館

宮
崎

浩
／

プ
ラ

ン
ツ

ア
ソ

シ
エ

イ

ツ
建
築
全
体

〔
建

築
全

体
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
存
在
感

〈
重

厚
さ

〉

3
3
1

2
0
0
3

1
1

1
0
6

O
N

E
表

参
道

隈
研

吾
建

築
設

計
集
成
材

〔
部

材
〕

ざ
ら
ざ
ら

【
粗

さ
（
粗

）
】

木
そ
の
も
の

〈
生

命
感

〉

3
3
2

2
0
0
3

1
1

1
6
9

代
沢

の
家

　
街

並
み

に
配

慮
し

た

小
規

模
宅

地
開

発
タ

オ
　

ア
ー

キ
テ

ク
ツ

外
部
空
間

〔
外

部
空

間
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
閉
塞
感
の
な
い
/
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
/
開
放
的
な

〈
開

放
性

〉

3
3
3

2
0
0
3

1
1

1
6
9

代
沢

の
家

　
街

並
み

に
配

慮
し

た

小
規

模
宅

地
開

発
タ

オ
　

ア
ー

キ
テ

ク
ツ

外
部
空
間

〔
外

部
空

間
〕

の
び
の
び

【
弛

緩
性

（
小

）
】
ヌ
ケ

〈
開

放
性

〉

3
3
4

2
0
0
4

6
8
2

船
橋

ア
パ

ー
ト

メ
ン

ト
西

沢
立

衛
寝
室

〔
室

空
間

〕
こ
ぢ
ん
ま
り

【
量

（
少

）
】

快
適
な

〈
印

象
（
快

適
）
〉

3
3
5

2
0
0
4

6
8
9

船
橋

ア
パ

ー
ト

メ
ン

ト
西

沢
立

衛
ベ
ッ
ド
室
/
空
間

〔
室

空
間

〕
こ
ぢ
ん
ま
り

【
量

（
少

）
】

快
適
さ
の
あ
る

〈
印

象
（
快

適
）
〉
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建
築

物
の

言
語

描
写

の
擬

態
語

表
現

に
お

け
る

建
築

の
具

体
の

様
相

N
o
.

掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
主

体
の

記
述

例
〔
主

体
の

分
類

〕
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
 】

表
出

概
念

の
記

述
例

〈
表

出
概

念
の

分
類

〉

3
3
6

2
0
0
4

6
8
9

船
橋

ア
パ

ー
ト

メ
ン

ト
西

沢
立

衛
ベ
ッ
ド
室
/
空
間

〔
室

空
間

〕
こ
ぢ
ん
ま
り

【
量

（
少

）
】

ベ
ッ
ド
や
そ
の
周
辺
の
モ
ノ

だ
け

〈
単

純
性

〉

3
3
7

2
0
0
4

6
1
7
1

ナ
チ

ュ
ラ

ル
シ

ー
ム

遠
藤

政
樹

＋
池

田
昌

弘
／

E
D

H

遠
藤

設
計

室
＋

池
田

昌
弘

建
築

研
究

所

道
路

〔
外

部
空

間
〕

だ
ら
だ
ら

【
弛

緩
性

（
大

）
】
曲
が
り
く
ね
っ
た

〈
曖

昧
〉

3
3
8

2
0
0
4

6
1
7
1

ナ
チ

ュ
ラ

ル
シ

ー
ム

遠
藤

政
樹

＋
池

田
昌

弘
／

E
D

H

遠
藤

設
計

室
＋

池
田

昌
弘

建
築

研
究

所

道
路

〔
外

部
空

間
〕

だ
ら
だ
ら

【
弛

緩
性

（
大

）
】
豊
か

〈
豊

穣
〉

3
3
9

2
0
0
4

7
1
5
7

直
方

の
海

椎
名

英
三

建
築

設
計

内
装
材

〔
材

料
〕

ギ
ザ
ギ
ザ

【
鋭

度
（
強

力
）
】
慣
れ
親
し
ん
だ
表
現
を
放
棄

し
た

〈
異

質
〉

3
4
0

2
0
0
4

1
0

1
0
3

ル
イ

・
ヴ

ィ
ト

ン
銀

座
並

木
通

り
店

青
木

淳
　

L
o
u
is

 V
u
it
to

n

M
al

le
ti
e
r 

エ
イ

チ
ア

ン
ド

エ
イ

　
清

水
建

設

空
間

〔
内

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
ス
ケ
ー
ル
感
は
感
じ
さ
せ
な

い
〈
曖

昧
〉

3
4
1

2
0
0
4

1
0

1
0
3

ル
イ

・
ヴ

ィ
ト

ン
銀

座
並

木
通

り
店

青
木

淳
　

L
o
u
is

 V
u
it
to

n

M
al

le
ti
e
r 

エ
イ

チ
ア

ン
ド

エ
イ

　
清

水
建

設

空
間

〔
内

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
呼
吸
し
て
い
る

〈
生

命
感

〉

3
4
2

2
0
0
4

1
0

1
0
3

ル
イ

・
ヴ

ィ
ト

ン
銀

座
並

木
通

り
店

青
木

淳
　

L
o
u
is

 V
u
it
to

n

M
al

le
ti
e
r 

エ
イ

チ
ア

ン
ド

エ
イ

　
清

水
建

設

空
間

〔
内

部
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
組
み
合
わ
さ
っ
た

〈
一

体
〉

3
4
3

2
0
0
4

1
2

1
4
7

デ
ィ

オ
ー

ル
銀

座
乾

久
美

子
建

築
設

計
銀
座
の
晴
海
通
り
/
質
感
や

色
〔
周

辺
環

境
〕

ば
ら
ば
ら

【
散

在
性

（
大

）
】
大
き
さ
の
違
う

〈
複

雑
〉

3
4
4

2
0
0
4

1
2

1
4
7

デ
ィ

オ
ー

ル
銀

座
乾

久
美

子
建

築
設

計
銀
座
の
晴
海
通
り
/
質
感
や

色
〔
周

辺
環

境
〕

ば
ら
ば
ら

【
散

在
性

（
大

）
】
秩
序
な
く
集
積

〈
複

雑
〉

3
4
5

2
0
0
5

2
1
1
1

集
合

住
宅

2
0
K

北
山

恒
 +

 a
rc

h
it
e
c
tu

re

W
O

R
K
S
H

O
P

空
き
地

〔
外

部
空

間
〕

ガ
ラ
ン

【
空

隙
度

(大
)】

空
地

〈
開

放
性

〉

3
4
6

2
0
0
5

3
9
1

青
山

ビ
ル

改
修

（
エ

ス
コ

ル
テ

青

山
）

隈
研

吾
建

築
都

市
設

計
事

務
所
内
壁

〔
壁

〕
ザ
ワ
ザ
ワ

【
散

在
性

（
大

）
】
ヒ
ダ
の
よ
う
に

〈
質

感
〉

3
4
7

2
0
0
5

3
9
1

青
山

ビ
ル

改
修

（
エ

ス
コ

ル
テ

青

山
）

隈
研

吾
建

築
都

市
設

計
事

務
所
内
壁

〔
壁

〕
ザ
ワ
ザ
ワ

【
散

在
性

（
大

）
】
都
市
を
挑
発
し

〈
刺

激
〉

3
4
8

2
0
0
5

3
9
1

青
山

ビ
ル

改
修

（
エ

ス
コ

ル
テ

青

山
）

隈
研

吾
建

築
都

市
設

計
事

務
所
内
壁

〔
壁

〕
ザ
ワ
ザ
ワ

【
散

在
性

（
大

）
】
誘
惑
す
べ
く

〈
刺

激
〉

3
4
9

2
0
0
5

8
1
8
0

r-
S
T
1
（
松

涛
リ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
2
0
1
/
1
0
3

長
岡

勉
＋

土
屋

徹
／

po
in

t＋
福

津
宣

人
各
壁
面

〔
壁

〕
バ
ラ
バ
ラ

【
散

在
性

（
大

）
】
個
別

〈
断

片
〉

3
5
0

2
0
0
5

9
1
4
8

K
R

U
G

 X
 K

U
M

A
 =

 ∞
〈
無

限
大

〉

K
X
K

隈
研

吾
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

〔
材

料
〕

フ
ニ
ャ
フ
ニ
ャ

【
軟

度
（
小

）
】

曖
昧

〈
曖

昧
〉

3
5
1

2
0
0
5

9
1
5
1

K
R

U
G

 X
 K

U
M

A
 =

 ∞
〈
無

限
大

〉

K
X
K

隈
研

吾
構
造

〔
構

造
〕

ふ
わ
ふ
わ

【
質

量
（
軽

）
】

変
形
し
や
す
い

〈
柔

軟
性

〉

3
5
2

2
0
0
5

9
1
5
1

K
R

U
G

 X
 K

U
M

A
 =

 ∞
〈
無

限
大

〉

K
X
K

隈
研

吾
構
造

〔
構

造
〕

ふ
わ
ふ
わ

【
質

量
（
軽

）
】

泡
〈
空

虚
感

〉

3
5
3

2
0
0
5

9
1
5
1

K
R

U
G

 X
 K

U
M

A
 =

 ∞
〈
無

限
大

〉

K
X
K

隈
研

吾
構
造

〔
構

造
〕

ふ
わ
ふ
わ

【
質

量
（
軽

）
】

柔
ら
か
な

〈
柔

和
〉
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に
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る

建
築

の
具

体
の
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相

N
o
.

掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
主

体
の

記
述

例
〔
主

体
の

分
類

〕
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
 】

表
出

概
念

の
記

述
例

〈
表

出
概

念
の

分
類

〉

3
5
4

2
0
0
5

1
0

1
3
0

清
流

寺
深

沢
分

院
宮

崎
浩

／
ブ

ラ
ン

ツ
ア

ソ
シ

エ
イ

ツ
床

〔
床

〕
ば
ら
ば
ら

【
散

在
性

（
大

）
】
変
則
的
な

〈
複

雑
〉

3
5
5

2
0
0
5

1
0

1
9
0

き
ご

こ
ろ

橋
片

山
和

俊
＋

D
IK

設
計

室
鋼
桁

〔
構

造
〕

の
っ
ぺ
り

【
薄

さ
（
薄

）
】

ス
ケ
ー
ル
感
と
は
合
わ
な
い

〈
曖

昧
〉

3
5
6

2
0
0
6

2
1
6
2

井
の

頭
の

住
宅

（
桜

ア
パ

ー
ト

メ

ン
ト

）

ト
ラ

フ
建

築
設

計
／

鈴
野

浩
一

＋

禿
真

哉
部
屋

〔
室

空
間

〕
ガ
ラ
ン

【
空

隙
度

(大
)】

コ
ン
ク
リ
ー
ト
躯
体
の
み

〈
空

虚
感

〉

3
5
7

2
0
0
6

2
1
7
5

松
原

ハ
ウ

ス
菊

池
宏

建
築

設
計

事
務

所
外
壁

〔
壁

〕
ゴ
ツ
ゴ
ツ

【
硬

度
（
大

）
】

ど
の
角
度
か
ら
で
も

〈
複

雑
〉

3
5
8

2
0
0
6

4
7
0

小
倉

百
人

一
首

殿
堂

　
時

雨
殿

竹
中

工
務

店
表
情

〔
建

築
外

観
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
調
和

〈
親

和
性

〉

3
5
9

2
0
0
6

4
7
0

小
倉

百
人

一
首

殿
堂

　
時

雨
殿

竹
中

工
務

店
表
情

〔
建

築
外

観
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
シ
ン
プ
ル

〈
単

純
性

〉

3
6
0

2
0
0
6

4
7
0

小
倉

百
人

一
首

殿
堂

　
時

雨
殿

竹
中

工
務

店
表
情

〔
建

築
外

観
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
明
快
な

〈
明

快
〉

3
6
1

2
0
0
6

5
1
8
6

横
須

賀
市

健
康

安
全

科
学

セ
ン

タ
ー

ワ
ー

ク
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
イ
ン
テ
リ
ア

〔
内

部
空

間
〕

す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】
解
放

〈
自

由
〉

3
6
2

2
0
0
6

7
7
6

ち
ょ

っ
蔵

広
場

隈
研

吾
大
谷
石

〔
材

料
〕

ボ
ソ
ボ
ソ

【
乾

燥
度

（
大

）
】
ス
ポ
ン
ジ

〈
質

感
〉

3
6
3

2
0
0
6

8
7
7

K
E
M

aa
t＋

ヨ
コ

ミ
ゾ

マ
コ

ト
建

築
設

計
建
物
(
面
)

〔
建

築
外

観
〕

ガ
タ
ガ
タ

【
凹

凸
（
大

）
】

ご
ま
か
し
の
な
い

〈
大

雑
把

〉

3
6
4

2
0
0
6

8
7
7

K
E
M

aa
t＋

ヨ
コ

ミ
ゾ

マ
コ

ト
建

築
設

計
建
物
(
面
)

〔
建

築
外

観
〕

ガ
タ
ガ
タ

【
凹

凸
（
大

）
】

痛
々
し
い

〈
不

適
〉

3
6
5

2
0
0
6

8
1
2
0

sw
it
c
h

千
葉

学
空
間

〔
内

部
空

間
〕

が
ら
ん

【
空

隙
度

(大
)】

何
も
な
い

〈
開

放
性

〉

3
6
6

2
0
0
6

1
0

1
9
5

N
Y
H

at
＋

ヨ
コ

ミ
ゾ

マ
コ

ト
建

築
設

計
鋼
板

〔
材

料
〕

ペ
ナ
ペ
ナ

【
薄

さ
（
薄

）
】

の
ん
き
な

〈
安

心
感

〉

3
6
7

2
0
0
6

1
0

1
9
5

N
Y
H

at
＋

ヨ
コ

ミ
ゾ

マ
コ

ト
建

築
設

計
鋼
板

〔
材

料
〕

ペ
ナ
ペ
ナ

【
薄

さ
（
薄

）
】

い
い
加
減
さ

〈
大

雑
把

〉

3
6
8

2
0
0
6

1
0

1
9
5

N
Y
H

at
＋

ヨ
コ

ミ
ゾ

マ
コ

ト
建

築
設

計
鋼
板

〔
材

料
〕

ペ
ナ
ペ
ナ

【
薄

さ
（
薄

）
】

外
皮

〈
小

さ
さ

〉

3
6
9

2
0
0
6

1
0

1
9
5

N
Y
H

at
＋

ヨ
コ

ミ
ゾ

マ
コ

ト
建

築
設

計
鋼
板

〔
材

料
〕

ペ
ナ
ペ
ナ

【
薄

さ
（
薄

）
】

紙
の
よ
う
に

〈
小

さ
さ

〉

3
7
0

2
0
0
6

1
0

1
9
5

N
Y
H

at
＋

ヨ
コ

ミ
ゾ

マ
コ

ト
建

築
設

計
鋼
板

〔
材

料
〕

ペ
ナ
ペ
ナ

【
薄

さ
（
薄

）
】

平
ら
な

〈
平

坦
〉

3
7
1

2
0
0
6

1
0

1
9
5

N
Y
H

at
＋

ヨ
コ

ミ
ゾ

マ
コ

ト
建

築
設

計
鋼
板

〔
材

料
〕

ペ
ナ
ペ
ナ

【
薄

さ
（
薄

）
】

ゆ
が
ん
だ

〈
湾

曲
〉

3
7
2

2
0
0
6

1
2

9
9

有
元

歯
科

医
院

妹
島

和
世

と
こ
ろ

〔
内

部
空

間
〕

こ
ぢ
ん
ま
り

【
量

（
少

）
】

狭
ま
っ
た

〈
小

さ
さ

〉

3
7
3

2
0
0
7

8
8
7

A
O

I 
ap

ar
tm

e
n
t

川
辺

直
哉

風
景

〔
風

景
〕

ぼ
ん
や
り

【
不

明
瞭

性
（
大

）
】
ど
こ
ま
で
も
奥
へ
と
広
が
る

〈
ス

ケ
ー

ル
感

〉
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建
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表
現

に
お

け
る

建
築

の
具

体
の

様
相

N
o
.

掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
主

体
の

記
述

例
〔
主

体
の

分
類

〕
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
 】

表
出

概
念

の
記

述
例

〈
表

出
概

念
の

分
類

〉

3
7
4

2
0
0
7

8
8
7

A
O

I 
ap

ar
tm

e
n
t

川
辺

直
哉

風
景

〔
風

景
〕

ぼ
ん
や
り

【
不

明
瞭

性
（
大

）
】
境
界
の
曖
昧

〈
複

雑
〉

3
7
5

2
0
0
7

8
1
8
6

F
U

D
O

M
A

E
 A

P
A

R
T
M

E
N

ベ
ラ

・
ジ

ュ
ン

／
IS

S
H

O
建

築
設

計
＋

大
野

博
史

／
オ

ー
ノ

J
A

P
A

N

影
〔
環

境
要

素
〕

モ
ヤ
モ
ヤ

【
不

明
瞭

性
（
小

）
】
遠
近
感
を
失
う

〈
曖

昧
〉

3
7
6

2
0
0
7

8
1
8
6

F
U

D
O

M
A

E
 A

P
A

R
T
M

E
N

ベ
ラ

・
ジ

ュ
ン

／
IS

S
H

O
建

築
設

計
＋

大
野

博
史

／
オ

ー
ノ

J
A

P
A

N

影
〔
環

境
要

素
〕

モ
ヤ
モ
ヤ

【
不

明
瞭

性
（
小

）
】
蜃
気
楼

〈
曖

昧
〉

3
7
7

2
0
0
7

8
2
0
5

上
用

賀
の

コ
ー

ト
ハ

ウ
ス

若
松

均
屋
根

〔
屋

根
〕

ば
ら
ば
ら

【
散

在
性

（
大

）
】
同
じ
で
な
い

〈
複

雑
〉

3
7
8

2
0
0
7

1
1

1
1
1

H
o
u
se

 o
藤

本
壮

介
枝
分
か
れ
プ
ラ
ン

〔
平

面
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
豊
か
さ

〈
豊

穣
〉

3
7
9

2
0
0
7

1
1

1
1
1

H
o
u
se

 o
藤

本
壮

介
枝
分
か
れ
プ
ラ
ン

〔
平

面
〕

し
っ
か
り

【
固

定
度

（
小

）
】
保
障
す
る

〈
強

固
〉

3
8
0

2
0
0
7

1
1

1
3
0

沖
縄

県
立

博
物

館
・
美

術
館

石
本

建
築

事
務

所
・
二

基
建

築

設
計

室
設

計
共

同
企

業
体

柱
〔
柱

〕
ざ
ら
っ

【
粗

さ
（
粗

）
】

鋳
鉄
的
な

〈
質

感
〉

3
8
1

2
0
0
8

1
1
4
7

日
本

バ
プ

テ
ス

ト
仙

台
基

督
教

会
S
O

Y
so

u
rc

e
建

築
設

計
事

務
所

外
観

〔
建

築
外

観
〕

デ
コ
ボ
コ

【
凹

凸
（
大

）
】

肌
理

〈
質

感
〉

3
8
2

2
0
0
8

1
1
4
7

日
本

バ
プ

テ
ス

ト
仙

台
基

督
教

会
S
O

Y
so

u
rc

e
建

築
設

計
事

務
所

コ
ン
ク
リ
ー
ト

〔
材

料
〕

デ
コ
ボ
コ

【
凹

凸
（
大

）
】

豊
か
に
変
化
し
つ
つ

〈
豊

穣
〉

3
8
3

2
0
0
8

1
1
4
7

日
本

バ
プ

テ
ス

ト
仙

台
基

督
教

会
S
O

Y
so

u
rc

e
建

築
設

計
事

務
所

コ
ン
ク
リ
ー
ト

〔
材

料
〕

デ
コ
ボ
コ

【
凹

凸
（
大

）
】

記
憶
に
残
る

〈
重

厚
さ

〉

3
8
4

2
0
0
8

1
1
4
7

日
本

バ
プ

テ
ス

ト
仙

台
基

督
教

会
S
O

Y
so

u
rc

e
建

築
設

計
事

務
所

コ
ン
ク
リ
ー
ト

〔
材

料
〕

デ
コ
ボ
コ

【
凹

凸
（
大

）
】

不
均
質

〈
複

雑
〉

3
8
5

2
0
0
8

1
1
4
7

日
本

バ
プ

テ
ス

ト
仙

台
基

督
教

会
S
O

Y
so

u
rc

e
建

築
設

計
事

務
所

外
壁

〔
壁

〕
デ
コ
ボ
コ

【
凹

凸
（
大

）
】

明
確
で
力
強
い
外
形
線
は
姿

を
消
し

〈
曖

昧
〉

3
8
6

2
0
0
8

1
1
4
7

日
本

バ
プ

テ
ス

ト
仙

台
基

督
教

会
S
O

Y
so

u
rc

e
建

築
設

計
事

務
所

外
壁

〔
壁

〕
デ
コ
ボ
コ

【
凹

凸
（
大

）
】

不
均
質

〈
複

雑
〉

3
8
7

2
0
0
8

1
1
4
7

独
り

の
た

め
の

パ
ブ

リ
ッ

ク
ス

ペ
ー

ス
槇

文
彦

コ
ン
ク
リ
ー
ト

〔
材

料
〕

ザ
ラ
ザ
ラ

【
粗

さ
（
粗

）
】

記
憶
に
残
る

〈
重

厚
さ

〉

3
8
8

2
0
0
8

1
1
4
7

独
り

の
た

め
の

パ
ブ

リ
ッ

ク
ス

ペ
ー

ス
槇

文
彦

コ
ン
ク
リ
ー
ト

〔
材

料
〕

ザ
ラ
ザ
ラ

【
粗

さ
（
粗

）
】

不
均
質

〈
複

雑
〉

3
8
9

2
0
0
8

1
1
4
7

独
り

の
た

め
の

パ
ブ

リ
ッ

ク
ス

ペ
ー

ス
槇

文
彦

コ
ン
ク
リ
ー
ト

〔
材

料
〕

ザ
ラ
ザ
ラ

【
粗

さ
（
粗

）
】

豊
か
に
変
化

〈
豊

穣
〉

3
9
0

2
0
0
8

1
1
4
7

独
り

の
た

め
の

パ
ブ

リ
ッ

ク
ス

ペ
ー

ス
槇

文
彦

内
壁

〔
壁

〕
ザ
ラ
ザ
ラ

【
粗

さ
（
粗

）
】

安
心
感

〈
安

心
感

〉

3
9
1

2
0
0
8

1
1
4
7

独
り

の
た

め
の

パ
ブ

リ
ッ

ク
ス

ペ
ー

ス
槇

文
彦

天
井

〔
天

井
〕

ザ
ラ
ザ
ラ

【
粗

さ
（
粗

）
】

安
心
感

〈
安

心
感

〉

3
9
2

2
0
0
8

2
7
1

浮
庵

隈
研

吾
建
築

〔
建

築
全

体
〕

ぬ
る
ぬ
る

【
粘

性
（
小

）
】

生
々
し
い
変
動
を
持
つ

〈
生

命
感

〉
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建
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描
写

の
擬

態
語

表
現

に
お

け
る

建
築

の
具

体
の

様
相

N
o
.

掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
主

体
の

記
述

例
〔
主

体
の

分
類

〕
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
 】

表
出

概
念

の
記

述
例

〈
表

出
概

念
の

分
類

〉

3
9
3

2
0
0
8

6
7
7

S
IA

青
山

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

青
木

淳
塔
状
の
建
物
が

〔
建

築
全

体
〕

つ
る
ん

【
円

滑
性

（
軽

）
】
モ
ノ
リ
シ
ッ
ク

〈
一

体
〉

3
9
4

2
0
0
8

6
7
7

S
IA

青
山

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

青
木

淳
塔
状
の
建
物
が

〔
建

築
全

体
〕

つ
る
ん

【
円

滑
性

（
軽

）
】
オ
フ
ィ
ス
に
も
集
合
往
宅
に

も
見
え
な
い

〈
曖

昧
〉

3
9
5

2
0
0
8

6
7
7

S
IA

青
山

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

青
木

淳
塔
状
の
建
物
が

〔
建

築
全

体
〕

つ
る
ん

【
円

滑
性

（
軽

）
】
削
り
出
さ
れ
た
物
体

〈
単

純
性

〉

3
9
6

2
0
0
8

9
9
8

と
ら

や
工

房
内

藤
廣

建
物

〔
建

築
全

体
〕

ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

俗
世
か
ら
の
距
離
感

〈
疎

外
〉

3
9
7

2
0
0
8

9
9
8

と
ら

や
工

房
内

藤
廣

建
物

〔
建

築
全

体
〕

ひ
っ
そ
り

【
衝

撃
（
小

）
】

小
屋

〈
小

さ
さ

〉

3
9
8

2
0
0
8

9
1
2
2

h
o
u
se

 N
藤

本
壮

介
領
域

〔
領

域
〕

ぼ
ん
や
り

【
不

明
瞭

性
（
大

）
】
半
ば

〈
曖

昧
〉

3
9
9

2
0
0
8

1
0

9
6

コ
ン

カ
ー

ド
横

浜
　

矢
萩

喜
従

郎

建
築

計
画

体
制

建
設

一
級

建
築

士
事

務
所
通
路

〔
動

線
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
外
国
で
散
見
す
る

〈
落

着
〉

4
0
0

2
0
0
8

1
1

1
1
5

第
1
1
回

ヴ
ェ

ネ
チ

ア
・
ビ

エ
ン

ナ
ー

レ
建

築
展

　
日

本
館

展
示

石
上

純
也

人
〔
人

〕
の
ん
び
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
時
間
を
忘
れ

〈
落

着
〉

4
0
1

2
0
0
9

1
7
8

東
京

ス
カ

イ
ツ

リ
ー

日
建

設
計

外
観

〔
建

築
外

観
〕

す
っ
き
り

【
整

然
性

（
小

）
】
溶
接

〈
整

合
〉

4
0
2

2
0
0
9

1
1
4
9

H
o
u
se

 b
e
fo

re
 H

o
u
se

藤
本

壮
介

外
観

〔
建

築
外

観
〕

ぼ
ん
や
り

【
不

明
瞭

性
（
大

）
】

内
部
に
い
る
の
か
外
部
に
要

る
の
か
と
い
う
認
識
を
越
え

て
し
ま
う

〈
曖

昧
〉

4
0
3

2
0
0
9

2
7
5

相
模

女
子

大
学

マ
ー

ガ
レ

ッ
ト

本

館
・
体

育
館

日
本

設
計

ス
テ
ン
レ
ス
板

〔
材

料
〕

ベ
コ
ベ
コ

【
凹

凸
（
大

）
】

抽
象
化

〈
曖

昧
〉

4
0
4

2
0
0
9

2
8
2

沖
縄

小
児

保
健

セ
ン

タ
ー

フ
ナ

キ
サ

チ
コ

ケ
ン

チ
ク

セ
ッ

ケ
イ

ジ
ム

シ
ョ

・
細

矢
仁

建
築

設
計

　
設

計
共

同
体

も
の

〔
建

築
全

体
〕

が
っ
し
り

【
固

定
度

（
大

）
】
こ
の
地
に
適
し

〈
伝

統
性

〉

4
0
5

2
0
0
9

2
8
2

沖
縄

小
児

保
健

セ
ン

タ
ー

フ
ナ

キ
サ

チ
コ

ケ
ン

チ
ク

セ
ッ

ケ
イ

ジ
ム

シ
ョ

・
細

矢
仁

建
築

設
計

　
設

計
共

同
体

も
の

〔
建

築
全

体
〕

が
っ
し
り

【
固

定
度

（
大

）
】
気
候
的
要
因

〈
強

固
〉

4
0
6

2
0
0
9

2
1
2
6

綾
瀬

の
集

合
住

宅
駒

田
剛

司
＋

駒
田

由
香

空
間

〔
内

部
空

間
〕

ゴ
ツ
ゴ
ツ

【
硬

度
（
大

）
】

廃
墟
を
思
わ
せ
る

〈
不

適
〉

4
0
7

2
0
0
9

2
1
5
7

キ
ャ

ト
ル

柿
の

木
坂

m
o
ri
ko

 k
ir
a 

ar
c
h
it
e
c
t　

ア
ト

リ

エ
・
イ

マ
ム

木
枠
の
窓

〔
開

口
部

〕
ど
っ
し
り

【
質

量
（
重

）
】

抽
象
的
～
で
は
な
く

〈
重

厚
さ

〉

4
0
8

2
0
0
9

2
1
6
9

神
宮

前
メ

グ
ビ

ル
古

谷
誠

章
+
N

A
S
C

A
倉
庫

〔
特

定
建

築
〕

ざ
っ
く
り

【
粗

さ
（
粗

）
】

お
構
い
な
く

〈
大

雑
把

〉

4
0
9

2
0
0
9

3
1
1
7

オ
ポ

ジ
ッ

ト
ハ

ウ
ス

隈
研

吾
メ
ッ
シ
ュ

〔
材

料
〕

ひ
ら
ひ
ら

【
捲

れ
方

（
弱

）
】
布

〈
抑

揚
〉

4
1
0

2
0
0
9

3
1
1
7

オ
ポ

ジ
ッ

ト
ハ

ウ
ス

隈
研

吾
床

〔
床

〕
ご
つ
ご
つ

【
硬

度
（
大

）
】

は
だ
し
で
歩
き
回
り
た
く
な

る
〈
美

し
さ

〉

4
1
1

2
0
0
9

3
1
1
7

オ
ポ

ジ
ッ

ト
ハ

ウ
ス

隈
研

吾
浴
槽
の
オ
ー
ク

〔
材

料
〕

つ
る
つ
る

【
円

滑
性

（
軽

）
】
背
中
を
擦
り
付
け
た
く
な
る

〈
美

し
さ

〉
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建
築

物
の

言
語

描
写

の
擬

態
語

表
現

に
お

け
る

建
築

の
具

体
の

様
相

N
o
.

掲
載

年
掲

載
月

頁
建

築
物

設
計

者
主

体
の

記
述

例
〔
主

体
の

分
類

〕
擬

態
語

の
記

述
例

【
基

本
義

の
分

類
 】

表
出

概
念

の
記

述
例

〈
表

出
概

念
の

分
類

〉

4
1
2

2
0
0
9

5
1
5
8

F
-
S
P

A
C

E
石

黒
由

紀
表
面
と
輪
郭

〔
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
〕

も
ぞ
も
ぞ

【
不

明
瞭

性
（
小

）
】
穏
や
か
な
親
し
み
の
あ
る
表

情
〈
親

近
感

〉

4
1
3

2
0
0
9

5
1
5
8

F
-
S
P

A
C

E
石

黒
由

紀
表
面
と
輪
郭

〔
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
〕

も
ぞ
も
ぞ

【
不

明
瞭

性
（
小

）
】
凹
凸

〈
質

感
〉

4
1
4

2
0
0
9

5
1
5
8

F
-
S
P

A
C

E
石

黒
由

紀
ボ
リ
ュ
ー
ム

〔
ヴ

ォ
リ

ュ
ー

ム
〕

の
っ
ぺ
り

【
薄

さ
（
薄

）
】

か
げ
ろ
う

〈
曖

昧
〉

4
1
5

2
0
0
9

6
1
2
6

N
S
O

C
仙

台
北

部
整

形
外

科
八

重
樫

直
人

＋
ノ

ル
ム

ナ
ル

オ

フ
ィ

ス
通
路
ス
ペ
ー
ス

〔
動

線
空

間
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
諸
室
群
を
繋
ぐ

〈
親

和
性

〉

4
1
6

2
0
0
9

7
6
7

se
tt

e
佐

藤
光

彦
建

築
設

計
開
口

〔
開

口
部

〕
ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
恵
ま
れ

〈
豊

穣
〉

4
1
7

2
0
0
9

8
1
4
3

C
A

S
A

 B
E
L
L
 O

H
IR

Ａ
い

す
ゞ

エ
ス

テ
ー

ト
+
坂

倉
建

築
研

究
所

田
園
風
景

〔
風

景
〕

の
ん
び
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
ス
ケ
ー
ル

〈
ス

ケ
ー

ル
感

〉

4
1
8

2
0
1
0

8
7
1

o
n
e
 r

o
o
f 
ap

ar
tm

e
n
t

平
田

晃
久

建
築

設
計

+
吉

原
美

比

子
景
観

〔
風

景
〕

ざ
っ
く
り

【
粗

さ
（
粗

）
】

遠
望

〈
大

雑
把

〉

4
1
9

2
0
1
0

9
1
9
0

空
飛

ぶ
泥

船
藤

森
照

信
建
築

〔
建

築
全

体
〕

ち
ゃ
ん

【
整

然
性

（
小

）
】
本
格
的

〈
美

し
さ

〉

4
2
0

2
0
1
0

1
1

5
0

東
京

国
際

空
港

（
羽

田
）
国

際
線

旅
客

タ
ー

ミ
ナ

ル

羽
田

空
港

国
際

線
P

T
B

設
計

共

同
企

業
体

大
屋
根

〔
屋

根
〕

ゆ
っ
た
り

【
弛

緩
性

（
小

）
】
雄
大
な

〈
重

厚
さ

〉
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